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この報告書 は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益 の二部 であ

る機械工業振興資金 の補助 を受 けて昭和49年 度 に実施 した

「海外 にお ける情報処理 お よび情報処理産業 の実態調査」の

一環 として とりまとめ た ものであ ります。



`↓ 〈

∧＼5

イ
・
.=

♪

、

'

〔
V

ぐ

　

`

1



♪
-

,
U

子
'

ぺ心

」

.

転

鳶

k
n

7

.

」

ト

1

.

「

「



序

◎

柵
,

{く

海 外 の 情報 産業 分 野 では,米 国 にお け るIBM,ATTを め ぐる独 禁 法係 争 お

よび 欧 州 各 国 の 国 産業 界 育成,ECレ ベ ル の強 化 策な ど,今 後 の 情 勢 に大 きな

イ ンパ ク トを 与 え る 出来 事が 進 展 しつ つ あ る。

独 禁 法 係 争 に関 して は,Telex/IBM判 決(73年)の 逆 転,司 法 省/IBM

裁 判 公 判 開 始 の 延期,司 法 省 に よ るATT告 訴 な ど,新 た な 局 面 を 迎 え た。 サ

ー ビス 分野 で は ,依 然 と して バ ッチか らオ ン ライ ン ・モ ー ドへ の移 行 が 進 み ダ

ま た特 に ソ フ トウェ ア部 門 で は パ ッ ケー ジの 重要 性 が 増大 して きて い る。

欧 州 で は,ECが 欧 州 コ ン ピュ ー タ産 業強 化 のた め の プ ロ ジ ェク トを 開 始す

る一 方,英 国ICLの2900シ リーズ,Unidataの7000シ リー ズな ど よ

うや く最 新 鋭 の モ デ ノレが整 備 され つ つ あ る。 これ らの 成否 は 今 後 の欧 州 の業 界

再 編 に も大 きな 影 響 を 与 え るこ と にな ろ う。 共産 圏 諸 国 では,独 自の 開発 計画

の遅 れ もあ って,西 側 の コ ン ピュー タに対 す る関心 を 高 め る一 方,貿 易 規 制 の

問題 な ど解 決す べ き点 も多 く残 され て い る。

この よ うな 状 況 にか んが み 当財 団 で は,海 外 の情 報 処 理産 業 の 実態 調 査 の一

環 と して,当 財 団 が 入 手 した 資 料 を 中心 に,海 外 各 国 の政 府 施 策,コ ン ピュー

タ産 業 お よび 関 連 サー ビス の動 向,問 題 点 な ど につ い て 分析 した 。

本 報告 書 は,そ の 成 果 を と りま とめ た もの で,各 位 の ご参 考 に活 用 され れ ば

幸 い に存 じ ます 。

昭和50年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

副会長 斎 藤 有
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1.IBM,次 期 シ ス テ ム 移 行 を 準 備

、

74年 度lBMを め ぐ る主 な 出 来 事

、

⑨

こ の1年,IBMを め ぐる様 々な動 きを 通 して強 く感 じ られ るの は ,端 的 に

言 って370シ リーズ の 次 の 新機 種 発表への地な らしである。米 国 の業 界 関係 者 の

多 くが,現 主 力機 種370シ リー ズの 出荷 は,1975年 度 には ピ ーク に達す

るだ ろ う とみ て い る。360か ら370シ リーズ へ の移 行 は74年 度 に完 了 し

た もの とみ られ て い る 。 ま た370シ リー ズ各 モ デ ル の一 連 の 記 憶拡 張な ど機

能 強fヒ策 が 一 巡 した。370シ リー ズが 成 熟の段 階 に入 った との判 断 ,さ らに

は少 な く と も76年 ま で には 次 期 新機 種の 発 表が 行 な われ るだ ろ うとの観 測が
,

こ う した背 景 か ら出 され て い る。

1974年 度 に 発表 され た主 な新 製 品 の うちに も,FS(FutureSystem)

と呼 称 さ れ る 次期 新 主 力 コン ピ ュー タの 影 をみ る こ とが で きる。 そ してIBM

が こ の1年 間 に,内 外 で 実 行 した 大 幅 な組織 改 革 ,経 営幹 部 の 刷 新 もまた新 機

種 をめ ぐって 展 開 す る世 界 的 規 模 での 市場 環 境 の変 化 に対 応 す る ため の もの で

は ない か と思 われ るの で ある 。

IBMの 将 来 を 考え る場 合 の も うひ とつ の 大 き な注 目点 は ,や は り独 占禁 止

法訴 訟 の進 展で あ ろ う。 司法 省 とIBMの 法 廷 で の かけ ひ き は ,公 判 にむ か っ

て 白熱 して い る・IBMは 現 在 司法 省 を含 め,実 に12社 か ら独 占禁 止法 違 反

で告 訴 され て い るが,こ の うちTelexと の係 争で は ,第10巡 回 高等 裁 判 所

が 原 判 決 を くつ がえ す 判 決 を出 した こ と に よ.り,IBMの 立 場 は一 転 して有 利

にな った。 こ の 逆 転 判 決 が,司 法 省 を も含 む 他 の原 告 らに どの よ うな影

響 をお よぼ す の か 大 き な注 目を集 め て い る。

1



表1-1 IBMの 主 な 出 来 事(1974年,75年)

年/月 新 製 品 発 表 独 禁 係 争 そ の 他

74年/1月

一

・電 力 供 給 障 害 防 止 シス テ

ムUPS提 供 。

・シ ス テ ム7む けDNCソ

フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ

を 発 表 。

・3790コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョン ・シ ス テ ム を 発 表 。

・T .J.Watson"コ ー ポ レ ー

ト ・オ フ ィサ ー を 辞 職 。

・D .P,FE,GSD各 事 業 部 の 組

織 を 改 革 。

●Telex,タ ル サ 連 邦 地 域 にIBM

イ ン タ ー フ ェ ー ス 情 報 提 出 を

申 請,却 下 さ る 。

2月 'AN・SIに デ ー タ 通 信 標

準SDLCプ ロ トコ ル 提

出 。

・MarshallIndustriesよ り

独 禁 法 違 反 で 告 訴 さ る 。

・ メ モ レ ック ス な ど5社 の 独 禁 法

訴 訟 担 当 判 事 決 定 。

・J .R.Ope1新 社 長 就 任 の 発 表 。

3月 ・3614金 融 シ ス テ ム む

け に プ リ ン タ な ど ニ ュ

ー ・オ プ シ ョ ン追 加
。

・シ ス テ ム/3む け に タ ー

ミナ ル ・ソ フ ト九 アSCP

お よ びCCPを 発 表 。

・CICSサ ポ ー トに5つ

の ニ ュ ー ・プ ロ グ ラ ム を

発 表 。

'B・nkerR・m・ よ り特 許 侵 害

で 告訴 され る。

・仏 ,英 な どで 買 取 りな らび に レ
,

ン タル 価格 の値 上 げ を 発表 。
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年/月 新 製 品 発 表 独 禁 係 争 そ の 他

74年/4月 ・DOS/VSに 新 た に パ ・WTC組 織 の分 割 を発 表 。

ワ ーVSと 呼 ぶ ソ フ トウ IBM・EMA(欧 州,中 東,

エア機 能 を追 加 。 ア フ リカ)とIBM・AFF

・3340固 定 デ ィス ク ・ (南 北米,極 東)の2組 織 が

バ ー ジ ョ ン を 発 表 。 誕 生 。

'

・IBM・UK会 長 に 前 駐 米 英 .

国 大 使 が就 任 。 ・

5月 ・3330デ ィ ス ク ・シ ス テ ム

を360ユ ー ザ ー に も 販 売 開 始 。』

6月 ・VSオ ペ レ ー シ ョ ン 改 善

の た め370/145の メ

モ リ ・ キ ャ パ シ テ ィ を

倍 増 。

7月 ・3886光 学 文 字 読 取 装 ・CML社 に320万 ドル 投 資

置 に3つ の機能 を追加す す る こ とに よ り米 国 内衛 星 通,

る と と も に,3881オ プ

テ ィ カ ル ピマ ー ク ・ リ ー

信 サ ー ビス進 出 の計 画 を 発 表 。
…

・ 前WTC会 長ArthurK .

ダ を発 表.' Watsonが ノ ー ウ ナ ー ク の 病

・4
,809bp・ の デ ー タ 通 院 で 死去 。

、 信 モ デ ム を 発表 。 ・Ampexた1 ,300万 ド ル を

・1/Oア ダ プ タ に よ リ シ 支 払 うこ とで,独 禁法 違 反 な

ス テ ム/3に3741を らび に特許侵害係 争を示談 に。

直 接 接続 。
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年/月 新 製 品 発 表 独 禁 係 争 そ の 他

74年/8月 ・3741フ ロ ッ ピ ー ・

デ ィス ク ・タ ー ミナ ル の

レ コ ー デ ィ ン グ ・ヘ ッ ド

ス ペ ック を フ ェ ライ トに

変 更 。

・IBMス ウ ェ ー デ ン は

'、

5937と 呼 ば れ る キ ー ・

レ ス ・タ ー ミナ ル を 発 表

・デ ー タ 処 理 事 業 部 は ア ドオ ン
,

プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・シ ス

テ ム利 用 ユ ー ザ ー に 対 す る特 別

検 査 料 金 を 発 表 。

・ECが 欧 州 で のIBMの 独 占 的

市 場 支 配 実 態 を 調 査 す る と発 表

した 。

・GSD(GeneralSystems

Div.)へ の 権 限 大 幅 委 譲 を 発 表 。

・司 法 省/IBM係 争 の10月 公

判 延 期 。

●ForroPrecisionInc
.よ り

独 占 禁 止 法 違 反 で 告 訴 さ る。

9月 ・SNA概 念 の 発 表
。

SDLC方 式 に よ る6

モ デ ル の タ ー ミ ナ ル を 発

表 。

・シ ス テ ム/3に ニ
ュー ・

モ デ ル8を 追 加,ま た シ

ス テ ム/3-15に は

3340デ ィ ス ク を接 続

・SperryRandと の 間 に5年 間

の 特 許 協定 を 結 ぶ 。

・対 ソ 貿 易 専 門子 会 社IBM

TradeDevelopmentSA

を フ ラ ン ス に 設 立 。

・選 択 購 入 権(PO)方 式 の一 部

変 更 を 発表 。

・欧 州 で イ ン フ レ対 策 用 の リー ス

制 度 を 設 定 。
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年/月 新 製 品 発 表 独 禁 係 争 そ の 他

74年/10月 ・プ ロ ジ ェ ク ト ・オ ー ク で

知 られ る3850マ ス ・

ス トー レ ッ ジ ・シ ス テ ム

発 表

・ワー ル ド ・ワ イ ドで の新 規採 用

を停 止 。

・米 国 内 で 装置 買取 ,レ ン タル価

格 の6～8%値 上 げ 発 表 。

・EatonAllen社 よ り独 禁 法

違 反 で 告 訴 さ る。

11月 ・ シ ス テ ム/7と370シ

リ ー ズVSを 接 続 さ せ る

DISプ ロ グ ラ ム 発 表 。

・3651POSコ ン ト ロ

ー ラ の 内 部 デ ィ ス ク ・

ス トー レ ッ ジ を5Mか ら

9.3Mに 拡 大 。

・司 法 省,再 度IBM組 織 分 割 を

提 案 。

・オ イル ダ ラ ーに よ るIBM買 収

の噂 が 流 れ る。

12月 ・370/115の メ イ ン

ス トー レ ッ ジ を196M

に ま で 拡 大 。

・FCCの 公聴会 で ,IBMが 公

衆通 信 会 社 の 活動 を して も,独

占的 に通 信 サー ビス しない と言 明。

・IBM/司 法 省 公判2月18日

と発 表 。

●uWatsonJち 前会 長 ,Time

社 重 役 に就 任 。

5一



WTC事 業 収 入 の 伸 び 悩み

1974年 度,IBMは 総 売 上 高 でi26億7,529万1,832ド ル に達 し,

'純 益 は18億3
,763万9,361ド ル とな っ た。 い ずれ も前 年 の73年 に比 べ

て15%,16%の 増 加 で あ る 。(図1-1,2参 照)。

IBMczS企 業規 模 お よび 事 業 内 容 が世 界 の トップ ・レベ ル に位置 す る こ とは,

,改 めて 述べ るま で もな い だ ろ う。 これ は73年 度 決算 デ ー タに よる ものだ が,

同社 の現 金 お よび有 価証 券か ら成 る流動 資 産 は38億 ドル に 達 し,ア メ リカ全

産業 中 の第1位 で あ る とさ れ て い る 。最 近5カ 年 間 に 倍増 以 上 に達 したIBM

.社 の 資産 内 容 は,中 級国 家,た とえ ばベ ル ギ ー とか サ ウジ ア ラ ビアの 政 府準 備

金 に匹 敵す るほ どの もので ある。

この1"B'Mの 成 長 も,73年 頃 に一 時 頭 打 ち に な るの で は な い か な ど と専 門

ほ00万 ドル}

(単位100万 ドル)
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、

家 に よって と りざた さ れ た り した が,370シ リーズ の順 調 な伸長 に よっ て売

上 高 で は年 間15%前 後 の成 長 を維 持 して い る。

しか し74年 度 は純 益 のf申び率 が 多 少低下 して い る。 前年73年 度 の純利 益

総 額 の 増 加率 は23.1%で あ っ た 。 これ に対 して,IBMは74年 第4・ 四半

期 決算 で5年 ぶ りの減 益 を 発表 し,ウ ナール 街 の 投 資 家達 を 驚かせ た 。 また 過

去数 年 間,IBMの 成 長 率 を 引上 げ る原動 力 とな って き たWTCの 海外事 業 利

益 が こ こに い た って 伸 び悩 み をみせ,国 内 事 業 で の成 長 を 大 き く下 ま わ る こ と

にな った。

74年 度 第4・ 四 半 期 決 算 の 内 容 は,売 上 げが32億8,827万998ド ル

で,前 年 に比べ て4,805万4,818ド ルの増 加,純 益 は4億4,653万8,807

ドルで2,218万3,111ド ル の 減 少 となっ て い る。IBMの 四 半 期 決算 で 減

益 を計 上 した の は,69年 のO.6%減 以 来 の 出来事 で あ る。 ま た74年 度 の 総

売上 高 の うち,海 外 事 業 に よ る もの は59億4,689万8,058ド ル で,前 年

に比 べ 約15.60/o,8億436万1,764ド ルの 増 加 で あ る。 純 益 は9億

1,983万6,476ド ル で 前年 比7.9%増 とな った。

74年 度 第4・ 四 半 期 の業 績 は,前 年 同期 が 記 録 的 な成 長 を示 して いただ け

に一 層 印 象的 で あ る。 レン タルk・ よびサ ー ビス に よ る総 売上 高 は 前 年 比で10.1

%ほ ど増 加 して い る もの の,装 置 の 買取 実 績 が73年 度 よ りか な り下 まわ り,

これ が 全体 と して の業 績 低 下 につ なが った もの とみ られ る。 買 取 り実 績 の この

低 下 傾 向 が75年 も続 く と,そ の 影 響は 大 きい もの で あ る とCary会 長 は 憂 慮

して い る。 また 受 注 レベ ル が 前年 に比 べ て 低下 して い るの も気 に な る とこ ろだ 。

IBMは,74年 度 実 績 に つ い て,総 体 的 に全 世 界規 模 の景 気 後 退 が影 響 し

た と して い るが,と くに海 外 で は イ ン フ レの影 響 を強 く指 摘 して い る。IBM

は この イ ン フ レ に対 処 す る た め,装 置,サ ー ビス価 格 の値 上げ と と もに,新 規

採 用 の 中止,希 望 退 職 者 募 集 な ど経 費 削減 に努 め て きた 。
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成熟 にむか う370シ リーズ

1974年,IBMの 主 力機 種370シ リー ズは 明 らか に成 熟 にむ か って 移

行 した 。 それ は370シ リー ズ 各モ デ ル につ い て の段 階 的機 能 拡 張 が一 巡 し,

さ らに360と370の 新 旧 シ11一 ズの 移 行 が この 年 山場 を越 しiも の とみ ら

れてい るか らで ある。 さ らに370シ リーズ 自体 の 出荷 実 績 も,1975年 ごろ に

ピー ク に達す るだ ろ う との 観 測 が,米 国EDP関 係 者 の 間 で は 優勢 で あ る。

370シ リーズ の機 能 の拡 充 は,前 年度か ら引 き続 い て い る動 きで あ り,対 プ

ラ グ ・コン パ テ ィブ ル作 戦 を も含 ん だ マ ー ケ テ ィ ン グ 上 の配 慮 か ら行 なわ れ

てい る。74年 度は先 の表 に も見 られ るとk・り,残 りのモデル370/145と115の メモ

リ ・キャパシテ ィを拡 大 し,パ ワーVSな どVSソ フ トウェア機能の充実 を発表 した点 が目

立 ってい る。 も ちろんSNA概 念 の 発表 とそ れ に と もな う新型 ター ミナ ル の出

現,さ らには3850大 容量 記 憶 シス テ ムの 発表 とい う他 に 大 き な注 目点 は あ

るが,こ れ らは後 に 述べ る よ うに,370プ ラス ・システ ムな い しはFSの 領

域 へ 踏み込ん だシステ ムと思 われ るた め,370シ リーズ機 能 の 直 線的 拡充 とは

判 断で きな い 。

370機 能 強 化 とい うこ とで は,ま ず4月 に発 表 され た パ ワ ーVSが あ る。

これ はDOS/VSの 機 能 を改 良す る もの で,最 低96Kバ イ トの実 記 憶 装置

を備 えた370シ リーズ で 便 用 され る。 パ ワ ーVSは 無料 で 提供 され る こ とか

ら,こ れ までIBM仮 想 記 憶 装置 用 の ソフ トウ ェア を販 売 して きた ソ フ トウェ

ア専 門会 社 に大 き な打 撃 を与 え た もの とみ られ て い る。

370/145の メ モ リ ・サ イ ズ は最 大2Mバ イ トに まで 拡 大 され た 。 これ

に よって145に は 新 た に2つ のサ ブ ・モデ ルが で きた 。1.5Mバ イ トのJ12

と2Mバ イ トのK2が そ れで,両 方 と も19731年 に最 初 の512Kか ら1

Mバ イ トに拡 張 した と き発 表 され た1,024ビ ッ ト ・バ イ ポ ー ラ ・ メ モ リ を

使 って い る。 業 界 で は145に つ い て マ ル チ プ ロセ ッサ ・バ ー ジ ョンを予 想

してい た よ うだ が,IBMは これ を不 必 要 と して 公式 に は否 定 して い る。145
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の メ モ リ拡 大 の 意 味 は ・従 来

指摘 され て い た158と の ギ ャ

ップを埋 め る た め ・370/158

のセ ール スが ピ ーク に達 した た

め,現145の ユ ー ザ ーを 同 じ

モデ ル で最 大規 模 シス テ ム に移

行 させ158MPに つ なげ る ・リ

ア ル ・メモ リー の増 加 に よ る仮

想 記憶 プ ロセ ッ シ ン グ効 果 の 改

善 な どで あ ろ う。

図1-3:360/370設 置 ベ ー ス の 推 移
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370/115の メ モ リ ・サ イ ズ は,GFプ ロセ ッサ ー追 加 で最 大196K

バ イ トに ま で拡 大 され た 。 同モ デ ルの機 能 ア ップ は これ で3段 階 で 行 なわ れ た

こ とにな る 。業 界 で は115モ デ ル ・ク ラスQ市 場 競 争 が 激 し くな った た め に

と られ た手 段 との 見 方 が 強 い 。

370シIJ－ ズ は 結局1970年 のモ デ ル155,165と い う,い わば 囮 り

の シス テ ムか ら始 ま って74年 ま で には 全体 と して機 能 の倍 増 を達成 した わけ

で あ る。 これ は競 合 機 種 な い しメー カ ー との対 応 もあ ろ うが,360の 移 行や

370シ リー ズ の売 行 き を判 断 して そ の都 度 実 行 され た もの の よ うで あ る。

米 国 の著 名 な調 査 会 社IDC(InternationalDataCorp.)は,1974

年 に は370シ リー ズ の 台数 が360シ リー ズ の既 存 の設置 実 績 を しの ぎ,75

年 末か ら76年 は じめ に か け て ピー ク に達 す るだ ろ う と計 算 して い る。

設置 実 績 が 低 下 す る360シ リニズ につ いて は,74年 以 降 の下 降速 度 は鈍

化 す るだ ろ う とみ られ て い る。 これ につ い て は第一 に リース 会 社 が370シ リ

ーズ に対 して360ほ ど熱 心 で は ない こ と
,k・ よび360ユ ー ザ ーの 中で,

370か らFSへ とい う移 行 を と らず,360シ リーズ の機 能 改 良で 次 期 シス

テ ム発表 まで 待 と う とい うユー ザ ーがか な りい る とい う報 告 が な され て い る。

米 国 の 業 界紙ElectronicNewsに よれ ば,結 局 米 国 の リー ス会 社 に よ る
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シス テ ム370の 購 入 実 績 は,10億 ドルて い どの レベ ル に な った もの と され

て い る 。1960年 代 後 半 か ら リー ス会 社 に よって 買取 られ た360シ リーズ

の購 入 実 績 が30億 ドル で あ った こ とか らすれ ば この数 字 は 低 調 で あ る。

リー ス会 社 は む しろ360で も っ と ビジネ ス を しよ うとい う気配 さえ見 え,

一 部 ユ ーザ ー とと も に360シ リーズ に固 執 して い るが ,そ れ は すべ てFSの

存 在 が 原 因 で あ る と米 国 の業 界 筋 で は判 断 して い る。 このFSの 存 在 は,例 の

IBM/Telex係 争 資 料 の 中 に,370の 次 の機 種 と して 明示 され て い るだ け

・に影 響 力 が 大 きか った わ けで あ る。

β

4

ψ
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FSへ の 地 な ら し が 進 行

、

●

FSと 呼 ば れ る,370シ リー ズ を リプ レース す る新機 種 が,い つ どん な内

容 で 発 表 さ れ るのか 。 これ は ユ ーザ ー,コ ン ピ ュー タ ・リース 会 社 のみ な らず

内外 の競 合 大手 メイ ン フ レー ム ・メー カーの最 大 の 関 心事 で あ る とい っ て も過 言

で は な い 。

FSに つ い て は,こ れ までIBM/Telex独 禁 法係 争 資 料 をベ ース に,様

々な論 議が な され て い る。 た とえ ば 次 期 システ ムの 要件 と して,ハ イ ア ラ キー

記憶 シス テ ム,並 列 シス テ ム,ベ ク トル 処理 シス テ ム,高 次 元 言 語 組織,大 規

模 多重 処 理 シス テ ムお よび サ ー ビス ・フ リー ・・シス テ ム とい った ア ー キテ ク チ

ュア ー の概 念 が あげ られ て い る 。 この ア ー キテ ク チ ュア ー と連 動 す るOSは,

システムQと 呼 ば れ,大 型 か ら小 型 ま で の フ ァ ミ リーを カバ ーす る単 一 のOSで

これ を基 本 と して モ デ ュー ル の組 合 わせ で,提 供 さ れ るの で は な いか とさ れ て

い る。

シス テ ム ズ開 発部 門が 担 当 し,国 際的 研 究能 力 を動 員 して行 な わ れ て い る と

い うこの シス テ ムQの 設計 目標 は 次 の よ うな もので ある と 言わ れ て い る。

・プ ロ グ ラ マ以 外 の非 専 門家 で も容 易 に使 え る よ うにす る。 この た め一 般 人

む け の プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の 開 発,共 通命 令言 語 の開 発,経 験 の な い ユ ー ザ

ー が使 え る イン タ ラクテ ィブ ・プ ロ グラ ミン グ言 語 の開 発
,音 声,グ ラ フ ィ

ック な どの イ ン プ ッ トを容 易 に す るな ど とい っ た点 に配 慮 され る とい う。

・機 密保 護 お よび 信 頼 性 ,い わ ゆ るRAS(Reliability,Availabi-

1ity,Serviceability)の 実現 。

・370シ リーズ か らの 移 行 を保 証 す る"共 存 計 画"を 満 足 させ る もの 。

IBMは この プ ロジ ェ ク トを推 進 す る に あた って,シ ス テ ムQを ハ ー ドと ソ

フ ト両 方 の エ レメ ン トを含 むサ ブ シス テ ム構 造 を実 現 して い る。

さ て このFS次 期 シス テ ムが い つ 出 るか とい う こ とだ が,業 界 の予 想 は 早 け
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れ ば1975年 後 半,遅 くて1977年 とみ て い る。 と くに若 干 遅 れ るの で は

ない か とい う意 見 の中 に"370プ ラス ・シ ステ ム"の 発表 をその 原 因 と して

挙げ る もの が あ るが,こ れ は色 々な観 点 か ら注 目 して も良 い意 見 で あ る と思 わ

れ る 。

"370プ ラス ・シス テ ム"の 存在 を指 摘 す る者 は,そ の 理 由 と して,FS

が360以 上 の大 規 模 な開発 で あ り時 間 と費 用 が 予 想以 上 に 必要 とされ るた め,

そ の対 策 と して370シ リー ズ にFSの 機 能 を 付 加 して ゆ くとい う意 見 を述べ

てい る。実 際 に370プ ラス作 戦 が 行 な わ れ る と して,はkし て言 うよ うな 消

極的 観 点 か らの み 行 なわ れ る とは思 え ず,む しろ370シ リー ズのVSコ ンセ

プ トを総 仕 上 げ す る と とも に,FSへ の 進 入 を可 能 とす る 目的で あ る とみ るべ

きで は ない だ ろ うか 。

こ う した 直 線 的 な370の 機 能 強 化 を超 え た,新 しい試 み と 目的 を持 つ い く

つ か の 製 品が74年 度 には 発表 され て い る 。9月 のSNA概 念 の 発表 に と もな

うSDLC方 式 に よ る6種 の タ ー ミナル の登 場,10月 の プ ロジ ェク ト・オ ー

クで知 られ る3850マ ス ・ス トー レ ッジ ・.システ ムの 発表,11月 の シス テ

ム/7と370シ リー ズVSを 結 合 させ るDISプ ロ グ ラム の 発表,さ らに は

75年 早 々に行 なわ れ た超小 型 ビジネ ス用 ミニ ・コン ピュータ,シ ステ ム/32

の発 表 な どが そ れ で あ る。

これ らは いず れ も370シ リー ズ の機 能 強 化 とい う よ りは,明 らか に次期 シ

ス テ ム との つ なが りを意 図 して 発表 され た とい う共 通 の特 徴 を有 して い る。

た とえ ばSNAだ 。IBMは 宣 伝 こそ さほ ど華 々しくしなか った ものの,,370

VS発 表 以来 の重 大事 と述 べ て い る。IBM自 身 の説 明 に よる と,仮 想 通 信 ア

クセ ス 方 式(VTAM)と ネ ッ トワ ー ク制 御 プ ロ グ ラムNCP/VSの 関 係 を

標準 化 し,両 者 の イ ン タ フ ェ ース を370VSの メ イ ン フ レー ムで 行 なお うと

い うの がSNA(シ ス テ ム ・ネ ッ トワー ク 体 系)で あ る とい う。そ して この 方

式 で フ ロン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ が 相 互 に,ま た370メ イン フ レー ム と

の間 にSDLCに よって 通 信 で き る こ とにな った 。SDLC(Synchrono－
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●

usDataLinkContro1)は 従 来 のBSC方 式 を改 良 した もの で
,多 地 点

間 のデ ー タ ・ トラ ン ザ ク シ ョ ン
,常 時 双 方 向通 信 な どで 効 果 を あげ るため の

プ ロ トコ ル で あ る 。IBMはSNAで はVTAM,NCP ,SDLCと い うソ

フ トウ ェア 面 と3790,3770な ど一 連 の ター ミナ ル ・ハ ー ドウェア の 発

表 で,コ ミュニ ケ ーシ ョ ン ・テ ク ノ ロジ ーの リーダ ー とな り,プ ロセ ッシ ン グ

作 業 か らネ ッ トワーク ・コ ン トロー ル を分 離 させ る こ とでFSへ の道 を 開 い た

もの とみ られ てい る。

3850パ ー チ ュア ル ・デ ィス ク は ど うか。 これ は 直径2イ ン チ,長 さ4イ

ンチ のデ ー タ ・カー ト リッ ジ と呼 ば れ るテ ー プが 注 目され る
。 この カ ー トリ ッ

ジは2本 で3336デ ィス ク ・パ ック に相 当す る容量 を持 つ 。3850に は基

本 モ デ ルが4つ あ り,353億 か ら2 ,360億 バ イ トま で で,拡 張 で き る最 大

容 量 は4,720億 バ イ ト で あ る 。3850は 磁 気 テ ー プの 経 済性 とデ ィ

ス ク の柔 軟 性 を ひ とつ に した もの で
,同 容 量 の 磁気 デ ィス ク と比べ10分 の1

の経 費 で す む 。 結局 この新 製 品 はVS概 念 を ダ イ レク ト.ア クセス.ス ト_レ

ッ ジに まで拡 大 した と言え ,こ れ がFSに つ なが る もの と判 断 される 。 実 際 プ

・ジ エク ト"t－ ク 自体 は
,IBM社 内 でFSむ け と規 定 している ぐらいで ある 。

また11月 に出されたDISプ ロ グ ラム につ い て は ,次 の よ うな評価 が 出 され て

い る。

IBMの 説 明 で は・DIS(Di・t・ib・t・dI・t・11ig・ ・ceSy,t。
m)

は,シ ス テ ム/7の セ ンサ ー ・ベ ース ・オペ レー シ ョン機 能 と仮 想 記 憶 シス テ

ム370の キ ャ ラク ター を結 合 させ る もの で あ る とい う
。 この シ ス テ ム/7に

つ い ては ・370シ リー ズ を 研 究機 関 ,生 産 工 場 さ らには 音声 応 答 シ ス テ ム ど

して 使 うこ とで金 融機 関 な どの新 市場 に売 込 む こ とが ね らい とされ て い る
。 こ

の点 はIBM社 内 機 密資 料 で も明記 され て お り,シ ステ ム/7の セ ンサ ー ・ペ

ー ス ド戦 略 はFSに そ の ま ま 引継 が れ る こ とが 確 め られ てい る
。

と ころ で1月 に 発表 さ れ た シス テ ム/32だ が,こ の装置 月間 レ ン タル で

770ド ル とい うこれ まで のIBMの 中で 一 番 の 普 及型 で あ る。業 界 で は,同
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程度 の 値段 でIBM並 み の 性能 を 出す の はむ ず か しい との評 が あ るが,対 抗 機

種 は 欧 米 で続 々出 され つ つ あ る。 シス テ ム/32発 表 の意 義 を ひ と口 に言 うな

らば,低 価 格 超小 型 ビジ ネス ・ミニ ・コンの レベ ル を 急速 に ア ップ した もの と

言 え よ う。IBMは この 新 機 種 で バ ー ジン ・コーー ザ ーを拡 大す る一 方,イ ンチ

'リジ
ェ ン ト ・タ ー ミナ ル と してSDLC方 式 に よ る ネ ッ トワー ク につ な ぐセ ー

ルス を積 極 的 にす す め る も よ うで あ る。

この機 種 は また,370シ リーズ よ りもFSへ の 接続 を念 頭 に設 計 され た と

の見 方 が 業 界 で は一 般 的 で あ る。 と くにEDP未 経 験 の ユ ー ザ ー に対 して プ ロ

グラマ レス を 志 向 した"イ ージ ー ・ッ ー ・オペ レ イ ト"を あ る程 度 実 現 してお

り,、これ がFSの コ ンセ プ トの先 駆 的 な もの で は な いか とみ られ て い る。

この 他 注 目す べ き点 と して,選 択 購 入 方 式 の一 部 変 更(9月)と 米 国 内衛 星

通 信 サ ー ビス 市場 参入 計 画 の 発表(7月)が 挙 げ られ る。

選 択購 入方 式 の 手 直 しは,レ ン タル ・ユ ー ザ ーが 買取 りに切 り替 え るの を 決

め る まで の 最 大期 間 を これ まで の24カ 月か ら36カ 月 に延 ば す な どの内 容 を

持 つ もの で,現 在 の370ラ イ ンの 販 売 水準 の 管 理 と次 世代 機 発売 の環 境 を整

え る ことが 狙 い と され て い る。

ま・kCM-L社 株 の取 得 を通 じて の 通 信 衛星 ビジ ネス 参入 は,75年1月 に

FCC(連 邦通 信 委 員 会)に よ り申請 が 拒 まれ た が,業 界 で は この分 野で の

IBMの 狙 い は(1)電 子 交換 機 と コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を含 む将 来 の 情報 処理

ネ ッ トワー ク建 設へ の 布 石,(2)SDLCが 衛 星伝 送 に適 して い る こ とで,こ れ

に よる ター ミナ ル 市 場 支 配 と と もに(3)FSで 通 信 衛 星 を使 っ た メ ンテ ナ ンス ・

サ ー ビス をや ろ う と して い るの で は な い か と と りざ た してい る。

〈注〉 IBMのSF開 発 につ い て は最 近,英 国 のFinancialTimesな

どが,IBMはFSと い う呼 称 の使 用 を 中止 した と報 じた 。

ケ ー リーIBM会 長 は,FSと い う名称 は取 りや め た が,こ れ は一

部 で 言 わ れ てい る よ うな開 発 計画 の断 念 を 意味 す る もので は な く,将

来 め 二=一 ・シ ス テ ム開 発 は今 後 とも続 行 され る と述 べ てk・ り,IBM

の ポ ス ト370政 策 が 注 目 され てい る。
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内外で進められ る経営の分権化傾向

1974年8月,GSD(GeneralSystemsDiv.)に 開 発か ら販 売 に

い た る大 幅 な経 営 自治 権 が 委 譲 され た とき,米 国 の業 界で は これ に よって 月 間

レン タル料1,000ド ル以 下 とい う超 小型 シス テ ムの 発表 が行 な わ れ るだ ろ う

と予 想 した 。

は た して75年1月 に な っ て シス テ ム/32が 登 場,16KB・MOSFET,

5MBデ ィ ス クで770ド ル/月 とい う料金 は超 小 型 ビジネ ス 用'ミ ニ・コ ン市場

に旋 風 をま き起 そ うと して い る。 一、

シス テ ム/32は 言 わ れ る とお り,GSDの 組 織 改編 と強 い つ なが りを 持 つミ
て い る。74年1月 に まず,こ の事 業 部 はDP(Data、Processing・)・

FE(FieldEnginieering)な ど他 部 門 の組 織 編成 と並 行 して,シ ス テ ム

/3,シ ス テ ム/7,360/20,3740な ど ロー ク ラス ・マ シ ンの 販売 を

中心 とする組織 に 模様 が え され た 。そ して8月 に いた り,完 全 に シ ステ ム/3を

中心 とす る マ ー ケ テ ィ ング お よび フ ィール ド ・サ ー ビス 面 で 全 面 的 な 意志 決

定 権 が与 え られ た 。 しか し9月1日 か らのGSD新 事 業 部 発 足 には,海 外事 業

活動 は含 まれ ず,海 外 子 会 社 で の体 制 づ く りは 依 然 調 整 中 とみ られ てい る。 調

整 が 完 了す るの は,あ るい は シス テ ム/32がWTCで 発 表 され る と きで あ る

のか も しれ ない 。 一"～

米 国 の 業 界関 係 者 の 間 で は,シ ス テ ム/32は 従 来 の シ ス テ ム/3を しの ぐ

ポ ピ ュ ラーな 〔 シ ン とな り,そ の 売上 げ 実 績 もや が て シス テ ム/3を 上 まわ り,

・ ・Dの ド・レ箱 に な るだ ろ う とみ て い る・t・xテ ム/32ロ ・垣 経 営を支

え るか た ち にな り,GSDは 小型 機 を 中心 とす る"も うひ と?の ,IB,Ml'を 形

成 す るに い た るか も しれ ない 。

GSDが 強 力 な経 営 自治 権 を有 した こ とか ら,こ の"も うひ とつ のIBM"

とい う ビュー ・ポ イ ン トが生 れ た の だが,74年 にIBMが 示 した 経 営 の大 き

な方 向 は,こ の よ うな経 営権 の分 散 イヒで あ った。 これ は一 部 には 独 禁 法訴 訟 対

;
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策 な ど とさ え言 わ れ て い るが,と もあれ 分 権 化 とい うこ とで はGSDは そ の最

もシ ン ボ リ ック な存 在 で あ る と言 え よ う。

IBMの 分権 化傾 向 を明 確 に 示す も うひ とつ の 出 来事 は,WTCの 組織 分 割

で あ うた 。'これ は74年4月2日 に 発表 され た もの で,WTCの 業 務 をIBM・

WT℃ ・・A/FE(Americas/FarEastCorp.)とIBM・WTC・E/ME/A

(Europe/MiddleEast/AfricaCorp.)の2つ に分 割 す る とい うも

ので あ る。A/FEは 略称Ah-feeと 呼 ば れ,E/ME/AはE㎜aと も呼

ば れ る。新 組織 とそ の組織 責 任 者 の関 係 を 示 す と図1-4の よ うに な る。

WTCの 新 組 織 の 目的 につ い て,IBMは 公式 には経 営 の効 率 化 を あげ て い

るが,そ の 背景 には 従 来 よ り,と くに欧 州 て 強 い,現 地子 会 社 株 式 の 公開,
ノ

IBMの 欧州地域 独立要求 さ らには南米 市場開拓 といった側面を含む ことは間

'

直

図1-41BM・WTC新 組 織 図

会 長RalphA.Pfeiffer,Jr.

社 長GordonRWilliamson

長

長

会

社

GilbertJones

、

JacquesMaisonrouge

100%出 資

会 長MaisonrOuge

社 長Frank.J.Cummiskey

'

㊨
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違 い な く,場 合 に よっ て は独 禁 法 係 争 を も意 識 した もの で あ る とみ られ てい る。

こ う したIBMの 分 権 化傾 向は,2月 に 発表 され たCary会 長 一 〇pel社 長

とい う新 首脳 の方 針 に よ る もので あ る。IBMの 経 営陣 は,Watson,Jrが

1月31日 付 で コー ポ レ ー ト ・オ フ ィス を去 り,入 れ 代 りにJohnR.Ope1

が社 長 に就 任 し,副 会 長 にGilberE.Jonesが 任 命 され た こ とで新 指導 体 制

が形成され た。そ して この新 首脳 陣 の 経 営組織 上 の 目標が,IBMを タス ク ・フ

ォー ス ・オ リエ ン テ ッ ドな 集団 指 導 体 制型 組 織 にす る こ とだ とみ られ て い る。

、

◆
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lBM/Telex係 争 で 逆 転 判 決

74年 度,IBMを め ぐる様 々 な話 題 の うち,一 貫 して 注 目され て いた の が

対 独 占 禁 止法違 反 係 争 で の 動 き1であ ろ う。

現 在IBMは 司 法 省 を 含 め て12社 よ り独 禁法 違 反 で告 訴 され て い る。 こ の

うち1974年 か ら75年 は じめ にか け て 新 らた にIBM告 訴 の 戦 略 に加 わ っ

た のが5社 あ る。IBMを め ぐる これ まで の 全 ア ンチ トラス ト係 争 を表 に ま と

め る と次の よ うに な ろ う。

表1-2:IBMを め ぐ る ア ン チ ト ラス ト係 争

提訴年 原 告 名 告 訴 理 由 結 果

1936 司 法 省 パ ン チ ・ カ ー ド ・ ビ 活動 の一 部制限
ジ ネ スで の 独 占

1952 司 法 省 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 の SBCの 分 離 設立

独 占

1968 CDC 〃 示 談,SBCの 売 却

1969 DPF&G リース 会社 へ の 圧迫 示 談

ADR ソフ トウ ェ アの 価格 示 談

分離

Programatics 〃 示 談

司 法 省 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 で 公 判 待 ち

の独 占

1970 GreyhOund リース 会社 へ の圧 迫 IBMの 勝訴

Levin 〃 示 談

VIP(TSS) コ ン.ピ ュ ー タ ・サ ー 予 審
ビスへ の 圧迫
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更

.

、

●

提訴年 原 告 名 告 訴 理 由 結 果

1971

、

Telex

Itel

WesternUnion

Potter

Instrument

周辺 機器 メー カーへ

の圧 迫

メ モ リ価 格 の分 離

パ ンチ ・カー ド ・プ

ロセ ッサ 市場 の 独 占

特 許 の 侵害

二審で逆 転判決,最

高裁へ上告す る方針

示 談

示 談

示 談

1973 Ampex

MemOrex

CalComp

Transameriqan

COmputer

HudsonGeneral

、
Marshall

Industries

周 辺機 器 メー カーへ

の 圧迫

〃
、

〃

周辺機 器 リース 会 社

へ の圧迫

〃

〃

示 .談

公判 待 ち

〃

〃
、

〃

〃

1974 EEC

MemoryTechnology

ForroPreciSion

EatonAllenCorp,

WilliamMarion

調査にのり出すと 発表

部品市場 での圧迫

〃

事 務 機 器 市場での圧迫

パ ンチ ・カー ド・マシ ン

の メンテナンス ・サービス

(未 提訴)

提 訴

提 訴

提 訴

示 談

1975 SandersAssociates ター ミナル市場への圧迫 提 訴
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74年 か ら75年2月 まで にか け て の,IBMを め ぐる独 禁 法 係争 の動 きの

中 で,ひ ときわ 注 目され るの が,昨 年 に 引続 きIBM/Telex係 争 の結 果 で あ

る。 この 係 争 は 第一 審 で,IBMが 独 占禁 止 法 違 反 と断 定 され大 きな波紋 をなげ

か け た が,1月24日 にデ ンバ ー の第10巡 回高 等 裁 判 所 か ら出
.され た判 決 は,

原 判 決 を 破 棄 し,IBMに 一 転 して有 利 な逆 転 判 決 で 各 方 面 に大 き な反響 を も

'た らして い る
。

高裁 はIBMがTelexに 約2億5,950万 ドル支 払 うこ とを命 じた下 級 審

判 決 を破 棄 した が そ の 理 由 は,IBMの 営 業 行 為 に対 す る裁 判 所 の 証 拠

'認定 が
シ ャ ー マ ン 法 に抵 触 ま た は 違 反 して い な い か ら とい う も の で あ る 。

'同 裁 判 所 は 同 時 にT
elex社 がIBMの 機 密情 報 を盗 用 した とす る ,IBM

.の反対 訴 訟 を認 めた 。 しか しTelexがIBMに 支 払 うべ き賠 償額 は2、190

万 ドルか ら1,850万 ドル に減 額 され た 。

この 高 裁 判決 の 影 響 は きわ め て 大 き い 。原 判 決 が根 底か ら くつ が え され た だ

け に一 審 の,コ ン ピュ ー タ とそ の 周辺 装 置 の接 続 機 構 につ い ては 詳細 を 公開 す

る とか,CPUと メ モ リ価格 の一 括 設 定 を 止 め よな ど とい った判 決 は無 効 と

され る。 か りに今 後 の上 訴 審 で,コ ン ビ=一 夕 周辺 装置 の 分 野でIBMの これ

まで の販 売政 策,価 格 政 策 が全 面的 に認 め られ る よ うな こ とにで もな れば 百 社

以上 と され る米 国 の 周辺機 器専 門 メー カ ー は,大 打 撃 を受 け るこ とに な ろ う。

巡 回高 裁 の判 決 は ま たMemorex,Ca1Compら 他 の 周辺機 器 メー カー の係 争

に も著 しい イ ンパ ク トを与 え て い る。 これ らメ ー カーの 告 訴 内容 は,Telex

のそ れ と 同一 基 盤 に あ り,告 訴 に踏み切 ったのも第一 審 のIBM敗 訴 の判 決 が 出

たの をみ て か らで あ る。 さ らに二 審 で の 逆 転 判 決 は もっ と広 範 な内 容 で争 わ れ

るIBM/司 法 省 ア ンチ トラス ト係 争 に も影 響 を 与 え ず に はk・か な いで あ ろ う。
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2.主 要 本 体 メ ー カ ー,74年 の 足 跡

74年 の 実 績

1974年 は オ イ ル ・シ ョッ クで 幕 が あ き,産 業 界は 再び 景 気 沈 滞 に陥 った。

69年 か ら71年 に かけて の低 迷 期 か ら本 格的 に抜け』出 した ばか りのthソ ピ ュ

一 夕業界 もこの波 をかぶ った わけで あ る が・主要 本 体 メ ーカ ーの74年 決算 をみ

る と,CDCの 大 幅 減 益,Honeywellの 不振 が 目につ くが,他 は 概 ね 好調 な

い しは 堅 調 な決 算 を報 告 し てい る。75年 の米 国 コン ピ ュー タ産 業 を メ ー カ ー

の 動 き を 中心 に振 り返 って み よ う。

、

概 要

米 国商 務 省 に よ 乙最 新 統 計 に よれ は,74年 の コ ン ピュー タお よび 関 連 機 器

の推 定 出 荷額 は96億 ドル で,前 年 比22%増 とい う高 い伸 び を示 した 。 ま た

FORBES誌 に よれ ば,情 報 処 理 業 界 収 入の3分 の2を 占め る汎 用 コン ピュー

タ か ら の 収 入 は17%伸 び た と い う。

出 荷 の 大 き な 伸 び は,「 コス トの 上昇 は 情 報 処 理 産 業 に 富を もた らす」とい うこ と

の 証 とな っ た とい え よ う。1974年 は,あ ら ゆ る 企 業 が 膨 張 す る 人 件 費 と 資

材 不足 に 対 処 す る た め ・ よ り よ い 情 報 シス テムの 応 用 な どの 方 策 を模 索 し た 年 で

あ り,コ ン ピ ュー タ 業 界 に と っ て は 最 良 の 年 に 属 す る も の と 言 っ て もよ い で あ

ろ う。

メ イ ン フ レー ム で は 注 目 さ れ る も の と し てCDGのCyber170シ リ ー ズ ,

Honeywel1の60シ リ ー ズ,BurroughSのB7700シ リー ズ,B

4700シ リ ー ズ ・UNIVAC90/30・NCRのCentury50Mod .1,

同151,201な ど のIBM370シ リ ー ズ 対 抗 の た め の 本 命 機 種 の 発 表 が 相

次 い だ 。 また 周 辺 装 置 で は,IBMが 画 期 的 な 大 容 量 記 憶 装 置3850を 発 表
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表1-3:コ ンピュータお よび 関連 機 器 出 荷状 況推 移(予 測)

〔全 額:100万 ドル 〕

1967 1970 1971 1972P 1973① 1974①
73-74年

の鋤1南%
1975①

74-75年 ・

の増加輯殉

②

産

業

出 荷 金 額 己761 5700 4952 6485 7β10 9β50 22 11ρ00 14

総 雇 用 人 員(1ρ00人) 98 153 135 145 160 175 9
一 一

生 産 要 員(1UOO人) 53 73 59 63 69 75 9 一 一

村 方11価 値. 1021 3ユ56 2β78 3β91
一 一 一 一 一

③

製

品

出 荷 金 額 4,049 5671 5,169 6,228 7A75 9,000 20 10β00 14

輸 入.金 額(除 部 品) 20 60 119 173 110 120 9 140 17

輸 入 金 額(部 品のみ) 39 120 113 175 234 262 12 300 15

輸 出 金 額(含 部品)④ 475 1237 1262 1β41 1717 2β15 35 2780 20

卸 売物 価 指数(1967=100) 100.0 991 968 ggo 100.5 1020 一 一

(注)①BDC(Bu「eauofDomesticCommerce)に ょ る 推 定

② コン ピュー タ お よび 関 連 機 器 産 業(SIC3573)に よ って 販売 され た製 品お よびサ ー ビスの 総価 額

③ 全産 業 に よ って 出荷 され た コ ン ピュー タ お よび 関連 機器 の総 価 額

④ カル キ ュ レ一 夕,加 算 機,キ ャ ッシ ュ レジスタ の部 品 も含む

P暫 定

(米 商 務 省 の 資 料 に よ る)
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した。 これ は 直径2イ ンチ 長 さ4イ ンチ の カ ー トリ ッジ2本 で3336デ ィス

ク ・パ ッ クに相 当 す る 容量 を有す る とい う もので,シ ステ ム として の 最大 容量

は4,720億 バ イ トとい う膨大 な もの に なる。 カ ス トv－ に と って は,多 種 多

彩 な新 製 品 を満 載 した 販売 カ タ ログ を見 て 一体 どの機 種 どの モ デ ル を選定 す べ

き か迷 った 年 で もあ った わ け で あ る。.・

しか し事態はすべ て 好 調 に 推移 してい るわ け では ない。75年 の状 況 は ど うな

るのであろ うか。様 々 な企 業は景気 後 退 が深 刻 化す る 中 で新 し い 情報 処 理 装置 を

相変 らず購入 した り,レ ンタル した り出来 る ので あ ろ うか。 米 の著 名 な調査 会社

ArthurD.Little社 は,こ れ に 対 し 悲 観 的 な 見 通 し を 打 ち 出 してい る。同 社

が74年 末 に明ら か に した 予 測 に よれ ば,75年 の 汎用 コ ン ピ ュー タ の純 出荷

額(新 規 出 荷装 置 と返 却 され た装 置 との 差額)は 米 国 内 で30～40%,海 外

で2V～30%低 下す るであ ろ うとされてい る。し か し メー カ ー各 社 はIBMが や や

弱 気 な 発 言 を してい る 他 は 皆強気 で,商 務 省 で さえ表1-3の よ うに強気 の 見通

しを 打 ち 出 して い るo

各 メ ー カーは コス ト増 が 著 し いた め,利 幅を守 るた め の 行動 を起 こ して い る。

相 前後 し て 製 品,サ ー ビ ス料 を値 上 げ した他,IBMは 雇 用 凍 結 を決定,'i

Hewlett_packardやCDCIt-一 一部 工 場 を閉 鎖,Honeywellは 従 業 員 の

5%削 減 を実 施 した 。CDCやHoneywellの よ うな コ ン ピ ュータ 事 業 が 不

振 だ った 企 業 を 除 け ば,こ うした 行動 は 高 い 利益 率 を 守 る措 置 と考 え られ よ う。

75年 の 新 規 事 業 が 景 気 後 退 で 影 響 を 受 け た と し て も,そ の 巨

大 な レ ン タ ル ・ベ ー スは,収 入 ・利益 と も安 定 した レベ ル を保 ち 続 け させ る

で あ ろ う。 だが業 績 の 成 長 を売 り切 りに 依存 して い る会 社 もあ る。 ミニ ・コ ン

ピ ュー タ ・メ ー カ ーが そ れ で あ る。 ミニ ・コン ピュー タ ・メ ー カ ーは これ ま で

高 い販 売 高 を続 けて きた が,カ ス トマ ーが よ り強 い コス ト削 減 に向 か え ば,幾

分 の落 ち込 み を 覚悟 し な けれ ば な る まい。

さ て74年 は,各 コ ン ピュータ・メー カーが コミュニヶー シ。シにいかに熱意を

持 って 取 り組 ん で い るか が 明 ら か に な った年 で もあ った。7月 初 め には,IBM

－23一



表1-4:米 国 主 要 メ ー カ ーの 経営 指標

利 益 率 成 長 率

自己資本利益率 総資本 利益率 売 上 げ1株 当り利益

5年間平均最新12カ月 5年間平均最新12ヵ月 5年間平均 5年間平均

Burroughs 139% 1a3% 103% 108% 138% 17.7%

CDC 4.9 38 41 a5 119 △26

DEC 175 15.8 18.0 158 39:9 30.4

Hewlett-Packard 15.9 214 158 209 176 14.9

'

IBM 197 2H 183 19.7 124 137

NCR 42 13.2 43 &9 10!7 △10 .2

SperryRand 108 12.2
'

&6 93 7β 7.3

Xerox 243 220 190 18.0 255 168

(注)74年9月 まで の 最新12カ 月 間実 績 に よ る。
ノ

4

が 通 信 分 野 に 参 入 す る 意 向 を 表 明(詳 細 は 当 財 団 報 告 書 「海 外 の 情 報 産 業

一 米 国 の 通 信 産 業(4gR -002-)」 参 照)
,さ ら に10月 に はBurro-

ughsがGraphicScieces社 の 株 式3,000万 ドル 相 当 を 買 収,フ ァ ク シ ミ

リ市 場 に進 出す る と と も に そ の 技 術 を デ ー タ 通 信 機 器 の 開 発 に 応 用 す る こ と を

明 ら か に し た 。 またIBMが 発 表 したSNA(シ ス テ ム ・ネ ッ ト ワー ク体 系)

お よびSDLC(同 期 型 デ ー タ ・ リ ン ク ・ コ ン トロ ー ル)は,VS以 来 の 重 大

発 表 と い わ れ',FS(FutureSystem)の 前 ぶ れ で あ る と も評 価 さ れ て い

る。 これ ら二 社 の 他,CDCは ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス を 欧 州 で 次 々 と拡 大 ,

サ ー ビ ス機 能 の 充 実 も行 な った 。 さ ら にXeroxも,メ ッセ ー ジ 交 換 サ ー ビ ス を

断 念 し た とは 言 え,TSSに 大 規 模 な 投 資 を 行 な っ て い る。

●
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図1-5:米 国 主要 本体 メ ーカ ーの74年 売 上げ お よび 純益
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図1-6:米 国 籍 メ ー カ ー に よ る 全 世 界 コ ン ピ ュ ー タ 市 場

1.73年 出 荷 金 額(単 位:100万 ドル)2.73年 設 置 金 額(単 位:100万 ドル)

合計95億7500万 ドル 合 計479億2800万 ドル

図1-7:米 国製 汎用 コン ピュータの全 世界 設 置状 況(74年10月1日 現 在)
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連 邦 政 府 市 場

米 国連 邦 政府 は,単 一 組 織 として は 世 界 最大 の コ ンピ ュー タ ・ユ ー ザ ー で あ

り各 メ ー カー も懸 命の 売 込 み を続 け て い る。 この 一 大市 場の 動 向 を み て み よ う。

GSA(連 邦調 達 庁)は,毎 年1回 連 邦 政 府の コン ピ ュー タ保 有状 況 お よび

EDP支 出 コス トを公 表 し てい る。 そ れ に よれ ば,1974年 度 末(74年6

月 末)現 在連 邦 政府 に 設置 され て い る コン ピ ュータは7,830台,金 額 に して

40億 ドル以 上(含 周辺 装 置)に 達 して い る。 省庁 別 内訳 をみ る と,最 も多い

の が 国防 省 で全 体 の 半数 以 上で あ る4,007台 が 設置 されて い る。 次 い で 多 い

のがAEC(原 子 力委 員会)で1,574台,そ してNASA(航 空 宇 宙局)の

1,028台 の順 で あ る。1,000台 以 上を 保有 し てい るの は これ ら3つ の機 関

のみ で あ る。

これ ら の他 の 連邦 政 府 の 省 庁 別 コ ン ピュー タ 保有 状況 は 次 の通 りで あ る:運

輸 省=296台,商 務 省=241台,財 務 省=124台,保 健 教 育 厚 生省=

104台,復 員軍 人援 護局=99台,内 務 省=70台,農 務 省=58台,GSA

=29台,そ の他 民生=200台 。

なお,国 防 省 の4,007台 の 内 訳 図1-8:メ ー カ ー別 に み た連 邦 政 府 の
コ ン ピュー タ保 有 状 況

は,陸 軍 が965台,海 軍 が

1,236台,空 軍 が1,577台,

そ し て そ の 他 国 防 関 係 が229台

と な っ て い るo'

メ ー カ ー 別 にみ た 連 邦 政 府 の コ

ン ピ ュー タ 保 有 状 況 は,Univac

が ト ッ プで1,400台,次 い でD

ECの1,393台,そ し てIBM

の1,363台 と い う順 で あ る。 図

1-8は メ ー カ ー別 の シ ェ アの 推 移

で あ る 。 前 年 と比 べ て 注 目 さ れ る

%…

㏄

B

C
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こ とはUnivacと と もに ト ッ プ だ っ たIBMが 一ー一・一挙 に 三 位 に転 落 した こ とで あ る。

Univacも 前 年 の1,422台 か ら は 減 少 して い るが,そ の 程 度 はIBMほ ど で

は な く,単 独 首 位 とな っ た 。DECは237台 増 加 し,台 数 の 上 で はIBMを

抜 き 去 っ た 。

金 額 ベ ー ス で み る と・IBMは 依 然 と して トッ プ で,CPUだ け を み て も,

買 取 り機 器 が3億2,830万 ドル,リ ー スが8,550万 ドル と他 を 大 き く引 き

は な し て い る。 次 い で 多 い の はCDCで 買 取 り 機 器 価 格 が2億940万 ドル

リー ス が9,480万 ドル で あ る。 図1-9は,金 額 ベ ー ス で み た 連 邦 政 府 の メ

ー カ ー 別 保 有 状 況 で あ る
。 な お こ の 図 に お け る数 字 に はCPUの 他 各 種 周 辺 装

置 も含 ま れ て い る。

連 邦 政 府 に 設 置 さ れ て い るCPUの 総 価 額 は 買 取 りが9億6,916万 ドル,

リ ー ス が2億8,647万 ドル で,買 取 りCPUの 全 買 取 りADP機 器(GSA

はEDPで な くADP==AutomaticDataProcessingと い う 言 葉 を 用 い

て い る)に 占 め る 割 合 は1/3以 上 に達 し て い る。CPU以 外 の コ ン ポ ー ネ ン

ト別 の 保 有 状 況 は 次 の 通 り 一 記 憶 装 置;買 取 り=9億7,912万 ドル,リ ー

ス=5億1,519万 ドル:入 出 力 装 置;買 取 り=6億2,343万 ドル,リ ー ス

=2億2
,626万 ド ル:コ ミ ュ ニ ケ ニ シ ョ ソ ・タ ー ミ ナ ル;買 取 り=8,946

万 ドル,リ ー ス=9,145万 ド ル:そ の 他;買 取 り=1億1,910万 ドル,リ

ー ス==1億3
,991万 ドル 。

74年 度 の 各 種 機 器 新 規 導 入 状 況 で 特 に 注 目 され る こ とは ・全 体 と して み た 場

合,買 取 り(2億6,116万 ドル)よ り も リー ス(3億8,255万 ドル)の 方 が金 額 的 に

大 き く な っ て い る と い うこ とで あ り,こ の よ う な 事 態 は 初 め て の こ とで あ る 。 な

お,表1-5お よ び 図1-10は1973年 度 ま で の 連 邦 政 府 のADPコ ス ト

の 推 移 を ま とめ た も の で あ る。

と こ ろ で,連 邦 政 府 市 場 は フ リー ・マ ー ケ ッ トと し て 激 し い 競 争 入 札 の もと

に コ ス ト節 減 が 促 進 され て き た 。 そ の結 果 はIBMの シ ェ ア の 大 幅 な 減 少,そ

し て そ の 一 方 で の リ ー ス 会 社,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 な どの 参 入
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と な って現 わ れた 。

しか し74年 秋 に な って,実 質 的 なIBM指 名 入札 制 が 復権 の兆 を み せ は じ

め た 。 こ との起 りは,10月 中 旬 に リー ス会 社 がSSA(社 会 保 障 局)の2台

のIBM370/168の 入 札 条 件 は 事実 上実 行 不 可能 で,実 質 的 なIBM指 名

入札 だ と抗 議 した ことに始 まる。これ は 決 定 か ら納 入 まで の期 間 が2日 しか な く,

し か もIBM自 身 で なけ れ ば供 給 で きぬ ダ ブル ・デ ン シテ ィの3330デ ィス

ク装 置や,非 標 準 の7412型 コ ン ソ ールが含 ま れ てい た 。 リー ス会社 お よび

ctA(コ ンピュータ ・リー ス会社協 会)の 抗 議 にGSAは,応 札 締 切 日 と納 入 日 を

く り下 げ,し か もIBM特 注 品 は な くて も良い との意 向 を示 した 。

表1-5:支 出費 目別 にみ た連 邦政 府 のADPコ ス ト(管 理一般 のみ)

(単 位100万 ドル)

計年度

項目
1968 1969 1970 1971 1972 1973

人 件 費 838 947 1ρ99 1ユ77 1,267 1,350

レ ン タ ル 料 312 345 369 451 406 430

契 約サ ー ビ ス 203 235 280 271 335 408

機 器 買 取 り
,

144 120 165 252 188 237

サ ポ ー ト製 品 ※ 84 85 82 83 85

施 設 整 備 費 16 25 33 17 26 29

そ の 他 140 74 94 132 122 112

合 計 1,653 1β30 2」25 2,382 2,427 2,651

※68年 以 前は 分 類 され て お らず,そ の他 に含 まれ て い る。

し か し この契 約 は 結局IBMの 懐 に ころ がb込 ん だ。 これはIBMが9月 に

8%の 値 上 げ を実 施 した に もか かわ らず,連 邦 政府 に限 って は これ を適 用 せ ず,

値 上 げ 前 の プ ライ ス ・ リス トで 提 供 し たた め であ る。8%の 仕 入れ 値 の 差 は い

かん と もしが た く,少 な くとも75年 度 のFSS(連 邦調 達 計 画)契 約 にお い て
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は,VS370に 関 す る限 りIBM

が契 約 を独 占す るこ とは ほ ぼ確 実 と

な ったo

こ うし た 名 目 だ けの 「競 争 入 札 」

制 に対 す る批 判 は 政 府 部 内 に も根 強

く,370を 対 象 とす る 「入札 」 で

は な く他 の本 体 メ ー カ ーの マ シ ンを

も考 慮 す べ き で あ る とい う見 解 が打

ち出 されてい るoし か し こ の場 合,も

しIBM以 外 の メ ー カ ー に決 定 した

と し て,IBMマ シ ン の た め に

開 発 した ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ ト

ウ ェア を ど うするか とい うことが大 き

な問 題 とな る。 とは 言 え,こ うした

ことを考えて も競 争 入札 は オ ー ブ ンに

す る必要 が あ る と い う意 見は 多 い。

図1-10:省 庁別ADPコ ス トの推移

(管 理一般 のみ)

〔100万 ドノレ}

声EW(保 願 育厚生'fi)

AEC(原f'力 委員会)

また 単 年度 ベ ー ス契 約 を止 め,長 期 契 約 がで き る よ う何 ら かの措 置 を と るべ き

であ る との見 解 もGSAを 中心 と して 根強 い もの が あ る。 現在 の 連 邦 政 府 に よ

る コ ン ピ ュ ータ 調 達 計 画 は,総 額5億 ドル以 上 にの ぼる と言 わ れ て お り,コ ン

ピュ ータ 市場 の 自由 競争 の 環境 作 りを 標 傍 す る 政 府 が 今 後 どの よ うな動 き を

みせ るか 注 目され る。

カ ス トマ ー ・ロ イ ヤ ル テ ィ調 査.

こ の 調 査 は 米 国 の 調 査 会 社IDC(InternationalDataCorp.)カ く例

年 行 な っ て い る もの で,米 国 主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の 顧 客 の 移 動 状 況 を

調 べ て い る ユ ニ ー ク な も の。 今 回 で8回 目 を 迎 え,73年 の 状 況 を ま とめ た も

の で あ る が,金 額 ベ ー ス で の ・ イ ヤ ル テ ィ分 析 を行 な う な ど,今 ま で とは 若 干

一31一



〈

異 な った 分 析 方 法 が と られ て い る。

概 要

今 回 の調 査 結 果 から特 徴 的 に見 い出 せ る点 を2,3ひ ろ うと …… …

①IBML-一 ザ"は94%と い う高 いPイ ヤル テ ィを示 し てい る。 これ は100

社 当 り6社 だけ が他 の メ ーカ ーの ユ ー ザ ー に なった とい うことで・か つ て ない 高

い数 字で あ る。 一 方,他 メ ー カ ー との競 争(カ ス トマ ー獲得/減 少 状 況)と

い う点 か ら み ると,獲 得数7に 対 し減少 数10と い う結果 に 終 ってい るが,前 年 よ

りは 若 干 良 くな って い る。

②Burroughs,HIS.NCRは.ほ ぼ 同程 度 の ロイ ヤル テ ィを示 し てい る。

NCRの ロイ ヤル テ ィは88%と,同 社 と しては 今 まで で 最 も高 い数 値 とな っ

て い る。 こ れ ら3社 はIBMと 比 べ,カ ス トマ ー獲 得/減 少 が激 し く,中 で

もBurroughsは 全 メ ーカ ー 中最 も高い 数 字 を示 してい る。

③Univacは 従 来 か ら ロイ ヤ ルテ ィで は 最 も低 い価 を示 しつ づ け て きた。
'
73年 も相 変 らず 全 メ ーカ ー中 最低 で あ った が.72年 に比 べ て の 落 ち 込 みは

小 さ く,さ ら に74年 は 大 幅 な 上 昇 が 予想 され て い る。 なお,今 回 か ら新 た に

加 え ら れた金 額 ベ ー ス でのPイ ヤ ル テ ィを み る とUnivac、 はIBMよ りも高

.い数 字 を示 して おb,74年 は 全 メ ー カー中 の 最 高 の数 値 を示 す と予 想 され る。

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト

畠

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト(単 一 の メ ー カ ー か ら シ ス テ ム を 導 入 し て い る

ユ ニ ザ ー ・サ イ ト)の ロ イ ヤ ル テ ィ を ま とめ た もの が 表1-6で あ る
。 ま た 図

1-11,工 一12は,メ ー カ ー 毎 の ロ イ ヤ ル テ ィ の 推 移 を 示 した もの で あ る。 な

お,表1-7は 産 業 別 ロ イ ヤ ル テ ィ を 示 し た もの で あ る が,サ ン プ ル数 の 関 係

か らIBMユ ー ザ ー とIBM以 外 の ユ ー ザ ー のPイ ヤ ル テ ィ と し て 分 析 され て

い る。
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表1-6:シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ

他 社 か ら

獲 得 した

カス トマー

(1)

他社へ流

出した カ

ス トマー

②

自社 へ 再

発 注 してき

たカストマー

(3

(3の 設 置

ベース(単

位:100

万 ドル)

Pイ ヤルテ ィ(%)② カ ス トマ ー獲 得

/減㌘i兄 ③
1972年 1974年

実 績 予 測 実 績 予 測 1972年

一
1973年

Burrougha

HIS

NCR

UnivacぴCA

そ の 他 ①

小 計

IBM

62

74

13

27

41

217

112

12

50

33

62

24

181

148

109

277

237

97

14

734

2β33

148

174

71

185

75

653

2998

88

86

76

64

58

77

92

82

74

80

45

SS④

69

92

90

85

88

61

37

80

94

86

88

83

76

50

83

95

60

21

1

-7

SS④

15

-4

41

7

-7

-22

SS④

14

-1

合 計 329 329 3067 a651 89 86 90 92 一 一

〈 注 〉

①CDC・DEC・Friden,Memorex,

Xerox

②(3)÷{(2)+(3)}

③{(1)一(2)}÷{(2)+(3)}

④ サ ン プル が少 ない た め デ ー タ を示 せ な い

※1973年 の 実 績 は,コ ン ピ ュ ー タ 設 置 場 所 の サ ン プ ル

数3,396を ベ ー ス に(1972年 の 実 績 は3,134を ベ ー ス

に)計 算 。1974年 の 予 測 値 は,サ ン プ ル 数1,098を ベ

ー ス に し て(1973年 の 予 測 値1
,316を ベ ー ス に)計 算 。



図 五 一11:設 置 場 所 を ベ ー ス と し て み た ロイ ヤ ル テ ィ ・プ ロ
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表1-7シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トに お け る産 業 別 ロイ ヤ ル テ ィ

設置場所 に よる ロイヤルテ ィ(幼 ① 金額 ベ ースでみた ロイヤルテ ィ ②

産 業 分 野 S.1.C IBMロ イ ヤルテ ィ IBM以 外 の ロイヤしティ IBMロ イ ヤルテ ィ IBM以 外のPイ ヤ レティ

72 73 74 72 73 74 72 73 74 72 73 74

農業 ・鉱 業 ・建 設 業 01-17 86 92 89 57 78 88 098 099 1.05 064 0.95 1.15

化学 及 び石 油 産 業 20-31 94 95 96 68 71 86 102 097 1.12 1.24 1.10 139

耐 久 消費 財 製 造 業 19十32-39 91 94 97 85 83 83 105 H1 129 1ユ9 126 1.51

運 輸 ・ 公 益 事 業 40-49 97 97 98 88 85 83 lD8 121 1.17 096 1.17 170

御 売 業 ・ 小 売 業 50-59 93 92 94 83 85 78 1.10 1.14 L32 1.19 L29 1.50

金 融 ・ 保 険 60-69 96 97 98 83 80 93 LO1 1.02 1.14 1ユ2 1.27 0.72

非専 門 的 サ ー ビス 業 70-79 88 90 100 100 100 SS③ 122 1.37 0.82 125 ・1。00 SS③

病 院 80 90 95 96 73 74 95 109 1.25 1.47 0!74 0.97 137

文 字 82 82 81 88 57 75 71 080 109 L32 1.05 L45 092

コン ピ ュータ ・サ ー ビス 業 89&73 95 97 97 79 86 84 1.06 1.19 1.35 096 1.15 1.25

州 政 府 91 75 100 100 100 89 100 1.19 1.10 1.08 0.61 116 1.17

連 邦 政 府 92 93 96 100 83 83 SS③ 122 1.14 126 1.09 1.12 SS③

地 方 政 府 93 84 90 86 76 75 71 1.21 123 1.50 1.13 1.31 1.29

不 明 × × 94 97 92 63 53 SS③ 080 1.13 143 α79 0.86 SS③

(注)①

'②

土へ 注 して た カ ス トマ ー

(他 社 へ 流 出 した カ ス トマ ー)+(自 社 へ 再 発注 して きた カ ス トマ ー)

各 年 末 に おけ る ロイヤル ・サ イ トの システ ム価 格 の合 計

各年 初 め におけ る 当該 メ ーカ ー に よ る設 置 シ ス テ ム価格 の 合計

③ サ ン プルが少 い た め,デ ータ を示 せ な い。



ヵス トマ ー ・・イ ヤ ル テ ィ調 査 は,競 争 相 手 か ら どの 程度 の カ ス トマ ーを獲

得 し たか,あ る いは 逆 に どの程 度 自分 の 顧客 を横 ど りされ た か な どが 示 され

て い るユ ニー クな もの で あ るが,こ の 調 査は 以 下 に 掲げ る条件 の下 に行 なわ れ

た もの で あ り,調 査 結 果 には 必 然 的 な限 界 が伴 な う。

①調査 は,IDCの デ ータ ・フ ァイ ル に基 づ き ・73年 に単一 あ るい は 複 数

の メ ーカ ー か ら コ ン ピュ ー タ を導 入 し た ユ ーザ ーお よび74年 の 調査 時 点 ま で

に シ ステ ム を導 入 した,あ るい は発 注 した ユ ーザ ー に関 し て行 なわれ た 。

②調 査 は 米 国 内 そ して 米 国籍 メー カー のみ に限 られ て い る。

③調 査 対象は 汎 用 コ ン ピュー タの み に 限定 して お り,専 用 コ ン ピュ ータ,ミ

ニ ・コン ピ ュータ,タ ー ミナ ル,あ るい は シ ステ ムの 増 設(周 辺装 置の み の 追

加)、は 対 象外 と してい る。

④ コ ン ピ ュ ー タ の 取 得 方 法 は 考 慮 して い ない。 した が って,買 取 リユ ー ザ

ー も,ま た 第3者 リー ス会 社 か ら借 りた ユ ーザ ー も同 じ ロイ ヤ ル ・ユ ーザ ー と

して分 析 さ れて い る。

⑤ 数 字は 設 置 場 所,シ ス テ ム数,シ ステ ムの 価 格 を ベ ー ス としてい る。

⑥従 来 か ら コ ン ピ ュー タ を導 入.してい た ユ ーザ ー(設 置場 所)の み を対 象 と

し,初 導入 の場 合 は 別 に分 析 す る。

金 額 ベ ー ス で み た ロ イ ヤ ル テ ィ

第8回 目 を迎え た 今 回 の ・イ ヤル テ ィ調査 では,初 めて金 額 ベ ー スで の ・イ

ヤル テ ィお よび 競 合度 の分 析 が 行 なわ れ た。 こ れ は 例 え ば,平BMユ ーザ ー が

今 まで よ り も安 いIBMシ ス テ ム を導 入 し,IBMの 収 入 の低 下 とな った とし

て も,IBMの ロイ ヤル ・ユ ーザ ー として 扱 かわ れ る とい う不都 合 を な くす た

め で あ る。'金額 をベ ー ス として の ロ イヤル テ ィをみ る と,シ ス テ ムの総 合や ダ

ウン グ レー ドお よ びそ の他 の今 まで捨 象 され て い た部 分 が 明 ら か と な る。

金額 ベ ー スで み た ロ イヤ ル テ ィとは,各 メ ー カ ー の ロ イヤ ル ・サ イ トにお け

るそ の 年の 年 末現 在 で の 設 置 シス テ ム価 額 と,そ の メ ーカ ーの年 頭 現在 で の全
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表1-8:金 額 ベ ー ス で み た ロイ ヤ ル テ ィ と 競 合 度

ー

ω

ベ

ー

1973年 初 め

現在の ロイヤル

・サイ トにおけ

る設 置ベース

(単 位:1000杉 レ)

金 額 ベ ー スでみ た ①
ロイ ヤル テ ィ

競 合 度 ②
1973年

平均 汐 テム価格

(単 位:1,000

ドル}

追加/

撤去の
金額此

③
1971年 1972年 1973年 1974年 1971 1972 1973 1974

撤 去 追 加

Burroughs

HIS

NCR

Univac/RCA

そ の 他

IBM

207210

361β24

84,483

403473

327,724

a712416

1.04

0.91

099

1.18

090

1.16

0.99

1.00

1.09

076

090

1.02

1.29

1D8

1.15

094

089

107

123

1.20

128

106

092

1.17

0.14

0D2

046

0ユ2

0.01

023

0.38

0.30

0.06

-0ユ6

-002

0.05

060

027

020

000

008

0.10

0.39

0.34

031

022

021

0.23

500

500

100

700

1β00

700

800

800

200

900

1β00

900

2.3

1.6

16

19

30

1.2

Φ

①
各 年末 におけ る ・イヤル ・サ イ トの システム価 格 の 合 計

各年 初 め にお け る 当該 メ ー カ ー に よる設 置 シ ステ ム価 格 の 合計

(各 年 末 の シ ステ ム価格 の 合計)一(客 年 初 め の シ ステ ム価格 の 合 計)②

客 年初 め にお け る 当該 メ ー カ ー に よる設 置 システ ム価 格 の合 計

③ ロ イ ヤル ・サ イ トの み
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設 置 シ ステ ム価額 の 比 で あ る。 こ れ は ロ イ ヤ ル ・ベ ース に どれ だ け の 金 額 が

と どま った か,あ るい は それ に よ りどれ だけ の 金 が生 み 出 され た か を示 す もの

で あ る。 ま た金 額 ベ ー スで み た 競 合 度 とは,各 メ ー カー にお け るそ め 年 の 年 末

現在 の全 設 置 シ ス テ ム金 額 と年 頭 現 在 の そ れ との 差 と 年 頭 現在 にお け る そ の

メー カ ー に よる全 設 置 シス テ ム 金額 との 比で あ る。 これ は そ の年 に獲 得 した金

額 ベ ー スを示 す もの で あ る。

表1-8は,金 額 ベ ー ス でみ た ロイヤ ル テ ィと競合 度 をま とめ た もの で あ

る。 た だ し,こ の 表 に お い て は 各 メ ー カー の全 体 として の 力 を分 析 す るた め,

ミックス ト ・サ イ ト(複 数 メ ーカ ー製 の コ ン ピュー タ を導 入 して い る と ころ)

も一 括 して 扱 かわ れ てい る。

新規導入個所の分析

コ ン ピュ ータの新 規 導 入個 所 は,必 ず し も新 規 ユー ザ ー を指 す もの では な い

一もち ろ ん新規 ユ ー ザ ーは そ の 大 部分(71%)を 占 め る もの で は あ るが 一
。

例え ば大 企業 の 支 店 設立 にお け る コ ン ピ ュー タ導 入 な どは 新規 導 入個 所 として

分 析 され る。 した が って金額 を ベ ー ス と して み た 場 合,少 数 の大規 模 システ

ムの動 向 に 左右 され る こ とに なる。 新 規 ユ ー ザ ーの導 入 シ ス テ ムは 単 価 は低 い

が,各 メ ー カ ー に と っ て は 今 後 の シ ェア拡 大 のた め の足 が か りとして 重 要 な

意味 を も って くる。

73年 の新 規 導 入個 所 の動 向 を み る と,IBMは 群 を抜 い て 強 く,場 所 で み

て も金 額 で み て も 全 体 の78%を 占め て い る。 新 規 に導 入 され たIBMコ ン

ピュー タ の うち78%(金 額 ベ ー スで31%)は シ ステ ム3で あb,そ の 中で

もモ デル10が 大 部 分 を 占め てい る。 全新 規 導 入 コン ピュ ータ に 占め る シス テ

ム3'の 割 合は58%(金 額 ベ ー スで24%)に 達 して い る。 シ ス テム3が 初 め

て 出荷 され た70年 のIBMの シ ェ アは59%で あ った が,そ の 後3年 で8割

を 占め る よ うに な った の は シス テ ム3の 急 激 な伸 び が 大 き く寄 与 して い る た

めで あ る。 この シ ステ ム3の 出荷 は73年 が ピー クで あ る とみ られ,74年 は

一38一
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IBMの シ ェアは72%へ と若 干低 下

す る と予 想 されて い る。

金額 でみ た 場 合,新 規 ユ ー ザ ーの地

位は か な り低 い 。新 規 導 入 個 所の 中で

も金額 比 では3割 強,全 体 に 占め る割

合は 前 年 よ り さ ら に 下 って8%を 割

る に まで 至 って い る。

図1-13は,新 規 導 入個 所 の メ ー .

カ ー別 比 率 の推移 で あ る。 なお,新 規

導 入 個所 の分 析 には 連 邦 政 府 は 含 ま

れ てい な い。 これ は 一 般 的 に 言 っ て

連邦 政 府は エ ン トリー ・ レベ ルでは 大

き な役 割 を演 じて い ない た め で あ る。

80%

60

40

20

0

図1-13:新 規 導 入 個 所 の メ ー カ ー
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Burroughs

財 務 状 況

1973年,Burroughsは 売上 げ22%増,純 益32%増 とい う好 調 な 営

業 実 績 を報 告 した 。 総 売上 高 は12億8,400万 ドル,純 益 は1億1,590万

ドル,そ して 期 末 受 注 残 は10億1,000万 ドル に達 した 。

73年 の 業 績 で特 に 注 目 され た の は,海 外 事業 の 好調 とEDPシ ス テ ムteよ

び製 品 の 大 きな 伸 び で あ った 。 海 外事 業 に よる利 益 は,全 利 益 の460/。vaな っ

た 。 ビジ ネ ス用 ミニ ・コ ン ピ ュー タを含 むEDPシ ス テ ムk－よび製 品 の 受 注 は

330/。 増 え た が,中 で も小 型 コ ン ビ=一 夕 ・シス テ ムは前 年 比200%増 とい

う急成 長 を とげ た 。一 方 大型 お よび 中型 コン ビ=一 夕の 受 注 は28%増,ビ ジ

ネス ・フ ォー ムお よび 消 耗 品 は21%の 増 加 をみせ た 。

74年 の 見 通 しと して,エ ネル ギ ー 危機 の影 響 は 少 な く,さ ら に強 力 な製 品

ライ ン,受 注残 高,受 注 の増 加 傾 向 な どか ら して 売 上 げ,純 益 と もに順 調 な 伸

び が 期待 で き る との 予 想 を打 出 した 。

エネ ル ギ ー危 機 で 幕 を上げた74年 に対 し,前 年 の11月 に選 出 され た新 しい経

営首 脳陣 が立 ち向か うこ とにな った。新経 営体 制 は,レ イ ・W・ マク ドナル ド(Ray

W.MacdOnald)氏 を代 表 取 締 役 会 長(前 代 表 取 締 役社 長),ポ ール.S.ミ

ラ ビ ト(PaulS.Mirabito)氏 を社 長(前 筆 頭 副社 長)と し,チ ャ ール ズ.

E.エ ク ス レ イ(CharlesE.Exley,Jr)氏,ジ ェームズ.A.マ ツコ ロ ウ

(JamesAMcCullough)氏 な どの 新 た な 副社 長 数 人 を加 え た もので あ っ

た。

予 測 にた が わず,Burr・ughsの74年 実績 は73年 に比 べ 売 上 げ19.3%

増,そ して純 益 は22.3%増 を報告 している。表1-9は12.月31日 現 在の 決算

状 況 で あ る。 ま た 図1-14～1-16は 売 上 げ,純 益,1株 当 り純 益 の 推移

と従 業 員 数 の推 移 で あ る。(
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表1-9:Burroughsの 決 算 状 況

(各12月31日 決 算)

1974 1973

年

間

決

算

売 上 げ 1,532,628 1,284,242

純 益 142,937
①115

,890

1株 当 り 純 益 3.66ド ル 3.01ド ル ②

第
4
・

四
半
期

売 上 げ 484,082 388,980

純 益 61,816 49,716

1株 当 り 純 益 1.58ド ル
②1

.29ド ル

(単 位:1,000ド ル)

① 証 券類 売却 に よ る247万5,000ド ル を含 む

② 株式 の分 割 に よ る修 正 済

図1-14:Burroughsの 売 上 げ 推 移
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図1'-15:Burroughsの 純 益 推 移

(10万 ドル)
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図1-16:Burroughsの1株 当 り 純 益 推 移
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74年 決算 の 売上 げ,純 益

がともに同社の新 記 録 を う ちた

て る一方,年 間 受 注 総 額 も

前 年 比27%増 を 記 録 し

た期 末 受 注 残 も,今 まで の最

高 値 を示 した 。 そ して75年

の見 通 しにつ い て マ ク ドナ ル

ド会 長 は,売 上 げ は 少 く と も

74年 の20%増,純 益 もか

な りの伸 び とな る と強 気 の見

通 しを打 出 して い る。

小 型 機 の 比 重 増 大

BurrOughsの 順 調 な業 績

を支 え て い る のは,金 融 機 関'

にお け る確 固 た る基 盤 で あ り,

政 府 ・国 防 関係 で の 強 さ で あ

図1-17Burroughs従 業 員 推 移

(1,000人)
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る。 また近年成長が著 しい小型機分野で も着 々 と版 図を広 げつつ ある。伺 社は

企業戦略 として小型機 に力を入れているが,こ れ はデ三 夕処理機能 の分散 化が

予想 されること,そ して 小型 機 市場 は最 も成 長 が 期 待 で きる分 野 で しか も大 型 機

市場 な ど と比 べ る と各 メ ー カーの シ ェア はか な り流動 的であること,な ど に よ る。

NC・Rと 同 じ く会 計 機 に定 評 の あ るBurroughsは,会 計 機 ユ ー ザ ー の グ レ

ー ド ・ア ップ を計 るべ く
,従 来 の 小 型機 との ギ ャ ッ プを埋 め るB1700シ リ

ーズ を発 表 ,72年8月 の 出荷 開 始以 来 約2年 間 で 全 世 界 で1,138台 が 設置

され,受 注 数 も490台 に のぼ って い る(74年10月 末現 在)。 さ ら に

B700シ リーズ を 発表 し下位 機 種 の拡 充 を 計 った 。 同 シ リーズ は,74年

10月 現 在全 世 界 で310台 の 設置 をみ て い る。 そ して75年2月 にはB700

一43一



シ リー ズ の一 翼 と して

B720シ リーズ を発 表,

同時 にB700に4機 種

を追 加 した。

小 型機 は 大型 機 と比べ

て 不 況に 強 く,こ れ も同

社 の 成 長 を 支 え てい る。

マク ドナ ル ド会 長 に よれ

ば,「 中小 の 企業 は不 況

時 に コン ピ ュー タ ・シ ス

テ ムを 導入 して 在 庫管 理

あ るい は適 切 な情 報収 集

に当 た る傾 向が あ る 」 と

い うことである。そ して今、

後力 を入れてゆく対象として,

ガソ リ'ン・スタ ン ドへ の 設

図1-18:BurrOughsの 主 要 機 器 設置

状 況 推移(世 界 市場)
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置 や 銀 行 な ど金 融機 関 へ の設 置 を あ げ てい る。 しか し,

ッ トへ の 進 出は そ の意 志 が な い 旨 を 明 らか に してい る。

小型 機 や イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル を使 った 処理 機 能 の 分 散 化 が 今後 の

コ ン ピュ ータ利 用 形 態 と して ふ え て ゆ くと思 われ るが,大 規模 な ネ ッ トワー ク

の場 合 は特 に大型 コ ン ピュ ー タが 必 要 とな って くる。 同会 長 もこの 点 につ い て

言 及 してい る。同社 は 業 界の技 術的 リーダ ー としての 自負を持 ってお り,小 型機 のみ

に安住 の 地 を求 めているわけでは ない 。74年9月 には370/145対 抗 と し

て 中型 機B4790,4791,4792を,ま た370/158,168対 抗 と

して 大型機7750,7760,7770,7780を 発 表 した 。

Burroughsは,73年NASAAMESに 納 入 したIlliacNで 大 型 機

にお け る実績 を有 してお り,現 在111iacNはARPAネ ッ トワー ク に おけ

10月1974年1月4月10月

(IDC調 べ)

POSやOEMマ ー ケ
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る 最 大 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ と して 稼 動 して い る 。 ま た,ソ フ トウ ェ ア は 従

来 か らユ ー ザ ー 間 で 定 評 の あ る も の とな っ て い る 。 こ う し た 事 が 直 接 間 接 に3

月 のSWIFTネ ッ トワ ー ク の 機 器 受 注 に つ な が っ た も の と思 わ れ る 。

SWIFT(SocietyforWorldwideInterbartkFinancialTele-

co㎜unications)は,欧 米15カ 国 の 銀 行 間 に国 際 取 引 お よ び 金 融 デ ー タ

を 伝 送 す る ネ ッ トワ ー ク を 建 設 す る 目的 で 設 立 さ れ た 非 営 利 機 関 で,現 在246

行 が 参 加 して い る 。Burroughsの 受 注 は 総 額600万 ドル 以 上 に の ぼ る が,

そ の 内 訳 はB3700(デ=プ レ ッ ク ス ・シ ス テ ム)2台,D'C140・ 『,ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロセ ッサ4台,B700シ リ ー ズ ・デ ー タ ・コ ン セ ン トレ ー

タ14台 で あ る 。

SWIFTネ ッ ト ワ ー ク の メ ッセ ー ジ 交 換 セ ン タ ー は ・ブ リ=ッ セ ル と ア ム

ス テ ル ダ ム に 設 置 さ れ,両 セ ン タ ー に は そ れ ぞ れ400Kバ イ トのB3700

デ ュ プ レ ッ ク ス ・シ ス テ ムk・ よび2台 の コ ミ=ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ ッサ が 導

入 さ れ る 。 デ ー タ ・コ ン セ ン トレ ー タ は ア ム ス テ ル ダ ム,ブ リ ュ ッ セ ル,コ

ペ ンハ ー ゲ ン ,ヘ ル シ ン キ,オ ス ロ,ス トッ ク ホ ル ム,フ ラ ン ク フ ル ト,パ リ,

ロ ン ド ン,ミ ラ ノ,ウ ィ ー ン,チ ュ ー リ ッ ヒ,二 三 ー ヨ ー ク,モ ン ト リオ ー ル

の 各 都 市 に 設 置 され る予 定 である。各 参 加 銀行 のター ミナ ル が こ れ らの コ ソ セ ン トレ

ー タ に 接 続 さ れ
,ネ ッ トワ ー ク の 稼 動 開 始 は76年 第1・ 四 半 期 に 予 定 さ れ

て い る 。

74年 の 動 き 、

BurrOughsの74年 に お け る 主 な 動 き を 順 に み て み よ う。

3月:SWIFTネ ッ トワ ー ク の ハ ー ドウ ェ ア 契 約 を 受 注 。

5月:ComputerServices社 よ リ シ ャ ー マ ン 法 違 反 で 提 訴 さ る 。

6月:ビ ジ ネ ス ・ ミ ニ ・ゴ ン ピ=一 夕,Lシ リ ー ズ に6機 種 追 加 発 表 。

発 表 さ れ た の はL6200,6300,6400,ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・ ミニ ・

コ ン ピ ュ ー タ,6500磁 気 レ コ ー ド ・ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ か ら成 る
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L6000シ リーズ と,L8800ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,

L8900磁 気 レ コ ー ド ・ ミニ ・コ ン ピ ュー タか ら成 るL8000シ リ ーズ

で あ る 。 同 社 に よれ ば 従 来 のLシ リー ズ に 比 べ 大 幅 な ス ル ー プ ッ トの 向 上

が は か られ て い る と い う 。L6200,6300,6400,8800,8900

の 各 モ デ ル は,デ ー タ通 信 装 置 を つ け 加 え る こ と に よ リ オン ラ ィ ン ・タ ー

ミナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ と して も 用 い られ る。

7月:IBM/司 法 省 独 禁 法 係 争 予 審 で,マ ク ドナ ル ド会 長 は 「IBM分 割 は

米 経 済 に と り不 利 。 分 割 して もIBMの シ ェ ア は 変 らな い 」 と証 言 。

同:中 型 機 の 値 下 げ を 発 表

値 下 げ の 対 象 とな っ た の はB2777-1と,B3700シ リ ー ズ の3モ

デ ル,そ してB4700シ リ ー ズ の15モ デ ルす べ て のCPUで,下 げ 幅 は

B4700が10%,B2771-1,B3700が そ れ ぞ れ5%程 度 で

あ っ た 。,各 メ ー カ ー が 値 上 げ を 実 施 あ るい は 計 画 して い る 中 で,Burrou-

9hsの この動 き は 中・型 機 分 野 に おけ る同社 の競 争 力 を高 め るこ とに な

った。 業 界筋 で は この動 きは新 シ リー ズ発 表 の 前ぶ れ で あ る との見 方 が 有

力 で あ った。

同:TCプ ログ ラマ ブル ・タ ー ミナル の機 能 を強 化。

9月:予 想通 り新 シ リーズ と してB7700,4機 種 を発 表,つ づ い てB4700

と して3機 種 を連続 して発 表 。

B7700は,7750,7760,7770,7780か ら成 り,CPUの

平 均実 行速度 は 旧 モデ ル の倍,一 方 価 格 はわ ず か10%増 とい うもの で あ

る。 特 徴 と しては,バ イ ポ ー ラ ・バ ッフ ァ ・メモ リ1が従 来 の モデ ルの 約

100バ イ トか ら6,144バ イ トに増 え た こ と,そ して ス ル ー プ ッ ト ・タ

イム を1/S～1/lovaす る とい う・DMSの ニ ュー ・バ ー ジ ョ ンDMsllが

加 わ った こ とな どで あ る。 続 い て 発 表 され たB4700は,4790,4791,

4792の3モ デ ルか ら成 り,従 来 のB4771に 比 べ 性能 は2～4倍 に

達す る とい うもので,中 型 機 な が ら大 型機 なみ の性 能 を有 す る とい うの が
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うた い 文 句 で あ る。

10月:各 種 料 金 の 値上 げ を 発 表

上 げ 幅 は小 型 システ ム が1%,中 型 が3～6%,大 型 は2～5%で,小 型

は リー ス料 金 のみ の 値上げ,中,大 型 は リー ス と買取 りの 双 方 が 値上 げ の

対 象 と な っ て い る 。 タ ー ミナ ル 製 品 の リー ス は1%,カ ー ド ・ リー ダ,パ

ン チk・ よ び 磁 気 テ ー プ 装置 の一 部 の リー ス と 買 取 りは6～10%,そ の 他

の 周 辺 装 置 の リー ス 料 は1%,そ し て メ ンテ ナ ンス 料 金 は5%,そ れ ぞ れ

引 上 げ られ る 。

同:GraphicSciences社 の 株3,000万 ドル 相 当 を 買 収,フ ァク シ ミ

リ市 場 に 進 出

GraphicSciencesの 従 業 員 は 約500名,う ち125名 は セ ー ル ス

要 員 で,こ れ ま で に 全 世 界 で8万 ～10万 台 の フ ァ ク シ ミ リを 設 置 して い

る と み られ る 。Burroughsは フ ァ ク シ ミ リ技 術 を デ ー タ通 信 機 器 の 開 発

に 役 立 て る 意 向 で あ る。

同:IBM2260お よ び3270の エ ミュレーシ ョン能 力 を 有 す るCRTタ ー

ミ ナ ル,TD820を 発 表

同:通 信 機 能 を 備 え た りモ ー トOCR/MICRド キ ュ メ ン ト ・ リー ダ/ス ト

ア ・シ ス テ ム を 発 表 。

ま た,75年 の 最 初 の 動 き と して,2月 早 々 にB720シ リ ー ズ を2機 種,

B700シ リ ー ズ の 追 加 と し て4機 種 を 発 表 し て い る 。B721,723

か ら な るB720シ リ ー ズ は 従 来 のB700諸 シ ス テ ム と比 べ 主 メモ リが2

倍 に,デ ー タ 通 信 能 力 が 大 幅 に 強 化 さ れ て い る 。、 エ ン ト リー ・丁レベ ル ・コ

ン ピ ュ ー タ と し て の 新 シ ス テ ム は,B702,704,709,713の 各 種で,

価 格 幅 は3万3,900ド ル ～5万4,900ド ル とい う も の で あ る 。

一・・-47一



C D C

大 幅 減 益 の74年

CDCの コ ン ピュー タ事 業 は72年 に よ うや く赤 字 か ら脱 し,翌 年 も順 調

な伸 び を みせ たが,74年 は 再 び3,060万 ドル とい う巨 額 の 赤字 を計 上,子

会 社CCC(Co㎜ercialCreditCompany)の 純益3,430万 ドル のほ

とん どを 食 い つ ぶ した。

IBM,Honeywell,Univac,Burroughsそ してNCRと,競 合す る大

手 本 体 メ ー カーが軒 並み に第1・ 四半 期 を好 調 にす べ り出 した 中で,CDCは

前年 同期 比11%減 の1,480万 ドル の純 益 しか 計上 で きなか った 。CDCに

よ れ ば,こ の原 因 はCCCが 高 金 利 に よって 減 益 を計上 した ため で,コ ン ピ ュ

ータ部 門 だけ に限 れ ば 前年 同期 比23%増 で あ った とい う。 しか しこの コ ン ピ

ュー タ部 門 も,上 半 期 決算 で は 対 前 年 比15%減 の750万 ドル の純益 に終 り,

さ らに第3・ 四 半 期,第4・ 四 半 期 は ス イ ス ・ユ ニ オ ン銀 行 との 共 同 開 発 プ ロ

ジ ェ ク トの 中止 な どに よ'り連 続 して 赤 字 を計上 す るに至 った 。表1-10は

CDCの 最 新決 算 状況 で あ る。 また 図1-19～ 図1-21は 最 近6年 間 の売 上 げ,

純aSk・ よび1株 当 り純 益 の 推 移 で あ る。

表1-10:CDCの 決算 状 況(CCC含 む 連結 決算)

(各12月31日 決 算)

1974 1973

年
間

決

算

売 上 げ 1,100,000 948,200

純 益 3,700 60,900

1株 当 り 純 益 13セ ン ト 3.73ド ル

第
4
・

四
半期

売 上 げ 283,200 277,900

純 益(欠 損) (16,000) 15,200

1株 当 り純益(欠 損) (1.03ド ル) 93セ ン ト

(単 位:1,000ド ル)

一48一

'



図1-19:CDC売 上 げ 推 移

(単 位1,000ド ノレ)
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図1-20:CDC純 益 推 移
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コ ン ピ ュー タ事 業 欠 損 の 大 きな原 因 とな ったス イス ・ユ ニ オ ン銀 行 との シ ス

テ ム共同 開 発契 約 は,大 きな共 同 開 発 プ ロジ ェク トとして は最 後 まで 遂 行 で き

なか った 初 め て の例 とな った。 契 約 中止 は ユ ニ オン銀 行 側 か ら申 し入 れ られ た

もので あるが,そ の原因は同行 側に言わせ ると,① 欧米の銀行 システ ムの違 い と② 同行

が機関銀行 としての側面 も持 ってお りCDCの 提供す る市中銀行システムで は不十分 な

こ との二 点で ある。 しか し一 方 のCDC側 に言 わせ れ ば,銀 行 側の トヅ プ ・マ ネ

ジメ ン トの理 解の な さ であ る とい うこ とに な る。 と もあれ 契 約 は中 断 さ れ,そ

れ ま での 開 発費 用 は 損金 と して計 上 され る こ とに な った 。

74年 の 決 算 は ウ ィ リア ム ・C・ ノ リス会 長 に とって も非常 に失 望 させ ら

れ る もの で あ ったが,75年 の 見 通 し と して 同 氏 は 経 済 情 勢 が実 質 的 に 今 よ

りも悪 くな らな い とす れ ば,コ ン ピ ュー タ事 業 は再 び黒字 を計 上 で き るで あろ

うと述 べ て い る。 とは言え,3月 までは欠損を出すであろ うとい うこ とも認 めてい る。
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「本 体か ら撤退 』説 を否 定

ス イス ・ユ ニ オ ン銀 行 プ ロ ジニ

ク トの 挫 折 に よ る多額 の 損金 の

計上,財 政 難 に よ る社 員 給 与 の

10%カ ッ ト,か の ク レ イ

(SeymourCray)氏 に率 い ら

れ て い たチ ペ ワ フ ォー ル ズ(ウ ィ

ス コ ンシ ン州)の 研 究 所 閉 鎖,

株 価 の低 落 と一 連 の マ イ ナス要

素 が 続 き,さ らに空 軍 のALS

(AdvancedLogistics

System)契 約 にお け る問 題 で

500万 ドル の損 金 計 上 を余 儀

な くされ る な ど,CDCの コ ン

ピ ュー タ事 業 は 不 振 の 泥 沼 に入

図1-21:CDC1株 当 り純 益 推 移

(単 位:ド ル)
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9込 ん だか にみ,え た。9月 に,海 軍 に よる契 約 をTI(TexasInstru-

ment)に 奪 わ れk事 はそ の後 のCDCを 象 徴す るか の 出来事 で あ った といえ

よ う。TIに とっ て これ は7番 目の超 大型 コ ン ピ ュー タで,2,323万 ドル相

当 の超 大 型 科学 技 術 用 コ ン ピ ュー タで あ った。

こ うした 不 振 の一 方 で,CDCはPCM(プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ル製 品 メー

カー)と して 着 々 とそ の 地位 を固 め(別 項 参 照),さ らにサ ー ビス分野 で は 売

上 げ が25%以 上 伸 び る な ど,順 調 な 営業 実績 を報 告 して い る。特 にサ ー ビス

分 野 で は,IBMと の 独禁 法 示 談 で手 中 に したSBCIServiceBureau

Corp.)が 加 わ っ てか らはCDCの ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス は業 界 トップの座

を 占 め る に 至 って い る。74年 に入 る と早 速 ロン ドン にCall/370サ ー ビ

ス を拡 張,さ らにKr・nosと 共 に欧州 各 地 を 次 々 とサ ー ビス ・エ リア に組 み入

れ て い った 。CDCの 計 画 で は,75年 中 には 欧州 全域 にサ ー ビス地 域 を拡張
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し,さ らに 日本 へ もそ の 手 を 伸 ば した い と してい る。

74年 春 の年 次 株主 総会 の 席上 で も,ノ リス会 長 はデ ー タ ・サ ー ビス の重 要

性を指 摘し,今 後 の 同社 の最 大 の柱 とな る事 を表 明 してい る。CDCのCyber-

netサ ー ビ ス は75年 に な って 新 た にCyber76サ ー ビ ス が 付 加 され,

機 能 が 拡 充 ・強 化 さ れ た 。 こ の サ ー ビ ス は 超 大 型 コ ン ピ ュ ー タ,

Cyber70を 使 って 行 な われ る もので,リ モ ー ト ・バ ッチ ・モ ー ドの速 度 は

最 大1,500万 イン ス トラク シ ョン/秒 で ある 。

こ う した一 連 の 状 況 を みれ ば,CDCは コ ン ピ ュー タ本 体 か ら撤 退す るの で

は な いか との観 測 が 生 じ る の は む しろ 当 然 と言 うべ きか も しれ な'い。そ して

これ は,米FORBES誌 の74年11月15日 号の 記事 とな って現 実 化 した 。

この 記事 の 出現 は,72年 春 にInfotech社 主 催 の 会 議 の 席上 でNBS(米 標

準 局)の グ ロ ー シ ェ(HerbGrosch)博 士 の 予 言 したCDC滅 亡 の 日

74年 ～76年 の 間一 とほ ぼ

時 を 同 じ く して い た。

同 誌 は,実 際 に撤 退 す るの は

1980年 か また はそ れ 以 降で

あ る とみ られ るが,そ の プ ロセ

ス はす で に始 ま っ てい る と報 じ

た 。CDCは,有 力経 済 誌 が載

せ た この 記事 に対 し激 し く反 発,

即刻 抗 議 を 申 し入 れ,記 事 訂正

を求 め た。 同時 に ノ リス 会 長 名

で 記 事否 定 の通 達 を 世 界 中 に 発

し,コ ン ピ ュ ー タ本 体 市場 か ら

の撤 退 の意 志は 全 くな く,特 に

大型 機 市場 で か ち得 た 現 在 の地

位 を今 後 と も 保 って ゆ くつ も

(台}
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図1-22;CDC主 要 機 器 設置 状 況推 移
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りで あ る 旨を く り返 し強 調 した。

74年 の 動 き

う

1974年 にお け るCDCの 主 な動 き を順 を追 って み てみ よ う。

3月:Unidata社 に対 し接 近 工 作 。

CDCに よれ ば 提 携 は メ イ ン フ レー ム よ りも 周辺 機 器 の分 野 で 可能 性 が

大 き い と み て い る 。 しか しUnidataがCDCの 超 大 型 機 に興 味 を示す

こ と も十 分 考 え られ る。

4月=新 シ リーズ,Cyber170を 発 表

同 シ リーズ は,172,173,174,175の4モ デ ルか ら成 り,新

しいIC技 術 の採 用,新 しい ソ フ トウェ アk・ よび ネ ッ トワ ーク ・コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン能 力 に よ り今 まで の半分 の 大 きさで 約2倍 の ス ピ ー ドを持 つ

とい うのが最 大の 特 色 。Cyber70シ リー ズお よびCDC6000シ リ

ー ズ とは 完 全互 換 性 を有 して い る 。 ハ ー ド,ソ フ トは 完 全 価 格 分 離が 行 な

われ た 。

同 月:IBMの 高 性 能 デ ィス ク,3330-11の プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ル

機CDC33302を 発表 。

これ は200メ ガ ・バ イ ト/ス ピン ドル のデ ィス ク ・シス テ ムで,Cyber

170シ リーズ 向 け で もあ る とみ られ る 。

5月:IBMマ シ ンCPUの リー ス事 業 に乗 り出す 。

6月:各 種料 金 の2～10%の 値 上 げ を 発表 。

主 要 本 体 メ ー カー と しては4番 目の 値上 げで あ る。

8月:OEM周 辺 機 器 の値 上 げ を 発表 。

上 げ 幅 は2～11%で 実 施 は75年1月1日 か ら。

9月:中 国 か らCyber1722台(500万 ドル)を 受 注 した と発表 。

これ は 中国が 入 手 し よ うと した コ ン ピ ュー タで は最 大 規 模 の もので あ る。

CDCは 直 ち に輸 出管 理 局,国 防 省 に 認可 を申 請 した 。
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11月:コ ン ピ ュー タ製 品k・ よび メ ンテ ナ ン ス ・サ ー ビス の 価格 を3～10

%引 上 げ る と発 表 。

同月:CDC本 体 市 場 撤退 説 流 れ る。
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HoneywelI

74年 は 増 収 減 益

73年 に増 収 増 益 の好 調 な決算 を報 告 し,74年 の見 通 しも15%ぐ らいの

増益 とい う強 気 の予 想 を して い たHOneywel1で あ る が,フ タ を開 けて み る

と売 上 げ は ふ え た も の の,利 益 は落 ち込 み,72年 の 実績 さ え も割 るに 至 っ

た。73年 末 に,74年 の 落 ち込 み は ない と して い た コ ン ピ ュー タ事 業 も不 振

で,前 年 比29.3%減 の5,300万 ドルの 利益 しか 計上 で きなか った 。(こ の

数字 には,金 利 負 担,所 得 税お よび そ の他 の 費 用 の事 業 区 分 に よる配 分は 行 な

われ て い な い 。)

74年 の 決 算 に よれ ば,売 上 げ は26億2、600万 ドル,純 益 は7,580万

ドル(1株 当 り3.93ド ル)で あ った 。73年 の 売上 げ は23億9,100万 ド

ル,純 益 は9,510万 ドル(1株 当 り5.00ド ル)で あ ったか ら,74年 は 前

年 に比 し増 収 減益 決 算 とな って い る。 な お73年 の純 益 は,R&Dコ ス トに

表1-11:Honeywe11の 最 新 決 算 状 況

(各12月31日 決 算)

1

1974 1973

年

間
決

算

売 上 げ 2,626,000 2,391,000

純 益 75,800 95,100①

1株 当 り 純 益 3.93ド ル 500ド ル①

第
4
・

四
半期

売 上 げ 766,500 707,600

純 益 27,700 41,200

1株 当 り 純 益 1.43ド ル 2ユ6ド ル

① 修正済
(単 位:1,000ド ル)
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関 す る会 計 方 式 の 変 更 に よ り,1億390万 ドル(1株 当 り5.46ド ル)か ら

上 記 数 字 に 修 正 さ れ て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ 事 業 に よ る収 入 は,対 前 年 比4.8%増 の12億3,300万 ドル

に 達 した 。 この うち レ ン タ ルk・ よび サ ー ビ ス に よ る収 入 は,対 前 年 比 で4.2%

ほ ど ふ え た6億9,100万 ドル で あ っ た 。

表1--11はHoneywel1'の 最 新 決 算 状 況,ま た 図1-23～1-25は,最 近

6カ 年 の 売 上 げ,純 益 そ し て1株 当 り純 益 の 推 移 で あ る 。

コ ン ピ ュー タ事 業 の 不 振 に つ い て,エ ド ソ ン ・W・ ス ペ ン サ ー(EdSOn

W.Spencer)社 長(同 氏 は10月 か らKeating氏 の 後 任 と して 同 職 に あ

る)は,イ ン フ レ に よ り物 品 コ ス トや 営 業 費 用 が 増 大 した 事 に よる と して い る 。

コ ン ビ=一 夕事 業 の 不 振 が 明 白 と な っ た 昨 年12月 段 階 で,一 部 にHOneywell

は コ ン ピ ュ ー タ事 業 か ら撤 退 す る の で は な い か と の 噂 が 流 れ た 。 これ に対 し ス

図1-23:HoneyWe11売 上 げ 推 移 図1-24:Honeywell純 益 推 移
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ペ ンサ ー社 長 は 直 ち に反 論 ,

困難 な事 業 で は あるが20年

以 上 も続 け て きた ことを 強 調

し,撤 退 の 意 志 は全 くな い 旨

を言 明 した 。

Honeywel1の コ ン ピ ュー

タ事 業 が 不 振 だ った原 因 の一

つ に,一 般 的 な景 気 後 退 に よ

り買取 りの 比率 が低下 したこと・

が あげ られ る 。一 方,HIS

の サ ー ビス お よび レン タル収

入 と全 レン タ ル機器 価額 の比

率 は他 社 と比 べ て低 い 各

社 それ ぞれ算 定 方 法が 異 な っ

て い るた め一 概 に比 較す る こ

図1-25:Honeywe111株 当 り純 益 推 移
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とは困難 で は あ るが,そ れ で もIBMやUnivacな ど と比 べ る と低 い率 とな る

一 ため ,収 益 状 況は ます ます 悪 化 す るこ とになる。また,4月 に 発表 した シ リ

ー ズ60の 開 発 コス トは2億5
,000万 ドル相 当 と言 われ て お り,こ の 償却 も

問 題 とな って くる。 この 新 シ リー ズ はHISに よれ ば,生 産 コス トが 従 来 の

モ デ ル に比 べ 低 くな って い る とい うが ,こ の 生 産 が 軌道 に乗 るま で は 生 産 コス

トが 高 い 旧モ デ ル の生 産 を続 け なけ れ ば な らない 。生 産 ラ・イ ンの 統合 は い ず れ

行 なわ れ よ うが,今 の と ころそ れ は行 な われ て いな い 。

75年 の見 通 しに つ い てHISは 業 績 の 向 上 を うた って い るが,証 券 ア ナ

リス トの見 る限 りで は74年 実 績 を わず か な が ら下 廻 る もの と思 わ れ る。

命 運 をか け た シ リー ズ60

74年4月23日,Honeywellは 新 型 コ ン ピ ュ ー タ ・フ ァ ミ リー
,シ リ一
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●

ズ60を 発 表 し た 。 これ はIBMシ ス テ ム3ク ラ ス か ら 同370シ リー ズ 上 位

機 種 まで を カ バ ー す る一 大 コ ン ピ ュ ー タ ・フ ァ ミ リ ー で,月 間 レ ン タ ル 料 も

5,000ド ル 以 下 か ら14万 ド ル 以 上 ま で と 大 き な 幅 が あ る 。60シ リ ー ズ は

処理 能 力 に よ リ レベ ル61,62,64,66,68に 分 け られ る 。 同 日発 表

さ れ た の は,米 国 市 場 向 け と して7モ デ ル,欧 州 市 場 向 け と して4モ デ ル の 計

11モ デ ル で あ つた 。

米 国 向 け の7モ デ ル は,62/60,64/20,66/20,66/40,

66/60,66/80,68/80の 各 機 種,ま た 欧 州 向 け は61/58,

61/60,62/40,64/40の 各 機 種 。61/58は,旧 モ デ ル58の

改 良 バ ー ジ ョ ン,ま た レ ベ ル62の 両 機 はHISイ タ リア で,そ して レベ ル

64の 両 機 はHoneywe11-Bullで 開 発 さ れ た も の で あ る 。68/80は シ

リー ズ60中 の 最 大機 種 で,マ ル チ ク ス の最 新 バ ー ジ ョン で あ る 。 主 メ モ リは

800万 バ イ トま で で あ る が,仮 想 記 憶 に よ り60億 バ イ トの メモ リが 提 供 さ

れ る 。 」

10月 に な っ てHISは 欧 州 向 け の レベ ル61を 米 国 内 で も販 売 す る と 発 表,

さ ら に75年 の1月 に は64/60と66/20の ギ ャ ッ プ を 埋 め る た めIBM

370/135相 当 の66/10, .そ し て68/80の 低 コ ス ト低 パ フ ォ ー マ ン .

ス ・バ ー ジ ョン68/60の 二 機 種 を 追 加 発 表 した 。

シ リ ー ズ60は 従 来 のHIS諸 モ デ ル に 比 べ る と,キ ャ ラ ク タ 方 式 か ら バ

イ ト ・オ リエ ン テ ィ ド方 式 に 変 っ て い るの が 一 つ の特 徴 で あ る 。 ま た,シ リ ー

ズ 全 体 に わ た っ て 標 準fヒ さ れ た ソ フ トウ ェ ア,GCOS(GeneralCom-

prehensiveOperatingSystem)が 用 い ら れ て し(る こと も特 徴 の一 つで あ

る 。 ソ フ トウ ェ ア の 多 くが ハ ー ドと 分 離 価 格 で 提 供 され て い る こと も特 徴的 なも

の と して 指 摘 さ れ る 。OS,ベ ー シ ック ・ジ ョ ブ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム,

フ ァ イ ル ・シ ス テ ム,モ ニ タ お・よ び ス ー パ バ イ ザ,デ バ ッ ギ ン グ ・エ イ ズ や コ

ン バ ー ジ ョ ン ・エ イ ズ な ど の プ ロ グ ラ ミン グ ・ツ ール は 従 来 通 り一 括 価格 で 提

供 さ れ る 。
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'

74年 に米 国 で 発表 さ れ た

た だ一 つ の一 大 コ ン ピュー タ・

フ ァ ミ リー,シ リー ズ60を

市場 戦 略 とい う観 点 か らみ た

場 合,そ れ は どの よ うに 位置

づ け られ るで あ ろ うか 。 まず

第1に,シ リーズ60は

IBMユ ー ザ ーの 横 ど りよ り

も,自 社 の顧 客ベ ース の グレ.

一 ド ・ア ップを 目 ざ した もの

で ある とい うことがで きる 。 ス

パ ン グ ル(C .W.Spangle)

HIS社 長 兼Honeywe11筆

頭 副社 長 に よれ ば,今 後5カ

5.000

4.OOO

3,000

2,000

1.000

図1-26:Honeywe11主 要 機 器

設置 状 況 推 移

(世 界 市場)
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年 に わ た って 売上 げ の75%を 同社 の 既存 ユ ー ザーか ら見 込 ん で い る とい う。

HISの モ デ ル には,100シ リー ズ,200シ リー ズ の グレ ー ド ・ア ップ該

.当機 種が な く,こ れ が ネ ック に もな っ て い たが,レ ベ ル62,64の 発表 で こ

れ らの グレ ー ド ・ア ップ ・ユ ー ザ ーの 多 くを 吸収 で き る とみ られ る。 シ リーズ

60が,全 体 と して み て エ ミ ュレ ーシ ョン機 能 が 強 くな い こ と もこの 裏 づけ と

な ろ う。

この一一方 で,小 型機 市 場 に力 を入 れ,コ ボ ル,RPGと い った ビジ ネス 指向

言 語 を提供 して い る。 こ のRPGは,IBMシ ステ ム3のRPG皿 と互 換 性 を

もっ て い るの が特 徴 で あ る 。小 型 機 自体 の 価 格 はそ う高 くな いが,ユ ーザ ー数

が 多 い のが特 徴 で あ り,こ の 分 野 で の成 功 は 全 体 と しての シ ェア ・ア ップ に も

つ な が る。HISも この 認 識 に立 ちマ ー ケテ ィン グを行 な って ゆ く模 様 で あ る。

ところで,す で に述 べ た よ うに 且oneywellの コ ン ピ ュー タ事 業 は不 振 に陥

って い る。 これ を脱 す る に は,こ の シ リーズ60の 成 功以 外 には あ りえ ない 。
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す な わ ち,シ リーズ60はHoneywellの 将 来 の 命運 を に な った本 命機 種で あ

るとい うことがで き よう。 この点 につ い てHOneywel1は,「 期末受注 残 は ふえ て

お り,シ リー ズ60も 好 評裡 に迎 え られ て い る。 ま た シ リーズ60は 生 産 コス

トが 低 く,そ の一 方 約10%の 人 員 削減 な どを含 めた 広 汎 な コス ト削 減 計画 が

順調 に行 なわ れて い る。 さ らに74年 に値 上 げ を行 な った こ とな どに よ り,コ

ン ピ ュー タ事 業 の 先行 は決 して 暗 い ものでは ない。」と言明してい る。 しか し,大

方 の 証 券 ア ナ リス トの見 方 に よれ ば,旧 シ ス テ ムか ら新 しい シ リー ズ60へ の

移 行 はHISが い うほ ど簡 単 な もので は な い とい わ れ てい る 。

74年 の 動 き

Honeywe11の74年 に お け る 主 な 動 き を 辿 っ て み よ う。

1月:各 種 料 金 を 値 上 げ 。

上 げ 幅 は,全 レ ン タ ル 料,6000シ リ ー ズCPU,58CPUお よ び 周

辺 装 置 が2%,TSS,教 育,メ ン テ ナ ン ス,SE,部 品 が4～10%。

同 月:GEの プ ロセ ス ・コ ン ト ロ ー ル 部 門 吸 収 。

4月:シ リー ズ60発 表 。

5月:中 国,Honeywell-Bul1に61/60を 発 注 。

6月:ト ロ イ カ経 営 方 式 を採 用 。

これ は3人 の 最 高 経 営 幹 部 か らな る チ ー フ ・エ グ ゼ ク テ ィ ブ ごオ フ ィ ス を

設 定 して 行 な わ れ る もの で,メ ン バ ー は キ ー テ ィ ン グ(S.F.Keating)

社 長,ス パ ン グ ル コ ン ピ ュ ー タ事 業 部 長,お よび ス ペ ンサ ー コ ン ト ロ

ー ル ・シ ス テ ム 事 業 部 長
。

7月:モ デ ル725k・ よ び735ミ ニ ・コ ン ビ.一 夕 のCPUを30%値 下

げ 。

同時 にRCP701,同707リ モ ー ト ・ネ ッ トワ ー ク ・ プ ロ セ ッサ,

Datanet7360リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー ・シ ス テ ム を 発 表 し,

デ ー タ 通 信 分 野 で は じめ て 積 極 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ姿 勢 を み せ た 。
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同月:モ デ ル635を30%値 下 げ 。

同機 はGEが 開 発 した もので,HISの6000シ リーズ に よ リ リプ レー

スが 進 め られ て きた が,シ リーズ60,特 に レベ ル66が 出 た こ とに よ り

老 朽 化が 一 層進 ん だ 。

9月:値 上 げ を発表

上 げ 幅 は レ ン タル料 が2～10%,メ ン テ ナ ンス が5～9%,TSS10

%,SEは8%,ま た レベ ル66,68お よび6000シ リー ズ,マ ル チ

ク ス の買 取 り価格 は75年1月1日 か ら8%の 値 上 げ とな る。

10月:ト ップ人事 の 大 幅異 動

会 長 の ビン ガ ー(J.EBinger)氏 は重 役会 議長 に,社 長 の キ ーテ ィ ン

グ氏 は会 長 に,そ して69年 か らコ ン トロール ・シス テ ム事 業 部 長 の職 に

あ った スペ ンサ ー氏 が代 表取 締 役 社 長 に昇 格 した 。 また,筆 頭 副社 長 ス パ

ン グル 氏 は新 ポス トで あ るHIS社 長 を兼任 す る事 に な ったa

同 月:シ リー ズ60レ ベ ル61の 米 国 内 で の販 売 を開始 。

11月:GEと のHIS持 株比 率 協 定 変 更 。

改 訂 した の は,GEの 持 つHIS株 式 のHoneywe11に よ る取得 に関 す る

ク ロス ・オ プ シ ョン条 款 で,GEが 受 け 取 るHoneywel1の 株 数 の算 出 方

法 が 簡略 ・明確 化 され た 。

なおHoneywel1に よるHIS全 株 の 取 得 は 遅 くと も79年 半 ば ま で に

完 了 す る とい うこ とで あ る。
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■

74年 は 増 収 増益 の好 決 算

74年 の売 上 げ は19億7,900万 ドル,純 益 は8,717万 ドル で,前 年 比

で み る と売 上 げ は8.9%増,純 益 は21.1%と な っ て い る 。

全収 入 の 中で 最 も大 きな比 率 を 占め て い るの は,デ ー タ ・ター ミナ ル とコ ン

ピュ ー タ ・シス テ ムの 売 上 げ で あ る 。ウ ィ リア ム ・S・ ア ンダ ー ソ ン

(WilliamS.Anderson)会 長兼 社 長 に よれ ば,タ ー ミナル とデ ー タ ・エ

ン トリー ・シス テ ムの 売 上 げ は,94%増 の2億9,580万 ドル に達 し,ま た

コ ン ピュー タ ・シス テ ム に よる収 入 は18%増 え て3億8,570万 ドル を記 録

した とい うこ とで あ る。

74年 初 め の段 階 で,NCRは 売上 げ 予 測20億 ドル,利 益 目標 をそ の5%

程度 と打 出 して い た。 結局 こ れは 達成 さ れなか っ た が,74年 実 績か らみ て

75年 の 売上 げが20億 ドル を突 破す る事 は 確実 で あろ う。NCRは 売 上 げ

表1-12 NCRの 決 算 状 況

(各12月31日 決 算)

1974 1973

年

間

決

算

売 上 げ 1,979,003 1,816,281

純 益 87,165 71,961

1株 当 り 純 益 3.53ド ル 3.00ド ル

第
4
・

四
半期

売 上 げ 626,388 577,428

純 益 35,340 34,675

1株 当 り 純 益 1.40ド ル 1.40ド ル

(単 位:1,000ド ル)
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を10億 ドル の 大 台 に乗 せ る

の に創業 以 来83年 かか った

が,75年 に20億 ドル 台 を

突破 す れ ば,わ ず か8年 で

10億 ドル か ら20億 ドルへ

移行 で きた こ とにな る。

コ ン ピ ュー タ事 業 は73年

決 算 で 初 め て黒字 に 転 じた が,

74年 も この傾 向は続 い て い

る。ア ンダ ー ソ ン氏 は次 の よ

うに語 って い る。 「コ ン ピ ュ

(1,000ド ノレ)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,0①0

図1-27:NCR売 上 げ 推 移
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一 タ関 連 の フ ィール ド ・エ ンジ ニ ア リン グ に よ る収 入,デ ー タ ・セ ンタ ーの 売

上げ,そ して コ ン ピュー タ用 紙 や 消 耗 品 の売 上 げ を含 めれ ば,わ れ わ れ の コ ン

ビ=一 夕事 業 は7億5,000万 ドル規 模 に達 し よ う と して い る。 」

表1-12は,NCRの 最 新 決 算 で あ る。 ま た 図1-27～ 図1-29は 売上 げ,

純 益そ して1株 当 り純 益 の推 移 で あ る。

図1-28:NCR純 益 推 移 図1-29:NCR1株 当 り純益推移
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■

軌 道 に乗 っ た(?)ア ン ダー ソン体 制

日本NCR会 長 ア ンダ ー ソ ン氏がNCR本 社社 長 に任 命 さ れ た の は72年5

月,異 例 の抜 擢 と言 え る 人事 で あった 。新 社 長 に課 せ られ た使 命 は マ ー ケ ッ

ト ・シ ェア を高 めること,そ して 過 去 の 栄光 に よ りか か った ま ま 動脈 硬 化 を きた

してい た 同社 の経 営の 刷 新 を 図 る こ とで あ った 。

ア ンダ ー ソ ン社 長 は,大 幅 な機 構 改 革,人 員 整理 を実 施す る と共 に,不 良資

産 の処分 を断 行 した 。 この 結 果72年 度 決算 で5,961万2,000ド ル(1株

当 り2.68ド ル)の 赤 字 の計 上 を余 儀 な くさ れた 。 しか し,こ の ウ ミを出 した

後,電 子 機 器 の販 売増 加 な どで73年 は再び 黒字 に転換,7,196万1,000

ドルの利 益 を計 上 した 。74年 は 目標 は 達成 で き なか った とい う もの の売 上 げ,

純益 とも順 調 な 伸び を示 し,利 益 率 も73年 よ り0.5%ほ ど良 くな ってい る。

一 度 は没 落 へ の道 を辿 り始 め たNCRで あ るが ,「 東 洋 よ りの 騎士 」を迎 え た

今,再 び 「栄 光 の60年 代 」を 目 ざ して歩 み 出 した とみ る こ とが で き よ う。

当 のア ンダ ー ソ ン社 長 は,7月1日 付 で会 長 兼 社 長 に選 任 され て お り,今 後

もア ンダ ー ソ ン体 制 は 強 化 され て ゆ くもの と思 わ れ る 。 創業90周 年 を迎 え,

社 名 もTheNationalCashRegisterCompanyか らNCRCorpo-

rationと 正 式 に変 え た 同 社 は,EDPサ プ ライヤ ー と して 名 実 と もに生 まれ

変 わ りつ つ あ る。 しか し再 び 栄 光 の座 をか ち得 る か ど うか は ア ン ダ ー ソン 氏

の経 営手 腕 に か か って い る といえ よ う。

競争 環 境 は 決 して穏 や か な もので は ない 。POSで は着 々 と版 図 を広 げつ つ

あ るが,小 型 機 市場 で は 相 変 らずBurrOughsと 激 烈 な戦 い を演 じてhる 。 さ

らに75年1月7日 にIBMが 発表 した シス テ ム32は,エ ン ト リー ・レベ ル

で 相 当の脅 威 とな る とみ られ る 。NCRは この対 抗手 段 と してNCR399ア

カ ウ ンテ ィン グ ・コ ン ビ=一 夕 に,NCR656デ ィス ク(容 量986万 キ ャ

ラク タ,伝 送 率31万2,000キ ャ ラク タ/秒,ア クセ ス タイ ム47.5ミ リ秒)

の 接続 能 力 を付 加 した 。NCRに は この他,Century8200ミ ニ ・コン ピ

ュー タ とい うシス テ ム32対 抗 機 が あ る。8200は,NCRと して は最初 の
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オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・エ ン ト リ

ー能 力 を 持 っ た ロ ー コ ス ト ・ ミ

ニ ・コ ン ピ ュ ー タ で あ り,

SPIRIT(オ ン ラ イ ン ・オ

ー ダ ー ・エ ン ト リー ・シ ス テ ム)

な ど の タ ー ン ・キ ー ・シ ス テ ム

に 拾 い て の み 用 い られ て い る 。

と こ ろ で,CDCと の 提 携 は

今 後 どの よ うに 進 む で あ ろ うか 。

こ れ に つ い てNCRは,「ASL

(AdvancedSystemLabo-

ratOry)が 開 発 す る コ ン ピ ュ

図1-30:NCR主 要機器設置状 況推移

(世 界 市場)
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三 夕 はCDC,NCRの 現 在 の ユ ー ザ ーが利 用 して い る もの と完全 な互換 性

を持 つ よ う考 慮 され る」としなが らも,「 両社 とも独 自の戦 略 で 独 自 に 活 動 す

る とい う既定 方 針 に変 わ りは ない 」と く り返 し表 明 して い る。

74年 の 動 き

NCRの74年 に おけ る主 な動 きをみ てみ よ う。

1月:J.C.Pennyか ら6,000万 ドルのPOS契 約 受注 。

4月:社 名 をNCRCorporationと 正 式 に変 更 。

同 月:Century50Mod.1を 発表

これ は メモ リ容 量16Kの 小型 機 で,初 導 入 の ユ ー ザ ー を 狙 った もの。

5月:Century151,同201を 発表

151はIBMシ ス テ ム3/15対 抗,そ して201は370/115の

対抗機 で あ る。 両機 と も メモ リに はMOSが 採 用 され てお り,サ イク ル ・

タイ ムは750ナ ノ秒 。

同 月:5,000台 目のCenturyを 生 産
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納 入 先 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ニ ュ ーボ ー ド ・ ビー チ 市 。

6月:ア ン ダ ー ソ ン社 長,会 長 兼 社 長 に 。

9月:オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・エ ン ト リー ・シ ス テ ムSpi,ri.tを 発 表 ≧'tt

同 月:日 本NCR,Century350を 発 表 。

10月:コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム 事 業 部 を新 設'.・ 一 ・虻

同 月:海 外 販 売 組 織 の 再 編 計 画 を 発 表 。

海 外 市 場 は,① 欧 州 ② 中 東 お よび ア フ リ カ ③ カナ ダ お よ び ラ テ ン'・ ア

メ リ カ ④ 極 東 お よ び オ ー ス トラ リア の 四 地 区 に 統 合 さ れ 販 売 活 動 が 行 な

わ れ る こ と に な っ た 。"0

11月:Centuryシ|1一 ズ の レ ン タ ル 料 お よび メ ン テ ナ ン ス 料 の 値 上 げ を

発 表 。

大 手 本 体 メ ー カ ー.と して は5番 目 の 値 上 げ 発 表 で,上 げ 幅 はi～9%L。 値

上 げ の一 方 で,Century－ 部 モ デ ル の 買取 り価 格 は9～15%引 下 げ ら

れ た 。
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Univac

11期 連 続 の 増 益 決 算

SperryRandの75年 度 第3・ 四 半 期 決 算(1974年12月31日 締 め)

に よれ ば,売#げ7億8,605万 ドル,純 益3,798万 ドル(1株 当 り1.10

ドル)で 前 年 度 同 期 比 で そ れ ぞ れ20,3%,2&4%増 と な っ て お り,四 半 期

'決 算 と し て は11期 連 続 の 増 益 決 算 と な った 。9カ 月 決 算 で も増 収 増 収 を報 告

し て お り,売 上 げ は 前 年 度 同 期 よ り17.3%ふ え て22億1,763万 ドル に,

そ し て 純 益 は 同 じ く19.5%増 の9,412万 ドル(1株 当 り2.73ド ル)を 計

上 し て い る。

表1-13は,SperryRandの 最 新 決 算 状 況 で あ る。 た だ し,同 社 は3月

末 が 年 度 決 算 で あ る た め 暦 年 で の 年 間 実 績 お よ び第3・ 四 半 期 決 算 の 数 字 で あ

る。J・ ボ ー ル ・ リー エ イ(J・PaulLyet)会 長 に よれ ば 、 コ ン ピ ュ ー タ の

SperryUnivac,農 業 機 械 のSperryNewHolland,流 体 装 置 のSperry

Vickersな ど の 著 し い 業 績 の 伸 び が こ の 好 決 算 を生 み 出 し た と い う こ と で あ

る。 期 末 受 注 残 も73年 に 月 末 現 在 の18億2,000万 ドル よ り1割 が た ふ え

て,20億 ド ル を記 録 し て い る。

SperryUnivac事 業 部 は,今 やSperryRand社 の 中 で 最 大 の 基 盤 と し

て 順 調 な 伸 び を 示 し て い る が,74年 の9月 に は 不振 を 続 け て き たSperry

RemingtonOfficeSystemandMachines事 業 部 を 吸 収,一 層 の 発 展

が 期 待 さ れ て い る。 ジ ェ ラ ル ド ・G・ プ ロ ブ ス ト(GeraldG・Probst)

SperryUnivac事 業 部 長 の75年 年 頭 所 感 に よ れ は,Univacは 過 去10

年 間 で284%の 増 益,年 平 均 に し て16%を 達 成 し て い る と い う。 ま た,

74年9月 末 現 在 の 受 注 残 は 約10億 ドル に 達 し,75年 度(75年3月 末 締

め)に お け る 好 実 績 を 約 束 す る も の で あ る と語 っ て い る 。
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表1-13:Sperry Randの 営 業 実 績"∴ ○:・」

(各12月31日 締 め)

1974 1973

(1975会 計 年 度) (1974会 計 年度)

暦 売 上 げ 2,942,064 2,524,062

純 益 127,974 107,938

年1株 当 り 純 益 3.71ド ル 3i14ド ル

会3売 上 げ 786,048 65ao96①

計 ・

年四 純 益 37976② ・29555

度半
～1

第期1株 当 り 純 益 1.10ド ル 86セ ン ト

(単 位:1,000ド ル)

① 修 正 済 ㌧

② 不動 産 売 却 に よ る540万 ドル を 含 む

図1-31:Sperry.Rand売 上 げ推 移 図1-32:SperryRand純 益 推 移
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図1-33:SperryRand1株 当 り 純 益
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*75年 度 の数字は暦年1974年(1月 一一12月)に おける実績

小 型 機 分 野 に も 力

73年 に 新 シ リー ズ,「 シ リー ズ90」 を 発 表 し,旧RCA顧 客 の 引 き 留 め

か らUNIVACマ シ ン へ の 移 行,そ し て 第3段 階 で あ るIBMへ の 挑 戦 へ 踏 み

出 した 感 の あ るUnivacで あ る が,74年 に は 同 シ リー ズ の 最 小 機 種90/30

を 発 表 しIBM挑 戦 へ 向 け て さ ら に 大 き く乗b出 し た 。

90/30は,主 メ モ リが32,768～262,144バ イ トの 半 導 体 メ モ リ,デ ィ ス

ク容 量 は5,780万 ～16億 バ イ トに達 し,柔 軟 な通 信 能 力,多 くの 周 辺 機 器 と ソ

フ トウ ェ ア;'高 度 で 使 い や す い オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を備 え て い る と い

う。OSはO'S/3と 呼 ば れ る デ ィ ス ク 常 駐 型 の もの で,最 大7つ の 並 行 処 理,

優 先 度 に従 って の ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュー リン グ,主 メ モ リの 割 当 て,デ ー タ通 信

制 御 な ど を 行 な え る。 ま た,エ ミ ュ レー シ ョ ン機 能 と し てUNIVAC9200,

9300の 他,IBM360/20の ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トの 実 行 機 能 を 付 加

で き るc価 格 レン ジ も広 く,IBMシ ス テ ム3/10ク ラ ス か ら,同37(ソ135

一

3.71

ぐ 3.27

.

〉

忌'二

2.62
一

2.26 2.37
句

2.11

『 1.94

1.73 L77

1.02
一
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小規 模 構 成 ま で をカ バ ー して い る(図

1-34参 照)。

大 型 機 の1110シ リーズ に力 を入 れ

て きたUnivacは,こ れ まで 業 界 第1

位 のIBMと の 正 面 衝 突は 避 け て来た

と見 られ る が,旧RCA顧 客 の 引 き留

めが 成 功を納めた 今 日,エ ン ト リー ・レ

ベ ル に属す る90/30を 発 表 し,シ ス

テ ム3,370/115,125と 全 面的 な

競 合状 態 に入 った 。Univacは 政 府

大学,研 究 機関 市 場 にお いて 実 績 を有

してお り,今 後 は これ を 足 が か りと し

て90シ リーズ を売 り込 んで ゆ くもの

7

ー7

イ

ス

・

レ

/

な主の30/90CU

機

M

合

u

競

仁↓図

と 思 わ れ る。 特 に 連 邦 政 府 市 場 に お い て は,Univacは 設 置 コ ン ピ ュ ー タ数

1,400台(1974年6月 末 現 在)とIBMを お さ え て ト ッ プ の 座 を 獲 得 し

て い る(図1--35参 照)。

図1-35:連 邦 政 府 コ ン ピ ュ ー タ

9月 にRemingtonOfficeSystem保 有 状 況

(1974年 度 末 現在,設 置台数)
andMachines事 業 部 を 吸 収 ・統 合 し

た こ との第 一 の狙 いは,小 型 機 分 野 の 充 実

と見 る こ とがで きる。Remingtonの 従 来

の 製 品 範 囲 は,タ イ プ ラ イ タ,複 写 機,

ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ,レ プ ロ グ ラ フ ィ ッ

クな ど事 務 用 品 の 色 彩 が強 か っ た が,統

合 後 は 製 品 内 容 が 大 幅 に変 更 さ れ る もの

とみ ら れ,Univac色 が 前 面 に強 く 押 し

出 さ れ る こ と に な ろ う。RemingtOnの

従 業 員は 約17,000名(74年 度 末),

ll9(1.5%)
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うち 約2,500名 は セ ー ル ス ・スタ

ッフ とい われ て お り,統 合 に よ り

Univacは 特 に小 規 模 企 業 分 野 に対

す るマ ー ケテ ィン グ能 力 が 強 化 され

る こ と にな った。 成熟 し た大 型 機 市

場 か ら大 き な 成 長 が見 込 まれ る小

型機 市 場 へ本 格的 に乗 り出 した

Univacで あ るが,今 後 どの よ うな

動 き をみ せ るか注 目 され る。

と ころ で,Univacのv－ ケ テ ィ

ン グ に お い て,ソ 連 ・東 欧 市 場 に お

5

4.000

3.0

2.OOO

L

図1-36:UNIVAC主 要 機 器 設 置

状 況 推 移(世 界 市 場)

、,、。54.・4・ …85・ ・78・ 讐10
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ア　　

Spec,、70/15529519476467435

ン リー て

90/60,90/7031188

1972年7月1973年7月1019741月4月1月

け る積 極 的 姿 勢 が注 目さ れ る。5月 には ソ連科 学技 術 国家 委 員会 との 間 に コ ン

ピュ ータ な らび に農業 機械 な どの広 範 な技 術 分野 で科 学 技術 協 力 の ための 協 定

を締 結,東 欧 圏 進 出 の 責 極 的 態度 を打 ち出 した。6月 に 入 る と,Univacは ソ連

の アエ ロ フ ロー ト航 空 か ら1,000万 ドル に の ぼ る予 約 サ ー ビ ス ・シ ステ ム を

受 注 し た と発 表,そ の後 もル ーマ ニ ア,ハ ンガ リー,ポ ー ラン ドな どで も契 約

を獲 得 す る な ど,同 社 として は これ まで未 開 の 地 で あ った ソ連 圏 市 場 に積 極 的

に乗 り出す 構 え をみ せ て い る。

しか し,共 産 圏諸 国 への 輸 出は 規制 下 に あ り,特 に大型 コン ピ ュータの輸 出

は輸 出 認 可が 下 りる までが 大 変 で,ア エ ロフ ロー ト契 約 も75年2月 の 段 階 で

もペ ンデ ィン グの 状 態 で あ る。 この た め リーエ イ会 長 は こ の 契 約 が キ ャンセ

ル され,欧 州 メ ー カ ー に横 ど りされ るか も知れ な い と認 可 の遅 れ を非 難 し て い

る。

74年 の 動 き

74年 におけ るUnivacの 主 な動 きは 次 の 通 り。
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1月:3330タ イ プ ・デ ィ ス ク,U8430発 表 。

2月:欧 州 販 売 事業 部 を再 編 成 。

リー ジ ョ ン1は ロ ン ドン に 本 拠 を 置 き,英,ト ル コ,イ ス ラ エ ル,ユ ー

ゴ,イ ラ ン,南 ア の 各 市 場 を担 当 。 同 皿は ロ ー マ に 置 か れ,ベ ルギー,イ タ

リー,仏,ス ペ イン,ポ ル トガル,ギ リ シ ャを 担 当 。 同 巫 は ア ム ス テ ル ダ ム を 本

部 と し ・ オ ラ ン ダ,西 独 ・ ス イ ス,オ ー ス ト.リ ア,コ メ コ ン諸 国 を 担 当 。

同]Vは ス ト ック ホ ル ム を 基 地 に 北 欧 市 場 を担 当す る。

4月:英 国Univac各 種 料 金 を5～15%値 上 げ。

5月:ソ 連 と 科 学 技 術 協 力 協 定 締 結。

6月:90/30発 表 。

同 月:ア エ ロフ ロー ト航 空 の 契 約 を 受 注 し た と 発 表。

8月:ワ ー ル ド ・ワ イ ド開 発 な ら び に生 産 部 門 を廃 し新 た に 三 つ の 事 業 部 門

を 設 立 。

新 事 業 部 門は,シ ス テ ム ズ 事 業 部,周 辺 機 器 事 業 部,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ

ズ お よ び タ ←一 ミナ ル ズ 事 業 部 の 三 部 門 で あ る。

同 月:IBMとEDPシ ス テ ム の 開 発 お よび 特 許 に関 し,5年 間 の ク ・ ス ・

ラ イ セ ン ス 協 定 締 結

9月:Remingtonを 統 合。

同 月:1110,90シ リ ーズ な どの 平 均6%の 値 上 げ を発 表 。

同 月:250～400名 を レ イ ・オ フす る と発 表。

■
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Xerox

全体 で は増 収 増 益

74年 の決 算 に よれ ば,売 上 げは35億8,000万 ドル,純 益 は3億3,1

00万 ドル で前 年 に比 べ19.6%の 増 収 そ して10%の 増益 と,好 決 算 を報

告 してい る。 特 に第4・ 四半 期 の 売 上 げ は9億7.660万 ドル と三 ヵ月決 算

と しては 同社 創 立 以来 の最 高 を 記録 し た。 しか し利益 は 前年 同 期 比6%増 に

と どま っ た。 ちな み に,各 四半 期 に お ける 前年 同期 比 での 純 益 の 伸 び は 第

1・ 四半 期 が13%,第2・ 四半期 が15%,第3・ 四半 期 が7%で あっ た。

全体 と して み れ ば増 収 増益 と な って い るが,コ ン ピ ュー タ事 業 は 相変 らず

赤 字 を続 け て い るgXeroxに よれ ば・CPUの 受注 は32%ふ え・ 収入 も前

年 と比 べ 「わ ず か なが ら 」増 加 した とい う ことで あ る が,依 然 と して 赤字 か

ら脱 却 で きな い ま まに あ る。 コ ン ピ ュー タ事 業 の詳 細 な実 績 は 公 表 され て い

な いが,72年 と73年 で計5,000万 ドル近 くの 赤字 を計 上 してい る とみ

られ てい る 。 なお,周 辺機 器 製 造 の 子 会 社DiabloSystemsInc.の74年

の 売 上 げは2倍 に,そ して コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス事業 に よる収 入 も2倍 近

くに ふ え た とい う こと で あるo

表1-14はXerox社 全 体の 決 算 状 況 で ある。 ま た 図1-37～ 図1-39

は・ 売 上 げ,純 益,表1-14:Xeroxの 決 算 状 況

並 び に一 株 当 り純(各12月31日 決 算)

益 の 推移 で あ る。 1974 1973

年

間
決

算

売 上 げ

純 益

1株 当 り純益

3,580,000

331,000

4.18⇔ レ

2,990,000

300,500

3、80ド ル

第 四
4半
・期

売 上 げ

純 益

1株 当 り純益

976,600

81,500

1.03ト ツレ

806,000

77,000

98セ ン ト
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図1-37:Xerox売 上 げ 推 移
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コ ン ピ ュ ー タ部 門 、 再 度 独 立

XeroxがSDS(Scientific

DataSystems)社 を 吸 収 し て コ ン ピ

ュ ー タ事 業 に 進 出 した の は1969年

の こ と で,そ の 後 社 名 をXDS(Xer-

oxDataSystems)と 改 名 し コ ン ピ

ュ ー タ 事 業 を進 め て き た 。 し か し72

年 初 め に,コ ン ピ ュ ー タ事 業 と複 写 機

事 業 の 統 合 を打 ち 出 し,製 造 と販 売 お

』

図1-38:Xerox純 益 推 移
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図1-39:Xerox1株 当 り純益 推 移
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よび サ ー ビス とい う二 つ の グ ル ー プに 再編 成 した。 と ころが74年 末 に なっ

て コ ン ピュー タ部 門の 再 分離 を 発 表,デ ー タ ・システ ムズ 事業 部(DSD)

と して コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムに 関 す る研 究開 発,製 造,販 売 お よび サー ビ

スを 一手 に 同事 業 部 で行 な う こ とに なっ た。 この コ ン ピュー タ事業 部再 編 の

背 景 には ・ 同 社 の コ ン ピュ ー タに対 す る並 々な らぬ期 待 が 感 じ られ る。

Xerox社 は ビ ジ ネ ス 史 上 最 も輝 か しい成 功 のひ とっ を 記録 した時 代 を終
'

え,今 や新Xerox建 設 へ 向 け ての 歴史 の さ中に ある 。 ゼ ログ ラフ ィが もた ら

一73一



した成 功 話は 何 度 とな く繰 り返 され,す でに 偉 大 な ビジ ネ ス伝 説 の一 つ と化

してい る 。確 かに 複 写 機(ゼ ログ ラフ ィ)が 同社 の 最 大 の利益 源 で ある こと

は今 だ に変 わっ て い ない 。 新 製 品 も次 々と生 れ てお り,特 に注 目す べ き もの

と し てXerox9200と6500カ ラ ー複 写機 が あ る。

Xeroxの 研 究 開 発 は,目 下 ゼ ロ グ ラフ ィの 新 用途 を求 め てい る。 しか し ト

ップの 目は す でに そ の 先へ 向 け られ てい るoで は 新 しいXeroxの 姿 とは何 か。

同社の リーダ ー達 は そ の詳 細 に つ い ては ほ とん ど語 らない 。 わず か に公 に さ

れ た概 要に よれ ば,新 しいXeroxは 情 報 を処理 し,貯 蔵 し,そ してそ れ を利

用 す る手段 を提 供 す る。 す な わち 異 な った 技 術 を積 み重 ね る ことに よって,

必要 とす る情 報 に 関 して 全組 織 を オー トメ化 す る手 段 を 提供 す る こと で あ る。

これに は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを 介 しての エ レク トロ」 ック ・メ_ル

な ども含 まれ る ことに な ろ う。

こ うした 目標 か ら必 然 的 に導 き出 され ることは,コ ン ピュ ー タの果 す役 割 が

非 常 に大 きい とい うこ と,そ し て通信 回 線 を介 す る サ ー ビ ス 能 力 も 無 くて は

な らない とい うこ とで ある。この 点 か らす れ ば,IBMと の 激 突は 不可避の こと

と言 え よ う。 複 写 機 市 場 に 侵入 して きたIBMに 対 し,Xeroxは 強 烈 な パ ン

チを 浴 びせ て い る。 しか しIBM勢 力圏 で の 戦い と もな れ ば 苦 戦 は 必 至 ど

ころかへ た を すれ ば命 と りに もな りかね な い。 しか し成長 を続 け よう とす る

Xeroxに とって は,こ れは 避 け て通 る こ との 出来 な い道 か も しれ ない 。

Xeroxは ここの と ころ特 に コ ン ピュー タ ・サ ー ビス事 業 に 力 を 入 れ,TS

S市 場 での シェ ア拡 大 を計 っ てい るが,こ れ も新Xeroxへ の大 きな布 石の 一

つ とい える で あろ う。FCCの 規制 もあ って計 画 と りや め とな った もの の,

メ ッセ ー ジ交換 サ ー ビ スを提 供 しよ うとした ことは,こ の 証左 とい え よ う。

ちkみ に,Xeroxが コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス に手 を 染 め たの は1970年 は

じめ,Isaacs-Dobbs社 を買収 してか ら であ る。 中央 コ ン ピュ ー タは,Si-

gma7が3台 とSigma9が1台,そ れにIBM360/40台 とい う構成 で あ

る 。す で に述 べた よ うにXeroxの コ ン ピュ ー タ事業 は 赤字 を計 上 し続 け て;IEi・
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り,こ こ二,三 年 での 黒 字へ の 転 化 は ほ ぼ 絶 望 的 で ある。 コ ン ピュ ー タ事 業

は,複 写 機 事 業 に より生 み 出 され た利益 を 食い 荒 してい る わ け で ある。

新 製 品9200は 超 高速 の複 写 機 で,オ フセ ッ ト印刷 市 場の 一 部 を も狙 う

もの で あ る。 そ して,今 後 の 戦略 マ シ ン と して位 置 づ け られ て い る 。 しか し

ナ フ セ ッ ト市 場 に 乗 り込 む ため に は,こ れ ま での オフ ィス 管 理者 とは 全 く異

った プ ロの 印刷屋 とい う顧 客 とつ き合 っ てい か ね ば な らな い。 さ らに オ フ セ

ッ ト市 場 の 規 模 は30～60億 ドル と言 わ れ るが,9200は500枚 以 上

の複 写 の場 合 コ ス ト`的に 競 合 不 可能 とな る。9200の セ ー ル ス ・ポ イ ン ト

は簡 単 便利 な こ とに あ り,こ れ を 前 面 に 打 ち出 して の販 売 が 行 な われ る こ と

に な ろ う。 しか し9200は,マ ー ケ テ ィ ン グが一 つ ま ちが え ぱ一 大失 敗 作

に もな りかね な い。 も う1つ の新 製 品6500カ ラー複 写 機 は 確 が に 革 新

的 な製 品 で ある が,市 場 と して の 見通 しは 全 く不 明 とさ え言 え よ うo

複写 機 市場 の75%を 牛 耳 るXeroxは,そ の巨大 な収 益 の一 部 を コ ン ピ ュー

タに注 ぎ込 ん でい る。 しか し新製 品 の売 行 き,そ して複 写 機 に おけ る独 禁 法

裁判 の 行 方 次第 では 困 難 な情 勢 に 陥 る こ と もあ りえ よう。

'

)

74年 の 動 き

74年 に お け るXeroxの 主 な 動 き を み て み よ う。'

2月1仮 想 記 憶 の 中 型 マ ル チ プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ム,モ デ ル550お よ び

560を 発 表 。

550は 科 学 技 術 計 算 を リア ル タ イ ム で 行 な う よ う設 計 さ れ た も の で,

バ ー チ ャ ル志 向 のOS
,CPR(ControlProgramforRealtime)を

持 つ 。 一 方 の560は 汎 用 機 と し て 設 計 さ れ,OSはUTS(Univer-

salTSS)お よ びXOS(XeroxOS)の2つ を 統 合,強 化 し たCP

-V
。 メ モ リの 拡 張 は 両 機 と も 最 大1MB,デ ィ ス ク ・づ ッ ク は1億 バ

イ ト0

6月:530に イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・デ ー タ ・エ ン ト リー 機 能 追 加 。

一75一



同 月:マ イ ク ロ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ コ ン ト ロ ー ラ発 表 。
●

7月:メ ッセ ー ジ交 換 サ ー ビ スを 断 念tlTSSに 投 資。

10月:ワ ー ド ・プ ロセ シ ング ・マ シン,モ デル800を 発 表。

この 編集 機 能 を持 つ エ レク トロニ ック ・ダ イ ビン グ ・シス テ ムの 速 度 は

最 大350ワ ー ド/分 で,IBMの 同等 モ デ ルに 比べ 約2倍 の 速 さ で あ

る。 従来,事 実 上IBMの 独 占状 態 に あ った この市場 へ の参 入 は,IB

Mに 対 す る 新 た なる 挑 戦 と して注 目 され る 。

12月 値 上 げ を発 表 。

対 象機器 は リースお よび買 取 りのSigmaシ リーズ(含 周 辺 装置)tsよ び

リース契 約 の500シ リー ズ で,上 げ幅 は8%。 ま た メンテ ナ ンスは 全

機器 に 対 し8%の 値 上 げ 。550お よび560CPUは 対 象 外 に な っ て

い るo

同月 コン ピュー タ事業 部,再 独 立 。

75年2月 に な っ てXeroxは,仏CIIと の ライセ ンス契 約 が75年 末 に

切 れ る ため,76年 か らは仏 コ ン ピユ 図1-40:Xerox主 要 機 器 設 置

_タ 市場 に 直接 進 出す る との 計 画 を 明 状 況 推移(世 界 市 場)

らか に した 。 現在CIIはXeroxの ラ

イ セ ンスに よりSigma2k・ よび7を 生

産,10020,10070と して販

売 してい る。直 接 参 入 後 は 新 型 の5

00シ リー ズで ①航 空 分 野 ② 石油,電

気,原 子 力 の エ ネル ギ ー分 野,そ して

③ 医 療,研 究所,大 学,サ ー ビス ・ ビ

ュー ローの 各分 野 を 中心 に販 売活 動 を

行 な う予 定 とい わ れ るo

なお 最後 にXeroxの 主 要 機器 の 設 置 状

況 推 移 を示 す。
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3.多 様 化 す る プ ラグ ・コンパテ ィブル ・ビジネス

`

製 品 の 種 類,参 入 企 業 の 増 大
、

り

1974年 度 の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 周辺 機 器 業 界 の 特 徴 は,前 年 度 に 比

べ て 取 扱 製 品 の 種 類 が 増 大 して い る こ とで あ ろ う。

そ れ は① 従 来 のIBMコ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム ・=一 ザ ー を狙 っ た 製 品 か ら,

Univac,Honeywellな ど 他 の 大 手 コ ン ビ=一 夕 ・メ ー カ ー の テ リ ト リー に

侵 入 す る た め の 製 品 発 表 が 次 々 と行 な わ れ た こ と,② さ ら に はIBMの ロ ー・■

ラ ス ・マ シ ン で あ る シ ス テ ム/3の コーー ザ ー む け,ま たIBMフ ロ ッ ピ ー ・デ

ィス ク の コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 の 発 表,そ して ③ ミニ ・コ ン ピ ュー タ 市 場 で の プ ラ

グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 群 の 形 成 と い っ た 動 き に 現 わ れ て い る 。

参 入 企 業 の 増 大 と い う こ とで は,一 番 印 象 的 で あ る の が 大 手 コ ン ピ ュ ー タ ・

メ ー カ ーCDC(ControlData)の 積 極的 進 出 で あ ろ う。CDCは す で に 前

年vak・ い て3330型 デ ィ ス ク,3420テ ー プ ・シ ス テ ム お よび ア ドオ ン ・

メ モ リー 製 品 市 場 で 着 々 と準 備 を す す め て きた が,74年 度 は と うと うIBM

シ ス テ ム の パ ヅ ケ ー ジ ・ リ ー ス 進 出 発 表 ま で 行 な う に い た っ て い る 。

さ て こ の よ う な 状 況 を 以 下 順 に 見 て ゆ く と,ま ずIBM以 外 の コ ン ピ ュ ー タ・

メ ー カ ー の ユ ー ザ ー ・ベ ー ス へ の 侵 入 と して 一 番 目 立 っ た の が,Univacシ

ス テ ム む け プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 の 発 表 で あ る。

Univacユ ー ザ ー む け に,メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カ ー よ り安 くて 性 能 も高h

と の うた い 文 句 で,74年 度 中 に 製 品 を 発 表 した プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ

ー カ ー と して は
,STC(StorageTechnologyCorp・),AmPex,

CalComp,CIG(ComputerInvestorsGroup)な ど が あ る。

STCは74年 は じ め に,す で にUnivacむ け に プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・

テ ー プ 製 品 市 場 の 規 模 は,k・ よ そ3,600万 ド ル に 達 す る も の との 推 計 を 発 表
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した 。

HarrisCommunicationsは,Univac社 のCTMCお よ びCSPマ ル チ

プ レ ク サ の 代 替 機 で あ る フ ロ ン .ト ・エ ン ド装 置COpe65を 発 表 した 。 同 社

はUnivac製 品=一 ザ ー の2割 ぐ らい を 横 ど り し た い 意 向 で あ る 。

AmpexはU418皿,494,1106お よ び1108む け に ア ドオ ン ・

メ'モ 、リ・を つ く っ て い る 。 ま たCIG(ComputerInvestorsGroup)

で はU494お よ び1100む け に ア ドオ ン ・メ モ リ を生 産 して い る 。

・CaICompは 最 初
,Univacと は 非 競 合 的 なOEM契 約 の か た ち で,Uni-

vacコ ン づ テ ィ ブ ル 装 置 を 生 産 して い た 。 た とえ ば8424/8425は,

Ca1CompがUnivacの た め に 生 産 して き た デ ィス ク ・シ ス テ ムで あ る 。 し
,

か し,Univacが デ ィス ク ・ス トー レ ッ ジ 専 門 メ ー カ ー で あ るISSを 買 収 し

て か ら,CalCOmpと の 長 期 に わ た るOEM取 引 き が む ず か し くな っ た 。したが

っ てCa1Compと し て は,次 第 にUnivacと 競 合 す る か た ち で の コ ン パ テ ィ ブ

ル 市 場 進 出 の 姿 勢 が 強 くな っ て ぎ た の で あ る 。 そ し て 同 社 は74年 度 に,8840

型 デ ィス ク ・シ ス テ ム,U8460の リプ レ ー ス を 狙 っ た1160デ ィ ス ク ・

シ ス テ ム,8916型 テ ー プ ・ ド ラ イ ブ な ど を 発 表 し て い る 。

次 に フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス クk・ よび シ ス テ ム/3む け プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル

市場 が 徐 々 に 形 成 さ れ つ つ あ り,こ れ も新 し い ビ ジ ネ ス 機 会 の 拡 大 と して 注 目

さ れ るべ き で あ ろ う 。

・周 知 の ご と く,両 製 品 はIBMの ロ ー ・ エ ン ド ・マ シ ン で の マ ー ケ テ ィ

ン グ 努 力 に よ り,こ こ1,2年 の 間 急速 に 市 場 規 模 を 拡 大 して い る 。 プ ラ グ ・

コ ン パ テ ィ プ ル ・メ ー カ ー は,こ う した 傾 向 に 着 眼 し,OEMベ ー ス を主 と し

て新 製 品 を 発 表 して い る 。 た とえ ば3M社 はIBMコ ン パ テ ィ ブ ル を 含 む2種

類 の フ ロ ヅ ピ ー ・デ ィ ス ク を ワ ー ル ドワ イ ドで 売 りま くろ う と の 体 制 を と との

え た 。 こ の 他SycorPerteckやMemorex,ShugartAssociatesと

い っ た 会 社 が セ ー ル ス に 懸 命 で あ る 。

米 国 の 調 査 会 社VentureDevelopmentCorp.の 最 近 の マ ーtッ ト ・ リ
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サ ー チ に よれ ば,現 在IBMは フ ロ ッ ピ ー ・デ ィス ク 市 場 の48%ち か くを 占

有 して い る と の こ とで あ る。 しか し同 社 の 予想 に よ る と,専 門 メ ー カ ー の 拾 頭

に よ っ て,こ のIBMの マ ー ケ ッ ト ・シ ェ ア は,1980年 ま で に は23%

に ま で ダ ウ ン す る も の と し て い る 。

IBMは こ う し た 専 門 メ ー カ ー の 進 出 に 対 して ,昨 年9月 に フ ロ ッ ピ ー ・デt

ス ク ・タ ー ミナ ル の レ コ ー デ ィ ン グ ・ヘ ッ ド ・ス ペ ック を 変 更 し た が
,こ れ は

IBMが よ リ コ ス トの 安 い 製 品 を つ く り出 す た め の 準 備 とみ られ て い る 。

シ ス テ ム/3に つ い て は ど うか 。 同 モ デ ル の=・ 一 ザ ー ・べrス は ,74年 中

頃 の 時 点 で,米 国 内2万,海 外 約3万 と言 わ れ て い た 。 こ の 膨 大 な ユ ー ザ ー 層

を ね らっ て,米 国 で は シ ス テ ム/3プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー が 徐 々

に 勢 力 を 伸 ば し て い る 。 す で に74年 度 に 名 の りを あ げ た 企 業 と して は

StandardMemorieSFortLauderaleお よ びDigitalAssociates,

Dataram,Keronixと い っ た 会 社 が あ り,こ の 他 す で にIBM大 ～ 中 型 機

の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 周 辺 機 器 メ ー カ ー と し て 知 られ て い るCIG/Fa-

bri-Tek,BusinessSystemsTechnologyな ど お よそ20社 が 参 入 し て

い る とみ ら れ て い る 。

新 規 設 立 のStandardMemoriesは,ア ド オ ン ・メ モ リー 製 品 の リー ス な

ど をIBMよ り 実 質 的 に3
、O～40%安 と い う価 格 で 行 な っ て い る。 ま た

DigitalAssociatesは2種 類 の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィブ ル'・ プ リ ン タ を

出 し て い る が,同 社 の 製 品 はIBMがS
.ス テ ム/3モ デ ル む け に 用 意 した 機 器

よ り も,お よそ30%は 安 くなつ(い る とのことで あ る 。 な お こ れ ら専 門 メ ー カ ー

が,い ず れ も メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス をSorbusな ど 保 守 サ ー ビス 会 社 に 任 せ

て い る の も注 目 さ れ る と こ ろ で あ る 。

た だ ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ む げ プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 周 辺 機 器 の 場 合,中,

大 型 機 む け と は ちが い,IBMマ シ ン の み を 対 象 と した 製 品 ば か りで は な い 。

む し ろ 実 質 的 に はIBMよ り 市 場 シ ェ ア の 大 きいDEC(DigitalEqu-

ipmentC・rp.)の マ シ ン に む け て 出 さ れ て い る 製 品 の 方 が 多 い 。 な おIBM

－79一



につ い て は,と くに シス テ ム/3モ デ ル6お よび10ク ラス のマ シ ン を対 象 と

した プ ラグ ・コンパ テ ィ ブル製 品 が 多い よ うで あ る。
●

'

■

●

「
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370/155,165か ら135,145へ の移行

こ れ ま で の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル 市 場 で の74年 の 特 徴 と言 え ば,ア ドオ

ン ・ メ モIJ製 品 の メ イ ン マ ー ケ ヅ トが,370シ リ ー ズ の 中 で は155,

165モ デ ル か ら135,145モ デ ル に 移 行 して き た こ と,お よ び360シ

リ ー ズ む け に 依 然 根 強 い ア ドオ ン ・マ ー ケ ッ トが 存 在 し て い る こ と,そ して

IBMの 最 新 鋭 デ ィス ク ・シ ス テ ム で あ .63330-'L,3340モ デ ル に

執 よ うに 食 い 下 が っ て ゆ く専 門 メ ー カ ー が 目 立 っ て い る とい う こ とで あ ろ う。

ア ドオ ン ・ メ モ リの業 界 関 係 者 が い ず れ も指 摘 す る こ と と し て370シ

リ ー ズ に つ い て は モ デ ル155,165む け 製 品 の 販 売 が ピ ー ク を 越 え た とい

う こ とが あ る 。 両 モ デ ル はIBMの 戦 略 か らい っ て もす で に 囮 り と し て の 役

割 りを は た して い る の で あ る 。 そ し て 現 在 両 モ デ ル に 対 す る プ ラ グ ・コ ン パ ティ

ブ ル 周 辺 機 器 業 界 の 関 心 は,性 能 を様 々 な 方 法 で グ レ ー ド ・ア ッ プ して,上 位

モ デ ル で あ る370/168な み の 能 力 を 持 た せ,こ れ を販 売 し て ゆ こ う と い

う点 に か か っ て い る 。

た とえ ばCambridgeMemories,hc.は370/155CPUを ダ イ レ

ク ト ・モ ー ドで オ ペ レ ー トす る場 合,370/158プ ロ セ ッ サ な み の ス ピ

ー ドに す る た め の ア ク セ レ 一 夕 を 発 表 した 。 この 装 置 はす で に 同 社 が 発 表 し

て い る370/Store155ア ド オ ン ・メ モ リ(最 大512Kバ イ ト)の

オ プ シ ョ ン と し て 提 供 さ れ る も の で,こ れ に よ り最 大 プ ロセ ッ シ ン グ ・ス ピ ー

ドを 維 持 してDAT(DynamicAdrressTranslation)機 能 を 付 加 す る こ

と も で き る とい う。 そ し て 同 社 の 説 明 で は,こ の よ うな 性 能 強 化 の 結 果,パ ワ

ー で は モ デ ル158な み で あ り,値 段 は30%安 に な る と い う。

同 じ よ うな 方 式 で370/155,165モ デ ル を 対 象 と した ビ ジ ネ ス を め

ざ し て い る の は,CDC,Ite1,Fabri-Tekな ど の 各 社'で,と く にFabri

-Tekは ワ ー ル ド ワ イ ドで1 ,400台 と み ら れ る370シ リ ー ズ の ノ ンVS'

ユ ー ザ ー む け に セ ー ル ス を し よ う と して い る 。
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さ て,こ れ ま で の370/155,165と い うア ドオ ン ・・ メ モ リ ・ メ ー

カ ー が 中 心 的 に 狙 っ て き た 製 品 が ピ ー ク を 越 え た こ とで,次 の 目標 は370/

135と145と い う中 型 モ デ ル む け ア ドオ ン ・メ モ リへ と移 行 しつ つ あ る。

特 に モ デ ル145は,6月 にIBMが2Mバ イ トへ と記 憶 容 量 を拡 大 した こ と

に よ り,ヤ ー ケ ッ ト ・チ ャ ン ス が い っ き ょ に 拡 大 した とみ られ て い る 。370/

145む け 製 品 で は,す で にCambridgeMemoriesが2Mバ イ ト ・メ モ リ

を 出 し てk・ り,CDC,AMS,EM&M,Intelな ど 業 界 主 力 メ ー カ ー

は い ず れ も新 しい1・45モ デ ル む け 製 品 発 表 準 備 に 入 っ た1

370"シ ,リー ズ の 中 で も.L－ ザ ー ・ベ ー ス が 厚 く,比 較 的 高 度 な 利 用 経 験

ユ ー ザ ー 層 の 多 い145モ デ ル は ,今 後 プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー の

大 き な 市 場 に な る も の と思 わ れ,様 々 な セ ー ル ス が 展 開 さ れ る で あ ろ うと み ら

れ て い るが,そ の ひ とつ の 兆 候 がIte1社 で あ る 。

Ite1は 単 な る ア ド オ ン ・メ モ'リ で は な く,HMM(Hierarchical

Mai.nMemOry)と い うか た ち で,し か も,4Mバ イ ト,aで 拡 大 可 能 とい う製 品

を370/145=一 ザ ー に む け て 提 供 す る と 発 表 し た 。 昨 年 末 に 発 表 さ れ た

この シ ス テ ム は,メ イ ン ・ メ モ リに はMOS,キ ャ ッ シ ュ ・ メ モ リに バ イ

ポ ー'ラ(16K)を 使 っ た も の でIBMよ り も プ ラ イ ス ・パ フ ォ ー マ ン ス で

1.5～2倍 の 効 果 と宣 伝 し て い る 。

こ の 外 ア,ド オ ン ・メ モ リ業 界 で は,依 然 と し て360モ デ ル む け 製 品 発 表

も続 い て い る 。 た とえ ばCambridgeMemoriesは 昨 年 秋 に360/25む

け 最 大32Kバ イ ト ・モ デ ュ ー ル を 出 し て い る が,こ れ は1,200～1,300

台 と い う米 国 内=・ 一 ザ ー を ね ら っ た も の で,最 近 米 国 の ユ ー ザ ー で は360シ

リ ー ズ をFSの 発 表 ま で で き る だ け 長 く利 用 し よ う とい う気 運 が 高 ・ま っ て き

て い る、とい う こ と で あ る 。

ア ド オ ン ・ メ モ リ と な らん で,プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー に と っ

て 大 き な 製 品 で あ る デ ィス ク ・シ ス テ ム は ど うか 。

IBMプ ラ グ ・ コ ン パ テ ィ ブ ル ・デ ィ ス ク の,74年 度 の 看 板 商 品 は3330
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一 皿お よび3340型 対 抗 の シ ス テ ム で あ っ た 。 と く に ウ
.イン チ ェ ス タ ー の コ

ー ド ・ネ ー ム で 知 られ る3340の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィブ ル 装 置 は,74年 度

中 頃 に い た っ て 続 々 と 発 表 さ れ た 。3M,BASF,Memorex,Caelurl,

Nashusと い っ た 会 社 か らCDC,Ca1Comp,STCと い っ た と こ ろ が そ れ

で,米 国 の 調 査 会 社QuantumScienceの 市 場 予 測 で は75年 度 に こ の 種 の

市場 規 模 は2億2,000万 ド ル ぐ らい に な る の で は な い か と さ れ て い る 。

3330一 皿対 抗 デ ィス ク の 方 はCalComp,CDC,STCの 他 新 た にlte1

(7330モ デ ル 皿)Memorex,Ampexな ど が 生 産 に入 る と 発 表 して い る 。

しか しデ ィス ク に 関 し て は,IBMが 新 製 品 の 発 表 か ら出 荷 ま で の サ イ ク ル を

縮 め つ つ あ り,コ ン パ テ ィ ブ ル ・デ ィス ク ・メ ー カ ー も対 策 に 苦 慮 して い る。
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最大 のプラグ ・コンパテ ィブル ・メー カー,CDC

1974年 度 の プ ラグ ・コ ン パ テ ィ ブル 市場 で は,な ん とい っ て もCDCの

著 しい進 出ぶ りが きわ だ っ て 印象 的 で あ る。

同社 の 場 合,大 ～小 型機 む け 製 品 のみ な らず ミニ・コン ピ ュー タむ け 製 品で も

大 々的 な参 入 をはた そ う と して い る。 昨年4月CDCは,OEMベ ー ス で ミニ・

コ ン ピ ュー タむ け 周辺 機 器 の 開発 販 売 に力 を入 れ る と発 表 した 。 これ は 大手 コ

ン ピ ュー タ ・メ ー カー と して は 初 の ケ ー スで あ るだけ に ,大 きな 反 響 を ま き起

した もの で あ る。

CDCは 進 出 に あ .た り:大 量 生 産 方 式 を明 快 に打 ち出 し,コ ス ト削 減 を競 争

の きめ 手 と して い る こ とか ら,多 くの 中小 メー カー に脅威 を与 えつ つ あ る。 同

社 は1972年 中頃 に,NCRか ら 買取 った1,000フ ィー ト平 方 の工 場 を使

い,こ こに100万 ドル ちか くの 投 資 を行 な って本 格生 産 体 制 を つ くった。 そ

して この 工場 か ら,た とえ ば ミニ ・コ ン ピュ ータ の代 表的 メ ー カー で あ るDG

(DataGenera1)む け にIBM3330型 デ ィス ク ・シ ス テ ム を出荷 した

り して い る。

この3330型 デ ィスク は,DGの 最 新型 ビジ ネス用 ミニ ・コ ンEclipes

S/200シ ス テ ムで使 用 さ れ る もの で あ る。DGは この 他IBM2311型

装置 の 供 給 を もCDCか ら仰 い で い る。

大 ～小 型 機 むけ プ ラグ ・コ ンパ テ ィ ブ ルの 分 野で もCDCは74年 度 に 多 く

の製 品 を発表 して い る。3330-n型 デ ィス ク の リプ レー ス を 狙 ったCDC

33302の 発表,360/30か ら65ま で の マ シ ン を対 象 とす るア ドオy・

メモ リ製 品 な どが そ れ で,74年 中の 同社 の こ うした進 出状 況 は 以下 の よ う

な もの で あ った 。

・専 門 メ ー カ ーAMS(AdvancedMemorySystems)か ら総 額1 ,100

万 ドルに お よぶOEMア ドオ ン ・ メ モ リの 買付 け を発 表 。(1月)

・IBM2780と プ ラグ ・コン パ テ ィブル な パ ッチ ・ター ミナ ルCDC27801
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を 発 表 。(3月)

・MemoryTechnologyよ り370シ リ ー ズ む け ア ド オ ン ・ メ モ リ(400

万 ドル 相 当)の 購 入 を 決 定 。CDCは こ の 製 品 を 自社 ブ ラ ン ドで セ ー ル ス す

る と発 表 。(3月)

・ ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ む け 周 辺 装 置 の 開 発 ,販 売 を 積 極 的 に 行 な う と 発 表 。

(3月)

・IBM3330一 皿 対 抗 機33302を 発 表 。 この デ ィ ス ク ・シ ス テ ム は

Cyber170で も 使 用 さ れ た も の 。(4月)

・IBM3270コ ン パ テ ィ ブ ル のCRTタ ー ミナ ル32701を 発 表 。CDC

は こ れ で テ ー プ,プ リ ン タ,リ モ ー ト ・バ ッチ ・タ ー ミナ ル と フ ル ・ラ イ

ン の コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 を そ ろ え る こ と とな っ た 。(4月)

・IBMコ ン ピ ュ ー タ に 自社 の プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ プ ル 周辺 機 器 を つ け て リー

ス す る と い う,い わ ゆ る パ ッケ ー ジ ・ リー ス 事 業 を は じ め る と 発 表 した 。

(5月)

・360/370シ リ ー ズ を 対 象 と した オ ー バ サ イ ズ'ア ドオ ン ・ メ モ リ製

品23030,23050,23065,23040を 発 表 。(6月)

・OEMメ モ リ ・ ビ ジ ネ ス に 注 力 す る た め コ ン ビ.一 夕 ・ メ モ リk・ よ び 部

品 事 業 部 を 新 設 した 。POS,タ ー ミ ナ ル,デ ー タ通 信 機 器 む け に も セ ー ル

ス す る と 発 表 。(7月)

・370/145む け ア ド オ ン ・ メ モ リ製 品 市 場 に 参 入 の 計 画 と発 表 。(7

月)

・IBM370/155む け ア ドオ ン ・ メ モ リ製 品33159の 価 格 を 発 表

す る と と も に,同 モ デ ル を370/158と 同 等 に 引 き上 げ る た め の ア ク セ

レ 一 夕 機 構 の 発 表 を 行 な っ た 。(12月)

・370/168む け プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・ メ モ リ 製 品 を 発 表 す る 計 画

と述 べ た 。 ま たSDLCバ ー ジ ョ ン の キ ー/デ ィス ク ・シ ス テ ム の 開 発 に と

りか か っ て い る こ と も 明 らか に した 。(12月)
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転 期 に 立 つ プラグ ・コンパテ ィブル ・メー カー

74年 度 は プ ラ グ ・コ ンパ テ ィブ ル ・メ ー カー に とって なか なか 乗 り切 るの

が むず か しい 年 で あ った よ うだ 。

MDS(MohowkData)は1,500万 ドル ちか くの赤 字 を処 理す るた め・

米 国k"よ び 英国 の 工 場 を一 部 閉 鎖 した り した し,SandersDataSystems

もタ ー ミナ ルで は 誤算 を重 ね,74年 に赤 字 見 込 み で あ る。 うま く事業 が運 ば

な か っ た う ら に は 景 気 の 後 退 に よ る 需 要 の 減 少 が あ る 。 た とえ ば

MemoryTe6hnologyは,CDCと のOEMア ドオ ン ・メモ リー契 約 が,

景 気 後 退にともな う販路縮 少 を理 由 と したCDC側 か らの 通 告 で キ ャ ンセ ル とな

り,と うと う工場 閉 鎖,身 売 りの は め とな っ た 。

tttこの よ"うな 厳 しい状 況 の 中で
,最 も印象的 で あ った のがMemOrexの 対 応 策

で あ ったS同 社 は74年3月 に 創 立者Spitters社 長 の 辞任 を 発 表 して以 来,

あ の手 こ の手 の経 営 改 善 策 を実 施 して きた 。Spitters路 線 の つ ま づ きは70

年 に 発表 され たMRXコ ン ピ ュー タ とされ てい るが,次 の 年 の1971年 には

1,330万 ドルの 赤 字 を 出 し,そ の後 業 績 が 急落 した ので あ っ た。

sPitters辞 任 の 後,新 経 営陣 は 過去18ケ 月 に わ た る累 積赤 字 を補 い,

かつ 現金 収 入 をふ やす た めOEM事 業 部 を設 立 した 。そ して この 新事 業 部 で フ

ロ ッ ピー ・デ ィス ク,33'30リ プ レー ス ・マ シ ンの 販 売 を 行 な うこ と とな っ

た の で あ る 。

ま た 同社 はAMSと の 提 携 に よ っ てIBM360/370コ ン ピ ュー タ む

け に ア ドオ ン ・ メ モ リ製 品 を発表 し,こ の方 面 へ の 初 の 本 格 進 出 を はか った ・

さ ら にMemOrexは メ イ ン フ レー ムの メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス参 入 を も発 表 し

た 。 これ は コン ピ ュー タ ・リー ス会社 む け にサ ー ビス され る もの で,米 国 内 に

設 置 され て い る40台 のMRXマ シ ンの メ ン テナ ンス の た め の ス タ ッフを核 に,

IBMコ ン ピュ ー タの メ ンテ ナ ンス要 員 を加 えた も ので,400名 て い どの ス

タ ッ フが 全 米50カ 所 のサ ー ビス ・オ フ ィス で活 動 す る とい うもの で ある。
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Memorex社 ¢)ζの よク ・な 多角 化努 力 は,い わ ば74年 の特 徴 と もいえ る取

扱製 品,サ ー ビス種 類 の増 大 に もつ な が って い る。

プ ラグ ・コ ンパ テ ィブ ル ・メ ー カ ー全 体 を襲 った イン フ レに よ る コス ト ・ア

ップ,需 要 の 後 退 に対応 す るた め,各 社 は様 々な動 きをみせ た。Memorexの

よ うに 多角 化 を め ざす もの,、Ca1COmpな どの よ うにOEMビ ジ ネス を強 化す

る もの,さ らにはSTCの よ うに海外 市 場,と くに 欧 州 市場 に むけ て積 極 進tli

す る もの な ど多様 で あ る。

そ して こ の よ うな模 索 努 力 の 中か ら,プ ラ グ ・コンパ テ ィブル ・メ ニ カー は,

明 日の 活 路 を 見 い 出 そ う と し て い る 。 た とえば これ につ い てSTC社 の ス

ポー ク ス マ ンは こ う語 っ てい る。 まず プ ラ グ ・コン パ テ ィブ ル ・メ ニ カー と し

て は,も っ と コ ン ピ ュー タ ・リー ス会 社 に 接 近せ ね ば な らぬだ ろ う。 セ 「ル ス

体 制 の 確 立 と資 金 面 で の心 配 を除 くこ とに よ り,本 来 の 研究 開発 面 で 安 定 レた

向上 を とげ る こ とが で きる。

同 社 は この た め 新進 の リース 会社SuretyLeasingと の間 に,3,000万

ドル 陸 よぶ,TC製 プ,グ ・。'ンパ テ,ブ ル 周辺櫟 の職 契 縫 紋 だ あ

で あ る。

周辺機 器 メ ー カー の業 界団 体 で あ るCIA(ComputerIndustryAss㎡.)

は,過 去4年 間 専 門 メ ー カー に よる開 発 努 力 め結 果 テ ー プ ・シス テ ムで は20

%の コス ト ・ダ ウ ンが な さ れ た と述べ てい るが,プ ラグ ・コ ンパ テ ィ ブル ・メ

ー カ ー に とっ てIBMの 価格 の傘 の も とで の コ ス ト ・ダ ウ ン と加 速 され つ つ

あ る 技術 開 発 に い か に遅 れず,キ ャ ッチ ・ア ップ してゆ くか が依 然 大 きな カ ギ

だ 。 そ の 意 味 で は,さ きに発表された連 邦高裁 に よる,Telex/IBM係 争判 決 は ・

イン タ フ ェ ース 仕 様 の 公開 な どを 明示 した 第一 審 判 決 を くつ が え す だ け に,今

後 の 業 界の 命 運 を左 右 す る もの とみ られ てい る。



4,コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

米 国 に設 け る コン ピ ュー タ ・サ ー ビス の最 初 の ク ライア ン トは,軍 関係 の プ

ログ ラム 開発 に始 めて 外 部 の ソ フ トウ ェア 開 発企 業 を利 用 した連 邦政 府 で あ る

と言 え 層る。 実 際 に は,民 間 の コマ ー シ ャル ・ベ ース の コン ピ ュー タ ・サ ー ビス

は,1949年 に 始 ま った と見 られ て い るが,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスが1つ

の産 業 と して 確立 した のは1960年 代 で あ ろ う。 当初 の サ ー ビス は,ソ フ ト

ウェア 開 発 とバ ッナ ・サ ー ビス に限 られ てk・ り,1960年 のサ ー ビス全 体 の

売上1億1,500万 ドル の約 半 分 は,連 邦 政 府k・ よび 民 間 の航 空 宇 宙産 業 界 向

け の ソ フ トウェア 開 発サ ー ビス と して,ま た残 り約 半分 の500万 ドル は計

300～400の 計算 セ ン ター に よ るバ ッチ ・計 算 サ ー ビス で あ った 。

表1-15米 国 に お け る コ ン ピュー タ ・サ ー ビス の 伸 展

1960 1965 1967 1970 1971 1972 1973

FM(フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ージ メン ト) 10 50 110 500 645 799 977

NIS(ネ ッ トワ ーク ・イン フォ メ ーショ

ン ・サ ー ビス)
一 5 45 345 430 577 766

ソ フ ト ウ ェ ア 50 160 200 400 467 一 一

・ ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト 一 一 一 一 一 281 395

・ ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス 一 一 一 一 一 436 473

パ ッ チ ・ サ ー ビ ス 50 300 500 610 650 749 1,020

教 育 5 40 60 55 50 58 70

第3者 り 一 ス
一 5 50 650 775 854 899

中 古 コ ン ピ ュ ー タ
一 5 25 150 225 400 450

第3者 メ ン テ ナ ン ス 一 一 3 20 45 56 68

そ の 他 一 一 一 一 一 109 61

合 計 115 565 995 2,730 3290 4,320 5,180
一

(単 位:百 万 ドル)
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表1-15は1960年 代 か ら1973年 に か け て,米 国 にお け る コ ン ピ ュ

ー タ ・サ ー ビ ス の 年 間 売 上 を 歴 史 的 に 追 っ て み た 。 同 表 を 見 て も明 らか

な よ う に,1967年 か ら1971年 に か け て,コ ン ビ=一 夕 ・サ ー ビス は 実

に 年 間35%の 割 合 で 成 長 して い る 。 ま た1971年 に 最 も多 い 売 上 を示 した

の は,第3者 リ ー ス で あ っ た が 、 これ は1967年 か ら1971年 に か け て の

IBM360シ ス テ ム ・シ リー ズ の 長 い 市 場 生 命 に よ る 。 デ ー タ ・サ ー ビス に

つ い て は,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス お よ び バ ッ チ ・サ ー ビス

の 売 上 が 多 い が,NIS(ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビス)の

驚 異 的 な 伸 び を 見 逃 す こ とは で き な い 。

以 下 にQuantumScience社 に よ る 調 査 レ ポ ー トや,International

ComputerPrograms社(ICP)の デ ー タ な ど を も と に,米 国 コ ン ビ=一

夕 ・サ ー ビス 産 業 の動 向 を ま と め る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・マ ー ケ ッ トは,売 上 規 模 に して1973年 の52

億 ドル か ら1979年 に は130億 ド ル に 達 す る と予 測 さ れ る 。 表1-16は

各 サ ー ビス の 状 況 を,1973年 の 実 績 と1979年 の 予 測 を 並 べ て 示 した も

の 。 ま た 図1-41に は 業 界 別 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 分 野 へ の 支 出 状 況 を

示 した も の で あ る 。

表1-16を 見 て も 明 らか な よ うに,1973年 に 最 も多 い 売 上 を 示 した サ

ー ビ ス は バ ッチ ・サ ー ビス で
,約10億 ド ル に達 して い る 。 続 い て フ ァ シ リティ

マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス,第3者 リー ス の 順 と な っ て い る 。 ま た コ ン ビ=一'
.

タ ・サ ー ビス 業 界 に お け る フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト(FM),ネ ッ トワ

ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス(NIS)お よ び ソ フ トウ
ェ ア ・プ ロダ

ク トの3サ ー ビ ス の 成 長 は 最 も著 し く,今 後 の キ ー 産 業 と な ろ う。
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表1-16:コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ・・マ ー ケ ッ ト の 動 向

(単 位:百 万 ドル)

1973 1979 売上合計
コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 分 類 アベイ アベイ アベイ アベイ 年間i減長

売上合計 ラブル
売 上

ラブル

%
売上合計 ラブル

売 上

ラブル

%
率(%)

デ ー タ ・ サ ー ビ ス

"

〔・〕 照 品 ～'マ ネーシメ 977 592 61% 3,520 2,650 75% 24

'
〔・〕鋤7≠ ご焔 描 766 737 96% 2β70 2,670 93% 25

〔3〕 ソ フ トウ ェア ・プ ロ ダ ク ト 395 260 66% 1,610 1ユ50 71% 26

〔4〕 ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス 473 440 93% 729 681 93% 8

〔5〕 バ ッ チ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー 1,020 717 70% 1,380 .974 71% 5

デ ー タ ・サ ー ビ ス 計 3,631 2,746 76% 10,109 8,125 80% 19

サ ポ ー ト ・ サ ー ビ ス

〔6〕 教 育 70 70 100% 175 175 100% 17

〔7〕 第三者 リース 899 899 100% 1,780 1,780 100% 12

〔8〕 中 古 コ ン ピ ュ ー タ 450 450 100% 912 912 100% 13

て9'〕 第 三 者 メ ン テ ナ ン ス 68 68 100% 217 217 100% 21

〔10〕 シ ス テ ム ピセ キ ュ リ テ ィ 61 61 100% 209 209 100% 23

サ ポ ー ト ・サ ー ビス 計 L550 1,550 100% 3,300 3,300 100% 13
　

総 合 計 5ユ80 4296 13,410
r

11,425 17

*ア イ フ フ ル 市 場

コ ン ピュー タ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ー の殆ん どは,あ らゆ るサ ー ビス分 野 に進

出 可能 で あ るが,大 企 業 か らの ス ピ ン ・オ フに よるベ ンダ ー が 親会 社 とか,関

連部 門 に対 して行 な うサ ー ビスが あ り,こ の分 野 で は他 企 業 の進 出 が 困難 で あ

る。 この他 企業 が食 い 込 め な い 市場 を キ ャプテ ィ プ市場 と呼 び,逆 にすべ てのベ

ンダ ー に対 して オー プ ン なマ ー ケ ッ トを アベ イ ラブ ル 市場 と呼 ぶ。 なお,コ ン

ピ ュー タ ・メ ー カー が ユ ーザ ーに 対 して行 な うソ フ トウ ェ ア の供 給 な どは キ ャ

プテ ィ プ市 場 とな る。
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図1-41業 界 別 コン ピ ュー タ ・サ ー ビス 利 用 状 況

コ ンピュー タ ・サー ビスの支出(単 位:100万 ドル)
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デ ー タ ・サ ー ビ ス 市 場 の 動 向

〔1〕 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス(FM)

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビスは,=一 ザ ー の要 員,装 置,EDP

計 画 な どを 含 むEDPオ ペレーシ ョン全体 に関す る 総合 情 報 処 理 マ ネ ー ジメ ン ト・

サ ー ビス の こ とを指す が,こ れ には 以 下 に示 す タ イ プが あ る。

。オ ンサ イ ト ・モ ー ド

=一 ザ ーが 自社 内 に コ ン ピ ュー タを導 入 す る こ とに よるEDP化 。 なお この

場 合,企 業 内 の専 用 オ ン ライ ン ・シス テ ムに よるEDP化 も含 む。

。NISモ ー ド

企 業 内 に タ ー ミナ ル を 設置 す る こ とに よ り外 部 の 大型 コ ン ピュー タを他 社 と

共 用 す る こ とに よ るEDP化 。

。バ ッチ ・モ ー ド

外 部 の計 算 セ ン タ ー を利 用 す る こ とに よ るEDP化 。 これ に はL－ ザ ー とセ

ン タ ー間 の デ ー タの 運 送 方 法 な ど も含 む 。

。コ ン ビネ ー シ ョ ン ・モ ー ド

上 記 モ ー ドの2つ 以 上 の組 合 せ る こ とに よるEDP化 。

1973年 のFMの 売上 は,1972年 を29%上 回 り,合 計9億8千 万 ド

ル に達 した が,1979年 に は35億2千 万 ドル の市 場 に成 長 す る もの と考 え

られ る。 なk・ この うち アベ ィラ ブル 市場 は,1973年 が5億9,200万 ドル,

1979年 は26億5千 万 ドルで あ る。 図1-42に アベ イ ラブ ル 市場 に お け

る1973年 と1979年 のFM市 場 をモ ー ド別 に示 した。

一 方 業 界別 にみ る と
,連 邦政 府,保 険,金 融k・ よび 銀行,製 造 業 の4業 界 が

図1-43に 示 した よ うに,1973年 のFMの ア ベ イ ラブル 市場 の75%を

占め て お り,こ れ か ら もこれ ら4業 界 がFM市 場 を リー ドしてい くで あろ う。
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図1-42モ ー ド別FM市 場 の 動 向
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図1-43業 界 別FM市 場 の 動 向

(15%)

197:3年 合計5億9200万 ドル

1979年 合計26億5000万 ドル

最 近,銀 行 とFMサ ー ビス企 業 の ジ ョイ ン ト ・ベ ン チ ャーが 頻 繁 に行 な わ れ

て い るが, .こ の傾 向 は 他 業 界 にお い て も次第 に見 られ る よ うに な っ て きた。 コ

ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ーが 新 しい ユ ー ザ ー の開 拓 を行 な った り,ユ ー

ザ ーが 新 し くFM市 場 に乗 り出す た め に は相 当 な リス クが 必要 で あ る こ とか ら

も,こ の傾 向 は うな づけ る。

大手FMサ ー ビス ・ベ ンダ ーの 売 上 を表1-18に 示 した。 トー タル,ア ベ

イ ラブ ル両 市場 で トップ を 占 め てい る のはElectronicDataSystems社

(EDS)で あ り,1973年 の 売 上 は1億1,'200万 ドルに 達 して い る。

EDS社 で は,FMサ ー ビスの 競 争 相 手 は他 のFMベ ンダ ー よ りむ しろIBM

と考 え て い る。最 近FM市 場 で 急激 に 伸び て きた ベ ンダ ー にCOmputer

Seiences社(CSC)が あ る。 同 社 で は 特 に地 方 自治体 に対 す るFMサ ー ビ

ス に強 く,例 え ば7カ 年 契 約で オ レ ン ジ郡 に 対 す るFMサ ー ビス と して20万

ドル の契 約 を 行 な っ た。CSCは む しろ ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス で 伸び て きた

企 業 で あ るが,最 近 この よ うにFMサ ー ビス あ るい はNISに 乗 り出 して きて

お り,マ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ー(MSB)と して の性 格 を持 つ に 至 って い
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る。 こ の 他 のFMサ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー で も マ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー と 言 え

る企 業 は 少 な くな い が,少 な く と も マ ル チ ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー と称 す る た め

に は,第2番 目 の サ ー ビ ス で,売 上 の20%以 上 を 占 め な け れ ば な らな い と さ

れ て い る 。

② ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス(NlS)

,NISは,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー ク を 通 じて ,ユ ー ザ ー 側 に 設 置

さ れ た タ ー ミ ナ ル よ り,ベ ン ダ ー が 所 有 す る 大 型 コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 す る こ と

を 意 味 す る 。NISに は 通 常 以 下 に 示 す3つ の タ イ プ が あ る 。

表1-17:NIS¢)3モ ー ド

、

NIS
.

モ ー ド

(1)イ ン ク ワ イ ア リ (2)カ ン バ セ ー シ ョナ ル (3)リ モ ー ト・… チ .

機 能 '

}

「 、

ユ ー ザー とCPU CPUか ら ユ ー ザー
,

:

間 の 伝 送 へ の一 方 向
即時2方 向 遅 延2方 向 ・;

r

伝 送 速 度
600ボ ー まで 600ボ ー まで

.

1200ボ ー以 上1

(低 速) (低 速) (高 速)
'

10秒 以上
レスポ ンス 時 間 10秒 以 下 10秒 以下

通常時間単位

イ ン プ ッ ト
カ ー ド リ ー ダ ー,

タ ー ミナ ル
キ ー ボ ー ド キ ー ボ ー ド MT紙 テ ー プ リー ダ

一
,キ ー ボ ー ド

ア ウ トプ ッ ト CRTも し く は CRTも し くは
高 速 プ リンター∴

タ ー ミナ ル キャラク ター ・プ リン ター キ ャラク ター ・プ リンター
CRTも しくはキャラ

ク タ ー ・ プ リ ン タ ー '

特殊 コマ ン ドに よる 複数 ジ ョブの 同 時 待 ち行列 に よる
ソ フ ト ウ ェ ア CPUマ ル チ ・

制限 あ り 処理 プ ロ グラ ム
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表1-18:大 手 フ ァ シ リテ ィ
・マ ネ ー ジ メ ン ト企 業 の 売 上(1973')

単 位:百 万 ドル

FM会 社 名 トー タル ・マ ーケ ッ ト売 上 ア∨ ラフル・マークヅト売上

ElectronicDataSystems 112 112

・
McDonnellDouglasAutornatlon 93 11

BoeingComputerServices
:

85 24

ComputerSciencesCorp・ 50 50
一

MartinMarietta 48 25

,

UniversityC(加 胆ti㎎Co叩1ny 43 15

SystcmDeveloprnentCorp・ 37 36

Gru㎜an 27

Westinghouse 12
.

SunComputerServices 12'

NationalSharedata 11 11

MISCO 11

NationalData 10

マ

Raytheon 、10

SISCO
.」 」

1q
.

「,.

TCC 9 9

'Inforrnatics ・8 8 .

ActsComputing 8
」 ・ 「噛 F

ExecutiveComputerSystem
一 6

.

DynalectronCorp・
一 5

GreyhoundComputerCorp.
一 5

MutualComputerServices
一 5

CambridgeC㎝puterCorp・
一 4

CDC
・

一 4

CUC
一 4

■

IntegratedSystems&Services
一 4

..

Systematics
一 3
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以 上 の3モ ー ドに よるNISの 売上 げ高 は,

(予 測)に は 次 の よ うな比 率 に な って い る 。

1973年 お よひ1979年

図1-44NISモ ド 別 売 上 状 況

1973

4.05

53%

66

〃
%
・/
ウ
・

1

'
2

カ ン バ セ ー シ ョナ ル

197910.3336%

リ
/
/

ア
〃
%

イ

/
ウ
●

ワ
〃
4

ク
/
⑨

ン
/
5

イ
〃一

〇102030億 ドル

ρ

一97一



ま たサ ー ビス分 野 と して は,(1)一 般 事 務 計 算 サ ー ビス,(2)科 学 技 術 計算,

(3)専用 ア プ リケー シ ョン,(4)デ ー タ ・ベ ー スが あ り,各 々 の定 義 は以下 の とk至

りとな って い る。

(1)一 般事 務 計算 サ ー ビス

給 与計 算,受 取 お よび 支 払 勘 定,在 庫 管 理 とい った事 務 分 野 で利 用 され る

汎用アプリケーションで あ り,これ らの ア プ リケー シ ョンは カス トマ ー特 有 の もの

で は な く,あ らゆ る産 業 のNIS=一 ザ ーが 使 用 で き る もの で あ る。 こ れ ら

の ア プ リケ ー シ ョン ・サ ー ビス の殆 ん どは,リ モ ー ト ・パ ッチ をベ ー ス と し

て い る。

② 科学 技 術計 算 サ ー ビス

NISユ ーザ ーに プ ロ グ ラ ミン グ言 語,ア プ リケ ー シ ョン ・ライ ブ ラ リお

よび コン ピ ュー タ ・パ ワー を提 供 し,プ ロ グ ラムの 開 発,数 値 計算 な どを実

行 す る。,ま た問題 解 決 用の 全 ア プ リケー シ ョン,こ れ らは殆 ん どの場 合 イ ン

ダ ス トリ ・オ リエ ンテ ヅ ドで あ り一 般 に最 小 のア ウ トプ ッ トで 内 部 で は幅 広

く複 雑 な 処理 が要 求 さ れ る。問 題 解 決 の 殆ん どは カン バ セ ー シ ョナル ・モ ー

ドが要 求 さ れ る。

(3)専 用ア プ リケ ーシ ョン ・サ ー ビス

特定 の単一 企 業 内 で の専 用 の 目的 に合 致す る よ うに 設 計 され た ア プ リケー

シ ョンを 指す 。 例 え ば 製 造 業 者 の使 用す る工 作 機 械 用N/C,医 療業 界vak・

け る患者 用 ビ リン グ ・マ シ ンな どが あ る。そ の他 建 設 業,株 式 ブ ロー カー,

金 融,保 険,航 空 貨 物,小 売業 界 な ど向 け の特 殊 ア プ リケ ー シ 。ンが あ る。

(4)デ ー タ ・ベ ー ス

NISベ ンダ ー も し くは 第 三 者 に よっ て備 え られ た デ ー タ ・ベ ー ス を,

NISク ライア ン トが利 用す るサ ー ビス を指 す が,殆 ん どは イ ン ク ワ イ ア

リ ・サ ー ビスで あ る。 これ らの サ ー ビス と して は ク レ ジ ッ トの 確 認,株 式の

照 会,旅 行,ホ テ ル,催 物 の案 内 な どが あ る。 以上4種 のサ ー ビス 別 に よ る

NISの 売上 げ を図1-45に 示 した 。

一98一

●

■

、



●

●

タ

,

SIN別類種スビサ541図

ラ%㎝Ω対一べ・ターデ

4

9
・

ウ
』

2

0

2

4

4
ラ%05刀汀ヨシーケリプア用事

Wト億66才計合7319

　%価烈旭一べ.ターデ

専 用 ア プ リケ ー シ ョン5.52(19%)

売上 げ

単 位:1億 ドル

科学 技縮 、.38',31%)

一般 事 務 計 算2 .59(34%)

科学 技術 計 算4.26(15%)

＼

6

レノド

一99

2

0

2

4

意912計合7919

一般 事 務 計算14
.62(51%)



NISベ ン グ ー の ト ッ プ20社 は,1973年 のNIS全 体 の 売 上 の55%

を 占 め,そ の 地 位 を ゆ る ぎ な き もの に しつ つ あ る 。1972年 か ら1973年

の1年 間 に 独 立NISサ ー ビス ・ベ ン ダ ーは,平 均35%の 割 合 で 成 長 して い

る。 表1-19に ト ップ20社 の1973年 の 売上 を 記 した が,こ の う ち の ト

ップ10社 に つ い て 特 筆 す べ き は,ComputerScience社 とMcDonnell

DouglasAutomation社 の 順 位 が 入 れ 替 りComputerScience社 が8位

を 占 め た こ と で あ る 。 ま た ト ッ プ20社 に つ ら て はCyphernetics社 が 驚 異

的 な 伸 び を 示 して お り注 目 さ れ て い る 。

な お,卓 越 した マ ー ケ ッテ ィ ン グ要 員 の 不 足,イ ンハ ウ ス ・シ ス テ ム お よび

銀 行 と の 厳 しい 競 合,他 の ネ ッ トワ ー ク との 二 者 択 一 性 な ど は これ か ら のNIS

伸 展 に と っ て 大 き な 問 題 と な っ て い る 。

¶

〔3〕 ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロダ ク ト と は,多 く の ユ ー ザ ー に対 して リ ー ス も し くは 販

売 に よ っ て 提 供 す る プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の こ と を 指 し,以 下 に 示 す3つ の

タ イ プ に 分 け られ る。

(1)ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッ ケ ー ジ

給 与 計 算,在 庫 管 理,各 種 統 計 計 算 な ど汎 用 の パ ッケ ー ジ

(2)シ ス テ ム ・パ ッ ケ ー ジ

主 と して メ イ ン ・フ レ ー ム ・メ ー カ ー に よっ て 提 供 さ れ るOSと か=・ 一ティ

リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム を 指 す 。 例 え ば コ ンパ イ ラー ・ア セ ン ブ ラ ー,1/Oハ

ン ド ラ ー,シ ミ ュ レ ー タ ー な ど が あ る 。

(3)イ ン テ グ レ イ テ ィ ッ ド ・パ ッ ケ ー ジ

特 定 業 界 向 け の ア プ リ ケ ー シ ョ ン お よ び シス テ ム ・パ ッケ ー ジ の コ ン ビ ネ

ー シ
ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の こ とで,例 え ば 小 売 業 界 向 け のRealtyCompu-

tingな ど'が あ る 。

⑨
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表1-19:NISベ ン ダ ー の 売 上 (1973)

単位:百 万 ドル

米 国 海 外 合 計.

GeneralElectricInformationSystems 60 25 85

ControlDataCorp. 70 9
.

79

GTEInformationServices 36
一

36

Bunker-RamO 35 一 35

Wyly 24 5 29

NationalCSS 23 1 24

Tymshare 22 2 24

ComputerSciencesCorp・ 24 一 24

NCR 10 7
.

17

McDonnellDo㎎1asAutomation 16 一 16

BeeingComputerServices 14
一 1'4

、

UnitedComputingSystems 12
一 12

.

AutolnaticDataProcessing 11 一 11

InteractiveDataCorp. 10
一

10

KeydataCOrp. 10
一

10

On-LineSystems 9 一 9

COm-Share 8 1

.
9

Cyphernetics 9 一 9

Rapidata 9 一 9

QuntronSystems 8
一

8

420 50
'470
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図1-46ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク ト ・マー ケ ッ トの 売 上 推 移

アプリケ'

(19%

ンテクレ イテッド・
パッケー"

500万 トル

(70%)(11%)

θ

4

アベィラフソ ・マーヶ.・ト2tw.600e万 ト'JVキ ←フティブ ・マーケ:)ト1億3500万 ト万

1973年 合 計3億9500万 ドル

システム・パプケージ

3億2600万 ドル

(28%)

1億、9400Jjド ノレ

(17%)

6億3400万 ドル

(55%)

2億5000万 ドル

(55%)

アプリケーション・

1億4300万 ドル

(31%)

6400万 ドル

(14%)

Tペ ィ ラブ ル ・マ ーケ ッ ト11億5400万 ドル キtプ テfブ ・マ ーケッ ト4億5700万 ドル

1979年 合計16億1100万 ドル'

:図1-46に は,1973年 の ア ベ イ ラ ブ ル お よび キ ャ プ テ ィ ブ ・マ ー ケ ヅ

トの 売 上 実 績 と1979年 の 同 予 測 を 示 した 。 同 図 を 見 て も明 らか な よ う に,

1973年 の ア ベ イ ラ ブ ル ・マ ー ケ ッ トに お い て,シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジ は'

48%を 占 め て い る が,1979年 ま で の 年 間 成 長 率 は17.4%と 他 の ア プ リ

ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の36.40/Osイ ン テ グ レ イ テ ィ ツ ド ・パ ッ ケ ー ジ の

31.6%成 長 率 に 比 べ て 低 い 。

表1-20は,米 国 の 代 表 的 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ で ・ICP(lfiter－

、

,
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nationalComputer Pr・gram社)が 売上 げ 高百 万 ドル以 上 の もの を ピ ッ

ク ・ア ッ プ した も の で あ る 。 同社で は毎年, 百万 ドル以上 の売上げが あった プ

●

ロ グ ラム を表彰 して お り, 同表は74年 に賞 を受けたパ ッケー ジを売上げ規模

別 に示 して い る。
●

表1-20 1974年 売上 げ 百万 ドル以上の代 表的 ソフトウェア ・パ ッケージ

ICP 百 万 ドル ・ク ラ ブ

4

●

パ ッ ケ ー ジ 名

・∪・1.GroupT

'ROSCOε

εXＴ 目AC了oTM
・Li,・ln曳 」rmc●Sd■$1`|u5、r■t¶onS∀stem

CROSSTABS
.AUTOTA8

Comme了c`劃 しo●fiM●nigemtfil

・CARS2AUD|TRεPO只TER

・OATACOM

防o』'Audbt・Thrv

CSCComm●rc1●lLo■n-CL'1

P自0ALF

AM|GOS
・CAS .1"FIn● 【cialReport旧gS∀5tem

M.t●71・|Mm●gem和t●ndM●"uf.c!u「,ng

ControlSV5tem
'h●gr●t¢dDetabeseM●n珂em●ntSVstem

{旧MS}

.DISC,Aζcou川Recenc,`1がlonPeckegtiARP)

εNCORE-Pt1rol◆umRtserVOirSimulat⑩"

M頃d～

lssu・、CommSrock&BondPor"o}㊨

M■n■9●m●ntSystem

F8CS■vingsAccountingS∀stem

P■■`on●lTru5tAccount,ng

Fo「 ●51gh、

'Mu|t,P」 ・B・SlnessE・t・t∀ ・Acc。 ・f・tsR・cei・"bi.

M●negementSvs:em(M8E・ARMS[

しP/360

.F
lxedA$5etAccountirvg

.ACCOUNTINGIV-G""ゐILedgeFand

F;n●ntlalR●portlngS∀Stem

MARKIVEXtendedTreosaCtienProceSSing

MARKIVIndexedCoerdinet■dF`{e5

MARK}VT8ヒ)|eLooltup

MARK'VE頁tendedF`lePTocess`【g

・IA`Fln∂nc`ゐ|AecevnringSVStem

SyStem70MutualFu"dSherehOlder

AccounongSv～tem
・しANOAC -L∂ndDevelepmentAccountlng

S∀stem
.FattD

umpRぞ5tO陀'

lSA/NewBUSiness・1∬u.S∀Stem

ISA/80ndenCtStockPorTte"oSVSTem
,dSA/Acco

untlng.BudgeT∂ndCOStAltocatＬon

S∀STem
.OS/DOSJ

ObACCOunvngReportSv～tem

K&HCPM/RPSMC川leaiPaTh&Resource

Schtdullng

8ANKSεRVChargeC●,dSvstems
◆PRゆE●

・OA了AMACS

・AしLTAX"TM

MSAFlliedA∬ れAceovntingS∀Stem

GenetalRetrievalSV∬em(GRS[
・MINICOMM

O・PAcPayrOl`S∀STem

・PROfTEST

FOODSsManagementLntormet`onSv～tem

PSS-Emo|oveeBenetilPlanAccounting

SVStem
'UCCOn■T3peMenagertventSottware

●UCCTぞnIDItSDiCt`on・rvManagεrl

MACRANtOATA70S

.C
ompv【 ・'・Ch●rgeSyStem

AUtomatedlnvtstmehtSVStem
●S
vncSorT`Lt

会 社 名
Amerlc・nAppr・ 闇lCompanv,1【c.,The

Aβ ρ``adD●TaR邸 ●●rch.}nc・

AqUl」 ●BSTLtd.

Asv$tA～surene.Syちt.m$'nc・

Cambr,ajeCompote,A$SOCIetes・`nc・

Cap■xC◎rpor●1,0n

Ce∩turexCorP◎ratton

Cempur■rAud,tS∀Sttms.|oc・

Cempaler」['ormavonManopementC◎mp● ハV

Comぴ 」terResourcesCOIpor訓Lon

Comput■rSCIencぞ5Corporatlon

Comput●rぼ,DI∀.o'

lnteraCt)veSCItncesCorp,

COMRESS

COMSERVCorpor猷`on

Contro"n`orm・tlon,|nc.

Cu|llnaneCorperat'en

DLSCOIVIs10fi

Hlltm・nA`$OC1∂t●5`nc,

EfigmeeringNunler`CSCorpor3tlon

EqUimartcsCompanv,The

FtrStO?805tonComPUterdStlc～,Inc・

F`tStWl5con$mN∂tbonai8aハkotM"Meukee

ForeyghtS∀StemsInc.

ForteNDateCoroorat`on

H3∀erlvS∀s:cms`nc.

INFONAT|ONAし,tnc.

tnfermeticsinc,

1NFORMATICSMARKIVS∀ ～tem5Comp冶n∀

INFORMAＴICSMARK)VS∀ ～tem～Comp書n∀

INFORMATICSMARKIVSv$【em～Coハ 叩 ●nv

INFORMATICSMARKIVS∀ ～tem～Comp■ ∩v

ln看ormat`onA5SOCiates,lnc

`ntermet・onM● ∩ag師e∩t4fite・nat・onal

Intor[【 二:gonManagemen川nternδ`・on∂1

|nno》 ∂【lonDataPrece∬,⇒

1【～ora∩ceSystemso`AmPrlc∂,

)n～UtanceS∀5†emso†Amerl亡e,

|n～ur∂nζeSVStεm50tAmρr'ca.

JohnsenS∀ ～Tems.int.

K&HComPUTerS∀Stems

1n⊂

伽n亡

1∩c

Kran;le∀&Co,

M.Br∀ce&A・.soc,aTes,)nc

Man∂gementarldCompu1e'SP'＼lc.～,`nc

ManaqementinfOrmet,oeS針 、・lc●

M3n∂gementSc,enceAmerlca,|nc

Progr∂mProaUCt51のcorpordtea

Pr的r∂mmlngM引hOd5

Sotuvare|nternatboeeiCerPor∂110fi

S∀∩■rgetlcsCerporetlon

Tr∂TlsTeCh`∩corpora;ed

了R`LOGAsso⊂ ぼte5 ,lnc

UnlverSllvComput:rlgComP∂n∀

Un"er`1【 ヤCompattngCom∩an∀

Unl》 ■'SLtVSottwareSVStem、

Sub～lo`∂'∀AgD己bianA∬ocLat● ～

V∂`ueCompu("19`n⊂

WarflnglonA5～OCIdle～.1nc

WM`owCemPute,Sv～:em～ .In⊂.

カ テ ゴ リ
Accα 」ntiN

So'"u●r●M● 【●9■…t

D●t●M● 簡 唱●rr)ent

h5ur●n口

M●rk的r噌

Fm●nc」 ●1

8加kl喝

Dat●M■nigertlent

O●r畠M●fiη ●π鴇nt

D●t●M8n●9●m●nt

8●【k,ng

Fin■ncl●I

D■t●Min■pement

ACcOUnti㎎

‖nventorvM●n冶gem●nt

o●laM3n8gem● 【t

イ

Blnking

Chemical■ndPettolcumlndustrv

|nsu「inc●

Bankir-9

8●nkir-9

Finゐnc-l

Accounting

Opet●t`onsReseitdhlndMan■gement

SCIence

Accounting

Aceount`ng

D■胸M●n■9●ment

Dが 乙Manigemぞnt

D武aM● 簡9■rrtenl

D猷 ■Manegem舗t

AccoUnll㎎

F,∩ ・【Cl3L

PrOPtrtyManegement.tReelEst■ 使

Dれ ■MenegemenT

lnSurence

`n5uranee

Ln$urみnce

HゐrdwareMa∩3gement

Pro`eClManegemenl♂ndControl

8ank`ng

Sv～ 【emOeSignMan∂gement

SVSTemDeSiqliManegement

PeViO`l

ACCOunlmng

DSteManegement

Sottwa・eManagement

Pa∀rotl

Sv～temO■ ～lgnManaq●mρnl

Re～cat)t●nt`edUSIr∀

Personnρ`δndPenSien

Ha'dwareM∂n∂gemenT

Oei3M∂n●gemenT

∈ngl∩Ctrr『

H.rdw"Ma∩8gempnt

FlnancFa「

DataNl∂negemenT
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ICP 200万 ド ル ク ラ ブ

パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 カ テ ゴ リ イ
●

AOPAC
.Meta(neoし

・PROＬECTCONTROし 〃O

Comm●'ci■tLo● ∩lntorrrvatlonSVStem

PPE-Ptotiemoro●rtmEv■lu■tor

CUE-Contigur■`bnUtiLll●tienEvslu■ror
・OPT|M|ZERII

Com燗rc倒 しo■n-

antr●ltntorrnlbonSVStem

TR'X)Persom●`TrUStSVStem

AR・70AC60unt5R㏄ ■,》●U●

MAPS-Mar、u,●Cturlng♂ndP了odUCtlon

Svsrems

εDPAudltor'Cuゆr`t
'UFε
_COMM●

.V酎
集on3{V-3)防O断tv●ndし1●b`titv

In験」r●庵SVSItm

FOSOnlin●Thr,ttlndu5trvSV"em

On・Un■Stock†r●nst●rS∀$任m
'Gcsp●

rsen■lTFust‖nloグm●tlo【Sv"em

M・G即

-INaVlRε 馳

G●n● 情`し"蜘Sワsttm

AecounttP● ∀●bt●
'IS

ciHurA)nRtsourceS》"em

ρAC`S▼`●m

8ANKSERV`n$ロ ～…tLo●nSysrerrtS

MSAFi∩ ●ncia)`fifOF喧tionandC◆nvol

Svstemfor.Slnis

nAMs●

S†ARDYNE
'MlCOS

・

WORKTEN
'EASYTRtEVE

Tト時D鎚 ●Ar唱1▼z●r

Corpor●t■Sあ ●r●ho{d●SVSt■mICSS)

SS|/100MocessSi巾 」1訓O「

GRASPVS
'EPAT

MMSG■neta‖tedger
'SADρ 柵

CASE&mu1■ror

TASK/MASTεR

UNIAPT

UCCTwo{DUO36g/370)
.

UCCCε ∩trt|tntor而 ㊨1ionFi`e

℃omロvrerSChed望lingandControtSVSt■m

PHIG●n■raLiledPayrollSVStem

'PH`PtvreLtllSystem

.DOSDiskUtiLitvS∀sr■mID
umptRestorelCoPv▲

'

AOPACCerporatien

APPh■dD●t●RtStarch.lnc・

Atltnt`c艶'lw■rt}nc.

A匂tom・tedF,nanCl●`SyStem$.Inc・

eeele&8●bb●9●,lnc・

Boobt&B8bb■9■.lnc・

C♂P●xCorPOtetion

Centure頁Corporiteon

C●nturexCorpor訓 ゆn

Centure頁Corpo了 ■れon

Comptjt●rSVstems&EducstienCorpOrarion

ICSEC}

COMSERVCorporet`on

CutlinancCorporぷlon

Equim●tlcsComp冶n∀ 、The

ExecutlveM●n司 ●m虐ntSottW●re&SG,∀1ce5.lnc.

Fin■nα ●`Dat●SV`t■m5、Inc.

Fr■nk1'n』m御t■rA5蛤Cぼt■5,}nc.

Genε 了●lCom四t"S8Mc9～,hc.

Haverl∀Sv"師s,bc,

`ntoda【aSySlemslnc、

INFONATIONAし,lnc.

|NFONATIONAL.1nc.

1nformitionScienceln◎orporeted

～nternatlON`SソSttms、|"c.

KnnΣ`● ∀&Co,

M●n司tmtntSCi●nCtAmerlO、lnc.

MATHεMATICA.佃c.

MecheniC5ReSt・ 了ch,1【C,

Mlm・Compn」!eΨSv貿 ■m5

N飢`on●ICompu"ng拍dUSいe～ 《NCI}

Pansoph,cS∀"em`,佃c.

Prog●amP了oduclstnco「porated

Pゆ9'●mmingMtrhOds

SimuにtlonScieneeslnc、

S◎ttw●reDesign,hc.

SoftwareOesign.tnc.

Sottwarelnrernat)onalCorporatlop

S∀～tem～ArchLteCts,lnc、

ＴESDATASVSIεm$Corporatlon

tUfnkevSV～ 【●m～Inc.

Un・tedComput,ngCorporatlen

Undvers`tvComput旧gCempenv

Um》 ■tSltvCom口vTtngCompanv

VatueComputr灼gtnc.

WANGComputerSerVlce～

AD`、15`o百etWANGLeLめratorle～.

WANGCom口 紅 ●rSer∀lc■ ～

ADI》ISIonofWANGL禽boralories,

WeST,nghDuseEle田 力cCorporettO∩

lnc,

`ne.

SottW●r■M●"89"情nt

SvstemOesゆnM■n■9●ment

S∀`temD■`19"Mδn●9.ment

8● 【klr㊥

SottV》 ●reM●n●geMG【t

H●rdw■r●M■ 【5■-t

Sc鳴ncε'R● 凹 ●爬h●ndO■ ∀eloom●nt

8anking
Btnking

Banking

ACC◎um,叩

Manut託turing|ndu5tr∀

Aceountirg

lnsurance

tnsur●nee

8● 【k⑯ng

FI∩gnCL●1

8enking

Opポ ∂tlon$Res● 郡ch■ndM●n●9● 閥 【t

SCIence

D●t♂M●n司ement

Accountlng

Accounting

ρ●rぷ)nn創 ●ndρ 靹5ゆn'

Pro,醐Man萄oefStnt●ndConttet

8●nking

8こnki『

OφlaM3negement

Engme■ing

H♂rdWir■M●n婚2m■nl

So,情3rGM■n●gem●nt

DがaM3n●9●m●nl

D●t♂M●n■9● πw∩`

F,n畠nCl●l

Chem`c∂ 随ndPttroleum`【d!Strv

Hatdw■r■M■n可 ●m●nt

HardwareMan●gerntnl

Account`㎎

SySlemDtSＬgnManegement ,

HerdwareM●negement

f)'tw∂reM3negem■m

Manufectur`Pt〕lndUStr∀

Seftwe了eMan39εme川

Banking

Hardw●reMefiag■m■nl

PavroSl

Payrell

OataManagernent

4

1

ICP 500 万 ドル ク ラ ブ

パ ッ ケ ー ジ 会 社 名 カ テ ゴ リ イ

●

・ASI
・STDIt●MtnigementSVStem

.Th治 しLBRARIAN

.E
nvlren/l

MSAP●vro`|角rsonn■|SottwareAccountLng

S∀Stem
・MSA(≧n

■r●`L●6gerSyStem
'S∀STεM2000

'QU‖CK
・ORAW

'|【surlnCtし09;St
acsAutomatedSvs`tms

,PANVALεT

・|N†ERCOMM

'SCORE

'ADA8AS

'GRASP

LIFE/70
'UCCFCStFin

●ncnlCoetrOlSyStcm}

APP|IC●1、onSわltwaTeInc

AppbedDal■Rese畠rch.Inc,

CincomSVStems,Inc.

ManngementSC・enceAmer・C∂,

ManagtmenrSc,● ∩㏄Amer・ca.

MRIS∀sremsCorporalion

Nat,onalCompurtrAnal∀STS,

lnc.

肋c

lnc

NぞtwerトOalaProce∬1㎎Corpor∂ いon

PanSOPhlcS∀Sttms ,lnc.

ProgrammlngMethOd～

ProgrammlngMethOd、

Sotlw●teAG

SottwareDe～lgn.」nc、

TCC

Univetyl∀Compat・ngComperl∀

DdlaManaaemenl

SottwereManagemen,

SotrwareMe∩egemenl

Pe∀rotl

A⊂counl`ng

DetaMan∂gem壱n7

S∀～|emD■ ～lgnManagement

`nSu「dnCe

SotlwefttM"nag橋ent

So`M∂reManagemenl

DaT∂Manegement

DetaM3n司 ■mtnc

Hardwa.eMan∂gememt

ＬnSU'anc～

BankL∩9

●
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ICP1000万 ド ル ク ラ ブ

パ ヅ ケ ー ジ 名 会 社 名

AUTOFLOWllAPPI IedDnlaRv;ee,Ch`ncETALK`m
・Y・c

ICP2000万 ド ル ク ラ ブ

パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名

・TOTAしC
lr、しOlnS、 ～【em、

,lnr.SCERT

COMR∈SS
'MARKIVSy・t'm

INFORMAT・CSn .ARKS、 。C、

・NtwPtocfOCts

イリゴテカ

脚∩
川

伽
パ
…
…

品
詞

カ テ ゴ リ ィ
,

c)d:Jト.{"rlel1・ ・nlダTit

HJ,,卜 、∵1/lt「fian∂q.・ml・tT

Oetdf山r、 。1'・・mピtt'

IBMは800に 上 る ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジを 市 場 に 出 して い る が,こ

の う ち の570,割 合 に して71%は シ ス テ ム ・パ ッケ ー ジ で あ る 。

表1-21に は 大 手 ソ フ トウ ェ ア 会 社 の ソ フ トウ ェ ア ・プ ロダ ク ツ の1973

年 度 の 売 上 を 示 した 。

●
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表1-21:大 手 ソ フ トウ ェア会 社 の ソ フ トウ ェ ア ・プ ロダ ク ツ年 間 売上

(1973年)

業

IBM

InfOrmatics,lnc

ComputerSciencesCorp.

Burrougl{sCOrp.

耳oneywellInformationSyste!ns

AppliedDataResearch

NCR

ControlData

COmress,lnc.

AppliedDigitalDataSystems

,WylyCorp,(UniversityComputingCo・)

ManagementScienceAmerlca

CT&EInformationServices(Progra㎜ingMethods)

CincomSystems,Inc.

AtlanticSoftwareInc.

ArthurAndersen

CNASystemS

Centurex

CullinaneCorp.

且Oskyns,Inc.

TCC

SystemsArchitectsInc

上 記 企 業 の 売 上 計

売上200万 ドル以 下 の 企 業 の売 上 計

ア ・ プ ロダ ク ト 売 上 合 計

冗 上

(百 万 ドル)

160

15

*小 会 社Equimatics社,MARKNSystems社 の 売 上 を 含 む

一106一

●

,

●

o



●

〔4〕 ソフ トウ ェア ・サー ビス.

ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス とは,外 部 の ソ フ トウェア 専 門機 関 よ り,コ ン ピ ュ

ー タ ・シス テ ム分 析 ,デ ザ イ ン,プ ログ ラ ム開 発,コ ー デ ィン グお よび デ バ ッ

ギ ン グな どの サ ー ビス を受 け るこ とで,こ の サ ー ビス と しては 以 下 に示 す 形 態

が あ る。

(1)コ ン トラク ト ・プ ログ ラ ミン グ".

現在 使 用 中 の ソフ トウ ェア の 拡 張,特 定 の パ ッケー ジの 開 発,プ ログ ラム ・

コ ンバ ー ジ ョンな どを,固 定 価 格 契 約 あ るい は 時 間当 りの専 門 ス タ ッフ使 用

料 金 契 約 に基 ず い て 行 な うもの で あ る。 こ うい った仕 事 に は,フ ロー チ ャー

トか らのコーデ ィン久 デバッギング安 ど細い仕事 まで含まれる。ベンダーか らの専 門 ス

タッフは,ユ ーザーのスタッフと一緒 に仕事 をす ることになるが,こ の場合ユーザ≠則で

仕事 をす るか ベンダー側 で行 な うか,あ るいは家 庭で行な うかはたい して問題ではない。

(2)シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

ユ ーザ ー 用 の ア プ リケー シ ョンの 開 発,EDP問 題 の 解決 な どの全 て に係

るサ ー ビス で,例 え ば シス テ ムの 分 析,シ ス テ ム ・プ ラニ ン グ,シ ス テ ムの

ドキ ュメ ン テ ー シ ョンの作 成,フ ロー チ ャー ト,装 置 の スペ ック,マ ニ ュア

ル の整 備,フ ァ イル ・デ ザ イ ン,マ シ ン ・ローデ ィングの見積 りな どの仕事 が

あ る。 これ らの仕 事 に たず さわ るの は,中 堅々 ネー ジ ャー ・ク ラス で あ るが,

デ ィレ ク タ ー一以 上 の ク ラス が最 初 の段 階 で この プ ロジェ ク トに加 わ る こ と に

な る。

(3)マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィ ング

EDP全 体 に係 る評 価,専 門 調査,シ ス テ ム ・プ テ ニン グ,デ ザ イ ンな ど

非 常 に幅 広 い分 野 にわ た る コン サ ル テ ィン グ ・サ ー ビスを 指 す 。最 近で は 新

技 術 開 発 と して,デ ー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョン分 野が あ る。 契 約 は マ ン ・ア

ワ ーあ るい は請 負 な ど種 々の ケ ー スが あ るが,通 常 システ ム導入 に よって コ

ンサ ル テ ィン グが 終 了 とな る場 合 は,コ ンサ ル テ ィン グ費 用 は全 プ ロジ ェ ク

トに費や した金 額の5%以 上 とな る こ とは 少 な い 。 図1-47に 上 記 タ イ プ別
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サ ー ビ ズ に よ る ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス の 売 上 推 移 を 示 し た 。

図1-47:ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビス 売 上 推 移

シ ス テム ・デ ザイン

1億8200万 ドル

(41%)

1773年 ア ベ イ ラ ブ ル ・マー ケ ッ ト4億4000万 ドル

シス テ ム ・デ ザ イン

2億8700万 ドル

コ ン トラ ク ト・

プ ログ ラ ミン グ

1億5300万 ドル

(22%)

マ ネー ジメ ン ト ◆

コ ンサル テ ィン グ

2億4100万 ドル

1979年 アベイラブル・マーケット6億8100万 ドル

ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビ ス の 最 大 の ユ ー ザ ー は 連 邦 政 府 で,1973年 の 支 出

'額 は1億7
,600万 ドル と な っ てk・ り,以 下 製 造 業5,800万 ドル,州 お よび

・地 方 自 治 体 の5
,700万 ドル の 順 に な っ て い る 。 一 方1973年 か ら1979

年 に か け て,最 も急 速 な伸 展 を 見 せ る の は,小 売 流 通 業(年 間 成 長 率18.6%)

州t・ よ び 地 方 自治 体(15.4%),保 険(8%)の3業 界 で あ ろ う。 な お こ の

3業 界 の1973年 の ア ベ イ ラ ブ ル 市 場 で の 売 上 は,小 売 流 通 業 が800万 ド

ル,地 方 自治 体5,700万 ドル,保 険 業1,250万 ドル と な っ て お り,1979

年 に は 各 々2,200万 ド ル,1億3,500万 ドル,2.000万 ドル の 売 上 が あ

る と して い る 。

現 在 約10万 人 の プ ロ グ ラマ ー,シ ス テ ム ア ナ リス ト,コ ン サ ル タ ン トが コ

ン ビ=一 夕 ・サ ー ビ ス 企 業 で 働 い て お り,企 業 数 は 約300に 上 る 。 表1-22

に は 大 手 コ ン ピ ェ ー タ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー を 示 した 。
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表1-22:大 手 ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー 一 覧

o

コ ンピュー タ ・ コ ンサル タ ン トお よびi

メー カー
独 立 サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー

o

ス ピ ン'オ フ i

研 究 機 関
公 認 会 計 事.務 所

IBM ComputerScienceCorp・ BoeingComputer Ar£hurD.Li仁tle ArthurAndersen&Co.

Services

Xerox SystemsDevelopment McDonnel1 BoozAllen, HaskinsandSells

Corp. Douglas Hamilton,エnc.

Corporation Automation

CDC/SBC PlanningResearch MartinMarietta CDC/CEエR ArthurYoung&Co.

DataServices

HISI Informatics Gru㎜anData Cresap,McCormick ErnstandErnst,Inc.

Systems andPaget,Inc.

NCR PMI(Subsidiaryof Rockwell DieboldGroup LybrandRossBros.

GeneralTe1& InternatiOna1

ElectronicsInfoSys.)

Burroughs StatTab CNAs McKinsey&Co. Peat,Marwick,

Mitche1&Co.

Univac AppliedData USSEngineers 工nstitutefor PriceWaterhouse

Research andConsultants DefenseAnalysis

Singer UniversityColnputing Consultantsand MitreCorp. ToucheRoss&Co.

Co. Designers

(Greyhound)

ComputerUsageCorp. RandCorp. AlexanderGrant&Co.

TRW CornellI.ab.s.
,

S.D.Leidesdorf&Co.

StanfordResearch

工nstitute
、



GeneralE1ざctric社 は,現 在15/0人 の イ ン ハ ウ ス の コ ン サ ル タ ン ト要

員 を 抱 え て お り,自 社 関 連 の サ ー ビス を 行 な っ て い る が,こ の う ちの 約10%

は 外 部 企 業 に 対 す る コ ン サ ル タ ン トも 行 な っ て い る 。IBM
,Westinghouse

な ど も コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビ ス を 引 き 受 け て お り,現 に そ の よ う な要 請 も あ

る 。 独 立 ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー の 大 手 に は
,SystelnDevelop-

ment社,PlanningResearch社,ComputerSciences社 な どが あ る

が,こ れ ら の 企 業 の プ ロ ジ ェ ク トの か な り の 部 分 は 国 防 省 ,NASA,AEC,

耳EWな ど 政 府 関 係 で 占 め られ て い る 。

ま た,IBM,Burroughs,CDC,Univac,Honeywellな ど は
,連 邦

政 府 に 対 して,コ ン ピ ュ ー タ 装 置 の 導 入 に 伴 な う コ ン サ ル タ ン ト ・サ ー ビ ス を

行 な っ て い る 。 ま た,マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル タ ン ト,研 究 機 関,シ ン ク ・

タ ン ク な ど も連 邦 政 府 に 対 す る コ ン サ ル タ ン ト業 務 を 行 な っ て い る 。

号

〔5〕 バ ッ チ ・ サ ー ビ ス

パ ッチ ・ サ ー ビ ス は オ フ ラ イ ン ・ ジ ョ ブ 処 理
,コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸,デ

一 夕 の 収 集 ・配 布 な どを 行 な う こ と で
,こ れ らはす べ て サ ー ビス ・セ ン タ ー で 行

な わ れ る 。 以 下 に 幾 つ か の バ ッ チ ・サ ー ビ ス の 例 を 挙 げ た 。

(1)カ ス タ ム ・サ ー ビス

個 別 ユ ー ザ ー 向 け の テ ー ラ ー ・サ ー ビス で,プ ロ グ ラ ム は サ ー ビス ・セ ン

タ ー,ユ ー ザ ー,第 三 者 い ず れ が 作 成 して も よい 。

(2)パ ッ ケ ー ジ ・サ ー ビス

標 準 の 専 有 権 付 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ を 利 用 して デ ー タ 処 理 を 行 な うサ

ー ビス
。 通 常 こ れ ら の パ ッ ケ ー ジ は,サ ー ビス ・セ ン タ ー の 所 有 す る もの で,

1異 な っ た カ ス トマ ー に 対 し て,同 じパ ッ ケ ー ジ に よ リサ ー ビス を 行 な う こ と

が で き る 。

(3)コ ン ビ=一 夕の 時 間 貸

コ ン ピ ュ ー タ そ の も の を オ ペ レ ー タ ー 付 で 時 間 貸 しす る サ ー ビ ス
。 時 間 貸
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し は 通 常 時 間 単 位 で 行 な わ

れ る が,長 時 間 の 場 合 は 割 引

料 金 が 適 用 さ れ る 。

(4)デ ー タ ・イ ン プ ッ・ト/ア ウ

トプ ッ ト ・サ ー ビス

デ ー タ の1/Oに 関 す るサ

ー ビス で
,例 え ば キ ー ・ス ト

ロー ク,デ ー タ ・コ ン バ ー ジ

ョン,COM,フ ォ ト ・コ ン

ポ ジ シ ョ ン,ハ ー ド ・コ ピ ー

作 成 な ど が あ る 。

バ ッチ ・サ ー ビス の トー タ ル ・

マ ー ケ ッ トは1973年 の10

億 ドル か ら1979年 の14億

ドル ま で 年 間 平 均5.2%の 割 合

で 伸 び る だ ろ う。 な お,図1一

図1-48タ イ プ別 パ ッチ ・サ ー ビス ・

ア ベ イ ラ ブ ル 市 場

単 位:1億 ドル

10

5

0

合計9,74億 ドル

こ∴
・イ ンプ ノ ト/

1.14(16%)

48に タ イ プ 別 バ ッチ ・サ ー ビス の アベ イ ラ ブル 市場 の1973年 お よび

1979年 の状 況 を比 較 した 。

1973年 現 在,業 界 別 パ ッチ ・サ ー ビス の利 用 状 況 は 州 お よ び 地 方 政府,

医療,金 融 お よび 銀 行,教 育 な どが 大半 を占 め て い るが,1979年 には,医

療,製 造,小 売業 な どが 急速 に伸 び て くるだ ろ う。

バ ッチ ・サ ーttビス ・セ ン タ ーの 売上 の80%は 年 間 売上1 ,500万 ドルか ら

2,000万 ドル の中 小 企 業 の事 務 処 理 に よって 占め られ てい る。実 際 には ユ ー

ザ ー数110,000の うちの70,000か ら80,000が 小 規 模事 務 処理 とい

うこ とにな る。 バ ッチ ・サ ー ビス を受 け る=・一 ザ ー の75%は,自 社 内 に コン

ピュ ー タ を導入 して い ない 。 ユ ー ザ ー のア プ リケ ー シ ョンの代 表 的 な ものは

財務 関係 の もので 例え ば,・ ビ リン グ,受 取 ・支 払 勘定,在 庫 管 理,給 与 計算 な
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どで あ る 。

なk・,表1-23に は 大 手 バ ッ チ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー の1973年 の 売 上

を 示 した 。

表1-231973年 大 手 バ ッ チ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー の 売 上

企 業'名 売 上(単 位:百万 ⇔レ)

AutomaticDataProcessing 83

StatisticalTabulating 49、

ControlDataCorporation 「
37

WylyCorporation

(UniversityComputingCo.)
・ 層

4

130eingComputerServices、
17

NCR 15

BankofAmerica 14

1

.Reynolds&.Reynolds,
16

「
嘔.、 苛.、
4

1t=ai、r㌫ 言aも'。㌧、Ware,1。,.)
.

8

UnitedDataCenters 9

-

ComputerDimensions 7

ItelCorporation 8

9

COmputerServicenters 5

ComputerServicesCorporation 5

Datatab 5

McDonnell'DouglasAutornation 5

SafeguardBusinessSystems 4

ScientificComputersInc. 3

1

GreylhoundComputerCorporation 3

PlanningResearchCorporation 3

合 計 300
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サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス 市 場 の 動 向

〔1〕 教 育

教 育 サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス の 売 上 は,独 立 系EDPス ク ー ル,コ ン ビ=一 夕 装

置 メ ー カ ー の 一 部 門 と し て のEDPス ク ー ル,技 術 教 育 ス ク ー ル な どヘ エ ン ド・

ユ ー ザ ーが 支 払 う額 に よ っ て 表 わ さ れ る 。 単 科 大 学 とか 総 合 大 学 で 行 な わ れ る

EDPコ ー ス は,教 育 サ ポ ー ト ・サ ー ビス と して は 取 り扱 わ な い 。

EDP教 育 マー ク ヅトは 図1-49に 示 した とお り,年 平 均13.8%の 割 合 で 成

長 し,1973年 に1億8,950万 ドル の マ ー ケ ッ トで あ っ た も の が,1979

年 に は4億1,160万 ドル に 達 す 、

るだ ろ う。 エ ン ド ・ユ ー ザ ー 教 育

の マ ー ケ ッ トは,個 人 の 学 生 マ ー

ケ ッ トの 年 間 平 均 成 長 率12%に

比 べ る と,16.6%と 高 い 。 エ ン

ド ・ユ ー ザ ー の う ち製 造 業,金 融

お よび 銀 行 業 な ど が 教 育 に 対 す る

支 出 の 大 手 業 界 で あ る 。

以 下 に 示 す の は代 表 的 な 教 育 お

よ び ト レ ー ニ ン グ の 課 程 で あ る 。

。マ ネ ー ジ メ ン ト

・EDPプ ラ ニ ン グ

・MISに 関 す る マ ネ ー ジ ン グ

・マ ネ ー ジ ン グ ・シ ス テ ム お よ

び プ ロ グ ラ ミン グ

・ ト ップ 層 の た め の デ ー タ 処 理

マ ネ ー ジ メ ン ト

・プ ロジ ェク ト ・マ ネージメン ト

図1-49:EDP教 育 マ ー ケ ッ トの推 移

〔単位1100万 ドル)

400.0
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一 ヶ ソ ト/

,'

,'
,'

244.2

¥
シソ

134.4

鵬 ト・≠
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'OR－ マ ネ ー ジ メ ン ト科 学 お よび モ デ リ ン グ

・ミ ニ コ ン ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン

・プ ロ グ ラ ミン グ 構 造 調 査

・マ ネ ー ジ ン グ ・コ ン ピ
ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョン

・マ ネ ー ジ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

。シ ス テ ム 分 析 お よ び デ ザ イ ン

・デ ー タ ・ペ ー ス ・デ ザ イ ン

・デ ー タ ・ペ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク ・デ ザ イ ン

・コ ン ピ ュ ー タ を ペ ー ス と し た 情 報 シ ス テ ム

・デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

・シ ス テ ム分 析 お よ び デ ザ イ ン

・デ ー タ ・エ ン ト リ ー ・シ ス テ ム

・在 庫 管 理 シ ス テ ム

・マ イ ク ロ フ ィ ル ム ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム/℃OM

・ コ ン ビ ュ ー 久 お よ び ソ フ トウ ェ ア の 保 護

の 　 や

・ ア イ シ シ ョ ン ・ ア ー フ ル

・フ ァ イ ル 組 織 お よび ア ク セ ス

●コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー キ テ ク チ ャ

。プ ロ グ ラ ミ ン グ

・マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ

・初 級 プ ロ グ ラ ミ ン グ お よび ソ フ トウ ェ ア

・ ビ ジ ネ ス ・プ ロ グ ラ ミン グ

リ・ ラ ン ゲ ー シ ・ コ ー ス

BAL,RPG,PL/1,SNOBOL,FORTRAN,OS,DOS,

BASIC,COBOL,APL

j

・デ バ ッ ギ ン グ
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情 報 処理 技 術 者 の不 足 はすべ ての分野 にわ たって 深 刻 な悩 み をな げ か げ て い る

が,特 に小 型 の ビジネス 用 コン ピ ュー タの専 門要 員 の不 足が 最 近 特 に 目立 って

い る。 現 在 種 々のス ク ー ル が 教 育 訓練 サ ー ビス を 行 な ってい るが ,ハ ー ドウェ

ア ・メ ー カー に よるハ ー ドウェ ア ・サ ー ビス とは 別仕 立 の教育 サ ー ビスが ク ロ

ーズ ・ア ップ され てい る
。図一1-50に 大 手EDP教 育 サー ビス ・ベ ンダ ーの

1973年 の売上 を示 した。

図1-50二 大 手EDP教 育 ベ ン ダ ー の 売 上 げ

(単 位:百 万 ドル か っ こ内数値は%)

㌫1。y
3[2}

〔2〕 第3者 リ ー ス

第3者 リー ス は,エ ン ド ・ユ ー ザ ー と ユ ー ザ ー も し くは メー カ ー とは 関 係 し

な い 第3者 リー ス 会 社 と の 間 に か わ さ れ る 相 互 契 約 に 基 づ く も の で あ る。 エ ン

ド ・ユ ー ザ ー は1年 以 上 の リー ス 契 約 に 基 づ い て 毎 月 リー ス 料 を 支 払 う こ と に

な る 。30～90日 を ペ ー ス と し て キ ャ ン セ ル で き る 相 互 契 約 は レ ン タ ル と考

え られ る が,こ こで は取 り扱 っ て い な い 。

リー ス の 対 象 と な る 装 置 はCPU,周 辺 機 器(デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ,プ リ

ン タ ー),デ ー タ ・エ ン ト リー 装 置(キ ー ・パ ン チ
,キ ー ・ツ ー ・テ ー プ),

ミ ニ.コ ン ピ ュ ー タ お よび そ れ に関 連 す る 周 辺 機 器,タ ー ミナ ル ,デ ー タ ・コ
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図1-51: 主 要 リー ス 企 業 の 360保 有 高

(単 位:100 万 ドル)

企 業 名 0100200300400500600700
1`IlI```

.

GreyhoundComputerCorporation
.

295

.

合計2,740

DPFhcorp◆rated 225

215

205

helCorporation

.

BootheCor叩uterCorporation
F

RandolphComputer

(FirstNaUonalBankofBoston)
175

170DieboldComputerLeasing

155

150

RockwoodComputerCo叩oration

R・li・…G・ 。・p
.(L・ ・sc・)

ComputerLeasingCompany酌ly)

GraniteComputerLeasing

105

100

90NationalComputerRental

Dearbom-StormCorporation 80

60TalcottComputerLeasing

その他 F
・(含fiＬll -payoutleasingbybanks) 「

715

(出 典:IDC Corporate PlanningReport)
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図1-52: IBM 370 リ ー ス 推 移

(金 額単位:100 万 ドル)

台 数

5004003002001000
ir`II

年度 年
度

金 額

0100200300400500
1111`

10

20

1974

75

370/115
1974

75

2.9

6.4

195

771
.

73

74

75

370/125

73

74

75

33.2

16・.6

90.1

一

1351

308, 73

74

75

370/135

73

74

75 317.7

219.6

36・1
1269・ ・

415

310

73

74

75

370/145

73

74

75

39L5

272 332.7

「

325 423.3

73

74

75

370/155

73

74

75

214

214

210

502.8

517.9

523.0

185

73

74

75

370/158

73

74

75

112.0

375.8

43

140

511.2

73

74

75

370/165

73

74

75

36

36

35

一

一

150.5

155.2

154.0

45

17「 73

74

75

370/168

73

74

75

82.4

316.8

229.7

60

(出 典:IDC Corporate PlanningReport)
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ミュニ ケ ーシ ョン 装置 な どが ある。ま た リー ス の タ イ プ に は リ ー ス 会 社 が,

銀 行 な どか ら,貸した 装置 の80%ま で の金 額 を借 りる こ とが で き る リー ス,リ

ース会 社 が メ ンテ ナ ン ス
,サ ー ビス,保 険,税 金 等などすべてに関 す る責 任 を持

つ 非常 に高 い リス ク を負 った オ ペ レー テ ィン グ ・リー ス,3～8年 の長 期 にわ

た って キ ャ ンセ ル で きない フ ァ イナ ソ シ ャ ル ・リー スな ど幾 つか の 種 類 が あ る。

リース 市場 はすべ てのメー カーの 装置 を対 象 と して い るが,IBMの 機 種がほ と

ん どで あ り,IBMの 価 格 政 策 に よ って相 当 な影 響 を受 け て い る 。 コン ピ ュー

タ導 入 金 額300億 ドル の うちの 約16%(48億 ドル)が 第3者 リース に よ

る もので あ る。 な お,こ の第3者 リー ス の分 の うちの実 に91%(41億 ドル)

がIBM製 品 で 占 め られ てk・ り,こ の うちモ デ ル360が27億 ドル,モ デ ル

370が14億 ドル とな って い る。第3者 リー ス市場 で の 年 間 売上 は1973

年 の8億9,900万 ドル か ら1979年 に は18億 ドル と2倍 の 伸び 率 を示 し,

年 間平 均12%の 割合 で成 長 しぞい る。

リー ス業 界 の伸 展 を防 げ る幾 つ か の 要 因が あ るが,高 い 利 率,運 転 資金 の不

足,IBMFS発 表時 期 の 不 明 確 さな どが そ の理 由 と して挙 げ られ る。

図1-51に は主要 リース 企 業 のIBM360の 保 有 高 を,ま た図1-52に はIBM

370の 機 種 別 リース の 推 移 を そ れ ぞ れ 示 した 。

〔3〕中古 コン ピュー タ

中古 コ ン ピ ュー タ市 場 は オ リジナ ル ・メ ー カ ーの所有では ないすべ ての 種類 の

コン ピ ュー タ ・シス テ ムに つ い て,所 有 権 の 譲 渡 を 伴 な う もの のみ を意 味す る。

中古 コ ン ピ ュー タ会 社 の取 引 形 体 に は,中 古 品 の 売 り手 と買い 手 を 引 き合 わせ

手 数 料 を とる ブ ロー カー 形式 の もの と,自 ら中古 品 を 買い 取 り,こ れ を 顧 客に

販 売す るデ ィー ラー 形 式 の2種 類 が あ る。

表1-24に 代 表 的 な コンピュータ ・モ デ ル につ い ての,メ ー カ ーの オ リジ ナ ル

コス トと現代 の 中古 市 場 価 格 を並べ て示 した 。 こ うい った 価 格 をベ ー ス とす る

◆
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表1-24 米 の 中 古 デ ィ ー ラ ー, IBMの プ ラ イ ス ・ リ ス ト

メー カー,モ デ ル名,メ モ リ サ イ ズ
」 リス トブライズ 中古 価格 % メー カー.モ デ ル 名,メ モ リサ イ ズ リス トプライズ 中 古価 格 %

ALPHAl6COMPUTERAUTOMATION 4,000 2800, 70 IBM]29-3CARDDATARECORDER 8,051 7,400 91

BRYANTDISKDRIVESl100SERIES 9,500 1200, 12

with46011nterpretfeature.

BRYANT22]4SERIESCONTROLLER 40,000 12,000 30

IBM557-2ALPHABETICINTERPRETER 13,700 4,000 29

BRYANT2212SINGLEMODULE 10,800 4,000 37

IBM729-2TAPEUNIT 30,200 1,900 6

BRYANT2218DUALMODULES 21,000 8,000 38

IBM729-5TAPEUNIT 31,200 2,900 9

BURROUGHS3500SYSTEM 441,660 ]42,000 32

IBMlO53-4PRINTER 1,970 690 35

IBM】1308KCPU 70,860 43,000 60
BURROUGHS5500SYSTEM 2,476,365 124,000 5

IBM]13032KCPU 137818, 96,800 70
CALCOMPPLOTT田MOD.116 11,500 5,750 50

IBM】31」-2DISKSTORAGEDRIVE ]6300, 5,000 30
CALCOMP12"DIGITALDRUM 4,200 2,950 70

IBMl316-lDISKPACK 360 55 15
CO祖)USCANMOD.172PAGESCANNER 70,200 44,000 62

IBM14018KSYSTEM 201683, 16,750 8
PDP8/E4KCPU 4,900 3,250 65

IBM140▲12KSYSTEM 269,]35 21,000 7
HONEYWELLll532KSYSTEM 249,370 85,000 34

IBM140116KSYSTEM 404,266 25,000 6

HONEYWELLl25SYSTEM 236,490 45,000 19

IBM140116KSYSTEM 400,065 28,000 6

HONEYWELL20032KSYSTEM 325,000 66,000 20

IBMl403-2PRlNTER600LPM 28,500 13,500 47
IBMO29-A22CARDPUNCH 3,550 3,100 87

IBM1403-NIPRINTER 34,600 29,000 83
IBMO29-B22CARDPUNCH

'

4,200 3,500 83

IBM1406-14KCORESTORAGE' 24200, 3,300 13
IBMO29-C22CARDPUNCH 5,660 4,500 79

IBト11406-28KSTORAGE 45,300 5,200 11

IBMO59-lCARDVERIFIER 3,530 2700, 76

IBMl406-312KSTORAGE 66300, 6,600 9
IBMO83SORTER 7,42'O 2800, 37

IBM141040KSYSTEM 742,619 30,000 4
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メ ー カー,モ デ ル名,メ モ リサ イ ズ リストブライズ 中 古価 格 % メー カー,モ デ ル名,メ モ リサ イ ズ リス トブ ライズ 中古 価格 %

IBM1412-lMAGNETICCHARACTER}tEADER 90,400 26,000 28 IBM360/3032KCPU(2μs) 185,695 24,800 13

IBM1416-1(AN-2)INTERCHANGEABLE
TRAINCARTRIDGE 2960, 1600, 54

IBM360/3065KCPU(1.5μ ・) 207,020 44,000 21

IBM360/3032KSYSTEM(15μ ・) 352,000 99,000 28

IBM1419MAGNETICCHARACTERREADER 109,000 77,000 70

1BM360/3032KCPU(1.5μs) 159,680 38,000 25

IBMl4408KSYSTEM 170,940 20,000 11

IBM360/3065KCPU(1.5μs) 208,130 47,000 22

IBM1442-NICARDREADPUNCH 25,900 2i500, 83

IBM360/3065KSYSTEM 498,870 160,000 32

IBMl826-1DATAADAPTERUNIT 4,750 2,375 50
IBM360/3065KSYSTEM(1.5μs) 511,730 170,000 33

IBM1828-lSTORAGECASEENCLOSURE 612 300 50
IBM360/3065KSYSTEM(1.5μs) 338,425 140,000 41

IBM1851-1MULTIPLEXERTERMINAL 2,110 1,050 50

IBM360/3065KCPU(1.5μs) 211690, 48,000 22

IBMSYSTEM/3MOD10 50,470 40,375 80

IBMSYSTEM/3MOD10 92,200 80,000 86

IBM360/30128KSYSTEM

(65KIBM&65KOEMCORE)
291700, 120,000 41

IBMSYSTEM/3MODlO 164,580 139,890 85 IBM360/30CORE(1・5μs)32Kto64K 52,790 13,500 25

IBM360/208KSYSTEM 73,050 35,000 47 IBM360/4065KCPU 265,980 58,000 21

IBM360/208KMFCM2203 8」,050 40,000 48 IBM360/40128KCPU 362580, 75,000 20

昔IBM360/2012KMFCM2203 97,880 44,850 45 IBM360/40128CPU 358,600 80,000 22

IBM360/2016KSYSTEM 168,430 75,000 44 IBM360/40128KSYSTEM 783,300 250,000 31

IBM360/2016KSYSTEM 243,820 90,000 36 IBH360/40196KCPU 455,135 107,000 23

IBM360/2532KCPU 189,920 66,000 34 IBM360/40256CPU 534,600 125,000 23

IBM360/3016KCPU(2us) 106,575 13,000 12 1BM360/40256KCPU 665,850 215,000 32

IBM360/3016KCPU(2us) 114,775 21,500 18
'IBM〕60/40CORE 173,125 30,000 17

`
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メー カー,モ デ ル 名,メ モ リサ イ ズ 11ス トプラ イズ 中 古価 格 % メー カー,モ デ ル名,メ モ リサ イ ズ
爪_

リス トフ フイ ズ 中 古価格 %

IBM360/44CPU 223,410 75,000 33 IBM240▲-5TAPEUNIT120KB1600BPI 21,000 10,500 50

IBM360/44256KCPU 407,775 ]45,000 35 IBM2401-6TAI)EUNIT]80KBl600BPI 32,800 13,500 41

IBM360/50128KCPU 582790, 170,000 29 IBM2402-]TAPEUNIT(g-Track)
Tvo30kBdrives 32800, 4,200 12

IBM360/50256KCPU 719,490 200,000 27
IBM2403_2TAPEUNIT&CONTROL

IBM360/50384KCPU 842490, 220,000 26 (9-Track) 41,500 9,500 22

IBM360/50512KCPU 1,011,490 240,000 23 IBM2404-2TAPEUNIT&CONTROL

(7-Track)
6],900 8,500 13

IBM360/65512KCPU 1632290,, 550,000 33
.

IBM2415-]TAPEUNIT&CONTROL

IBM360/65512KCPU 1,655,101 660,000 39 (9-Track)]5KB 29,900 14750, 49

IBM370/13596KCPU 542475, 46]OOO, 84 IBM2415-2TAPEUNIT&CONTROL

Four15KB9-TrackDrives
47,800 20,000 41

IBM370/145160KCPU 647,620 500,000 77

IBM2313-AICOMPATIBLEDISKUNIT 82,200 28,000 34

IBM2415-5TAPEUNIT/CONTROL

Four30KB9-TrackDrives1600BPI
58,300 26,000 44

IBM2314-AICOMPATIBLEDISKUNIT 134,800 41,000 30 IBM2501-AlCARDREADER 11200, 8,000 71

「
IBM2316-lDISKPACK 525 135 25 IBM2501-B2CARDREADER 15,040 12,750 84

IBM2321-1DATACELLDRIVE 111000, 13,500 12 IB}12540-lCARDREADPUNCH 33,500 29,000 86

IBM2365～2PROCESSORSTORAGE 393,000 75,000 19 IBM270」-1DATAADAPTERUNIT 29,220 ]0,500 35

IBM2401-1TAPEUNIT(9-Track)30KB13,100 2,800 21 IBM2701-lDATAADAPTERUNIT 26,450 13,000 49

IBM2401TAPEUNIT(7-Track)30KB 13100, 900 6 IBM2803-1TAPECONTROL 26,500 9,500 35

IBM2401-2TAPEUNIT(9-Track)60KB19,000
1

4,000 21 IBM2803-2TAPECONTROL 32700, 20,000 61

IBM2401-2TAPEUNIT(7-Track)60KB19,000 1,800 9 IBM2803-2TAPECONTROI」 55,510 27,000 48

l

IBM2401-3TAPEUNIT(9-Track)90KB30,800
1・

5,500 17 IBM2804-1TAPECONTROL 38,000 ]lOOO, 28
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メー カー,モ デ ル名.メ モ リサ イ ズ リス トブライズ 中 古価格 % メー カ ー.モ デ ル 名,メ モ リサ イ ズ
.〔

リス トフフ イズ 中 古価格 φ

IBM2804-2TAPECONTROL 55,100 32,000 58 NCR20065KSYSTEM 245,000 145,000 59

IBM2821-1CONTROLUNIT 40,340 34,000 84 NOVADATAGENERAL 10,000 3,500 35

MINI_COMPUTER4K

IBM2821-2CONTROLUNIT 25,940 21,000 80

NOVAl2208K 6,225 4,700 75

IBM2821-5CONTROLUNIT 64,462 51,000 79
UNIVAC]OO4CARDSYSTEM 一 一 一 3,500 一 －

IBM2841-1DISKSTORAGECTL.、 22200, ㍉500 6

UNIVAC9200TAPESYSTEM 118,064 20,000 17

IBM2841-lDISKSTORAGECTL. 32856, 2,400 7
UNIVAC9300SYSTEM 46,400 30,000 64

IBM2848-2DISPLAYCONTROL 28207, 9,900 35

IBM370/145MODELl380KCPU 892,400 675,000 75

IBM3330-1DISKSTORAGEDRIVE(Dual) 52,900 40,200 76

IBM370/1552000KCPU 2,117,700 1,250,000 56

IBM3333-1DISKSTORAGEDRIVE&CTL. 66300, 50,400 76

IBM370/1581000KCPU 1,919,010 1,835,000 96

IB♪13360-3CORESTORAGE512K

FOR370/155
269,000 95,000 35

IBM2260-】DISPLAYSTATION 989 350 35

IBM3420-5MAGNETICTAPEUNIT 18,500 16,000 86 IBM2260-2DISPLAYSTATION

3605ExtendedCursor
2179, 775 35

IBM3803-lTAPECONTROL 32,150 27,650 86

8100TvoChannelSwitch IBM2311-」DISKSTORAGEDRIVE 21,390 3,200 14

IBM7330-1TAPEUNIT 21,700 1,500 6 IBM23n-】1DISKSTORAGEDRIVE 21,390 3,400 15

INTERDATAl6KSYSTEM 41108, 20,600 50 IBM2314-1DIRECTACCESS

STORAGEFACILITY
181,000 75,000 41

NCRlOOSYSTEM 149,000 45,000 30
IBH2314-]DIRECTACCESSSTORAGE

FACILITY81702Channe]Switch
185,850 78,000 41

NCR20032KCPU 363,450 95,000 26

IBM2314-AIDIRECTACCESSSTORAGE
FACILITY(9MODULES)

215,300 88,000 40

● ● 、
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と,1973年 の ユ ー ザ ーが 中 古 市場 に支 出 した金 額 は4億5,000万 ドル で

あ り,こ れ が年 間平 均成 長 率12.5%で 伸展 してい く と1979年 に は9億

1,200万 ドル に達 す る こ とに な る。

中古 コ ン ビ=一 夕 市場 は,現 在IBM360に 依存 す る と ころ が 非常 に大 で

あ るが,370の 発 表,IBM製 品 は再 販 に強 い な どの 理 由 に よ り今 後 と もこ

の傾 向 は 続 くだ ろ う。 従 って,ベ ン ダ ー のセ ー ル ス ・ポ イ ン トは,他 の メー カ

ー製 品 のPRよ り
,む しろ370と の コンパ テ ィ ビ リテ ィ とか 周 辺機 器 にあ る。

1972年 に設立 さ れ た コ ン ピュ ータ ・デ ィー ラー協会(CDA)は 中 古 コ

ン ピュー タ 市場 の 再 編 に役 立 って い る。 この 協会 は34の 中 古 コ ン ピュー タお

よび 周辺 機 器 のデ ィー ラ ーか ら成 っ てお り,商 取 引業 界,政 府 の規 制委 員会 の

双方 に 中 古業 界 を代 表 す る機 関 と して確立 され てい る。最 近CDAはEDPユ

ーザ ーに 対 して中 古 コ ン ビ =一 夕導 入 の効 果 を強 力 にPRし てk・ り,そ の効 果

が 徐 々に現 われ つ つ あ る。

中 古 コ ン ピ ュー タ 市場 で は 今後 とも,ブ ロー カー,デ ィー ラー,リ ー ス会 社,

独 立 系企 業 の競 合が ます ます 厳 し くな って い くだ ろ う。 特 に リース会 社 は,リ

ース で の 実績 に基 づ い て 中 古 市 場 に 強 固 な地 盤 を築 きつ つ あ る。

〔4〕第3者 メ ンテ ナ ンス

第3者 メ ンテ ナ ンス は,そ の機 器 を製 造 した企 業 以外 の 第3者 が行 な うメ ン

テ ナ ンス ・サ ー ビス の こ とで 以 下 に 示 す2タ イ プが あ る。

(1)メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス の み を 行 な う。

例:SOrbus社

(2)製 造 業 者で あ る が,自 社 製 品 以 外 の機 器 につ い て メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス

を行 な う。

例:GT&E社,ControlData社
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第3者 メ ン テナ ンス の 売上 は1973年 の6,890万 ドル か ら平 均年 間成 長

率21.6%で1979年 には2億1,746万 ドル に達 す るだ ろ う。 製造 業 が,

第3者 メ ン テ ナ ンス に 対 す る支 出 の王 者 で,全 体 の十 を 占 め てい る。

第3者 メ ン テ ナ ンス に よる売上 は,コ ン ピュ ー タ,周 辺 機 器,リ モ ー ト ・タ

ー ミナ ル に対 す る メ ン テ ナ ンス 全体 の 出費 の約12 .2%を 占め てお り,こ の 売

上 内訳 は メ イ ンフ レ ー ムが20%,周 辺 機 器40%,タ ー ミナ ル40%と な っ

てい る。 な お メ ンテ ナ ン ス に対 す る支 出 は コン ピ ュー タの シス テ ム全 体 に係 る

支 出の 約120/.etC当 る。

現在35以 上 の企 業 が メ ンテ ナ ン ス ・サ ー ビス を行 な っ て い るが,こ れ らの

企 業 は,メ ー カ ーが 自社 製 品 に 対 して行 な うサ ー ビス,大 規 模 ユ ーザ ーが 自社

内 に独立 した部 門 を設 け て行 な うメ ンテ ナ ンス な ど と競 合 状 態 に置 か れ て い る。

197'/3年 にCDCに 吸 収 合 併 され たComma社,Sorbus,UCCな どが メ

ンテ ナ ンス ・サ ー ビス業 界 を代 表 す る企業 で あ る。 か つ てHoneywell社 も こ

の業 界で の 大 手 企業 で あ った が,1973年 この 分 野 か ら撤 退 した こ と,GT

&E社 が マ ー ケ ッテ ィン グ活 動 を 相 当制 限 して い る こ とな どに よ り,最 近で は

幾 分,競 合 状 態 はや わ らい で い る と言 え よ う。

こ こで 全米 最 大 の メ ン テ ナ ンス企 業SORBUS社 に つ い て簡 単 に触 れ て お

こ う。

SORBUS社

(875FirstAvenueKingofPrussiaPennsylvania

9406)

・SORBUS社 は 親 会 社 で あ るManagementAssistance社 が 全 株 を

所 有 す る 独 立 系 第3者 メ ン テ ナ ン ス 企 業 で あ る 。

・現 在 全 米 で 活 動 を 行 な っ て い るス タ ッ フ は1,200名,1973年 の 売 上

は2.300万 ド ル と な っ て い る 。
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・ ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,磁 気 テ ー プ ・ ドラ イ ブ,デ ィス ク,コ ア な どの メ ー カ

ー28社 と 契 約 し
,こ れ ら機 械 の メ ン テ ナ ン ス と,他 の 機 械 を 含 め て エ ン

ド ・ユ ー ザ ー に 対 す る メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビス を15,000カ 所,40,000

台 に わ た っ て 行 な っ て い る 。

・全 米150カ 所 に22 ,000品 種 の 部 品 在 庫 を 有 し,コ ン ピ ュ ー タ で 在 庫

管 理 を 行 な っ て い る 。

●

〔5〕シ ステ ム ・セ キ ュ リテ ィ

シス テ ム ・セ キ ュ リテ ィ ・サ ー ビス は シス テ ム検 査,モ ニタ リン グ,オ ン ラ

イ ン ・オペ レー シ ョン におけ るハ ー ドウ ェア お よび ソフ トウェ アの コ ン トロー

ルな どに適用 され ているが,こ れ らは オ ー ソ ライズ さ れ てい な い 人 に対 す る偶 然

も し くは 故 意 に よる情 報 の暴 露,オ ー ソ ライ ズ され てい ない シ ス テ ムの修 正 等

に対 処す るた め に用 い られ る。

最 近 の 中型 以 上 の コ ン ピ ュー タ 導入 につ い て,DPマ ネ ー ジ ャ ーの半 数 近 く

は,こ れ ら コン ピュー タ に関す る シス テ ム ・セ キ ュ リテ ィの重 要性 につ い て言

及 して い る。

シ ス テ ム ・セ キ ュ リテ ィ市 場 は,1973年 の6,100万 ド ルか ら 平 均 年 間

成 長 率22.7%で 伸 展 し,1979年 に は2億900万 ドル に 達 す る だ ろ う。

特 に 連 邦 政 府,金 融 お よび 銀 行,製 造 業 な どが,シ ス テ ム ・セ キ ュ リテ ィ市 場

の 大 手 ユ ー ザ ー とな ろ う。 セ キ ュ リテ ィ に は 大 き く分 け て コ ン ピ ュー タ室 な どを

警 備 す る ガ ー ド ・サ ー ビ ス と ソ フ トウ ェ ア,デ ー タ通 信 な どに関 す る シス テ ム ・

セ キ ュ リテ ィ に分 け られ る が 前 者 は,BurnsInternationalSecurity

Service社 と かGlobeSecuritySystems社 な ど が こ の業 界 で の代 表

企 業 で あ る 。 一 方 ソ フ トウ ェ ア に 係 る シ ス テ ム ・セ キ ュ リテ ィ に つ い て は,大

手 ソ フ トウ ェ ア 会 社,マ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー な ど が この 分 野 に 力 を入 れ

つ つ あ る 。
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コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に関 連す る不 正,使 い 込み,窃 盗 な どは 自然破 壊

(水 害,地 震,火 事),機 械 的 破壊(ス プ リン ク ー ラー ・シス テ ム,エ ア ・コ ン

デ ィシ ョン),サ ボ ター ジ ュ な どに 比 較 す る とまだ ま だ微 々た る もの で あ る。

しか し,オ ン ライ ン ・シス テ ム の 伸展 に伴 い,デ ー タ通信 に係 る,例 え ば タ ー

ミナ ル の不 正 使 用,フ ァイ ル され たデ ー タの不 正 使 用 を保 護 す るセ キ ュ リテ ィ・

の 需要 は着 実 に増 え てい る。

〔第3者 リース,中 古 コン ピュ ー タ,第3者 メ ンテ ナ ンス に関 して は,当 財

団 海 外 情 報 処 理 実 態調 査 団(米 国 班)報 告 書49-ROO1参 照 〕

、
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1.欧 米 主 要 国

ECの 政 策 とUnidataの 動 向

■

ECのEDP政 策

(1)EC,5つ の 具体 的 プ ロ ジェク トを提 出

EC委 員 会 は,欧 州 コ ン ピュー タ市 場 に おけ る 米国籍 企 業 の 強 力 な 力に 対抗

す る た め,欧 州 各 国政 府,各 企 業 の協 力体 制 確立 を呼 び か け て きた。73年11

月23日,EC委 員 会は,欧 州 コン ピュ ー タ業 界 強 化の た め第1回 プ ロポー ザ

ル を 閣僚 委 員 会 に提 出,さ らt(74年7月25日 には 第2段 階 の プ ロポー ザ ル

を 打 ち出 し,ECと して の政 策 も次 第 に 明確 に な って きて い る。

これ らの プ ロポー ザ ルは,コ ン ピュー タ本体,周 辺 装 置 分 野 に お け る欧 州 産

業 の 強化 の み を ね らっ た もの では な く,電 子部 品,ソ フ トウ ェ ア,コ ンサ ル タ

ン ト,デ ー タ.バ ンク,標 準化,教 育,雇 用,医 療 な ど,EDP関 係 のすべ てを

網 羅 す る広 範 な計 画 で あ る。

コ ン ピュ ー タ産 業 は,今 や 化学,自 動 車 産 業 に 次 ぐ大規 模 な もの とな って お

り,成 長 率 も欧 州 で年 間20%,米 国15%と 大 きい。 欧州 は この 分野 で,技

術,知 識 面 では 優 れ た もの を持 ちな が ら,こ れ を強 大 な業 界 育 成 の ペー ス に す

る こと が で きな か った。 現 在 欧州 に 設置 さ れ て いる コン ピュ ー タの うち,90

%以 上 が米 国 の 技術 に 依 存 し た も の で あ り,ま た 市場 の60%をIBMに 占

有 さ れ て い る こ とが この事 を如実 に 示 して い る。

欧 州 各 国は,各 々の立 場 か ら,国 産機 の育 成,デ ー タ処 理 の効 果 的利 用 を促

進 して きた が,今 日これ を国 家 レベ ル を越 え て や ら なけ れ ば な らな い段 階 を迎

え て い る 。EC委 員会 の プ ・ポー ザ ルは,こ の よ うな状況 を考 慮 して 打 ち出 さ

れ た もので あ る。

プ ロポー ザ ルの 要 点 を ま とめ る と,以 下 の よ うに な るが,こ れは 今後 のEC
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の コ ン ピュ ー タ政策 を占 う うえ で も重 要 な フ ァク ター に な ろ う。

・共 同市場 に お い て,欧 州 製 コ ン ピュー タの 売れ行 きを伸 ばす 。

・EC9ケ 国の政 府購 入 契 約 を促 進 し.政 府 が率 先 し て欧州 製 コ ン ピュー タを

買入 れ る。

・IBMな ど米 国籍 メー カー に対 抗 す る た め,超 大型 機 の 共 同 開発 を呼 びか け

る。

・欧 州 メー カー 強化 策 と して,再 編 成 を推 進す る。 この 場合 欧州 大 同団 結 は 早

急 に実 現 す る 見込 みは 少 な い か ら,当 面2グ ルー プ体 制 でい く。

・ア プ リケー シ ョン開発 面 で も共 同作 業 を推 進 す る。 特 に 公 共 分野 では,次 の

3部 門 を優 先 的 に行 な う。

1)環 境 モ ニ タ リン久 気 象,空 海 陸 の交 通 管 理,貿 易統 計 な ど国 際 的 プ ・ジ ェ

ク ト。

2)行 政,社 会 保 障 シス テ ム,医 療 お よび病 院 シス テ ム,教 育 シス テ ム。

3)デ ー タ ・バ ン クお よび デ ー タ通 信 。

1975年2月7日,EC委 員 会は73～74年 の プ ロ ポー ザ ル に基 づ き,

幾 つ か の具体 的 プ ロ ジ ェク トを 決 定 し,こ れ を理事 会 に提 出 した。 同委 員 会 が

先 ず75年 ～77年 の3年 間に.優 先 的 に取 り あげ ようとす る プ ロ ジ ェク トは 次 の

5つo

プ ロ ジ ェク ト1.

器 官 お よび血 液 の マ ッチ ング な どに 関す る医療 デ ー タ ・パ ンクの 設 立… … こ

れ は す で にEC域 内 の病 院 では 合 同 で活 動 が 進 め られ て お り,デ ー タ 処

理 技術 を駆 使 して,臓 器 の 移 植(腎 臓,血 液,皮 フ,角 膜,骨 髄)に 伴 な う

マ ッチ ン グを行 な うこ とを 目的 とす る。

プ ロ ジェ ク ト2.

輸 出入 関連 デ ー タ,農 業 関連 機 関 の マ ネ ジメ ン トお よび その財 務 管 理 デ ー タ

の 自動 処 理 に 関す る 調査 … … 税 関 お よび全 般 的農 業政 策 に 必 要 な情 報は 莫 大

な 量 に の ぼ るが,現 在 これ らの デ ー タは 郵 便 あ るいは テ レ ック スに よって伝
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送 され て い る。 これ らの デー タは 大 て いの 場 合,コ ン ピュー タに 入 力で きる

フォー マ ッ トに 変 換 さ れ る。 しか し農 産 物 の輸 出入 に関 す る重 要 なデー タが

迅 速 に 入 手 で きなか った り,デ ー タ の 形 体 が 不 完 全 で あ る な ど,必 要 な

決 定 を早 急 に実行 で きな い場 合 が 多 い。 本 プ ロジ ェ ク トの 目的 は,こ れ らデ

ー タの よ り効率 的 処 理 と通 信 を 達成 す る ため,そ の可 能 性 を調 査 す る こと に

・あ る
。

プ ロ ジェ ク ト3.

法 律 ドキ ュ メ ン トの 検 索 お よびEC法 律 へ の ア クセ ス ・シス テ ムの設立 … …

74年11月26日 の 各 法務 大臣のEC閣 僚 会議 で,こ の 分野 の ニ ー ズに 対 処す

る た め,法 律 専 門 家 に よる ワー キ ン グ ・グ ルー プ を設 立 して,諸 々の調 査 を

行 な う旨決 定 され た。 本 プ ロ ジェク トは,同 グル ー プの 活 動 を サ ポー トす る

もの で,各EC諸 国 で設 立 済 ある いは 設 立 中の シス テ ムの互 換 性 の 問題 な ど

を研 究 す る 。

プ ロ ジェ ク ト4.

主 と し て航 路 管制 な ど将 来 の航 空 シス テ ムお よび旅 客 の 安 全 に 関 する 高度 に

技術 的 分野 … … この 分野 には す でにEDPシ ス テ ムが 導 入 され て いる し,ま

たEC諸 国 お よび その 他 の 国 々は,EUROCONTROLと い う国 際 的機 関 に

も参 加 して い る。 しか し80年 代 に 見合 っ た リア ル タ イ ム ・シス テ ムを 検 討

す る と とも に,こ の シス テ ムが 国際 的 な もので あ る こ とを 考 慮 して,将 来 の

この方 面 に お ける 問 題 を 吟味 す る必 要 が あ ろ う。本 プ ロジ ェク トでは,ま ず

ECレ ベ ル で可 能 な 解 決 策 を 綿 密 に 調査 す る とと も に,欧 州 コン ピュー タ 業

界 に よ って それ が如 何 に実 現 され るか に つい て も調査 す る。

プ ロジ ェク ト5。

コ ン ピュ ー タ ・ エ イ デ ィ ッ ト ・デ ザ イ ン(CAD)技 術 に 関 す る も の … … こ

こ で は 特 に エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ ロ ジ ッ ク ・ サ ー キ ッ トの デ ザ イ ン と建 設 部 門

(シ ビ ル ・ エ ン ジ ニ ア リン グ,造 船etc,)に お け る イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・

デ ザ イ ン ・ シ ス テ ム の 管 理 と い っ た2つ の 部 門 が 重 要 で あ る 。 本 プ ロ ジ ェ ク
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トでは,こ の2部 門 に 関 して,現 在 の技 術 の ア セ ス メン トや 開 発 に よる経 済

的 メ リッ トな どを調 査 す る。

以 上が75年 初 め,EC委 員 会 が提 出 し た具体 的5っ の プ ロ ジェ ク トで ある。

これ らは 主 に,73年 ～74年 に提 出 され た プ ロポー ザ ルの う ち,公 共 分野 に

お け るECレ ベ ルで の ア プ リケー ショ ン開発 に関 す る もの と考 え られ る。 表1[

-1は ,こ れ ら5つ の プ ロジ ェ ク トの 予 算(75年 ～77年)'を 示す が,EC

も い よい よ欧 州 の コ ン ピュー タ産 業 と い う観 点 か ら,具 体 的行 動 を開 始 し よう

と して いる 感 が あ る。 今 後 他 の 分 野 では どん な プ ロ ジェ ク トを打 ち出 して くる

か,'ま た,こ れ ら計画 が いか に実 施,実 現 してい くか注 目され る。

表 五 一1:ECの5プ ロ ジ ェ ク ト予 算 概 要

(単 位,米 ドル)

プ ロ ジ ェ ク ト
75年 一77年
合 計 額

1975年 1976年 1977年

プ ロ ジ ェ ク ト1.

器 官 お よび血液 マッチ ングに

関するデータ ・パンク

1,360,500 92,500 1,237,500 30,500

プ ロ ジ ェ ク ト2

輸 出入,農 業分野のEDPシ

ス テム

668,000 163ρ00 423,500 81,500

プ ロ ジ ェ ク ト3.

ECレ ベ ルでの法 律情報検索

システム

437,500 111,500 269,000 57,000

プ ロ ジ ェ ク ト4.

航 路 コ ン ト ロー ル ・シ ス テ ム
923,000 172,500 566,500 184,000

プ ロ ジ ェ ク ト5.

(CAD)

イ)エ レ ク トロ ニ ク ス ・ス タ デ

・イ

ロ)デザ イ ン ・オ リ エ ン テ ッ ド

・ シス テ ム

313,000

305,500

110,000

107,000

203,000

198,500

総 予 算 額 4,007,500 756,500 2,898,000 353,000
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(2)IBMの 独禁 法 違 反 調 査 に着 手

さて74年 のECの コン ピュー タ関連 政 策 で,も うひとつ注 目さ れ た の が ・

IBMの 独禁 法違 反調 査 開始 で ある。EC企 業競 争 問題 担 当 のA.Bourschette

理事 は 昨年 夏,欧 州 市場 に おけ るIBMの 活 動 状 況 を6ケ 月 か げ て調 べ た こと

を明 らか に す る 一方,こ の予 備 調 査 を ベー スに,IBMをEC独 禁 法 違反 の疑

いで 公 式 に 調 査 す る こ とに な っ た と発 表 した。 調 査 の ポ イ ン トはIBMが 欧

州 市 場 で,競 争 相 手 を排 除す る 目的 で独 占力 を行 使 したか ど うか に ある 。

Bourschette氏 に よる と,IBMの 独 禁 法 違 反 問 題 を 欧州 で も調 査 す る

ことに な っ た きっか け は,米 国のTelex/IBM裁 判 で,ク リス テ ソセ ン 判事

が 「IBMは 独 禁 法 違 反 」 との 判決 を下 した こ とで ある(注,同 判 決は75年

1月,第10回 巡 回高裁 で逆 転 し,Telexは 再審 を要請 中)。 同氏 は,IBM

調 査 が極 め て長 くか つ 困難 な もの に な る こ と を認 め なが らも,や は りIBMを

告訴 して い る米 国司 法 省 や 連 邦 取 引 委 員 会(FTC)と 密 接 な連 絡 をと りな

が ら,こ の 問題 に 対処 して行 く方針 で あ る。

IBM問 題 に う い ては,ECデ ー タ処 理 委 員会 の 担 当役 員,Christopher

Layton氏 も昨 年,米 上 院 の ハt－ 卜小 委 員会 で 発 言 してい る 。 同委 員会 は,産

業 再 編法(theIndustrialReorganizationAct.)を 検 討 して い た もの

だ が,Layton氏 の発 言 内容 を ま とめ る と.

他 の い か な る産業 に お い て も,か くも支 配 的 な 単 一一企 業(IBM)は 存 在 し

て いな い 。 確 か にIBMは デニ タ処 理 ア プ リケー シ ョンに お い て,欧 州 に も

多大 の貢 献 を した が,そ の 強 力 な地 位 に よっ て 価 格 と諸 標 準 を 決 定 し,革 新

の ペー ス と市 場 の パ ター ン を決定 づ け て い る。 デ ー タ処 理 産 業 は 政 治 的 に重

要 な意 味 を も つ産 業 で あ り,欧 州は 少 な く とも欧 州 が管 理す る企 業 を数社 は 持

ち たい と考 え てい る 。
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Unidataの 政 策 と 問 題 点

(1)欧 州 市 場 で シ ェ ア20%を め ざす

西 独Siemens,オ ラ ン ダPhilips,仏CII3社 が 設 立 し たUnidata社

は,74年 に 待 望 の 統 一 シ リー ズ,7000の 第1号 モ デ ル,7.720を 発 表

し て,本 格 的 活 動 に 入 っ た 。74年 に は さ ら に7.730,7.740,7.750

も 発 表,大 型 レ イ ン ジ を 除 くモ デ ル が 勢 ぞ ろ い し た 。Unidataは7000シ

リ ー ズ を 中 心 に,欧 州 市 場 を ペ ー ス に シ ェ ア を 拡 大 して 行 く方 針 だ が,ま ず

1978年 ～1980年 ま で に,現 在 の 同 市 場 に お け る シ ェ ア を 倍 増 し よ う と

計 画 し て い る。 種 々の 調 査 資 料 に よ れ ば,Unidata3社 の 欧 州 に お け る シ ェ

ア は73年 末 で 約10%だ か ら,80年 ま で に これ を20%ま で 持 っ て 行 こ

うと して い るわ け で ある。 この 数字 は,競 争 の 激 し い 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ業 界 で 生 き

残 る こ と,さ ら に は 世 界 市場 で 生 き残 る こ と へ の パ ス ポー トで も あ る 。

Unidataの ト ッ プ ・エ グ ゼ ク テ ィ ブは,今 後の政 策,展 望 な ど に つ い て,次

の よ う に 述 べ て い る 。

・7000シ リー ズ の 第1号 機,7 .720は,Siemens4004,CII・IRIS

Philips.Plooo各 ラ イ ン と 完 全 な互 換 性 を 有 し,す で に 各 国 で 販 売 を 開 始

し て い る 。 同 モ デ ル はIBM370/115,Univac9380,Burroughs・B

1700,ICL2903な ど と の 競 合 を ね ら っ て い る 。

・Unidataは 販 売 会 社 の 拡 充 を 急 い で お り,す で に ベ ル ギー,オ ー ス ト リ ア,

デ ン マ ー ク,伊,オ ラ ン ダ,ス ウ ェ ー デ ンな どに 販 売 会 社 を 設 立 し た 。 な お,

こ の う ち,UnidataBelgium社 の 資 本 金 は1億5,000ベ ル ギ ー ・ フ ラ ン,

出 資 比 率 は 西 独47.5%,オ ラ ン ダ47.5%,仏5%で あ る 。 同 子 会 社 の 活 動

は,ル ク セ ン ブ ル グ に ま で 拡 張 さ れ る 予 定 。

・1973年 度 に お け るUnidataの 売 上 高 は,22億5 ,000万 マ ル ク に 達 し

た。 内 訳 はSiemens11億 マ ル ク,Philips6億5,000万 マ ル ク,CII

5億 マ ル ク。

・1975年 か らの5ケ 年 計 画 の 第1目 標 と し て,欧 州 市 場 で の シ ェ ア を,現
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在 の10%弱 か ら20%に まで高 める予定 で,こ の た めに,研 究,開 発 費 用 と し

て,3社 の 資 金 を結 集 して い くこと にな って い る。

Unidataは 今 後,英ICLの2900シ リー ズ やIBMのFSを は じ め,

有 力 メ ー カー の 新 鋭 機 種 と競 合 し な が ら,シ ェ ア20%と い う 困 難 な 目標 に 向

っ て 船 出 し よ う と し て い る 。 し か し現 在 のUnidataに と っ て,明 る い材 料 と

考 え られ る 幾 つ か の 要 素 も あ る 。 ひ と つ は,EC理 事 会 が 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ産

業 の 育 成 方 針 を 打 ち 出 し て い る こ と で,こ の 中 でECは,Unidataを 欧 州 業

界 の 第1の 柱 と し て 評 価 し て い る こ と だ 。 さ ら にECがUnidataの 最 大 の 強

敵 で あ るIBMに 対 し,独 禁 法 違 反 と い う観 点 か ら調 査 を 開 始 し た こ と で あ る 。

ECは 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 の 統 合 を呼 び か け て い る が,当 面 はUnidata

ICLと い う2つ の 柱 で 行 な う と い う案 を 出 し て い る 。ICLの 方 は,西 独 の

Nixdorfと 今 だ 全 面 的 提 携 に は 踏 み き っ て な い し,一 方 でCD(∫,NCRと

い う米 国 企 業 が 設 立 したCPI(ComputerPeripheralInc)に 参 加 す る な

ど,再 編 に つ い ては あ い ま い な 態 度 を採 っ て い る。 この 点 では,UnidataがE

Cの 優 遇 措 置 を うけ て 発 展 す る 可 能 性 が 強 い 。

シ ェ ア20%達 成 と い う こ と では,Unidataに と っ て も う ひ と つ の 手 段 が

あ る 。 そ れ は,米 国 メ ー カ ー と の 合 併 で あ る 。CDC,Univac,Honeywell

な ど,Unidataに 接 近 し て く る 米 国 メ ー カー は 多 い 。 特 に 欧 州 で 好 調 なHIS

Bullは,同 市 場 で10.5%の シ ェ ア を 有 し,現 時 点 で も合 併 す れ ば20%の

シ ェ ア を 達 成 す る こ と が で き る 。 も っ と もHISBullの 場 合 は,CIIと の

合 併 が 取 沙 汰 さ れ て い る し,こ れ は 仏 政 府 に よるCII強 化,Unidata内 部

に お け る 勢 力 拡 大 と い う政 策 の 一 環 で も あ り,複 雑 な 問 題 を 現 出 し そ う で あ る 。
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表 五 一2:欧 州 市 場 に お け る 主 要 メ ー カー の シ ェ ア

(1973年 末,設 置 金 額 ベ ー ス)

CII Philips Siemens
Unidata

(3社 合 計)
IBM

欧州全体 1 1 6 8 59.5

仏 11 0.5 1 12.5 57.5

西 独 一
8

一
8 60

オ ラ ン ダ 一 0.5 16 16.5 57

HIS ICL Univac Burroughs

欧州全体 10 8 45 3

仏 18 3 3.5 1.5

西 独 9.5 3 5 4

オ ラ ン ダ 8 0.5 3 3

(Quantum社 調 べ)

(2)7000シ リー ズ

Unidataの 設 立 主 旨は,3社 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ を 互 い の マ ー ケ ッ テ ィ ン

グ 網 に 乗 せ て販 売 の 拡 充 を 計 る こ と と,統 一 レ イ ン ジ と し て のXシ リー ズ(現

7000シ リ ー ズ)の 開 発,販 売 に あ っ た 。3社 の 汎 用 機 と し ては,Philps

のP1000シ リー ズ,Siemensの4004シ リー ズ,CIIのIRISシ リ

ー ズ が あ る
。 こ れ らは い ず れ もIBM360と の 競 合 機 種 と考 え られ,欧 州 市

場 に お け る 設 置 ベ ー ス は,表 皿 一3に 示 す ご と く,Siemens4004が リー

ド して い る 。Unidataが 今 後 も力 を 結 集 し よ う と し て い る の は,7000シ リ

ー ズ で あ り
,昨 年 中 に 小 型7.720か ら7.750ま で は 完 成 し て い る 。

●
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s

●

表 皿 一3:Unidata3社 の 既 存 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 ベ ー ス

(1973年 末,欧 州 市 場 のみ)

企 業 名 モ デ ル 名 設 置 台 数 設置金額(100万ドル)

〈4004シ リーズ 〉 〈830> <560>

16/26 80 15

Siemens 35 150 45

127 40 15

135-1 90 50

45 320 245

150/151 150 190

〈IRISシ リーズ 〉 〈195> <198>

45 60 45

、

CII 50 90 80

55 10 8

60 10 10

80 25 55

〈P1000シ リーズ〉 〈140> 〈95>

Philips 1075/1100 90 30

1175/1200 30 25

1400 20 40

合 計 1,165 853

さ て ・7000シ リー ズ の 小 型 機,7.720が 発 表 さ れ た の は,1974年

1月15日 で あ り,主 と し てIBM370/115と の 競 合 を ね らった もので あ る 。

7000シ リー ズ は,IBM370シ リー ズ と の 対 抗 を ね ら っ た も の と考 え ら

れ,370/115～370/168同 様6機 種 を そ ろ え る 予 定 。74年 夏 に は,

7.730,7.74097.750の3機 種 が 一 挙 に 発 表 され,370/158,168と い
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っ た 大 型 機 対 抗 モ デ ル 以 外 は 全 部 顔 を そ ろ え た 。

7000シ リ ー ズ4機 種 の 特 徴 と して は,① バ ー チ ャ ル ・メ モ リ装 置,② ト

ラ ン ジ ス タ ・ トラ ン ジ ス タICPジ ッ ク の 使 用,③ マ イ ク ・ プ ・ セ ッサ,④ 高

速 バ イ ト ・マ ル チ プ レ ッ ク ス お よ び ロ ッ ク ・ マル チ プ レ ッ ク ス ・チ ャ ン ネ ル な

ど あ げ られ る 。 新3機 種 の 概 要 は 次 の と お り。

7.730一 デ ー タ 処 理 需 要 が急 激 に 増 大 して い る 企 業 向 け の エ ン ト
、リ ィ ・ レベ

ル ・ シ ス テ ム で,デ ー タ ・ベ ー ス,デ ー タ 通 信 な ど,大 型 シ ス テ ム

の 機 能 も 提 供 さ れ る.。 開 発 担 当 はsiemens

7.740一 異 な っ た ア プ リケ'一 シ ョ ン で の 同 時 使 用 を ね ら っ た 中 ～ 大 型 シ ス テ ,

ム 。 特 に通 信 機 能 は 優 れ た も の を 持 っ て い る 。 担 当 はCII。

7.750一 現 在 の と こ ろ,7000シ リ ー ズ の最 大 機 種 。 パ ッチ 処 理 お よ び ダ

イ レ ク ト ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ モ ー ドを 同 時 処 理 す る 機 能 を 有 す る。

開 発 担 当はSiemens

上 記4機 種 の 主 記 憶,ア ク.セ ス ・タ イ ム,1/Oス ル ー プ ッ トを ま とめ る と

表ll-4の よ うに な な るo

表 皿 一4:Unidata7000シ リー ズ の概 要

7,720 7,730 7,740 7,750

主 記 憶(Kバ イ ト) 48-160 96-256 96-512 128-2,048

メ モ リ・アクセス ・

タイム(ナ ノ秒)

720/4b 615/8b 615/8b 615/8bor
16b

トータル1/O
◆

スルー プッ ト

(M・wト/秒)

1.4 3 4.5 6

7000シ リー ズ の オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム は,BS1000と 呼 ば れ

SiemensのDOS4004を 発 展 さ せ た も の で あ る 。BS1000は,フ ォ

ー トラ ン ,コ ボ ル,コ ボ ルANS,RPG,RPGJ,PL/1,ア ッ セ ン ブ

ラー で 書 か れ た プ ロ グ ラ ム を サ ポ ー トで き る 。 な お,Unidataで はCII
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`

IRIsお よ びPhilips・Ploooシ リ ー ズ のosの 特 殊 な バ ー ジ ョ ン も 開

発 す る 予 定 。

(3)Unidataの 問 題 点

80年 ま で に,欧 州 市 場 で の シ ェ ア を20%に ま で 高 め よ う と して い る

Unidataだ が,解 決 す べ き問 題 も多 く残 され て い る 。最 近 特 に 注 目 され て い る

問 題 と して,Unidataを 構 成 して い る3社 の 力 関 係 が あ る 。Unidataは も と も

と,3社 が 平 等 の パ ー トナ ー と して 発 足 し た が,や は り3社 の 中 で はsiemens

の 力 が 強 く,仏 政 府 な ど は,Siemensが 将 来Unidataの 支 配 的 力 と な る の で

は 危 惧 し て い る 。 またCIIが,仏 市 場 でSiemens4004の 販 売 実 績 を あ げ

て い る の に 対 し,Siemensの 方 は 西 独 市 場 でCII・IRISコ ン ピ ュ ー タ の マ

ー ケ ッ テ ィ ン グ に 力 を 入 れ て い な い と の 不 満 を 表 明 し て い る 。 これ は 国 策 企 業

と し て のCIIと 政 府 の介 入 を 受 け て い な いSiemensと の 背 景 の相 異 や,

4004お よ びIRISコ ン ピ ュ ー タ の 西 独,仏 両 市 場 に お け る 進 出 状 況 な ど

様 々 な要 素 が 関 係 して く る 問 題 だ が,個 々 の 企 業 が 自社 製 装 置 の 販 売 を 望 む こ

とは 必 然 で あ り,Unidataと の か ね あ い が や っ か い な 問 題 に な る 。

仏 側 がSiemensに 不 満 を 表 明 し て い る 一 方 で,仏 側,西 独 側 がPhilips

を 非 難 す る とい う事 態 も も ち あ が っ て い る 。 これ はPhilipsが7000シ

リ ー ズ 以 外 の モ デ ル に,Unidataの ネ ー ム を っ け て 販 売 を 開 始 し た か らだ 。 問

題 と な っ た モ デ ル は,Unidata300とUnidata450お よ び455。

Unidata300は,7000シ リ ー ズ の7 .730～7.750が 発 表 され る 直

前 に 出 さ れ た もの で,PhilipsがP350を ベ ー ス に 開 発 した オ フ ィ ス ・コ ン

ビ=一 夕 で あ る 。 仏 で はLogabaxな ど が 同 レイ ン ジ の 小 型 マ シ ン を 発 表 し よ

う と し て いた 時 で も あ り,Unidataと し て の統 一 汎 用 機7000シ リー ズ 以 外

の マ シ ン に,Unidataと い う商 標 を っ け る の は 不 当 と し て 反 発 し た 。 一 方 ,

PhilipsはUnidata300に 続 い て,IBMシ ス テ ム32お よ びLogabax

LX4600な ど の競 合 機 種 と し て,新 た にUnidata450を 発 表 した 。 こ れ に
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対 し仏 で は,ミ ニ ・ コ ン お よ び 周 辺 装 置 メ ー カ ー の 団 体 が 不 満 を 表 明 す る 一 方,

西 独 で も,Nixdorfが8870と い う同 レ イ ン ジ の ビ ジ ネ ス ・ シ ス テ ム を 発

表 した 直 後 だ け に,Philipsの や り方 に 不 満 を 持 つ 動 き が 出 て い る 。

Philips側 に 言 わ せ れ ば,Unidataと い うの は3社 の リ ソー ス の プ ー ル を

意 味 して お り,そ の 名 前 を 商 標 に 使 用 す る のは,マ ー ケ ッ テ ィ ン グ士 別 に 問 題

は な い と し て い る 。 仏 の 小 型 機 メ ー カ ー に 言 わ せ る と,仏 政 府 が 参 加 して い る

Unidataに よ っ て,仏 の メ ー カ ー が 圧 迫 さ れ る の は お か しい し,第1Unidata

の 設 立 の際 に 政 府 は,汎 用 以 外 の 分 野 には 手 を 出 さ な い と約 束 して い た と な る 。

さ ら にUnidata450(種 々 の オ プ シ ョ ン を つ け た 場 合 は455と 呼 ば れ る)

は,7000シ リ ー ズ でPhilipsが 担 当 した7.720と 競 合 す る 可 能 性 も あ る 。

も ち ろん7.720はSiemens,CIIの マ シ ン と の 互 換 性 も あ り,450と く ら

べ パ ワー も大 き い が,Philipsが450に 適 切 な 価 格 を っ けれ ば,7 .720の

市 場 に く い 込 む 余 地 が 出 て く る 。

以 上 の よ うtrctUnidata内 部 に お け る 勢 力 争 い と,Philipsの 独 自 の マ ー ケ

ッテ ィ ン グ 政 策 に 関 し て,3社 が 各 々 意 見 を 異 に し て い る 状 況 に あ り,こ の 辺

を ど う調 整 して 行 くか,Unidataの 今 後 を 占 う上 で も 注 目 さ れ る 。

さ ら にCIIとHISBu11の 合 併(あ る い は 他 の2社 と米 企 業 な ど の 合 併)

な ど が 実 現 し た 場 合,Unidataと し て は,こ れ を ど う ま とめ て 行 くの か,ま た

主 と し てIBM370を 目 標 に した7000シ リ ー ズ が,ま だ 大 型 レイ ン ジ の 開

発 が 完 了 し な い う ち に,欧 州 の"も うひ と つ の メ ー カ ー"ICLが,新 鋭 機

2900シ リ ー ズ で 大 型 ・モ デ ル を 発 表 して きた こ と,そ してIBMのFS登 場

が 迫 っ て い る な ど,Unid・ataと し て は 早 急 に こ の 対 策 を 練 らな い 限 り,純 欧 州

3社 に よ る20%は 困 難 で あ ろ う。
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英 国

75年 は 楽観 視

英 国 の コン ピュー タ産 業は74年 の 厳 し い イ ン フ レの 下 で,大 方 の予 想 に

反 して 比 較 的順 調 な 伸 び を示 した 。 ハー ドウ ェア分 野 で は,ICLやFerranti

な ど,特 に輸 出 面 に お い て伸 びを み せた し,ま た ソ フ トウ ェ アな どサ ー ビス分

野 で も,当 初 予 測 され た程 の後 退 は な く,売 上 げ増 を 遂 げた 会 社 が 出た。

英 国 産業 省(theDepartmentofIndustry)に よれ ば,英 市 場の コ ン

ビ=一 夕売 上 げ高,輸 出 入高 は、,74年 第1,第2・ 四半 期 には 大 幅 な後 退 を

示 した が,第3・ 四 半 期 には これを 盛 り返 す 大 きな 伸 びを 示 した 。74年 第3

四 半期 の コン ピュー タ 本 体 売上 げ 高は,3,900万 ポ ン ドで 第2・ 四半 期 に比

し1,000万 ポ ン ドも増 大 した 。本 体 の販 売台 数 も311台 増 で,1 ,187台

に達 した 。本 体 の輸 出 高 も,300万 ポ ン ド増 大 して1 ,960万 ポ ン ド,台 数

に して78台 増 大 した 。

周 辺 装 置 市 場 は 本 体 市 場 の ほ ぼ倍近 くの規模 に成 長 して きて お り,74年

第3・ 四半 期の 売上 げ 高 は6,100万 ポ ン ドに達 し,第2・ 四半 期 よ り600

万 ポ ン ド増 とな った 。

全 コン ピュー タ 装 置 の 輸 出 入 バ ラン スを み る と,74年 第3・ 四 半 期 にお い

て2,gOO万 ポ ン ドの 赤 字 とな り,74年 上 半 期 の こ の分 野 の 貿 易 赤 字額

3,970万 ポ ン ドと合 わ せ,6,870万 ポ ン ドに達 した 。71年 ,72年,73

年 の 赤字 額は 各 々6,100万 ポ ン ド,3,100万 ポ ン ド,5 ,200万 ポ ン ドだ

か ら,74年 は9ケ 月 間 です で に ごれ を 上 廻 った こ とにな る。 な お本体 のみ の

輸 入 高は,74年 第3・ 四 半 期 におい て は前 期の1,100万 ポ ン ドか ら900

万 ポ ン ドに減 少 した 。 このた め 輸入 超 過 分は,主 と して 周 辺 装 置分 野 にあ る も

の と推 定 され る。

英 国 は コ ン ピュ ー タ分 野 の輸 出増 に取 り くんで お り,国 策 メ ーカ ーICL

をは じめ,NCR,Honeywellな ど も次第 に輸 出を 伸ば して い る 。英 国 で 生
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図1[-1:輸 出市場におけ る各社 の シ ェア

図 皿一2:英 国製 コンピュータの主要輸入 国
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図五一3:英 国におけ るメーカー別 シェア

設置金額 ベース(73年 末現在)

(【DC調 へ)

産 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ の 輸 出 台 数 は,

1974年6月 現 在 の1年 間 で,3,631

台 に 達 し,同 時 点 で の 受 注 も 含 め る と

3,734台 に な る 。 輸 出 市 場 に お け る

メ ー カ ー 別 の シ ェ ア は 図 皿 一一1の よ う

に な る 。73年5月 一74年6月 に お

い て は,特 にNCR製 コ ン ピュー タの輸

出 増 が 目 立 っ た 。 な お 輸 入 先 に つ い て

は,図 皿 一2に 示 した が,ス ペ イ ン お

よ び 日本 が こ の1年 間 に 初 め て 主 要 輸

入 国 と して リ ス ト ・ ア ッ プ さ れ た 。

英 国 の コ ン ピ ュー タ 関 係 者 は,74

年 第3・ 四 半 期 に お け る 実 績 か ら,ハ

ー ド,ソ フ ト両 分 野 に 関 し て75年 も

楽 観 的 見 方 を と っ て い る 。 楽 観 論 の 根

拠 と して は,次 の4点 を 指 摘 し て い る 。

① コ ン ピ ュ ー タ'ビ ジ ネ スは 世 界 市 場

(注)こ の 設 置 ベ ー スは,73年12

月 末 に お け る 全 て の コ ン ピ ュ ー タ ・ シ

ス テ ム を 網 羅 して い る も の で は な く,

あ く ま で 左 記 ベ ー ス に お け る シ ェ アを

示 す 。 な おIDC調 査 で は,73年

12月 の 英 国 の 全 設 置 ベ ー ス と して32

億3,100万 ドル とい う数 字 も あ げ て

い るo
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を カバ ー す る もので あ り,英 経 済 事 情 に よる マ イナ ス分 は,他 の ど こか の市

場 で 補 うこ とがで きる 。

② マ イ ク ・プ ・セ シン グ な ど新技術 導 入 に よっ て,新 しい ア プ リケー ション,

新 しい市 場 が拡大 され つ つあ る 。

③ コス ト節 減 に対 す る 関 心 が高 ま って きて お り,コ ン ピ ュー タ ・ベ ー スの シス

テ ムを 導 入 す る こと で これ を達 成 し よ うとす る 企 業 が増 大 して くる 。

④ 利 用 形 態 が,パ ッチ か ら オ ン ライ ン ・モ ー ドに移 行 しつ つ あ り,デ ー タ 通信

が ブー ム とな っ て い るol

コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビ ス市 場

(1)3年 で 売上 げ高 倍 増

英 国 の コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス産 業 の売 上 げ 高は,1971年 ～74年 の3

年 余 で,ほ ぼ倍 増 した(英 通 産 省 調べ)。74年 の第3・ 四 半 期 の 売上 げ高は,

経済 事 情 の悪 化 にか か わ らず3,188万 ポ ン ドに達 し,3年 前 の 同 四 半 期 と く

らべ,2倍 にふ くれ あ が った 。 コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス産 業 の年 間 売上 げ も,

1974年 は1億3000万 ポ ン ドに達 す る もの と予 測 され,1971年 の

7000万 ポ ン ドか ら約 倍 に な っ て いる 。 な お同 分野 の 売上 げ が1億 ポ ン ドの

レベ ル に達 した のは,1973年 の こ とであ る。

英 国 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビス産 業は,表 皿一一5の よ うに4分 野 に分割 され

て い る。 図 皿一4は,こ れ ら4分 野 の売上 げ 高 の比 率 を 示 した もの だ が,こ こ

数 年 来,各 分 野 が ほ ぼ一 定 の レベ ル を保 って い る こ とが 注 目 され る 。
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表 皿 一5:英 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 内 訳

サ ー ビ ス 区 分 具 体 的 サ ー ビ ス 内 容

① 人 材 ベ ー ス ・サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ

・ コ ン サ ル タ ン ト

・ デ ー タ ・ ブ リ パ レ ー シ ョ ン

②
0ヂ

フ ロ タ ク シ ョ ン ・

プ ロ セ シ ン グ

・ パ ッ ケ ー ジ ン グ ・ プ ロ グ ラ ム

・ カ ス タ ム ・ ビ ル ド ・ プ ロ グ ラ ム

③ コ ン ピ ュ ー タ 時 間

セ ー ノレス

・ ロ ー カ ル ・ バ ッ チ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ タ イ ム

・ リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ タ イ ム

④ そ の 他

図 五 一4に 明 ら か な よ うに,人 材 ベ

ー ス の サ ー ビ ス 分 野 の 売 り上 げ 高 が
,

総 売 上 げ 高 に 占 め る 比 率 は,こ こ 数 年

来 最 高39%～ 最 低35%で 平 均37

%と い う レベ ル を 保 っ て い る 。 同 様 に

プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ プ ロ セ シ ン グ分 野 は,

最 高42%～ 最 低33%で 平 均37.5

%,コ ン ピュ ー タ 時 間 セ ー ル ス は 最 高

23%～ 最 低17.5%で 平 均19%で

あ るo

図 皿一4英 国の コンビ=一 夕 ・サ ービ

ス売上 げにおけ るサー ビス区分

別比率

%
1

'

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

//川/l耐 、†n締 綱

;の他

一

//川/

■Jti† tVi∠ 干

':㌢'

▲∀'」牛1974ヰ

人 材 ベ ー ス ・サ ー ビ ス と プ ・ ダ ク シ ョ ン ・ プ ・ セ シ ン グ の 両 分 野 で,金 売 上

げ の3分 の2を 占め 続 け て い る こ と に な る 。 注 目 さ れ る の は コ ン ピ ュ ー タ ・

タ イ ム の 販 売 分 野 で,こ こは 総 売 上 げ 高 に 占 め る 比 率 は 一 定 して い る もの の,

同 分 野 の 中 で は ロー カ ル ・バ ッ チ と リモ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ・タ イ ム の 売 上 げ

比 率 が は ぽ 逆 転 して い る(図 五 一5)。 つ ま り,1971年 に お い て は,ロ ー

カ ル バ ッチ ・ベ ー ス で の 時 間 販 売 が,総 売 上 げ の17%を 占 め て い た が,74

年 に は わ ず か6%に ま で 後 退 した の に く らべ,リ モ ー ト ・ベ ー ス の 方 は 同 時 期
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間 に6%か ら13%と 増 大 して い る。

(2)ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ 市 場

英 国 で は 最 近5ケ 年 間,ソ フ トウ ェ

ア 会 社 が コ ス ト/パ フ ォ ー マ ンス の 高

い ソ フ トウ ェ ア を 提 供 し よ う とい う気

運 が 高 ま りつ つ あ り,ソ フ トウ ェ ア 会

社 の 統 合 や 能 力 の 拡 大 が 目 立 っ て い る 。

こ う した 傾 向 に 伴 な っ て,ソ フ トウ ェ

図 皿 一5:コ ン ピュー タ ・タ イ ム ・セ ー

ル ス分野 の売 上 げ 比 率 推移
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ア ・パ ッ ケー ジの販 売 高 も拡大 して きて い る。 これは ソ フ トウ ェア会 社 が,ユ

ー ザー の ニー ズ に対処 し よ うと努力 してい る こ とに ょる が
,何 よ りも市 場 に お

け る ニ ーズ,価 格 設 定 な どを積 極 的 に 評価 す る よ うにな ったた め で あ る。

ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケー ジの売 上 げ 高 が総 売上 げ 高 の10%以 上 に達 してい な

い 英 ソ フ トウ ェア会社 は,積 極 的 に欧 州 大 陸 市 場 に乗 り出 し,パ ッケー ジ販 売

額 を 拡 大 しよ うと してい る。 欧 州 のパ ッケ ー ジ市 場は,1980年 まで に

2,580万 ポ ン ドの規 模 に達 す る と予 測 され,こ の うち英 国 は600万 ポ ン ド

を 占 め る もの と見 込 まれ る。 欧 州 の ユ ー ザ ーは,英 ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スの パ

ッケー ジに 関心 を 寄 せ て お り,英 国 企 業 に と っ て 今後 は パ ッケー ジ売上 げ を

伸 す 可能 性 が大 きい。

英 国 に お い ては,ユ ー ザ ー が ソ フ トウ ェ アにつ い て も本 体 メー カ ー に依 存 す

る傾 向 が強 い が,IBMユ ー ザ ーの 場 合 は 独 立 系 ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 か らア プ

リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジを 購 入 す る例 も多 い。 これ は 主 に,① 効 果 的IBM

コ ンパ テ ィ ブル ・ソ フ トウ ェ アの入 手 が 可 能,② 大 半 の市 場 に おい てIBMハ

ー ドウ ェ アが支 配 的 地位 を築 い て い る ピ③ 販 売 活 動 が 活発 な どの理 由 に よる
。

ユ ー ザ ーは ・本 体 メー カ ー ・ ソ フ トウ ェ ア会 社 以外 の ソー ス と して,政 府 や 産

業 分 野以 外 の専 門 機 関か ら も ソ フ トウ ェア を入手 してい るが,こ れ は 無 料 とか

交換 とい っ た 方 式 で の取 引 きで ある こ と が多 い の で,ソ フ トウ ェ ア市 場 の売上
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げ に反 映 して こな い 。

英産 業省 の統 計 では,独 立 系 ソー ス のパ ッケー ジ ・プ ログ ラム販 売 高 は72

年 第2・ 四 半 期 が285万 ポ ン ド・73年 第2・ 四 半 期 が310万 ポ ン ドとな

って い る。 独 立 系 ソ フ トウ ェ ア会社 のパ ッケー ジ の利 点 と して は,① メー カ ー

あ るいは 社 内開 発 の も の よ り安 くて か つ 効 率 的,② 社 内 開発 す る能 力 が な くて

も 簡単 に入 手 で きる な どの 点 が指 摘 され る。

表 五一6:英 国 ユ ー ザ ー の ア ウ トサ イ ド ・ ソ フ トウ ェ ア利 用 状 況(%)

ICL IBM Univac HIS Burroughs NCR その他

ソ フ トウ ェ ア
・ハ ウ ス 41.5

'

64.4 167 36.4 286 20 16.7

本 体 メーカー 93.8 956 100 90.9 85.7 100 75

政府および
専 門機 関

30.8 11.1
一 9.1 143 一 &3

(3)SHA,COSBAが 合 併

1974年 の 英 国 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 分 野 の動 き で 特 に 注 目 さ れ た の

は,同 業 界 の2つ の 協 会,SHAとCOSBAが 合 併 す る こ とで 合 意 を み た こ と

で あ る 。SHA(SoftwareHousesAssociation)は,1970年 初 め,

CAP,SPL,SCSな ど 英 の 有 力 ソ フ トウ ェ ア会 社 が ・ ン ド ンで 会 合 を 開

き,ソ フ トウ ェ ア業 界 を 代 表 す る 機 関 を 設 立 す る こ とを 決 定 し発 足 した 。 英 国

に は これ よ り先 に,COSBA(ComputerServicesandBureauAssoc-

iation)が ソ フ トウ ェ ア業 界 の 協 会 と し て 名 の りを あ げ て い た が,SHAの

メ ン バ ーこに な っ た 企 業 は,COSBAが 英 の ソ フ トウ ェ ア業 界 を 代 表 して,各 企

業 の 利 益 に な る よ う関 係 方 面 に 働 ら き か け て くれ る か ど うか 疑 問 視 して い た 。

1970年 以 来,英 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス分 野 に は,2つ の 協 会 が 存

続 し て きた が,こ の 両 機 関 は 初 め か ら対 立 の 構 え を とっ て きた わ け で は な い 。

事 実SHAのM.J.Bevan会 長(当 時)は,「 我 々はCOSBAやBritish
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●

ComputerSocjetyな ど,他 の機 関 と反 目す るつ も りは な い 。SHAに 加 盟

して い ない 企 業 も,彼 らの要 望 あ る いは 我 々の行 動 に対 す る意 見 を 具 申 して 欲

しい」 と述 べ て いた 。 またCOSBAの 方 で も,「 我 々はSHA発 足 には 興 味 を

持 って いる し,SHAメ ン バ ー とも接 触 して行 きた い 」 との 見解 を 示 して い たo

両 協会 は そ の後4年 余,各 々個 別 の 活動を 展 開 し て き た が,74年4月 に

入 る と,サ ー ビ ス業 界 の 協 会 と して1本 化 し ょ うとす る気 運 が 高 ま り,ま ず,

COSBAがSHAと の 合併 案 を 採 択 した 。SHAで もこれ を 受 け て,メ ンバ ー

の意 見 を 調整 してい た が,74年11月 には,COSBAと の合 併 にっ い て 合 意

に達 した 。 このた め75年 中 には,英 の コン ピュ ータ ・サ ー ビ ス業 界 を代 表 す

る新 しい組 識 が誕 生す る こ とに な る も の と思 わ れ る。

新組 織 の 名称,構 成 は まだ 決 定 して い ない が,SHA,COSBAに 加 盟 して

い な か っ た企 業 も 含 め て,そ の規 模は か な り拡 充 され よ う。 昨 年末 の時 点 で

は,新 協会 は,① コンサ ル タ ン ト,② シス テ ムズ お よび プ ロ グ ラ ミン グ,,③

ビ ュ ・ウ ・オペ レー シ ョ ンお よび フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト,④ コ ン ピュー

テ ィ ン グ ・サ ー ビスの4つ の部 門 か ら構 成 され る との見 方 が 強 い。

lCL(lnternationalComputersLtd)の 動 向

(1)待 望 の ニ ュ ー ・ レ イ ン ジ 発 表

1974年10月23日,ICLは 待 望 久 しか った ニ ュ ー ・ レイ ン ジ と して

2970・2980の2機 種 を 発 表 した 。73年 末,ハ ドソ ンICL会 長 は,

「74年9月 ま で には ニ ュ ー ・ レイ ン ジを 発 表 す る 」 と の声 明 を 出 し て い た が,

10月 に な っ て 「うわ さ の マ シ ン 」 が っ い に 登 場 した もの 。 発 表 に 当 りマ ネ ジ

ン グ ・デ ィ レ ク タ ー のG.ク ロ ス 氏 は 「世 界 で 最 も コ ス ト/パ フ ォ ー マ ン ス が

優 れ た コ ン ピ ュー タ 」 と して,ニ ュ ー ・ レ イ ン ジ に対 す る 自 信 と期 待 を 示 した 。

実 際 ・ 国 策 メ ー カ ー ・ICLに と っ て,2900シ リ ー ズQ成 否 は,そ の ま

ま 同 社 の社 運 を 制 す る こ と に つ な が る とい わ れ る 。 従 来 のICLの 主 力 機,

1900シ リー ズ と シ ス テ ム4は,共 に 開 発 後10年 を 経 た マ シ ンで あ り,世
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界 市 場 で3000台 の 設 置 ベ ー ス を 持 つ が,世 界 の 主 要 メ ー カ ー が 続 々 と新 機

種 を 発 表 す る 中 で は,や は り老 旧 モ デ ル の イ メ ー ジを ぬ ぐい 切 れ な い 。10L

は1900シ リ ー ズ の 機 能 強 化 を 計 っ て 顧 客 の 引 き と め,拡 充 を 進 め る一 方,

5年 の 歳 月 を か け て2900シ リー ズ の 開 発 に専 念 し て きた 。

こ の 間1973年 に は,2900シ リ ー ズ の パ イPッ ト ・マ シ ン と して 小 型

機2903を 発 表 した 。 同 モ デ ル は 海 外 市 場 で の ベ ー ス を 拡 大 し ょ うと す る

ICLに と っ て,大 き な 自信 を 与 え た 。74年 秋 の 時 点ICLは2903を

650以 上 販 売 し,し が も ～この うち63%が 海 外 市 場 へ 納 入 した も の で あ った 。

さ ら に2903の 顧 客 層 は,30%が 従 来 か ら のICLユ ー ザ ー,30%が 新

規 ユ ー ザ ー,残 り40%が 競 争 メ ー カ ー の ユ ー ザ ー と,IOLに と っ て はIBM

を は じ め,他 の 主 要 メ ー カ ー と の 競 争 に も 自信 を も た せ た 。

2900シ リ ー ズ はIBMマ シ ン と互 換 性 を 持 た せ る か 否 を 注 目 され て い た

が,結 局1900シ リ ー ズ で の 政 策 を 踏 襲 し,IBMノ ン ・ コ ン パ テ ィ ビ リテ

ィを 貫 く こ と に な っ た 。 ク ロ ス 氏 は 「IBMと 類 似 の コ ン ピ ュ ー タ を 販 売 し

て い く に は,IBMよ り価 格 を 安 く し な け れ ば な らず,プ ロ フ ィ ッ ト ・マ ー

表 皿 一7:モ デ ル2970,2980の 仕 様

一 →

仕 様 2980 2970

オ ー ダー ・ コー ド ・プ ロ セ ッサ

(OCP)

基 本型 拡 張 型 基 本型 拡 張 型

1 2 1 2

ス トア ・アクセス ・コン トロー

ル(SAC)
1 2 1 2

ス トアマルテ ィブル ・アクセス
●コン トローノレ(S岨C) 2 4 1 3

主 記 憶
1M
バ イ ト

8Mバ イ
ト

768K
バ イ ト

6Mバ イ ト

1900又 は システム4

プ ロセ ッサ/エ ミュ レータ
1 1 一 1

SMA 27Mバ イ ト/秒 16Mバ イ ト/秒

SAC 16Mバ イ ト/秒 16Mバ イ ト/秒

トラ ン ク ・ ラ イ ン 4Mバ イ ト/秒 4Mバ イ ト/秒

ス トア ・ス ピー ド
600ナ ノセカ ン ド

/16バ イ ト

500ナ ノセカ ン ド

/8バ イ ト

価 格 460万 ドル 180万 ドル
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ジ ン とい う壁 にっ き当 って しま う。

IBMの まね を して後 を 追 い か け て も,

も うけ る こ とは で きな い 。」 と述べ て

い るoICLは ニ ュー ・レイ ン ジ発

表 の時 期を 練 りにね った あ げ くに 決定

した もの と見 られ る が,先 ず大 型機2

機 種 を 打 ち出 した 裏 に も,資 金 の確 保

とい う周到 な準 備 が な され て い る。 ニ

ュー ・レイ ン ジは,小 型2903と 大

型2970,2980の3種 が そ ろっ

た わ け だ が,ICLは2903と2970

図 五 一6:ICL2900と 既 存 機 種 の

パ ワー 比 較
マ ル チ プ ロ

セ ッサ

2980

シ ス テ ム2970

1906S

2980

マ ル チ プ ロ

セ ッ サ

2970

門 「「

のギ ャ ッ プを 埋 め る モ デ ルを76年 に かけ て 順 次発 表 して い くもの とみ られ る 。

2970,2980は 政 府 機 関 ・ 大 学 ・ 公 共 事 業機 関 な ど,大 型 システ ム

を 必 要 とす るユ ー ザー 向 け に発 表 され た が,発 表直 後 の時 点 で17台(2100

万 ポ ン ド)の 受注 を確 保,そ の後 英国 内は もちろん,ニ ュー ジー ラン ド(ス テー ト

・コ ミ ッ シ ョン ・サ ー ビ ス) ,南 ア(バ ー ク レイ ・バ ンク)な ど海 外 か らの受

注 も伸 び て い る 。

(2)バ ー チ ャル ・マ シ ン ・ コ ン セ プ ト(VMC)

ICLは2900の 開 発,設 計 に 際 し,あ らか じ め コ ン ピ ュ ー タ.ユ ー ザ ー

の 将 来 の 要 求 を 徹 底 的 に 調 査 した 。 こ の 結 果,① デ ー タ 通 信 機 能,② 使 い 易 さ ,

③ ワー ク ・一 ドの 多 様 性,④ シ ス テ ム 効 率 の 最 大 化,⑤ デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト

機 能,⑥ シ キ ュ リテ ィ,⑦ 新 し い 技 術 の追 加 余 地,⑧ シ ス テ ム変 更 の 柔 軟 性 と

い っ た ユ ー ザ ー の 要 望 が は じ き 出 さ れ た 。ICLが こ れ ら の ニ ー ズ を 満 た す た

め,2900で と っ た の が バ ー チ ャ ル ・マ シ ン ・ ア ー キ テ ク チ ャ ァ と い うコ ン

セ プ トで あ るo

こ れ はIBMな ど の バ ー チ ャ ル ・メ モ リ ・コ ンセ プ トを 拡 張 した も の と考 え
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られ る 。 つ ま りバ ー チ ャル ・メ モ リは,主 記 憶 の リソ ー ス の 管 理 に か か わ る も

の だ が ・2900の コ ン セ プ トは ・す べ て の ハ ー ドウ ェ ア ・ リソ ー ス・ 即 ち 周 辺

装 置,オ ー ダ ー ・ コー ド・ ブ ・セ ッサ,通 信 ネ ッ ト ワー ク,さ らに は ソ フ トウ

ェ ア .,デ ー タ な ど全 ゆ る コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ソ ー ス の マ ネ ジ メ ン トを 指 向 す る も

の で あ る 。VMCは,完 全 な ハ ー ドウ ェ ア に対 す る モ ジ ュ ラ ー ・ス トラ ク チ ュ

ァ ッ ド ・ ア プ ロー チ で あ り,各 モ ジ ュ ー ル は 自動 的 に 特 化 さ れ た 機 能 を 発 揮 し,

各 々P{パ ラ レル に 働 ら くoこ のVMCに よ っ て2900は ・ バ ー チ ャ ル ・々 シ

ン とし て 概 念 的 に 全 く違 っ た 幾 つ か の シ ス テ ム に 分 割 で き,メ モ リ,オ ー ダ ー

コ ー ド ・ ブ ・ セ ッタ,`周 辺 機 器,通 信 装 置 な ど の ハ ー ドウ ェ ア が,ソ フ トウ ェ

ア お よ び デ ー タ ・フ ァ イ ル と 共 に,数 百 の ジ ョ ブ に ょ っ て 共 有 さ れ る こ と が で

き る6こ のた め,ユ ー ザ ー が プ ロ グ ラ ム で あ れ,あ る い は 経 営 者,タ ー ミナ ル

使 用 者 で あ れ,各 々 が あ た か も唯 一 の 利 用 者 で あ る か の よ うな イ メ ー ジ を 持 つ

よ うに な るo

バ ー チ ャル マ シ ン間 に お け る 共 有 の 程 度 を 決 定 す る た め に ,パ ブ リ ッ ク あ る

い は グ ・一 バ ル お よ び ロ ー カ ル と い うセ グ メ ン トが あ り,例 え ば 一 定 の ソ フ ト

ウ ェ ア ・ルニ チ ンは すべ て の バ ー チ ャ ル ・マ シ ン に と っ て は 共 通 で あ り,こ れ ら

図 五 一7:ICLの バ ー チ ャ ル ・マ シ ン ・ コ ン セ プ ト(VMC)
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パ ブ リ ッ ク ・セ グ メ ン トに あ る

コ モ ン ・ソ フ トウ ェ ア

グ ロー バ ル ・セ グ メ ン トに あ る シ ェア ー ド ・

ア プ リ ケー シ ョ ン ・コー ドお よ びデ ー タ

今
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■

■

は パ ブ リ ック ●セ グ メ ン トで 保 持 さ れ

るoグ ロー バ ル ・セ グ メ ン トに つ い て

は,例 え ば あ る コ ン パ イ ラ ー が 多 くの

マ ル チ ・ア ク セ ス ・ユ ー ザ ー に よ っ て

共 有 され る,あ る い は プ ロ セ シ ン グ ・

シ ス テ ム の トラ ン ザ ク シ ョ ン に お い て,

共 有 コー ド・ エ リ ア が 異 な っ た メ ッセ

ー ジ ・エ リ ア で オ ペ レー トして い る 幾

つ か の バ ー チ ャル ・マ シ ン に よっ て 共

有 され て 行 く形 が 考 えら れ る 。 な お セ

グ メ ン トを 共 有 す る 必 要 が な い 場 合 は,

コ ー ドな い し デ ー タが ,た だ ひ とつ の

バ ー チ ャ ル ・マ シ ン に 対 し て サ ー ビ ス

す る ロー カ ル ・セ グ メ ン トに 置 か れ る

こ と に な る0

2900シ リー ズ の ソ フ トウ ェ ア に

図[一 一8:ICL2900シ リ ー ズ の ハ

ド ウ ェ ァ ・ モ ジ ュ ラ リ テ ィ

主記憶 主記憶 主記憶

SMAC・ SMAC SMAC

、

命令 コー ド ・
プ ロ セ ッサ SAC・ ・ SAC

命 令 コー ド ・

プ ロ セ ッサ

'

lll

、 、"

、 ＼ 〆'/

・・ク… ク
.パ ブ

//へ ＼＼
' 、

'、

川1
、

周辺機器コントローラ

*SMAC=ス ト ア ー ・ マ ル チ プ ル

ア ク セ ス ・ コ ン ト ロ ー

ノレ

**SAC=ス ト ア ・ ア ク セ ス ・ コ ン

ト ロ ー ル

関 しては,ICLに よれ ば5000人/モ ジュー ルは 全 て 独 立的 で,2970は

年 とい う力 を 結集 して 開発 した とい わ

れ,特 に オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム

には,強 力 な 開発 陣 の4割 を 投 入 し,

「シス テ ムB」 と称 す るOSが 完成 し

たoICLに ょ る と,ニ ュ ー ・ レイ ン

ジ の売 り物 の ひ とつ と して開 発 した 高

水準 言 語 に よ って,ユ ー ザーは 全 ゆる

16Mバ イ ト/秒,2980は27Mバ

イ ト/秒 とい う最 大 ス ル ー プ ッ ト ・ レー

トで,SMACに ょ っ て 独 立 的 に ア ク セ

ス す る こ とが で き る。2900は こ の モ ジ

ュ ラ リテ ィ に よ っ て,ハ イ ・イ ン ス ト

フ ク シ ョ ン'ス ル ー プ ッ ト,シ ス テ ム

・ リ ソ ー トの 効 果 的 利 用
,ダ ウ ン時 の

回 復 とい っ た 機 能 を 達 す る こ と が で き

るo

仕 事 を 自然 言 語 に近 い 形 で処 理 す る こ とがで きる。 従 来 ア ッセ ン ブ リ言 語 を 必

要 と した トラ ンザ ク シ ョン処理 ル ー チ ンで さえ,こ の言 語 で 可能 と も言 われ る 。

周辺 装 置 に つ い ては,従 来 の1900,シ ス テ ム4の 周辺 装 置を 併用 で きる
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よ う に な っ て い る が,新 シ リー ズ 周 辺

装 置 も用 意 され て い る 。 特 に バ ー チ ャ

ル ・メ モ リ ・ シ ス テ ム を サ ポ ー トす る

固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ ス クFHD-6が 注

目 され て い る 。 な お 新 シ リー ズ 用 周 辺

装 置 は 表 皿 一8の と お り。

図 皿 一一9 ICL2900シ リ ー ズ の ネ

ッ ト ワ ー ク ・ プ ロ セ ッ サ

2900CPU

ISAcll・Aε1
1二 ♪<ご 一1

コ三ユニ ケー ションズ ・

ネットワー ク ・プ ロセッサ

コ ミュニケーシ ョンズ ・ネ ッ ト

ワーク ・プロセッサ

/l1 レi・
1
`

コ ミュニケー ションズ ・ネ

ッ トワーク ・プ ロセッサ

コミュニ ケー ションズ ・ネ

ッ トワーク ・プロセッサ

、、、
、 、 、
、 、 、

、 ゾ 〆
〆 、、
,

1へ

!!、
'
'

∠呂

'
〆
〆
!

、 、

、 、

台 ＼

○
》
)

公衆回線 を使

ったター ミプ

リンター、

し」
リモー ト・ジョブ ・エ ン

ぐ

クラスター ド・ピ トリー ・ステーション

デオ ひシステム

☆SACは2970の 場 合 最 大8,

2980の 場 合最 大16の ト ラ ン ク

・ リ ン ク に よ っ てtt周 辺 コ ン トP－

ラ ー に 接 続 さ れ るo

ぐ
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表 皿 一8:2900シ ス テム に導 入 され た 高性 能 周 辺機 器 一 覧

ダイ レク ト・アクセ ス装 置 キ ャパ シティ 最高伝送速度 平均 アクセス時 間
1

固 定 ヘッ ド・ディスク ・ス トア:FHD-6 6Mバ イ ト 28Mバ イ ト/秒 5.2m秒
_∨
ア ィ ス ク'パ ック:EDS-100 100〃 806Kバ イ ト/秒 38.3〃

デ ィ ス ク ・パ ッ ク:EDS-200・ 200〃 806'〃. 38.3〃

磁気 テー プ ・システム 記録方式
'

公 称 デ ー タ ・ レー ト 『 備 考

MT-120 位相変調方式 120Kバ イ ト/秒 2又 は4個 の トラ ンスポ ー ト

内蔵 コ ン トロール

.MT-200 位相変調方式 200Kバ イ ト/秒 4個 まで の トラン スポ ー ト

NRZI 100Kバ イ ト/秒 取 りは ず し可能 コ ン トロール

MT-320 位相変調方式 320Kバ イ ト/秒 4個 ま での トラン スポ ー ト

取 りは ず し可能 コ ン トロー ル

●

1/0装 置 パ フ ォ ー マ ン ス

カ ー ド ・ リー ダ:CR-1200 1,200カLド/分 ～

カ ー ド ・ リー ダ:CR-2000 2,000カ ー ド/分
r「

カー ド・パ ンチ:CP-100 100カ ー ド/分
一∨ ●

ア イ ジ タ ル ・ フ ロ ツ タ:DP-1 1,800イ ン ク レメン ト/秒

紙 テー プ・リーダ:PTR-1500 1,500キ ャ ラクタ ー/秒

紙 テー プ ・パンチ:PTP-110 110キ ャラクタ ー/秒

ライン ・プ リンタ:LP-1500 1,500行/分(48キ ャ ラクタ ・セッ ト使 用 時)



(3)ICLの 戦 略

ICLは2900シ リーズ に よっ て,世 界 の コ ン ピュ ータ 市 場 に な ぐ り込 み

を かけ よ う と して い る 。Unidataが7000シ リー ズ で迎 え うつ とみ られ る 欧

州 大 陸 市 場 は も と よ り,米 本 国 市場 で さえ2900を 売 ろ うと計 画 して い る。

欧 州 では2900は 「世 界最 高 水準 」 との評 価 も生れ て お り,今 後2960,

2
.950と ライ ン ●ア ッ プが そ ろ うに つれ て ・ 同 シ リー ズ が どの程 度 の販 売実

績 を あげ る か注 目 され る 。

特 .va米本 国 市 場へ の 上 陸 の成 否 が 注 目され る が ・ICLは まず 小 型 機2903

で様 子 観 る齢 を とっ て い る074年11月 ・ モ ン 図 オ ー ル で開 催 され た

カ ,ナ デ ィア ン ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ョ ー で,ICLは2903を 展 示 し,米 国 進

出 の 前 景 気 を あ お い だ 。 さ ら に そ の 直 後,ハ ドソ ンIcL会 長 は,ニ ュ ー ヨー

クで 記 者 会 見 し,米 国 進 攻 戦 略 を 発 表 して い る 。 これ に ょ る とICLの 米 進 出

は;5年 と い う長 期 計 画 で 行 な わ れ る こ とに な6て お り,そ の 段 取 りは 次 の と

お り で あ る 。

・来 本 国 に カ ス トマ ー ・ セ ン タ ー を 設 立 し
,2903の マ ー ケ ッテ ィ ン グ を 進

め る 。 セ ン タ ー で は2903に 関 す る 訓 練,コ ン サ ル テ ィ ン グ な ど様 々'な サ

ー ビ スを 提 供 す る
。 一

・2970,2980を は じ め ,順 次 発 表 され る2900モ デ ル の マ ー ケ ッ テ

ィ ン グ を 行 な う。

・・ICLの ソ フ トウ ェ ア 子 会 社 ,Dataskil社 も,2903な ど の ソ フ トウ ェ

ア ・バ ッ ク ア ッ プ を 行 な うた め 米 国 に進 出 す る 。 、1

・数 年 以 内 に は ,米 国 内 に製 造 施 設 も建 設 す る 。

・カス トマー ・サ ー ビス を 充 実 さ せ ,エ ン ド ・ユ ー ザ ー の 満 足 を 得 る よ うに 努 力

す る 。

米 国 市 場 に は,西 独 のNixdorf,伊 のOhvettiが 子 会社 を 設 立 して 進 出

して い る が,ICLの よ うな 本 体 メ ー カ ー に よ る 本 格 的 進 出は 初 の ケ ー ス で あ
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り,内 外 の 注 目 を 集 め る こ と に な ろ う。 同 時 に 欧 州 で のUnidataと の 抗 争 は,

欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 の 再 編 の 行 方 を 占 う意 味 で も興 味 深 い 。

ICLは 欧 州 大 陸 に は 特 に 関 心 を 示 して お り,昨 年 の 受 注 増 の 多 くは 同 市 場

で 達 成 して い る 。75年 に は,欧 州 で の マ ー ケ ッ テ ィ ン グ を 一 層 円 滑 に す る た

め,EuropeanDivisionと 称 す る 新 事 業 部 門 を 設 立 す る と発 表 した 。 大 陸

で の 販 売 は これ ま で,WesternEuropeanDiv(WED)と,Northern&

EasternEuropeanDiv(NEED)の2つ の 部 門 で 行 な っ て い た が,新 部 門

は これ を統 合 す る も の 。 な お,新 部 門 が カ バ ー す る市 場 は 次 の と お り。 仏,西

独,オ ー ス ト リ ア,ベ ル ギ ー,ギ リ シ ャ,ス ウ ェ ー デ ン,ス イ ス,デ ン マ ニ ク,

オ ラ ン ダ ・ ソ連,ポ ー ラ ン ド,チ ェ コ,そ の 他 コ メ コ ン 諸 国 。

表 皿 一9:ICL2903の 仕 様

■

■

主 記 憶 デ ィ スク装 置 その他周辺装置
♪

言 語,OS

MOSセ ミ コ ンダ 10Mキ ャ ラクタ ・ ラ イ ン プ リ ン タ ー RPG皿
.

ク タ ー
一の固定お よび交

(300行/分) Cobo1

16K～48K 換型デ ィスク装置 ・磁気 テ ー プ Fortran

・24ビ ッ ト ・ ワ (250Mキ ャ ラ ・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー
Algol

－ ド クター まで拡大 可 ・最大8台 までのデ ExecutiveO .

(サ イ クル ・タ イ 能) 一 夕 ・ エ ン ト リ ーL
お よび

ムU40nsec) 用CRTタ ー ミナ Executive1 ,

ルが接続で きる。

A

最 小 機 器 構 成

CPU.16K 10Mキ ャ ラクタ ー ・300行/分 プ リ

ン タ ー

・ カ ー ド ・ リ ー ダ ー
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表 皿 一10:ICL2970,2980と 競 合 機 種

IBM ICL Unidata Honeywell Univac
'CDC/NCR

Burroughs

370/168 2980 一 66/80 1110
Cyber76

Cyber175
B7700

370/158 2970 CIIIri's80
6⇔イ60

6碗0
1108

Cyber174

qyber173

B6700

B5700
A

370/145 1904S.4/72 7,750 6(シ20 1106
Cyber172
Century300

B4790

370/135 1903T.4/52 7,740

辱

2060 90/70 Century251 B4700

370/125 1902T 7,730 64/10.2050 90/60 Century201
B3700

B2700

370/115 1901T 7,720 64/20.2040 90/30 Century151 Bl728

S.3/15 2903 一 62/60 90/30
、
Century151 B1726

S.3/10 2903 404/3 62/40 一、 Century75 Bl714

S.3/6

.

一 一 6レ 勺0

6L/58

一 Century8200 B700

3790 MTC7500
一 Mrs750b 一 一 一

3735
一 300 Mrs7500 Usc500 299,399 TCseries

■ ◆ ■
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さてICLは,2900シ リー ズ で

再 度 独 自の道 を 歩 み 出 そ うと して い る

が,一 方 では 他 企 業 との 提携 も進 め て

い る。 この 中 で74年 に最 も注 目 され

るのは,CPI(ComputerPeri-

pheralInc)へ の 参 加 で あ ろ う。

CPIは,CDC,NCRが 折 半 ,出資

で 設 立 した 周 辺 装 置 の 開発,製 造 会 社 。

ICLの 参 加は,CPIの 株 式 の3分

の1を 獲得 す る とい う形 で行 な われ た

が,こ れ に ょってICL周 辺 装 置 が,

質 量 面 で向上 して い くこ とは まち が い

な いoICLは2903で 米 国進 出 を

敢 行 した が,周 辺装 置をCPIか ら入

手 で きれ ば,コ ス ト面 でず っ'と有 利 に

図 ■-10:ICLの 売上 げ,利 益(税 引

前利益)推 移

000万

ポ ン ド

000万

一

一レ 〆
/
11,500

売上げ

捻 蒜
15,400

鳳 ㎞

9,200

一 ～ 一 　
1一

500万 一

一
「

1,240
!1,221

000万
一

税引育渕益

852

500万 ^レ /542
765

335

0
1968196919701971197219731974

な ろ う。 な おCPIは 英 国ICLの 参加 に よ って,英 国 内 に も生産 施 設 を設

置す る こ とにな る。

ICLの 戦 略 で も うひ とつ 注 目 され る のは,英 政 府 の助 成 金 とそ の 返還 で あ

る。ICL自 身 は 政 府 の サ ポ ー ト資金 を ベ ー スに,ニ ュ ー ・ レイ ン ジの 開発

に成 功 し,今 後 は これ を 返 還 して行 く一 方,近 い将 来 には 政 府 援 助 を 受け ず に

一 人 立 ち して行 こ うとい う構 想 を も って い る
。 現 在 の とこ ろ,小 型2903お

よび2970,2980の 受 注 ペ ー スは 好調 で,ICLの 作 戦 通 りに事 は 運 ん

で い る よ うに思 われ る。 もっ と も ニ ュー ・レイ ン ジは,全 機 種 が 完 成 した わ け

では な く,今 後 は よ り競 争 の 激 しい レイ ンジを 開 発 して行 か な け れ ば な らな い 。

こ の 間は 政 府 の サ ポ ー トに頼 る こ とに な ろ うが,英 政 府は74/75年 の コン

ピュー タ産 業 サ ポ ー ト資金 と して,1437万 ポ ン ドを 打 ち 出 して お り,こ の

うち1020万 ポ ン ドと大 半 がICLに 充 当 され る 予定 だ 。 図皿一11お よび 表
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五一11は,.英 政 府 の コン ピュー タ産 業

助 成 金 と そ の 内訳 を 示 した ものだ が,

特 別 待 遇 のICLが,こ れ を ど う生 か

してい くか 注 目 され る。

表 皿一11:英 政 府 の コ ン ピュー タ産 業助 成

金 内訳(74年,75年)

(単 位:千 ポ ン ド)

1974イ5 1973φ

ICL 10200 9,450

ア ドバ ン ス ト・

コン ピュータ技術
400 610

s

ソフ トウ ェア ・プ

ロダクツ計 画
150 60

ア プ リケー ション

プログラム&

ソ フ トウェア開発

450 780

CivilService

Department
530 200

Co叩uterAided

DesignCentre
1,320 970

NationalComp-

utingCenter
1,150 1,060

extrarrnural

contracts
170 140

合 計 14,370 13,270

図 皿一11:英 政 府 の コ ン ビ=一 夕産 業助 成

金 推 移

(単位1百 万 ボ ン ド)17

16

15

4

3

2

1

0

9

1

1

1

1

1

.

7

(単位:百 万ポン ド)

16.82

5

4-
1969/7070/7171/7272/7373/7474/75年

※ICLに 対 す る サ ポ ー ト 資 金 は,

73/74が945万 ポ ン ド,74/

75年 が1020万 ポ ン ド
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仏 国

設 置 状 況

仏 の 政 府 機 関COTTI(theCo㎜ission'duTraitmentetdela

Transmissionde1'Information)の 調 査 に よ る と,1974年1月1

日 現 在 の 仏 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は10,842台 で あ る 。 ・これ を 価 格 ク

ラ ス(買 取 り)別 に み る と 表 皿一12の よ うに な り,全 体 で は 前 年 よ り19.5%

増 と な った 。 最 も大 き な 伸 び 率 を 示 した の は ・22,000ポ ン ド以 下 の 小 規 模

シ ス テ ム で,実 に 前 年 よ り73%増 を 達 成 した 。

表皿一12仏 の 汎用 コ ン ピュ ータ 設 置状 況(価 格 別)

価格クラス £4.35K～

21.8K

£218K～
122K

£122K～
610K

£610K～

1800K
合 計1

〈台:数 〉 台
」

73年1月1日 ,1,647 5,195 1,805 425 9,072

74年1月1日 2,852 5,596 1β08 586 10,842

〈年間伸び率〉 %

1972 39.5 11.5 一2
.5 47.5 13.5

1973 73 7.5 0 38 19.5

〈設置比率〉 . %
'

73年1月1日 1&1 57.3 16.9 4.7 100

74年1月1日 26.3 51.6 16.7 5.4 100

(COTTI調 べ)

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 以 外 の 設 置状 況 を み る と,5000ポ ン ド～25,000ポ

ン ドの オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ が16,300台,5 ,000ポ ン ド以 下 の カ ル キ

ュ レ一 夕 ー お よ び ア カ ン テ ィ ン グ ・マ シ ン が12 ,000台 と な っ て い る 。

COTTIは 周 辺 装 置 の設 置 状 況 も調 査 して い る が,表 皿一13は こ れ を ま とめ た

も・の 。
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表 皿一13:仏 に お け る周辺 装 置 設 置状 況(74年1月1日)

装 置 設 置 台 数

〈 オ ン ラ イ ン 〉

ラ イ ン ・ プ リ ンタ 13,159

カ ー ド ・ リ ー ダ ー 9,861

カ ー ド ・ パ ン チ 3,919

テ ー プ ・ ドラ イ ブ 14,331

カ セ ッ ト 552
一"

ア イ ス ク ・ パ ッ ク 12,881

ブ イ ッ ク ス ト ・ デ ィ ス ク 1,224

補 助 メ モ リ 537

〈オ フ ライ ン〉

カ ー ド ・ パ ン チ 52,395
P
シ ン グ ル ・ ス テ ニ シ ョ ン磁 気 6,382
_"

ア ィ ス クorカ セ ッ ト

〈通 信装置 〉

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル 12,867

ァ ン イ ン テ リ ジ ェ ッ ト ・ タ ー ミ ナ ル 4,152

(COTTI調 べ)

仏 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は,IBMとHISBul12社 に 席 巻 さ れ て い る 感 が

あ る 。COTTIに よれ ば,月 間 レン タ ル 料 が1500ポ ン ド～2500ポ ン ド

の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 で は,IBMが50%強,HISBullが30%の シ ェ ア

を 持 っ て い る 。 また 月 間 レン タ ン 料500ポ ン ド～1000ポ ン ド,1000

ポ ン ド～1500ポ ン ドの 市 場 に お い て も,IBM,HISBullの 合 計 シ ェ

アは,前 者 で48%,後 者 で80%と 圧 倒 的 に大 き い 。 な お 図 五一12は,

Quantumお よ びIDC社 の マ ー ケ ッ ト ・ シ ェ ア 調 査 だ が,や は りIBM,

HISBul1の 優 位 に 如 実 に 示 さ れ て い る 。
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図 五一12:
… 仏 に お け る メー カー別 シェ ア

設 置 金 額 ベ ース 比(73年12月)

(1)IDC調 べ

その他欧州メーカー

B・ ・竺。ughs

(38φ)

(2)Quautum調 べ

Siernens

Phl1」ps

(注)こ の 設 置ベ ー スは,73年12月 末 に

おけ る全 て の コン ピュー タ ・シス テ ムを網

羅 して い る もので は な く,あ くまで上 記 ベ

ー ス にお け る シ ェアを 示す 。 なおIDC調

査 では73年12月 の 仏 の全 設 置ベ ー ス と

して30億1200万 ドル とい う数字 もあ

げ て い る。

図皿一13:仏 の汎用 コン ピュータ設置台数
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仏 政 府 機 関 の コン ピュ ータ 設 置 台 数 を み る と,72年 末 が780台,73年

末 には15%増 で900台 に 達 した 。 政 府市 場 に おけ る メ ー カ ー 別 シ ェアは,

表 皿一14の とお りでIBMが40%と2位 のHISBull(12%)を 大 き く

引 き離 してい る。仏 政 府 は,国 産 コ ン ピュー タ の 育成 を 叫 ん で い る が,政 府 機

関 にお け る 設 置状況 で は,CIIは わ ず か9%で あ り,米 国 籍 メー カ ー が圧 倒

的 強 さを みせ てい る。 な お 仏政 府 関係 者 は,仏 政 府 市場 にお け るCIIの シ ェ

アを 拡大 す るた め,何 らか の方 策 を 採 用 しよ うと してい る 。75年2月 に ジャ

ック ・ ミラー 首相,ミ ッ シ ェル ・ ドル ナ ノ産 業大 臣,シ ャ ン ・ピエ ール ・フ ォ

ル カ デ大 蔵 大 臣3者 の 会 合 で も,CIIに 対 す る 財政 援 助 の外 に,政 府 機 関 と

の契 約 とい う形 で も援 助 し よ う とい うこ とで意 見 の一 致 を み た 。

な お仏 の軍 部 にお け る コ ン ピュー タ
表1[-14:仏 政府市場 におけ るメーカー

利 用 では ・や は り国策 メ ー カ ーCII別 シェア(73年 末)

が トッ プ の 座 を 占 め て い る 。 仏 軍 部 の

コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は153台 だ が,

CIIは こ の うち32%を 占 め,IBM

(32%)と 共 に ト ッ プ,以 下Univac

18%,Burroughs5%,CDCO.5

%と な っ て い る 。 また 仏 軍 の 中枢 で あ

るDMA(DelegationMinisteriale

de1'Arament)に は,114台 の

コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ て い る が,

28%のIBMを 引 き離 して い るo

IBM

HISBull

CDC

Univac

CII

そ の 他

40

12

CILは こ の うち39%の シ ェ ア を 有 し,

⑰

仏 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 政 策 とClI問 題

.情 報 局 の 解 体

74年 に お け る 政 府 の 施 策 で 最 も 注 目 され た の は,情 報 局(theDelegation

al'Informatigue)を 解 体 した こ とで あ る 。 同 局 は こ れ ま で 仏 の コ ン ビ ュ
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一 夕政 策 に関 しては
・最 も重要 な機 関 と考 え られ て きた し,モ ー リス ・ア レグ

レ氏 の指 揮 の下 で ・CIIな ど仏 国 産 コ ン ピュー タ産 業 の発 展 に多 大 の 貢献 を

果 して きた 。

情 報 局 解 体 の理 由 に つ いて は,比 較 的 不 明な 点 もある が,産 業省 の電 子 お よ

び デ ータ 処 理 担 当局 と,機 能 面 で か な り重 複 して い る とい うの が理 由の ひ とつ

にあ げ られ て い る。情 報 局 の解 体 を 決定 した 仏 内 閣 の会 議 の後 ,仏 の国 産 コン

ピュ ー タ産 業政 策 には 何 ら変 更 が ない 旨の ステ ー トメ ン トが 出 され た が
,業 界

では 情 報 局 解 体 に伴 な っ て政 策 面 は じめ他 の分 野 で 何 らか の変 化 が 出て くる の

では な い か とい う不 安 も取 沙 汰 され た。

中で も情 報 局 と首 相 とを 結 ぶ直 接 ラ イ ンが 消滅 す る とい うこ とが ,関 心 を集

めた 。 とい うのは 情 報 局 は,コ ン ピ ュータ政 策 に関 す る 独 立 政府 機 関 と して
,

産 業 省 が決 定 した 政 策 が適 切 で な い と判断 した 場 合 ,首 相 に直 接 ア ピー ル して,

これ を 変 更 す る よ う要 請す る こ とが で きた か らだ。

今 回 の 解 体 に よ っ て 最 大 の 影響 を 受 け る と一般 に 受けとられたのは ,仏 の国

策 コン ビ一 夕 ・・ 一 カ ーCI・ だ が,1司 社 の スポ ー ク スマ ンは ,事 態 を楽観

視 して い る 。同 社 では,情 報 局 の ア レグ レ氏 には 多 大 の恩 恵 を 受 けた が
,産 業

省 で電 子 お よび コ ン ピュ ー タ を担 当す る ペ リン 臣民(Jean-ClaudePelissol
o)

とも親 交 が あ り,同 氏 を信 頼 して い る と述 べ て い る 。 さ らにCIIの スポー ク

ス マ ンは,情 報 局 の解 体 お よび 今後 の 展 望 にっ い て 次 の よ うに述 べ て い る
。

・仏 政 府 のEDP政 策 は ,現 在 第1段 階を 終 了 し よ うと して い る。 第1段 階は
,

仏 政 府 お よび 産 業 界 に お い て,EDPの 全 般 的振 興 を計 る とい うもので あ り
,

これ に 関 しては ア レグ レ氏 の果 した 功 績は 極 め て大 きい もの が あ
った 。

・Unidata社 に対 す る 仏 政 府 の 政策 には
,今 回 の情 報 局 解 体 に ょる変 化は全

くな い もの と考 え られ る ・U・id・t・ に 関 しては,政 府 レベ ル で の話 し合 い が進

め られ て お り,ド ル ナ ノ(Micheld'Ornao)産 業大 臣 と西独側 大 臣 との接

渉 も好 くい って い る 。

・首相 へ の直 接 交 渉 ラ イ ンが消 滅 す る のは 事 実 だ が
,コ ン ピュータ 政 策 に関 す
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る意 志 決 定 の一 本 化 の メ リッ トを考 慮 すれ ば,差 引 き勘 定は 十 分 合 うもの と言

え る。

・産 業 面で 電 子 お よび コ ン ピュ ータ を 担 当す る ペ リン ・氏 は ,セ ー ル ス ・エ ン

ジニ アの 豊富 な経 験 を 持 って お り,同 氏 の抜 て きは,仏 製 コン ピュ ータ の 輸 出

に力 を入 れ る こ とを 意 味 して い る と伝 え られ るが,CIIと しては,同 氏 の オ

ー ル ラ ウ ン ドな能 力 を 評 価 して い る。

さて仏 政 府 は,74年 に情 報局 解 体 とい う思 い き った 手 を 打 つ一 方,ソ 連 政

府 と超 大 型 機 の共 同 開 発 に関 して 話 し合 い を 進 め る な ど,海 外 諸 国 との 提携,

協 力 に も積 極 的 姿 勢 を見 せ て い る。仏 の コン ピュー タ政 策,コ ン ピュー タ産 業

は,国 策 メー カーCIIを 中心 に 展 開 して い くこ とは,今 後 と も変 りな い もの

とみ られ るが,同 社 は74年 に,財 政 難 さ らにはHISBullと の 合併 な どが

取 沙 汰 され,大 きな 関 心 を呼 ん だ 。

CII問 題

CII(theCompagnieInternationalepourl'Informatique)

は1966年12月6日,周 辺 装 置 メ ー カ ーSPERAC,エ レ ク トPニ ク ス

お よ び オ ー トメ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム ・ メ ー カ ーSEA,同 じ くCAE3社 の 合

併 に よ っ て 設 立 さ れ た 。 これ ら3社 は 各 々,Thomson-CSF,CGE,

Schneiderの 子 会 社 で あ る 。 主 要 株 主 はThomsonお よ びCGEの2社 で,

両 者 はFininforと い う 持 株 会 社 を 設 立 して,CIIに 参 画 して い る 。 他 の 株

主 と して は,産 業 開 発 省(IDI),Schneider,Kali,St-Thereseが あ

る(図 皿一14)。
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図皿一14:CII株 主 構 成

IDI(産 業開発省)

Schneider

12.2%

=

Thomson

Kali

1.6%

St--Therese

*Fininforへ の 出 資 比 率 は,Thomson52%,

CGE48%

CIIは,設 立 の翌 年(67年)に 発 足 した 仏 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 産 業 振 興

策 プ ラ ン ・カ ル キ ュル に よ っ て 援 助 を 受 け,同 年Xeroxのsigma7の 製 造 ラ

イ セ ン スを 得 て10070を 発 表 した 後,IRIS45,55,60,80な ど の シ

リー ズ,軍 事 用 シ ステ ムIRIS35M,同55M,ミ ニ ・ コ ンMITRA15な ど

を 発 売 して きた 。 こ の 間 八 ン ガ リ ィ,ル ー マ ニ ア な ど 東 欧 諸 国 と ラ イ セ ン ス 協

定 を 結 ぶ 一 方,71年 に 開 始 さ れ た 第2次 プ ラ ン ・カ ル キ ュ ル で も引 き続 き 政

府 の 助 成 金 を 受 け る こ と に な っ た 。

74年 は こ の 第2次 プ ラ ン ・カ ル キ ュ ル が 終 了 す る 年 で も あ っ た が,CII

の 財 政 悪 化 が 表 面 化 し,大 手 株 主 の 対 立,他 社 との 合 併,政 府 援 助 を め ぐ っ て

一 大 論 争 を 巻 き起 した 。 同 社 は73年 に
,前 年 比47%増 の12億400万 フ

ラ ン の 売 上 げ を あ げ た が,900万 フ ラ ン の 欠 損 を 出 した 。CIIは75年 か

ら 新 規 の プ ラ ン ・カ ル キ ュ ル が 開 始 され る こ と もあ り,仏 政 府,Thomson,

CGEの 大 手 株 主 に対 し,資 金 援 助 の 増 額 を 申 し込 ん だ が,株 主 の 思 惑,

Unidataに お け るCIIの 勢 力 に 関 す る 仏 の 思 惑 な ど か か ら ん で,CII問

題 が 一 挙 に 表 面 化 した 感 が あ る 。

中 で も注 目 され た の が,ThomsonとCGEの 対 立,HISBullと の 合 併 案
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で あ る 。 両 社 は 前 記 の よ うに,持 株 会 社Fininforを 通 じ てCIIに 出 資 し て

い る が,・Fininforを 解 消 し て 直 接CIIに 参 加 し,CIIを 一 層 強 力 に 援

助 す る,・ 米 国 籍 メ ー カ ー と 合 併 し,Unidataに お け るCIIの 立 場 を 強 力 な

も の とす る とい っ た 政 策 で,こ と ご と く意 見 が 対 立 した 。ThomsonはCII

に 援 助 に 関 し て,仏 政 府 の 政 策 に 従 う と表 明 した が,CGEは 場 合vaよ っ て は

CIIか ら 身 を 引 く と い う見 解 も述 べ た 。 こ の 裏 に は,CGEに と っ てSie-

mensは 電 気 通 信 機 器 分 野 に お け る 欧 州 最 大 の競 争 相 手 で あ り,CII援 助 を

通 じ てUnidataを 援 助 す る こ と に な り,こ れ が 間 接 的 にUnidataに 参 加 し

て い るSiemensを も 支 援 す る と い う懸 念 が あ っ た 。

Unidataを 構 成 し て い る の は,Siemens,Philips,CIIの3社 だ が,

表 五一15に 示 さ れ る よ うに,CIIの 勢 力 は 他2社 に く らべ る と圧 倒 的 に ノ」・さ

い 。 こ の た めCIIの 力 を 強 く し て,Unidata内 部 に お け る発 言 力 を 増 大 し ょ

うと い う動 き が で て きた 。 そ の ひ とつ の 手 段 と して 考 え られ た の がHIS・Bul1

と の 合 併 で あ る 。 これ はCIIに と っ て は,技 術 面,財 政 面 で 一 挙 の強 化 策 に

な る こ と,ま たHIS・Bullは 仏 市 場 を は じ め 欧 州 に 多 大 の 関 心 を 持 っ て い る と

こ ろ か ら,か な りの 真 実 味 を お び て と ら え ら れ た 。

表 五 一15:Unidata構 成3社 の 勢 力 比 較

売 上 げ 高 従 業 員 数

CII

Phihps

siemeus

2億7000万 ドル

80億 ドル

54億 ドル

8,000人

402,000人

(13,000)*

30竃000人

(16,000)*

*か っ こ 内の 数 字は,コ ン ピュ ー タ部 門 だけ の従 業 員 数

74年9月 のHoneywellの ス テ フ ァ ン ・キ ー テ ィ ン グ社 長 の 訪 仏,さ ら に

ジ ャ ン ・ ピエ ー ル ・ ブ ル ー ルHIS・Bull社 長 が,CII吸 収 に 関 心 を 寄 せ て い
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る と も伝 え られ,両 社 の 合 併 は 各 々 の 所 有 率 が519・,49%と い う2っ の 企

業 を 新 設 す る と い う案 が 伝 え られ た こ と もあ っ た 。 しか し結 局,HonLeywell

本 社 がCIIと の 合 併 に 難 色 を 示 し こ こ と,ま た 仏 政 府 に と っ て も,HISの

合 併 は,① ソ ー ル ズ 工 場 の 閉 鎖,② 開 発 の 主 導 権 を 握 られ る,③ 合併 に 際 して

多 額 の 出 資 を 迫 ら れ る な ど の 点 が 予 想 され,極 め て 高 くつ く と こ ろ か ら,こ の

計 画 は 一 応 棚 上 げ と な った 。

しか しUnidataに お け るSiemensの 勢 力 が,'CI'1に く らべ て 格 段 に 大

き い 点 を 考 慮 した 場 合,仏 は、今 後 もCIr強 化 の 一 環 と し て,HIS・Bullな ど

と の 合 併 を 計 画 す る 余 地 は 残 っ て い る 。75年 に 入 る と,ぺ'リ ソ ・氏 ぽsie-

mensに 対 して 次 の よ う な 非 難 を ぶ っ け て い る。 つ ま りCIIは,Unidata協

定 に 基 い て,仏 市 場 に お い て4004

図 ■-15:HISBu11の 業 績推 移
シ リー ズ な どSiemens製 コ ン ビ ュ ー ・(単 位:1億 ドル)

タ の 販 売 実 績 を あ げ て い る が,Siemens

6億 ドル

は 西独 市 場 で,CIIコ ン ピュー タ の

販 売 を さ っぱ り拡 充 して い な い とい う

もの 。Unidataは,IBMに 対 抗 して5

3社 が結 束 しょ うとい うも のだ が,国

境 を 越 えた3社 の寄 り合 い だ け に,内4

部 に おけ る勢力 争 い,各 国 政 府 の思惑

が か らん で,難 しい 問 題 も現 出 して き 3
て い る 。HIS・Bullex,図ff--15ua

示 さ れ る よ うに,売 上 げ,純 益 と も 順

2

調 に 伸 び て お り,し か もそ の 株 式 所 有 ・

率 が,米 国Honeywel166%,仏 の

MachinesBul134%と,仏 も 参 画1

し て い る と こ ろ か ら,現 在 の と こ ろ で

はCIIの 相 手 と して は 理 想 的 存 在 で
0

1972

純 益

O.238

19731974
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あ ろ うo

仏 政 府 は75年 に 入 っ て も,HISBullに よ っ てCIIを 強 化 し よ う とい う

計 画 を 捨 て て い な い 。HISBull/CII合 併 の ケ ー ス が あ る と して,ど ち

らが 吸 収 す る の か,あ る い は 具 体 的 に ど ん な 形 でHISBullとCIIが 結 び

つ くの か は 判 然 と し て い な い が,仏 政 府 に と っ て は,や は りHエSBullの コ

ン ト ・一 ル 権 を 握 る の が 理 想 的 で あ ろ う。 伝 え られ る と こ ろ で は,仏 政 府 は ま

ずMachinerBullの 株 式 の51%を 取 得 し(同 社 はHISBullの34%を

所 有 して い る),次 い でHoneywe11と 交 渉 して,HISBullの17%の 株

式 をHoneywellか ら 買 収 し,HISBullの コ ン トロー ル を 仏 の 手 に入 れ よ う

とす る計 画 を 持 っ て い る 。 ま た こ の 案 は(っ ま り仏 側 がHISBullの51%

の 株 式 を 所 有 す る こ と),Honeywe11側 が 仏 に 申 し 出 て い る と も伝 え られ,

75年 に 入 っ てCII/HISBull合 併 が 再 度 浮 上 して き た 。

さ てCII問 題 は,Thomson,CGEの 対 立,HISBullと の 合 併 の 外 に

も,・ 仏 原 子 力 委 員 会(CAE)の 参 加,・siemensに よ る 吸 収,・ 本 体 分

野 か らの 徹 退,・ イ ラ ン か ら の 財 政 援 助 な ど様 々 な 論 議 を 呼 ん だ 。 しか し74

年 末 に,ジ ス カ ー ル デ ス タ ン大 統 領 が コ ン ピ ュ ー タ 産 業 を 発 展 さ せ るた め に 必

要 な 措 置 を とる こ とを 決 定,ド ル ナ ノ 産 業 省 大 臣 に 同 決 定 を 実 行 す るた め の 措

置 を 要 請 し,CII援 助 を め ぐる 問 題 は 一 応 の け りが つ け られ た 。75年 か ら

新 た に 出 発 す る 仏 の コ ン ピュ ー タ 政 策 が,ど ん な 形 を と る か 注 目 され る 。

ClubdelaPeri-lnformaticue

同 ク ラ ブは1973年,仏 政 府 の キ モ 入 りで 設 立 され た も の で,主 と して 仏

の 周 辺 装 置 メ ー カ ー,ミ ニ ・ コ ン ・メ ご カ ー な ど が メ ン バ ー とな っ て い る 。 同

ク ラ ブ の 会 長 は,仏 の ミニ ・ コ ン ・メ ー カ ー,IutertechniqueのJaques

Maillet社 長 だ が,同 氏 は ク ラ ブ の 目 的 を,ミ ニ ・ コ ン お よび 周 辺 装 置 メ ー

カ ー の 協 力 体 制 を 設 立 し,リ ー ス契 約,輸 出 振 興,ア フ タ ー ・サ ー ビ ス 面 で,

メ ン バ ー の 利 益 を 計 る も の と説 明 して い る 。
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同 ク ラ ブは,74年 に活発 な 活 動を 展 開 した が,中 で も注 目され る も の と し

て,① 英,仏2ケ 国 語 の コモ ン ・カタ ・グ作 製,② リー ス契 約 を バ ック ア ッ プ

す るた め の金 融機 関設 立(75年 中 には 営業 開始 の予定),③ 北 京 の展 示 会 に

ジ ョイ ン ト・ブー スで展 示 な どが あ った 。 これ らはす べ て,主 として 仏製 ミニ

・コ ンお よび周 辺 装 置 の輸 出 振 興を ね ら った ものだ が,同 ク ラ ブは,仏 国 内 に

対 す る他 国 の メ ー カ ー の進 出 に も気 を配 って い る。

74年 に同 ク ラ ブがや り玉 にあ げ られ た のは,オ ラン ダのPhilips社 で あ

る。 とい うのは,同 社 がUnidataの 商 標 を つ けた 小型 機を 発 表 し,こ れ を仏

お よび 西独 市 場 で も売 りま く り うと した か らで あ る。同 ク ラ ブでは,Unidata

の統 一 レイ ン ジ,7000以 外 の マ シ ンに,Unidataの 名 前を つけ て 販 売 す る

のは,明 らか に不 当 な競 争 だ と して い る。Unidataと い う組 織 には,CIIを

通 じて 仏 政 府 が参 加 してお り,仏 の ミニ ・コ ンお よび周 辺 装 置メ ーカ ー が,そ

のUnidataの 名 前 に よ って不 利 益 を こ うむ るのは お か しい とい うわ け だ 。 同

ク ラ ブでは,海 外 市 場 で仏 製 製 品 の宣 伝 を 行 な う一 方,仏 国 内 で の不 当競 争 に

対 して も,今 後 とも仏政 府,競 争 相 手 に積 極 的 に働 ら きか け てい く構 え で あ る。

提 携を 拡 大す る ソフ トウエ ア業界

仏 の 大 手 ソ フ トウ ェ ア会社 は,72

年 頃 か ら,国 内 で の 提携,合 併,英 ソ

フ トウ ェ ア会社 との 提携 を 行 な って い

る が,74年 に も注 目すべ き幾 つ か の

出来 事 が あ った 。

仏 国 内 お よび英 仏 間 の ソ フ トウ ェ ア

業 界 の最 近 の 再編 動 向 を ひ ろ って み る

と,ま ず72年 秋 に仏SLIGOSと 英

Hoskynsグ ル ー プが,販 売 お よび技

術 部 門 で協 力 体制 を取 り結 ん だ こ とが

図 五一16:仏,英 の ソ フ トウ ェア業界 再

編図
く仏〉 <英>

72年 秋
SLIGOSHoskyns(販 売

,技 術面 で協力)

72年 秋

73年8月

一167一

、



あ げ られ る 。 こ の 協 定 に よ っ て,両 社 の 販 売,ス タ ッ フ交 換,マ ル チ ナ シ ョ ナ

ル ・ プ ロ ジ ェ ク トで の 協 力 を 進 め る こ と に な っ た が,こ れ が 呼 び 水 と な って,

仏STERIAと 英SPLが 業 務 提 携 に ふ み き った 。 な お 同 提 携 に は,STERIA

の ベ ル ギ ー 子 会 社,Steriabelも 参 加 した 。

73年8月 に は,仏 の 大 手 ソ フ トウ ェ ア 会 社,CISIとSogetiが 部 分 的

合 併 を 発 表 した 。CISIは 仏 原 子 力 委 員 会 の傘 下 に あ る が,発 表 に よ る と,

CISIがSogeti株 式 の34%を 取 得 し,将 来 は 単 一 の 企 業 と し て 合 併 す る

計 画 で あ る 。 これ よ り先 に,Sogetiは 英 のSciconと 提 携 に 関 して 話 し合

・い を 進 め て お り
,CISI/Sogeti合 併 計 画 は,欧 州 最 大 規 模 の ソ フ トウ ェ ア

会 社 に 発 展 す る 可 能 性 を 秘 め て い る 。 .・

74年 春 に はp.SogetiとCAP仏 が 合 併 案 を 発 表 した 。 こ の 両 社 は,73

'年 中 に も 提 携 を 拡 大 して き て お り
,同 年 末 ま で にSogetiがCAP仏 株 式 の

4・7%を 取 得 して い た 。 発 表 で は,両 社 が 新 た に 合 弁 会 社 を 設 立 して,そ れ ぞ

れ の 資 産 を 全 て 新 会 社 に 移 行 す る 計 画 で あ る 。 こ の た めCISIも 含 め,

Sogeti/CISI/CAP仏 と い う仏 大 手 ソ フ トウ ェ ア会 社3社 が 合 併 す る

可 能 性 も浮 上 して き た 。CAP仏 は,1961年 に 設 立 され た ソ フ トウ ェ ア 会

社 だ が,64年 に は 英 国 のCAP英 と 提 携,66年 に 各 々42.
.5%を 出 資 して,

CAP欧 州 を 設 立 した 。 こ の た めSogeti/CAP仏 の 合 併 は,CAP英 を も

巻 き込 む こ と も 考 え られ,畠 文 字 通 り英 ・仏 に また が る欧 州 の 巨 大 な ソ フ トウ ェ

ア ・ハ ウ ス 誕 生 を 実 現 す る 可 能 性 も あ る 。

さ ら に 同 時 期 に,今 度 はCISIとSIAInternationalが 合 併 計 画 を

明 ら か に した 。SIAInternationalは,英 国SIAとSIA仏 で 構 成 さ

れ,BankdeParisが 株 式 の95%を 所 有 し て い る 。 こ の た め 英 仏 の ソ フ ト

ウ ェ ア 業 界 は,CISIを 中 心 と して,大 同 団 結 の 可 能 性 す ら 出 て き て い る 。

74年 夏 には,先 に 合 併 計 画 を 発 表 し て い たCAP仏 とSogetiが,具 体 的

構 想 を 打 ち 出 した 。 こ れ に よ る と新 グ ル ー プは,表 皿一16の よ うに5つ の 部 門

で 構 成 され る 。
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表 皿一16:CAP仏/Sogeti新 グ ル ー プ構 想

■

も

グ ル ー プ 名 主 業 務

①CAP/Sogetiソ フ トウェ ア
パ ッ チ お よ び リ ア ル タ イ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ン

② 〃 シ ステ ムズ テ レ プpセ シ ン グ お よ び 保 険,銀 行,輸 送 分 野

の デ ー タ ・ベ ー ス
〆

③ 〃 ビジ ネ ス 鉱工業,商 業な ど民間部門担 当

④ 〃 プ ロダク ツ プ ログ ラム製 品

⑤ 〃 プ ロセ シ ング サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ

■

●
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西 独

市 場

西 独 は 依 然 欧 州 最 大 の コン ピュー タ 市 場 で あ り,今 後 も成長 が 期待 され る

米 国商 務 省 の調 べ では,1973年 にお け る西 独 の コン ピュー タ ・ハ ー ドウ ェ

ア市 場は,120億 マ ル クに 達 して お り,特 に システ ム3ク ラ スな ど小 型機 の

伸 び が 著 しい。

西独 の コン ピ ュー タ設 置状 況 を み る と,最 新 デー タはDieboldが ま とめ た

74年7月1日 現 在 の数 字 で,汎 用 コ ン ピュ ータ11,436台,プ ・セ ス ・コン

ピュー タ6,988台 で あ る。 前 年 比 伸 び率 は 汎用 機 が15.4%増 と鈍 化 して い

る の に対 し,ブ ・セ ス機 の方は 実 に48%増 と急 激 な成長 を 逐 げ た 。最 近 の コ

ン ピ ュー タ設 置状 況 推移 は 表 五一17の とお り。

な お米 商務 省 に よれ ば米 国 企 業 に とっては,西 独は 輸 出市 場 と して も今後 が

期 待 され る。73年 に お け る米 国 か らの コン ピュ ータ 関係 の輸入 実 績 は 表 五一

18の とお り。 今後 特 に 輸 出増 が 見 込 まれ る のは,イ ンテ リジ ェ ッ ト ・タ ー ミナ

ル,OCR,CIM/COM,POSタ ー ミナ ル お よび 他 の 新型 周 辺 端 末 装 置。

図 皿一17:西 独 に お け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア(73年 末)

(1)IDC調 べ

その他欧州メーカー

134(37%)

ICL22(0.6%)

その地米ノーカー22(0.6%)

Burroughs10

(O.3%)

(2)Quantum調 べ

P㍑1
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さて 西 独 の ソ フ トウ ェア市 場 は 米 国 商 務 省 の 調 査 に よ る と,1972年 の

売上 げ 高 が3,800万 ドル だ った が,75年 までは 年 間35%と い う高 い 伸 び

率 を 示 し,75年 には9000万 ドル規 模 に達 す る と見 られ る。同 市 場 で も,

カ ス タ ム ・ソ フ トウ ェ アか らパ ッケー ジ ・ソ フ トウ ェ アへ とい う傾 向 が強 く出

て きて い るが,現 在 の と ころ,ソ フ トウ ェア会 社 の売上 げ に 占め る パ ッケー ジ

の比 率 は,わ ず か12%～13%に す ぎな い 。米 国籍 企 業は,ソ フ トウ ェア市

場 で も優位 にた と うと努 力 してい る が,米 商務 省は 西独 で ソ フ トウ ェ アを 販 売

す る際 の 留意 点 と して,・ どの ハー ドウ ェアで も使用 で きる こ と,・ 小 型 ～ 中

型(16K～64K)の コ ン ピュ ー タ に適 した ソフ トウ ェ アで あ る こ との2つ

を 指 摘 して い る。

表 皿一17:西 独 の コ ン ピ ュー タ設 置状 況 推 移

汎 用 ミ ニ ・ コ ン

設 置 台 数 調 査 元 設 置 台 数 調 査 元

1972年 末

1973年 初 め

1974年7月

1978年 予測

8,255台

9,400

11,436

14,000

IDCEuropa

Diebold

〃

〃

一

3,700

6,988

15,000

－

Diebold

〃

〃

表皿一18:73年 に おけ る米 国 か らのEDP関 連 装 置輸 入 状 況

大 型CPU

セ ン トラル ・メ モ リ

外 部 記 憶 装 置

入 出 力 装 置

ア イジタル ・コンパ ク ト・コンピュータ

ディジタル型EDP周 辺 装 置

オ ン ラ イ ンEDP機 器

部 品,付 属 品

6,090万 マ ル ク

1,190

14,650

9,480

3,720

4,090

2,840

21,110
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SiemensAktiengese川schaft

TelefunkenComputerAGの 吸 収

1974年 のSiemens社 の 動 向 で,最 も 注 目 さ れ る の は,や は りTelefu-

nkenComputerAGの 吸 収 で あ ろ うbTelefunkenComputerAGは1972

年1月,NixdorfとAEGTelefunkenの 合 弁 会 社 と して 発 足,Telefunken

の 大 型 機 をNixdorfの マ ー ケ ッ テ ィ ン グ網 に 乗 せ て 販 売 し よ う とす る も の で

あ っ たo

TelefunkenComputerAGは,西 独 政 府 の 国 産 機 振 興 策 の 一 環 と して,

政 府 の て こ入 れ で 設 立 され た も の だ が,同 政 府 は 最 初,siemensとAEG

Telefunkenの 合 弁 を 進 め た 。 し か しSiemensが こ の 案 を 拒 否,急 拠

NixdorfとAEGTelefunkenと い う組 み 合 せ に な った 。

西 独 製 大 型 コ ン ピ ュ ー タ の 開 発,販 売 を ね ら っ た 国 策 会 社 と して 出 発 した

TelefunkenComputerだ が,そ の後 の 業 績 は 全 く振 わ ず,74年3月 に な る

と,政 府 の 大 幅 な 助 成 金 な しに は,と て も一 人 歩 き 出来 な い よ うな 状 況 に 追 い

込 まれ た 。 設 立 当 初 は,欧 州 市 場 に100台 の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ を 売 り込 む 目

標 を 持 っ て い た が,74年 初 め ま で に わ ず か26台 の 納 入 実 績 し か な く,し か

も これ らは い ずれ も 政 府 機 関 あ る い は 大 学 に 向 け られ た もの で あ った 。

欠 損 額 も3000万 ド ル 以 上 に の ぼ り,西 独 はSiemensに 対 し,Telef-

unkenComputerを 欧 州3社 の 合 弁 会 社Unidataに 参 加 さ せ て く れ る よ う

要 請 した 。Unidataか ら み た 場 合,Telefunkenの 参 加 は 大 型 機 開 発 の リ ソ

ー トを 入 手 で き る と い う利 点 もあ る が ,西 独 メ ー カ ー の 参 入 に よ っ て,Unidata

の 構 成 勢 力 に お い て 西 独 の 地 位 が 増 大 す る と い う不 安 もあ った 。 さ ら に オ ラ ン

ダ のPhilipsに と っ て は,TelefunkenComputerにNixdorfが 入 って い

る こ とか ら,小 型 機 分 野 で の 利 害 が 直 接 ぶ つ か る と い う懸 念 も あ った 。 こ のた

め74年7月 にSiemensは,相 応 の 賃 金 を 西 独 政 府 か ら 受 け と り,Telef-

unkenComputerを 直 接 吸 収 す る とい う形 を と っ た 。

Siemensの 傘 下 に 入 っ たTelefunkenComputerは,社 名 をComputer－
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gesellschaftKonstanzと 改 め,引 き続 き 大 型 機TRシ リー ズ の 開 発 に 従

事 す る が,同 シ リー ズ がSiemensさ ら にはUnidataの マ ー ケ ッ テ ィ ン グ カ

で どの 程 度 販 売 さ れ る か は 不 明 で あ る 。

現 在 の と こ ろTRシ リ ー ズ の 主 力 機 はTR440と い う 大 型 機 で,Compu-

tergesellschaftのH.Fuelling社 長 は,76年 半 ば ま で に 同 モ デ ル を25

台 販 売 し た い と 述 べ て い る 。 しか しSiemens,Computergesellshaft両

社 と も,同 モ デ ル よ り現 在 開 発 中 のTR540に 期 待 して い る。TR540は

1977年 ま で に は 完 成 す る 見 込 み で あ り,仮 想 記 憶 を備 え,能 力は'440の

4倍 と い わ れ る 。

TR540が 将 来,Unidataの 大 型 機 と し て 登 場 し て く る か ど うか,こ れ は

西 独 政 府 の 大 型 国 産 機 開 発 援 助 策 と,そ れ が 具 体 的 形 で あ ら わ れ たAEGTele-

funken/rSiemensの 縁 組 み(失 敗)→FelefunkenComputerAG設 立

(失 敗)→Siemensに よ る 吸 収 と い う道 程 の 最 終 的 成'否 を う か が う意 味 で 注

目 さ れ る テ ー マ で も あ る 。

Unidataと し ては,7000と い う統 一 シ リー ズ の 大 型 機 と し て,仏CII

のIRISコ ン ピュ ーータ を リス トア ッ プ して お り,Unidataを め ぐる 勢 力 争

い も か ら ん で,TR540の 行 方 は 今 後 も楽 観 を ゆ る さ な い 状 勢 に あ る 。

■

Siemensデ ー タ ・ シ ス テ ム ズ ・ グ ル ー プ

Si6mensのEDP活 動 は,デ ー タ

・ シ ス テ ム ズ ・グ ル ー プ の 中 の デ ー タ

処 理 部 門 が 担 当 し て い る(図 正一21)。

デ ー タ 処 理 部 門は,同 グ ル ー プの 事 業

の 約 半 分 を 占 め てteり,欧 州3社 の 連

合Unidataの 中 心 的 存 在 で あ る。

Siemens社 の1973年 の 売 上 げ

高 は,154億5000万 マ ル ク だ が,

図 皿一18:Siemensの 売 上 げ 推 移

(単位:10億DM)
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図 皿 一19:Siemens純 益 推 移

(単 位:100万DM)
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図 五 一21:Siemens社 組 織 図

図 ■-20:Siemens1株 当 り 利 益 推 移

(単 位:DM)
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こ の う ち デ ー タ ・ シス テ ム ・ グ ル ー プ

は13%を 占 め て い る(図III-22)。

デ ー タ処 理 部 門 では73年 に,4004/

200,4004/230と レ、う ニ ュ ー ・モ

デ ル を 発 表 し,4004シ リー ズ を拡

張 し た 。 両 モ デ ル 共,従 来 の コ ァ ・ メ

モ リに か わ っ て 半 導 体 メ モ リを使 用,

コ ス ト/パ フ ォ ー マ ン ス の 改 善 を 計 っ

て い る 。

ま た コ ン ピ ュー タや 周 辺 機 器 よ り も,

プ ロ グ ラ ム や ア プ リケ ー シ ョ ン ・エ 、ン

図 皿一22:Siemensの 部門別売上 げ状

況(1973年)
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ジ ニ ア リ ン グ ・サ ポー トに 対 す る 需 要 が 急 増 し て い る と こ ろ か ら ・ ベ ル ギ ー の

Namurに プ ロ グ ラ ミ ン グ ・セ ン タ ー を 新 設 した 。 同 セ ン タ ー は,西 独 以 外 で の

サ ー ビス 拡 張 計 画 の 第1歩 で も あ る 。

■

NixdorfComputerAG

ち よ う ど10年 前 の1965年4月,Nixdorfは 同社 と し て初 の完 全な コ

ン ピ ュー タ ・シス テム820を,ハ ノー バー 見本市 に 出品 し た。 それ が 現在,

40,000台 の 設 置 ベー ス.を持 つ まで にな り,73年 に純 益 が わ ずか に落 ち込

ん だ ものの,順 調 に成 功 への 道 を歩 ん で きた とい え る。 しか も 同社 の 場 合,欧

州 の他 の コ ン ピュ ー タ ・メー カー と違 って,政 府 の 助成 金 と か企 業 の他 の事 業

部 門 か らの援 助,を 必 要 と しな か っ た。

Nixdortの 成 功 を簡 単 に 言 え ば,適 切 な時 機 に,適 切 な 市場 に,適 切 な 製

品 を送 り込 み♪ そ の 市 場 で リー ダー ・シッ プを握 った こ とに ある 。 しか しそ れ

を維 持 す る には,高 度 な サー ビス を顧 客 に提 供 し,顧 客の信 頼 を確 保 しなけ れ

ばな らな い。 さ らに利益 を あげ 続 け る た め には,研 究 開 発 資金 の 効 果 的投 下 と

厳 しい管 理 も必 要 で あ る。

Nixdorfは,コ ン ピュー タ市場 の ひ とつの セ ク シ ・ ンでは 確 か に成 功 を納

め,リ ー ダ ー ・シ ッ プを握 っ た が,こ れ が その まま他 社が リー ドす る他 の分野

で の 成功 に つな が る わけ では な い。Nixdorfは74年 後 半,中 型 汎 用 分野 進

出 を ね らっ た他 社 との提 携 事 業 か ら手 を引 い た。 現 在は 再度,欧 州 の代 表 的 オ

フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー と し て の 役 割 り を 果 す べ く努 力 し て い る。

⑳

成 功 へ の 道

1965年,NCRが キ ー ボ ー ド ・オ リエ ン テ ッ ド ・コ ン ピ ュ ー タ を発 表 し

た 時,そ の 対 抗 機 種 と し てNixdorfは,西 独 の ア カ ン テ ィ ン グ ・マ シ ン ・ メ

ー カー に対 レ て ,シ ス テ ム820を 用 意 し た 。 シス テ ム820は ・ 西 独 の 代 表

的 ア カ ン テ ィ ン グ ・マ シ ン ・ メー カ ー3社 に よ っ て 採 用 さ れ,そ の 後 のNix－
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dorfの 成 功 の 基 盤 を つ く っ た 。

Nixdorf社 は65年 以 来,シ ス テ

ム820の ベ ー シ ッ ク ・ デ ザ イ ンはi変

更 せ ず に,機 能 に 関 し て は 数 々 の 工 夫

を 加 え て,他 社 の 装 置 に 対 抗 し て き た 。

注 目す べ き もの を ピ ッ ク ・ア ッ プす る

と ①IC技 術 の採 用 ② ブPグ ラ ミ

ソ グ お よび 主 記 憶 容 量 の 拡 充 ③1/

0周 辺 装 置 の 追 加 が あ げ られ る。 ち な

み に プ ロ グ ラ ミン グ機 能 は,当 初

4000イ ン ス トラ ク シ ・ン に限 定 さ

れ て い た もの が,68年 に は16Kイ

ン ス トラ ク シ ョン に,70年 に は22

Kに 拡 大 さ れ た 。 周 辺 装 置 で は,68

年 に カ ー ド,紙 テ ー プ,り 一 ダ ー お よ

び パ ン チ が 追 加 さ れ,70年 に は 磁 気

テ ー プ,カ セ ッ ト,71年 か ら72年

に か け て デ ィス ク ・パ ッ ク 、74年 か

ら75年 に は フ ロ ッ ピ ー ・'デ ィ ス クが

加 味 さ れ た 。

初 の 通 信 タ ー ミナ ル ・バ ー ジ ョ ン も,

69年 に は 導 入 さ れ,さ ら に72年 に

は,シ ス テ ム840ミ ッ ク ス ト ・タ ー

ミナ ル お よ び ア カ ン テ ィ ン グ ・ コ ン ピ

ュー タ も登 場 し た。

69年 以 来,Nixdorfお よ び そ の

OEMカ ス トマ ーRufDatensystems

図 五一23:Nixdorfの 売 上 げ 高 推 移
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図 五一24:Nixdorfの 純 益 推 移
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の,西 独VRC市 場 にお け る連 結 シ ェ

アは,55%と い う堅実 な レベル を維

持 してい る。 海外 にお い て も,子 会社

を新 設す る な ど,活 発 な マ ー ケ シテ ィ

ン グ活動 を 展開 してい る。 海 外 市場 で

の シ ェア も堅実 な線 を 確保 して い るが,

英や 米 国市 場 な ど,欧 州 大 陸 に 比 して

進 出 が遅 れ た 地 域 では,リ ー ダー ・シ

ップを握 っては い ない 。

Nixdorfの 一マー ケ ッテ ィ ングの特

色は,納 入 で き ない よ う な状 態 では 決

して 新型 機 を発 表 し な い こ とで あ る。

新 開発 あ る いは 新 シ ス テ ム の全 て が,

あ ら か じめ な じみ の 深 い カ ス トマ ー ・

サ イ トで テ ス トされ る。 これ ら サ イ ト

にお け るテ ス トが 満足す べき結 果 が 出

た場 合 のみ,ま ず 西独 市 場 で(通 常 は

ハ ノーバ ー見本 市 で)発 表 さ れ る。 そ

して 西独市 場 で,1年 あ るいは1年 半

様 子 を見,マ ー ケ ッテ ィ ングお よび 導

入が ス ムーズ にい った 場 合 にの み,海

外子 会 社 に販 売 許 可 が 下 る。Nixdorf

の成 功 の 裏 には,マ ー ケ ッテ ィ ング に

関す る この よ うな周 到 な 配 慮が あ る。

図 ■-25:
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図 皿一26:Nixdorfの 従 業 員 推 移
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提 携 と 再 編 の 推 進

NixdorfComputerAGは,現 在 世 界 的 規 模 で 進 め られ て い る コ ン ピ ュ

ー タ 産 業 界 の 再 編 の 進 展 に 関 し て
,重 要 な 役 割 り を果 す もの とみ ら れ る。

1971年 に 同 社 はSiemens・AEGTelefunken,西 独 ポス ト・オ フ ィ

ス と共 にDatelGmbhを 設 立,そ の25%の シ ェ ア を 獲 得 し た。Datelは

西 独 政 府 の 援 助 を 受 け て タ イ ム シ ェ ア リン グ お よび サ ー ビ ス ・ ビ ュ ・ ウ ・サ ー

ビ ス を 実 施 し て い る。 同 年 後 半 にはCDCと 提 携 し,CDC6600ベ ー ス の

TSSサ ー ビ ス にNixdorfタ ー ミナ ル を 乗 せ て 販 売 し よ う とし た 。

72年2月 に は,AEGTelefunkenと 合 弁 でTelefunkenComputer

を 設 立,50%の シ ェ ア を 持 っ た 。 同 社 は 大 型TR440コ ン ピ ュ ー タ の 製 造,

販 売 を ね ら った もの で ある 。

Siemens,CII,philips3社 が,IBMコ ン パ テ ィ ブ ル ・コ ン ピ ュ

ー タ を 開 発 ,販 売 す る た め 連 合 組 織 を 組 ん だ 時 には,ICLに 働 ら き か け て,

そ の 対 抗 勢 力 を 設 立 し よ う とし た こ と もあ る。 米 国 市 場 で も72年12月,

VictorComptometer社 の コ ン ピ ュ ータ 部 門 を 買収,子 会 社 を 設 立 し た 。

さ ら に 同 市 場 で は,AmdahlCorpの 株 式 を15%獲 得 し た 。

し か し な が ら これ ら 一 連 の 世 界 的 提 携 事 業 は,Nixdorfに と って,利 益

を生 み 出す もの に は な ら な か っ た 。74年7月,TelefunkenComputer

は,莫 大 な 赤 字 を か かえ た ま ま,Siemensに 吸 収 さ れ,11月KはDatel

か ら も手 を 引 き,さ ら にICLと の 提 携 は,74年12 .月にICL2903と

直 接 競 合 す る シ ス テ ム8870を 発 表 し た こ と に よ っ て 不可 能 に な った 感 が あ

るo

Nixdorfに と って,他 社 と の 提 携 は 必 ら ず し もメ リ ッ トの 大 き い もの で は

な か っ た が ・ これ ら 失 敗 はNixdorfを し て,当 初 の オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ータ

分 野 に 本 腰 を 入 れ て 取 組 む 態 勢 を 固 め さ せ る こ と に な っ た 。 また,シ ステ ム820

に 関 す る マ イ ク ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ の10年 余 の 経 験 に よ っ て,今 後 期 待 さ れ る

マ イ ク ロ ブpグ ラ マ ブ ルLSIプ ロ セ ッサ 分 野 で,Intel4000や8000
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シ リー ズ と対 抗 す る機 種 を打 ち 出 す 可 能 性 もあ る。

Nixdorfは オ フ ィ ス,コ ン ピ ュ ー タ 分 野 を 主 力 に す る 一 方,や は り世 界

規 模 の 提 携,再 編 には 大 き な 関 心 を 寄 せ て い る。 同 社 の ハ イ ン ツ ・ニ ク ス ドル

フ会 長 が,国 際 的 連 合 組 織 の 提 唱 者 で あ る と ころ か ら,同 社 は 今 後 と も再 編 の

台 風 の 目 に な ろ う。 事 実74年 に は,以 前 の 提 携 を 解 消 す る 一 方,新 た な 動 き

を と っ て い る。74年 初 期 に は,ル ク セ ン ブル に 持 株 会 社NixdorfC㎝puter

Finanz社 を 新 設 す る 一 方,米 国 にお け るIBMの 独 禁 係 争 に 関 し て も,IB

Mを リ ー ス 事 業 と.開 発,生 産 事 業 の2つ に 分 割 せ よ とい う 構 想 を 打 ち 出 した 。

さ ら に5月 に は,欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 会 議(EuropeanComputerConference)

の パ ネ ル ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 参 加 した ハ イ ン ツ 会 長 は,「 世 界 の 市 場 の20

%以 上 を 占有 す る 企 業 には,シ ェ ア に 応 じて 高 い 税 金 を 課 す べ き だ 」 と主 張 し

た 。 同 会 長 の 構 想 には も ちろん,コ ン ピュ ー タ市場 に おけるIBMが 含 ま れ て い る

が,こ の 他 の 分 野 で も20%以 上 の シェ ア を有す るす べ ての 企 業 が 対 象 に な る と

し て い る。

6月 に は 米 国 の キ ー ・ツ ー ・デ ィ ス ク ・メ ーカ ー,Entrex社 か ら,180

万 ド ル で シ ェ ア ー ド・ プ ロ セ ッサ ー の 生 産 権 を 買収 し た 。Nixdorfは こ れ よ

り以 前 か ら,Entrexシ ス テ ム をNixdorf620の ネ ームで,西 独,オ ース トラ

リア,ス イ スで 販 売 し て き た 。 生 産 権 の 買 収 は,こ れ ら3ケ 国 の 外,英 国 を 除

く西 欧 諸 国 全 体 で 同 シ ス テ ム を 販 売 す る こ と をね ら った もの。75年2月 に は,

CDC,Plessey社 と 共 に,EDP部 品 の 標 準 化 を 推 進 す る機 関 と し て,

StandardComputerKomponentenGmbH(StackGmbH)を フ ラ ン ク

フ ル トに 新 設 し た 。

AEGTelefunkenと 組 ん だ 大 型 コ ン ピ ュ ー タ の 開 発,販 売 会 社,

TelefunkenComputerAGは 失 敗 し た もの の,Nixdorfは 今 後 一 層,コ

ン ピ ュ ー タ 業 界 再 編 の か な め と し て 注 目 さ れ る よ うな 行 動 を と る もの と み ら れ

る。 実 際 同 社 は,IBM対 抗 勢 力 の 実 現 に は,Unidataの よ うな 連 合 戦 線 が

良 い と し な が ら も,Unidata程 度 の 組 織 で は む つか しい と述 べ て お り,反IBM

－179一



勢力 の実 現 に同社 が どん な役 割 り を果 し てい くか注 目 され てい る。

■

■
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イ タ リ ー

1973年 の イ タ リー の コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数 は72年 よ り13%増 え て

4,750台 と な った(米 国 商 務 省 調 べ,図 皿一27参 照)。 しか し コ ン ピ ュー タ

の 利 用 技 術 は ま だ ま だ 遅 れ て い る 。 例 え ば タ イ ム シ.ア リン グ市 場 は よう や く

伸 び は じ め,74年 の 売 り上 げ40億ljラ か ら毎 年27%の 成 長 を 遂 げ,77

年 に は80億 リ ラに 達 す る も の と予 想 さ れ る。 イ タ リー で はIRI(産 業 復 興

公 社)が 中 心 と な っ てEDP開 発 を 行 っ て い る。 大 規 模 企 業 で 用 い られ て い る

の はIBM,Honeywell,Univacで あ り欧 州 のSiemensが 活 発 な 動 き・を 見

せ て い る 。

イタ リー の ユー ザー は今 だ にす べ

て の 機器 を単一 メー カー で そ ろ え る

傾 向 が 強 く,独 立 系周 辺 機器 市場 は

よ うや く一 歩 を踏 み 出 した段 階 で あ

る。又 イ タ リー に設 置 されて い る コ

ン ピ ュー タの85～90%が レン タ

ル で残 りは買 取 りで あ る 。第 三 者 リ

ー ス業 は ほ とん ど存在 してい ない 。

74年 の 目立 った 動 き と して は イ タ

リー に もUnidataの 販売 会 社 が 設

立 され た こ とで あ る。

図 皿一27:イ タ リー に お け る コ ン ビ=
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<Olivetti,コ ン ピ ェ一 夕業 界 へ 復 帰>

Olivettiは も と も と,モ デ ル9003や601な ど の 大 型 コ ン ピ ュー タ を

製 造 して い た が,イ タ リー の 大 型 コ ン ピ ュー タ に 対 す る需 要 が 大 き く なか っ た

こ と や 米 国 メー カ ー の 進 出が 激 し く な つ た こ と な ど に よ り,1964年 に 米 国

のGEに コ ン ピ ュー タ部 門 を 売 り 渡 した(そ の 後GEイ タ リー はHoneywell

に 吸 収 さ れ た 。)
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同 社 は 現 在 事 務用 機 器 メー カー と して

は 世 界 的 な 企 業 で あ る が,今 後 も そ の 地

位 を 確 保 しつ づ け る た め に は,エ レ ク ト

ロニ ク ス 部 門 の 強 化 が 必 要 で あ る と い う

こ と に よ り)メ カ ニ カ ル か ら エ レク ト ロ

ニ ク ス へ の 脱 皮 を は か ろ う と して い る 。

196『8年,同 社 の 全 体 の 生 産 に 占

め る エ レ ク ト ロ ニ ク ス 関 係 の 割合 は.5%

で あ っ た が,〕971年 に は24%そ し

て1972年 は30%以 上 を占 め る にい た っ

た。

1971年,伺 社のBrunoVisentini

会 長 はOttorinoBeltrami氏 を マ ネ

ー ジ ン グ ・デ ィ レ ク タ ー に 起 用 した
。

Beltrani氏 は も と も とOlivettiの コ

ン ビ=一 夕部 長 で あ っ た 人 で,1964

年 コ ン ピ ュー タ 部 門 がGEに 吸 収 され る

と そ の まxGEに 移 り,そ して1970

年 に 国 営 企 業 のFinmeccanicaに 移 って

図ll-28:イ タ リーuak・ け る メー

カ ー 別 シ ェア

設 置金 額 ペ ー ス

(1973年 末 現 在)

〈単 位:百 万 ドル)
Unld●ta54(41う6)

25(L96)

BurrOU■hs1↓Ol4

賭設償ペース13億LlOU万rル(1DC調 へ)

(注)こ の 設 置 べー ヌ は,73年12

月末 にお け る全 て の コン ピ ュー

タ ・シス テ ムを網 羅 して い る も

ので は な く,あ くま で上 記 ベ ー

ス にお ける シ 。アを示 す 。 なお

IDC調 査 では,73年12月

の イタ リー の全 設 置ベ ー ス と し

て13億2,900万 ドル とい う

数 字 もあげ てい る。'

い た もの で あ る 。 現 在 彼 は 以 前 い っ し よにGEに 移 った コ ン ビ=一 夕 の ス ペ シ

ャ リス ト達 を 呼 び も ど そ う と して い る 。

1974年9月VaOlivettiは パ リで 開 か れ た 事 務 機 器 シ ョー にAudit5

お よ びAudit7と い う ミニ コ ン ピ ュー タ お よ び イ ン テ リ ジ ェン ス .・ター ミナル

TC800を 出 品 し,こ の 分 野 へ の 復 帰 を 開 始 し た 。Audit5は8Kマ シ ン

の 会 計 事 務 処 理 コ ン ピ ュー タ で,周 辺 機 器 と して セ ッ ト装 置 や フ ロ ッ ピ ー ・デ

ィス ク(Olivetti製)装 置 が あ る。Audit7は 基 本 シ ス テ ム32KのIB

Mシ ス テ ム3の 対 抗 マ シ ン で あ る 。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ お よ び パ ッチ ・モ ー ドの
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両 方 で オ ペ レ ー トが 可 能 で,最 大8台 ま で の タ ー ミナ ル の 運 用 が 可 能 で あ り,

同 社 が 今 後10年 間 に120億 ドル の 売 り上 げ を 見 込 ん で い る もの で あ る 。T

C800タ ー ミ ナ ル は2Kか ら32Kコ ン トロ ー ラーsキ ー ボ ー ド,CRT,

プ リ ン タ ー 等 か ら成 り,卓 上 テ ー ラ ー ・マ シ ン と して 設 計 さ れ て い る 。

Audit5とAudit7の 販 売 額 は す で に1974年 末 か ら米 国 に お い て 前

者 が5,000～8,000ド ル で,後 者 が12,000～60,000ド ル と な っ て

い る 。 ま たTC800は 今 年 出荷 予 定 で あ る。Oliveltiは 米 国 子 会 社(Oli-

vettlCorpofAmerica)を 通 じて,米 国SCMCorpの カ リ.キ ュ レ一

夕部 門 を 買 収 す る こ と に な っ た と 発 表,着 々 と米 国 へ の 進 出 を進 め て い る。

〈 ミ ニ ・コ ン 市 場>

1973年 の イ タ リー の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ の 売 上 げ は 米 国 商 務 省 に よ る と

2,150万 ドル で(そ の うち 米 国 勢400万 ド ル で あ る)1,971年 に く らべ

90%増 と な っ た 。 さ らに75年 に は73年 よ り105%と 急 増 が 見 込 ま れ て

い る 。 イ タ リー の ミ ニ ・コ ン ピ ュー タは ま だ 高 度 な 利 用 形 態 の 研 究 学 術 分 野 よ

り も ビ ジ ネ ス 分 野 で 利 用 度 が 高 い 。(図 五一30)

米 国 籍 メー カ ー は 例 え ばDECはOEM市 場,DataGeneralは ロ ー ・コ

ス ト ・マ シ ン,HewlettPackardは エ ン ド ・ユ ー ザ ー 向 け な ど と 独 自の 戦

略 を 打 出 して い る 。
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図皿一29:イ タ リー に お け る コ ン ビ

ュ ター の ア プ リケー シ ョン

比 率

教育
科 学

,ププ リケ ー シ ・ン

30%'

コ マ ー シ ャ ル'

ア プ リケ ー シ9ン

29%

図 皿一30イ タ リー に お け る ミ ニ ・

コ ン ピ ュー タ の ユ ー ザ ー 比

率(金 額 比)

(米 国 商 務 省 調 べ)

●

<通 信 業 界>

IRI(産 業 復 興 公 社)の 電 信 電 話 部 門 で あ るSIpは,イ タIJ－ の 電 話 サ

ー ビス 拡 充 の た め に1973年 ～1977年 に か け て の5ケ 年 計 画 を 立 て て い

る。 そ れ に よ る と5年 間 の総 投 資 額 は3兆2,110億IJラ で,77年 末 ま で に

加 入 者 は450万(5&9%増),新 電 話 器 は765万(66.8%増)と な る

予 定 で あ る 。 重 点 地 域 は 南 イ タ リー で あ るが,架 設 費 の 急 増 が 問 題 で あ る 。 ま

た 加 入 者 か ら料 金 計 算 の 誤 り に 関 す る 苦 情 が 多 く,料 金 計 算 の 検 討 を 行 っ て い

る 。

そ の他 通 信 業 界 で 目立 っ た 動 き と して は,IRI-Stet公 社 グ ル ー プ の 通

信 機 器 メー カー の コ ン ソー シ ア ム(イ タ リーSiemens,Siri,GTETelecorn--

unicazioniが 参 加)が 英 国 ¢)CableandWireless社 か ら フ ィ ー ジ ー 諸

島 と 中 東 の ドバ イ に 建 設 さ れ る2つ の 衛 星 地 上 局 を 受 注 し た こ と で あ る 。 コ ン

●
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ソ ー シ ア ム はMarconi,Plessy

受 注 に 成 功 した もの で あ る 。

(英),三 菱 。NEC(日)と の 共 同 入 札 で

◎

●
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ス ウ ェ ー デ ン

〈 市 場 〉

ス ウ 。一 デ ン大 使 館 のデ ー タ に よ る と,ス ウ ェー デ ンに は1973年1月 現

在 で1,950台 の コン ピ ュー タが 設置されている。ユーザーは 民間 企 業が65～

70%,政 府 関係 機 関20～25%,地 方 自治 体5～10%で あ る。導 入 の 形

式 は15～20%が 買 い 取 り,残bが リー ス π よっ てい る。 中 央 政府 関 係 で は

45%が 買 い取 りで あ る。

コ ン ビ=一 夕市場 の メー カー 別 シ ェアは 図 皿一31の 通bで あ る 。

ス トック ホ ル ムの米 国 大使 館 が 米 国 商務 省 に対 して 提 出 した レポ ー トに よ る

と,1973年 と1974年1～9月 の輸 出入 状 況 は表 皿一19の よ うに な って

い る。

生 産 統計 は 時点 が や や 古 く,72年 の デー タ に よれ ば 同 年 の コ ン ピ ュー タお

よび 周辺 装 置 の生 産 額 は9,540万 ドル,前 年 の71年 は8,170万 ドル と な

って い る。 ス ウ 。一 デ ン の ビジ ネス 機器 の輸 入 相 手 国 は米 国,日 本,欧 州4ケ

国 に 限 られ て い る。輸 入 が 多 い の は,コ ン ピ ュー タ,周 辺 装 置,特 殊 工 レク ト

ロニ .クス 製 品 で あ る。 ビ ジ ネス 機器 全 輸入 高 に占 める米 国 のシ ェア は30～

35%で あ った 。

現 在,ス ウ ェー デ ン で は ミニ ・コ ン ピ ュー タに対 す る需 要 が高 ま って お り,

よ り大 き な コ ン ピ ュー タ や メカニ カル な会 計 機 を リプ レー ス しつ つ あ る。 これ

は,経 済 が 下 降線 を た ど る中 で,特 に ミニ ・コ ン ピ ュー タが 諸 経 費 を少 くさせ,

ビジ ネス の 効 率 を 高 め る た め に必 要 な もの と して評 価 され てい る ためで あ る。

しか しそ の一 方 で,超 大 型 コ ン ピ ュー タの導入 も今 後数 年 間 に わ た つ て増 え る

こ とが 予 想 され る。現 在 ス ウ ェー デ ン に設 置 され て い る コン ピ ュー タ で,1メ

ガバ イ ト以 上 の メモ リを もつ もの は わず か に10～15台 位 だ とみ られ るか ら

で あ る。

近 年 のス ウ ェー デ ン経 済 の 上 昇 は,コ ン ピ ュー タ類 の売 り上 げ増 につ なが り
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一
74年 に コ ン ピ ュー タ お よ び 関 連 サ ー ビス に 支 出 され た 金 額 は3億150万 ド

ル に の ぼ っ て い る 。

<Saab-Scania>

Saab-Scania社 は ス ウ ェー デ ン の メー カ ー

と して は 最 も有 名 で,特 に 自 動 車 で よ く知 られ

て い る が,特 別 の デ ー タ 部 門 を も っ て い る。 リ

じ刑d畠 【a

ン ケ ー ピ ン に あ る こ のDatasaabで は,中 型 ・

そのぬポ　　カ　

小 型 コ .ン ピ ュ ー タ お よ び 端 末 機,テ レ コ ミ ュ ニ:'CR2(ll㌻)

CDCll(ls4)

ケー シ 。ン 機 器 の 開 発 生 産 を 集 中 的 に 行 っ て いB u「「1:借
)

る 。 こ れ ら の 製 品 は 事 務 管 理 用 や 技 術 的 科 学 的

デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ 用 に 作 られ,調 査,税 金,

給 与 計 算,財 務 計 算,在 庫 管 理,気 象予 報,道

路 工 事,造 船 な ど 広 汎 に 使 用 さ れ て い る。

Saab-Scaniaは74年 初 め,Electrolux

社 グ ル ー プ のFacit社 の 情 報 機 器 部 門 を 買 収

し,Datasaabの 強 化 を は か っ た 。 さ らに8月

Electrolux社 のEDP部 門 を 買 収 し,同 時

図五一31:ス ウ ェー デ ン に お

け る メー カ ー 別 シ ェ

ア

設 置 金 額 ベ ー ス

(]973年 末 現 在)

(単 位:百 万 ドル)

総 設 置 ベ ー ス

4億9,200万 ドル

(IDC調 べ)

にSaab社 はFacit社 の 海 外 市 場 に お け る セ ー ル ス 基 盤 ↓米 ・英 ・仏 ・西 独 ・

ス イ ス ・オ ラ ン ダ ・ベ ル ギ ー)も 手 に 入 れ る こ と に な り,新 た に海 外 活 動 の 足

が か り を 作 っ た 。

Datasaabは こ れ ま で だ い た い29%近 く の 成 長 を と げ て き た が,本 年 の 売

上 げ 高 は お よ そ5,500万 ドル に な ろ う。 ソ連 ・ポ ー ラ ン ド ・ハ ン ガ リー な ど

共 産 圏 に も輸 出 を して お り,今 後 の 売 上 げ 規 模 は,Facitの 売 上 げ 約6600

万 ドル を 合 わ せ る た め,欧 州 で も屈 指 の ミ ニ コ ン ・ メー カ ー に な る だ ろ う。
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<UnivacとSaabが 合 弁 会 社 設 立>

75年2月,Saab-ScaniaはUnivacと マ ー ケ テ ィ ン グ面 で の 合 弁 会 社 設

立 に つ い て 基 本 的 合 意 に達 し た 。 両 社 は デ ン マ ー ク,フ ィ ン ラ ン ド,ノ ル ウ ェ

ー お よ び ス ウ ェー デ ン で デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 販 売 とサ ー ビス に 協 同 で あ た る

と い う も の で,合 弁 会 社 で はUnivac製 コ ン ピ ュー タ 製 品 の全 部 とDatasaab

の 中 型 コ ン ピ ュー タ の 販 売 と サ ー ビ ス に あ た る も よ うで あ る 。 両 社 の 協 定 に は

Saabの 小 型 コ ン ピ ュー タ お よ び バ ン キ ン グ な ど タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム,そ れ

に プ ロ セ ス ・コ ン ト ロー ル ・シ ス テ ム な ど は 含 まれ て お らず,こ れ らは 従 来 通

り独 自 に 販 売 さ れ る 。 新 会 社 の 運 営 は75年4月 に 始 め ら れ る もよ う で あ る 。

、

〈 デ ー タ法 〉

ス ウ ェー デン の デー タ法 は1973年5月,議 会 を通 過 して 成立 した 。 こカ

は デー タ ・バ ンク 運 営 に関 す る法 律 で,プ ラ イバ シー保 護 を 目的 と した世 界初

の立 法 で あ るが,世 界 各 国で 高 く評 価 され,こ の法 案 を ベー ス に各 国 で も同 様

な法 案 が 検討 さ れ て い る。

これ に基づ い て デー タ監査 委員 会 が一 年 後 に 設 立 され たが,1974年8月

か らデ ー タ法 の認 可,罰 則 規 定が 発 効 し,個 人 に 関 す るデ ー タ ・シス テ ムは全

て デ ー タ監査 委員 会 の 認 可が 必 要 にな っ た。

今 後,個 人 に関 す るデー タの使 用 は,① 記録 さ れて い る個人 の プ ライバ シー

が不 当 に犯 され る と思 われ る理 由が な く,② 監 査 委 員 会 が 個人 デー タの 性 格 と

量,お よび これ らの 個人 の 態 度が 記録 して も不 当で な い と考 え た場 合 に認 可 さ れ

る こ とに なる。 ま た,各 種 協会 の 会員 フ ァイ ル を 除 い ては,個 人 の政 治 的,宗

教 的 信 条 に 関 す る記 録 を保 存 す る こ とが禁 じ られ るほ か,犯 罪,健 康,福 祉 に

関 す る記録 も法 律 に よ る許 可 が ない限 り保 存 す る こ とがで き な い こ とに な った 。

●
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表ll-19:輸 出 入 状 況

(金 額 単 位:100万 ドル)

CPU 周辺装置

台 数 金 額 金 額'

輸 入1973年

1974年1～9月

812

1,299

45.5

59

60

51

輸 出1973年

lg74年1～9月

205

77

6.1

1.4

84.5

82.6

●
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デ ン マ ー ク

<設 置 状 況>

1974年 初 め の 調 査 に よ る と,デ ン マ ー ク全 体 の 設 置 台数 は426台,金

額 に し て18億8,740万.ク ロー ネ(1ク ロ ー ネ は 約54円)で あ る 。 商 業 と

製 造 分 野 の 保 有 台 数 が もっ と も多 く,そ れ ぞ れ94台,124台 と な っ てbり,

こ れ は ほ とん ど が 中 ・小 型 コ ン ピ ュー タ で あ る。 大 型 シ ス テ ム は 公 共 分 野 で 多

く,銀 行,サ ー ビス ・ ビ ュ ロ ウ で の 大 型 シ ヌ テ ム利 用 は 意 外 に 少 な い 。 図 皿一

32は シ ス テ ム の 規 模 別 ・産 業 別 設 置 状 況 で あ る。

表 皿一20,21は,職 種 別,産 業 別EDP要 員 数 で あ る 。 最 も 多 い の は 公 共 分 野 で

2,120人,次 い で サ ー ビ ヌ ・ ビ=ロ ウ(1,955入),製 造(1,592人)

商 業(1,394人)と な っ て い る 。1シ ス テ ム 当 た り の 要 員 数 平 均 は21人 で

あ る 。

図 卜32:産 業 分 野別 コ ン ピ ュー タ 設置金 額(金 額 単 位:1万 ク ロー ネ)
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`

表皿一20:職 種 別 デ ンマ ー ク のEDP要 員 数

計

種

表ll--21産 業 別EDP要 員 数

要 員 数

商 業

製 造 業

DPサ ー ビ ス

銀 行

保 険

公 共 部 門

そ の 他

1,394

1,592

1,955

881

479

2,120

492

計 8,913
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要 数

262

159

957

82

430

1,640

184

280

286

1,272

184

2,389

788

8,913



<教 育>

1969年 デ ン マー ク政 府 は,

教育 研 究 機 関 に お け るEDP設 備

の拡 充 に関 す る最 初 の プ ロポー ザ

ル を 作成 した。 これ は,地 域 ご と

に大 型 シス テ ム とユー ザ ー につ な

が・れ る ター ミナ ル ・リンク とを も

っ地 域 セ ン ター を 多数 建 設 しよ う

とエい う もの で あ る 。だ が これ は長

期 にわ た るプ ロポー ザ ル で あ るた

め',国 際 的情 勢 の 変 化 に よ?て 構

想 は左右 され る 。

与 え られ た年 間 予 算 はf1969

年 度 に400万 、ク ロー ネ,70年

度1200万 ク ロー ネ,71年 度200

万 ク ロー ネで あ った 。

教育 省 は,短 期 的 に まず コペ ン

ハ ー ゲ ン とオー ル フス 大 学,デ ン

マ ーク技 術大 学 に地域 セ ン ター を

作 る計 画を決 定 した 。

図 皿一33:デ ン マ ー ク の 教 育 研 究 に お け

竃 る ・ ン ピ ー一 夕 の公 共 予算 計 画
'vo

呈
50

40

30

20

10

197219731974197519761977

(年 度)

図皿一33は,初 期 予算 以 後 の この サ ー ビス の た め の予 算 計 画で あ る 。



ノ ル ウ ェ ー

1973年12月 現 在 の ノ ル ウ ェー の コ ン ピ ュー タ の 設 置 ベ ー ス は143万

ドル と い わ れ る 。
⑯

〈NORSK社 〉

ノ ル ウ ェー の ミニ ・コ ン ピ ュー タ ・メー カーNORSKData-Electronikk

は 国 内外 か らの大 量 の注 文 に対 し,極 め て 慎重 に 自社 の ペー ス を守 り生 産 して

い る 。 こわ は 最 近 の コ ン ピ ュー タ業 界 のや り方 か らみて 非 常 に興 味 深 い もの が

あ る。 最 近伺 社 は ス イス にむ けて24台 のNORD-10と い うミニ ・コ ン ピ

ュー タを 出荷 した 。 これ は米 国 の ミニ コン ・メー カー 数 社 と競 争 の結 果 獲 得 し

た契 約 で あ る と い うこ とで,NORSK社 は米 国 メー カー の製 品 に比べ て 性 能

が 優 れ てい た か らだ と して大 い に 自信 をつ けて い る。

このス イス の例 にか ぎ らずNORSKは 最 近 海列 市場 で 活 躍 して お り,こ れ

ま で にス ウ ェー デ ン,チ ェコス ロバ キ アに コ ン ピ ュー タ を輸 出 して い る。

主 力 製 品 は,NORD4,NURD10お よびNORD20と い うミニ ・コ

ン ピ ュー タで,同 社 で は こ の他NORDCOMと い う商品 名 の グ ラ フ ィ ック ・

カ ラーCRTも 看板 商 品 と してい る。

同社 は1967年 以 来1973年 中 頃 まで にお よそ300台 の コン ビa－ 夕

を設 置 して き た。1973年 に は コン ピ ュー タお よび周 辺装 置 で400～500

万 ドル近 くの 売 り上 げ を あ げ てい る。NORSK自 身は,ノ ル ウ ェー で はIB

Mに 次 ぐポ ジ シ 。ン を総 設 置 台数 で は占 めて い る とまで言 明 して い る。

〈教 育 〉

これ まで ノ ル ウ ェー の教 育 に お け るEDP活 動 は 個 々の学 校 の 手 に まか され

て きたが,発 展 の テ ン ポは遅 か っ た。

だが 昨 年,他 の ヌ カン ジナ ビア諸 国 と同様,教 育 にお け るEDP活 動 を管理 す
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す る国 家委 員 会が 設置 さ れ た。 この 委 員 会 に は ベ ル ゲン,オ ス ロ,ト ロム セ,

トロ ンヘ イ ムの 各大 学 の代 表 が 参加 して い る。 地域 セ ン ター の 概念 は,他 諸 国

同様 ノル ウ ・一 で もま だ明 確 に規 定 され て はい ない が,こ の構 成 は 各大 学 に現

在 設 置 され てい る コ ン ビ=一 夕を基 礎 に してい る。(表 皿一22参 照)
,

表 皿一22:ノ ル ウ ェー の大 学 にお け る 設置 状 況

大 学 機 種 備 考

ベ ル ゲ ン Univac1110 サテ ライ ト・コンピ ュー タ6台 が付 属

オ ス ロ CDC3300

CDCCyber74

2×NORD-1

CDCとOlivettiの タ ー ミ ナ ル

《

ト ロ ン ヘ イ ム Univac1108 192K.20サ テ ライ ト・コンピュータが 付 属

ト ロ ム セ NORD-1
.

NORD-20
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力 ナ 夕

●

カ ナ ダ情 報 処 理 学会 の発 表 に よれ ば1974年5月1日 現 在 の カ ナ ダの コ ン

ピ ュー タ設置 台数 は3,895台(前 年 比18 .6%増)。 メー カー 別 の 設 置 台数

お よび 設 置金 額比 率 は図 皿一34の とtoり で あ る。 なb今 回の調 査 に は 月間 レン

タル 料が1,000ド ル 以 下 の もの は含 まれ て い ない 。 こ の た めBurronghsやD

ECの シ ェア は昨 年 よ り低 下 してい る。

〈 業 界 の 政 府 に 対 す る 要 望 〉

カ ナ ダの コ ン ピ ュー タ業 界 に も最 近 は ナ シ 。ナ リズ ム が 台 頭 して き て い る 。

カ ナ ダ 科 学 委 員 会(ScienceCouncilofCanada)は カ ナ ダ の コ ン ピ ュー

タ産 業 に 関 す る レポ ー トを ま と め た 。 これ は431の 企 業,100の 教 育 機 関

図ll-34:hナ ダ の コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

〈設置台数 シ ェア,74年5月1日 現在〉 〈設置金額 シ ェア,74年5月1日 現在〉

●

:と もに 月間 レン タル 料 が1,000ド ル以 下 の もの は含 まれ て い ない 。

お よび8つ の協 会 に ア ン ケー トを行 な った もの であ る。

これ に よる と カナ ダの コ ン ピ ュー タ業 界 は,国 産 品の買 い 上 げ政 策 の確 立 を

望 ん で お り,業 界 の多 くは補 助金 よ り も政 府 の購 入契 約 の方 を歓 迎 して い る。

また コン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 者 は 政府 の補 助 金 が,製 造 関 係 よ り少 ない こ と
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に対 して 不 満 を 持 って い る。列 国 企業 の小 会 社 へ の 補 助金 は カ ナ ダ ・コ ン ピ ェ

ー タ業 界 の 育成 には な らない 。 また カ ナ ダ政府 は1972年 よ りNCRと 契 約

を結 び,1,660万 ドル を か けてEDP研 究 開 発 プ ログ ラムPAIT(pro9-

ramforthe .AdvancernentofIndustrialTechnology)を 開 始 したが,業 界 で

は これ も製 造 分 野 を 指 向 しす ぎ る とい う声 が 強 い 。

関 税 につ い て は ほ とん どそ の効果 が 認 め られ ない,ま た米 国 市 場 に深 い 利害

関係 を 持 つ サー ビス ・ビ ュー ロー は報 復 措 置 を恐 れ て 関税 に つい て批 判 的 で あ

る。

成 長 期 の産業 なの で 法律 規 制が 過 多 に な る と業 界 が ゆ るめ られ る こ とを憂 慮

しなが ら も一

・通 信 会 社 のデ ー タ ・サー ビス 業 界 参入 は禁 止 さ れ るべ きだ 。

・銀 行 の デ ー タ処理 業界 進 出の禁 止,も ち ろん 銀 行 自身のEDP業 務 を 行 う

こ とは 自由 だが,他 に 対 して金 融 関係 のEDPサ ー ビス を 行 な うべ きでは な い。

・大 学 研 究 機 関 が コ ン ピ ュー タ ・サー ビス 業 界 と直 接競 合 す る こ との禁止 。

等 の 施策 が 望 まれ て お り,ソ フ トウ ェアの 開 発 、 周 辺 機器 装 置 用 コ ミュニ ケー

シ ョン ・ター ミナル お よび 専用 ミニ ・コ ン ピ ュー タ とのハ ー ドソフ トの充 実が

カナ ダ の コ ン ピ ュー タ業 界 に と って 重 要 であ る と指 摘 して い る。

■

<中 古,第3者 リー ス>

DearbornComputerofCanada社 長,JMル イ ス 氏 は 「IBM360/

50をIBMの レ ン タ ル 価 格 の40～50%で リ ー ス す る と,例 え ば3'60/

50は370/135よ リ コ ス ト効 果 は 高 くな る 。3 .60/50は バ ー チ ャ ル ・

ス ト レー ジ を 装 備 して い な い が バ ー チ ャル ・ス ト レー ジ を 必 要 と す る ユ ー ザ は

限 られ て い る 。 こ の よ う な理 由でIBMがF・Sシ リー ズ を発 表 す る1975

-76年 ご ろ ま で,360シ リー ズ の 市 場 は 有 望 だ 」 と述 べ て い る 。 ま たCH

CS(ト ロ ン トの 中 古 リー ス 企 業)やCML(40万 ドル の360を 取 引 した

米CMIの 小 会 社)も 同 様 の 理 由 で 中 古 市 場 に 明 る い 見 通 しを 持 って い る 。 現

■
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宇

在 の カ ナ ダの 中古 会 社 と して有 力 なの は8社 あ るが,中 古 マ シンの リ_ヌ に お

い て も っ と も重 要 な こ とは メ ン テ ナ ン ヌ で あ る こ とは 各 社 共 通 の 認 識 で あ る。

IBM370の1J－ ス は 米Itel社 の 子 会 社,ItelCanada社 が73年2

月 よ り 行 い,74年 に は200万 ドル の 収 入 を あ げ る と して い る 。 同 社 は370

CPUにItelISSデ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ,AMS製 メ ー ン ・メモ リー,テ レ

ック ス 製 テ ー プ ド ラ イ ブ 等 を 付 加 した3～8年 の パ ッ ゲー ジ リー ヌ を 行 っ て い
」

る 。
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2.共 産 圏 諸 国

概

(1)西 欧の 輸 出額

EDP産 業 の 自立 を 目ざ して,

東 欧 諸 国 は 絶 え まな い 努 力 を 続 け

てい る。RIADの 推進 に よ り,そ

の技 術 水準 も次第 に高 ま りつ つ あ

る。 しか し一 方 では,EDP装 置

の 多 くを,依 然 とし て西 欧か らの

輸入,技 術 援 助 に頼 っ てい るの が

現 状 で あ る。RIADが 完 全に 目的

を 達 成す る まで には,相 当 の時 間

を 要 す る もの と考 え られ るが,こ

の 間 に も西 欧 技 術 は さ らに 進ん で

行 くわ け で,西 欧 と技 術 的 に対 等

にな るのは,ま だ 大 分先 の こ とに

な るだ ろ う。 こ の 意 味 で 東 欧 は

ここ しば ら くは 引 き続 い て,西 欧

の 良い 輸 出市場 とな ろ う。

これ まで の とこ ろ,チ ェ コス ロ

バ キ アを 除 く東欧 諸 国 にお い て は ,

英 国 がICLの 活 躍 に よ って 輸 出

額 で トッ プの 座 を 占め てい る。 一

方,チ ェコ ス ロバ キアで はIBM

要

図 皿一35

(単 位:!.OOOド ル)
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■

▼

●

■

図 皿一36=東 欧 諸 国 のEDP装 置 輸入 高(1972年)

(単 位1,000ド ル)
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図 五一37:東 欧 諸 国 の コ ン ピュー タお よ び事 務 機 器 輸 入額(72年 →78年)
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東独

5000〔68%)

ハ ン ガ リー

が支 配的 穿 り,こ れ にUNIVACカ ・続 い て い る.図 五一35は 注 な 西 欧 の 輸

出国 と,そ の 輸 出額 を 示 した もので あ る。

また 図 皿二36は,東 欧諸 国 の 西欧 か らの 輸 入額 を 示 した もので あ る。 ユー ゴ

ス ラ ビアは 特 に 輸入 額 が 高い が,こ れ は ユー ゴは コメコンの メンバーに 入 ってい

な い こ とか ら,比 較 的 西 欧 と 自由 に 交 渉を もつ こ とが で き た こ とに よ る もの で

あ る。 そ の保 有台 数 の ほ とん ど100%が 西 欧 の マ シ ンで 占め られ て い る。 な

お 図五一37は,東 欧 諸 国 にお け る コ ン ピュー タお よび 事 務 機 器 の72年 と78

年(予 測)の 輸 入 高 を 比 較 した もの で あ る。

,

(2)輸 出規 制 の 問 題

'共 産 圏
へ の 輸 出を 制 限す る 「輸 出規 制 策 」は,東 欧 に お け る市 場 活 動を 困難

にす る一 因 とな ってい る。すな わち,EDP装 置を 輸 出す るた め には 輸 出 管理 局

の 審査 の下 に,輸 出認 可 を 待た な けれ ば な らない。

審 査 項 目 と しては,例 えば それ が どの よ うな 分野 で 利 用 され るか,エ ン ド ・

ユ ー ザーは 誰 か(企 業,工 場,政 府 機 関,研 究 機関 な ど),申 請 した 通 りに 使

わ れ てい るか 否 か を 検 証 で き るか,輸 出製 品 と同等 の 国 産 機 を 持 って い るかな

直
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●

ど,各 種 の事 項 が対 象 とな る。 しか し政 策 的 な 問 題や,輸 出 国政 府 と業 者 の 間

だけ では 明 確 に で きな い よ うな 点 もあ って,輸 出 申請 認 可 手 続 は,か な り時 間

を要 す る もの とな っ てい る。 米国 では,輸 出規 制 を強 化す るか 緩 和す るか とい

う点 を め ぐって,政 策 論 争 が 展 開 され て きた 。

例 えば ペ ンタ ゴンでは,対 共 産 圏貿 易は 国 防,外 交 上 の 見地 か ら好 ま し くな

い と して 輸 出規 制強 化 を 唱 え て きた。 一 方 米 国 の コ ン ピ ェ 一 夕業 界は ,現 在

の 輸 出規 制政 策 に よ って,東 欧 市場 進 出 を他 の 西 欧諸 国 に 譲 らざ るを え な い こ

とにな り,ま た 米 国貿 易 に悪 影 響 を 及ぼ す と して そ の緩 和 を 求め て きて い る。

現在,米 国政 府 の商 務 省 で は,こ の規 制緩 和 を か な りの と こ ろ まで 承認 し てお

り,IBM370/145ク ラ スの 中型 コ ン ピュー タ以 下 で あ れ ば か な り輸 出認 可

は 獲 得 し易い もの にな った とい わ れ て い る。 さ らに 中国 政 府 も昨 年,従 来 拒 否

し続 け て きた エ ン ド ・ユ ー ザ ーの 名 を 明 らか にす るよ うに な り(CDCと の 契

約の 場 合),同 国 へ 対 す る 輸 出認 可 は,大 分 と りやす くな った もの とみ られ る。

た だ し,共 産 圏 諸 国 との貿 易 に 関 して は,政 治 状勢 の 動 き に よ って 多 大 の影

響 が あ るた め,そ の 動 向 に も注 目 してお く必要 が あ る。 ち な み に米 国 メー カー

に と っては 現在 の ソ連,東 欧,中 国市 場は,ニ ク ソ ン訪 ソ,訪 中後 に そ の 可 能

性 が 一挙 に注 目され 出 した も の だが,国 防 省は ソ連,東 欧 向げ の コ ン ピュー タ

お よび エ レク トロニ ク ス 輸 出拡 大 に,強 い 抵 抗 を 示 し て い る。

米 国 と東 欧 諸 国 の コ ン ピュー タ取 引きは,こ の と ころ急 に 活 発な もの にな っ

て き てお り,CDCは ノレー マ ニ アお よび ソ連 と合弁 お よび 技 術 協定 を 結 ん で い

るし,Honeywe11,Raytheon,TRW,Burroughsな ど も追 随をね ら って

い る。IBMは ソ連 の イ ン ツー リス ト省 か ら シス テ ム370/158を 受 注す

るな ど,最 新 の モデ ノレの 輸 出 も 目前に 迫 って き てい る。

米 国 の コ ン ピュ ー タ産 業 界 お よ び 商 務 省 な どは,米 国 製 コ ン ピュー タの 輸

出を 計 るべ き と主張 して い る。 彼 らに言 わ せ れ ば,た と え米 国が 共 産 圏 向け に

戦 略 的機材 の 輸 出を 規 制 して も,西 欧 などの メーカーか ら同様 の 装 置 が入 手 で き

る状 態 に あ る。 ペ ン タゴ ンは,最 近 特 に 大 型機 の 輸 出 申請 や 製 造 ラ イセ ンスの
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認 可 申請 な どが,輸 出 管 理局 に続 々 と提 出 され てい る とこ ろか ら,こ れ を 利敵

行 為 とし て 戦略 的 な 理 由 で反 対 し てい る。

現 在 規 制 に 関 し て は ホ ワイ トハ ウスの貿 易諮 問機 関,国 際経 済 政 策委 員 会

(TheCouncilofInternationalEconomicPolicy)が コ ン ピュー タ,

エ レク トロ ニク ス の 東欧 向 け 輸 出 に関 して,国 家的 見 地 か ら検 討 中 とい われ る。

一 方 輸 出 管 理 局 は 実 際 的立 場 で
,個 々の 輸 出 申請 に つ い て は ケー ス ・バイ ・

ケー スで 判 断 を 下そ うと してい る。 しか し輸 出 管理 局 に と って,ソ 連 イ ン ツー

リス ト向け のIBM370/158や,ハ ンガ リー 統 計局 向け の370/155な

ど,認 可 判 断の 極 め て や っかい な 申請 が 留保 され て い る。

■

P

(3)輸 出に 関す るそ の 他 の 問題

西 欧 と東 欧 の言 語 の壁 は,西 欧 のEDP製 品 を 東 欧 に 輸 出す る上 で 大 きな障

害 となってい る。すなわちEDP製 品 が 東欧 に輸 出 され れば,当 然 それ に関す る

ド声 ユ メ ン トの類 ・ ハ ー ドウ ェア ・マニ ュア ル,ソ フ トウ ェ ア ・マ ニ ュ アル,

プ ログ ラ ミ ング ・マ ニ ュア ノレ,メ イ ンテナ ンス用 マ ニ ュア ノレ,操 作 マニ ュ ア ノレ

な ど一 も必 要 と され るが,こ れ らの ドキ ュ メ ン トは,東 欧 の 言 語 で 記述 され

た もの を準 備 しな け れ ば な らな い 。 また ユー ザ ーのEDP要 員 を教 育す る場合

に も,指 導 員 は 東 欧 の 言 葉 を 理 解 し,話 す こ とが で きな くて は な らない わ け で

あ る。 さ ら に 東 欧 で は ロー マ字 の 他 に シ1)ノレ文字 も使 用 さ れ てい るた め,プ

リンタ,タ イ プ ライ タな どは,そ の 両 方 の文 字 を 扱 う能 力 が 要 求 され る。 また

それな りの コー ド体系 の拡張 も撫 されなければ鈍 ない・

そ の 他,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの互 換 性,デ ー タ通 信 設 備 の 能 力な ど も,

西 欧 の 装置 を 導 入 す る際 の 問題 と して 指摘 され て い る。

●

(4)RIADの 現 況

東欧 の 共 同開 発 プ ロ ジ ェク トRIADは,順 調 な 成 果 を 上 げ てい ると伝 え られ

てい る。 これ まで の とこ ろES-1060を 除 くす べ て の 機種 が生 産 体制 に入
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っ て い る も の と 見 ら れ る。 現 在RIADに 参 加 し て い る 国 々 は ブノレガリ ア,チ

ェ コ ス ロ バ キ ヤ,ポ ー ラ ン ド,ハ ン ガ リー,東 独,ソ ヴ ィ エ トの6ケ 国 で,約

20,000人 の ス ペ シ ャ リス トが 開 発 に 従 事 し て い る 。

最 近,特 に 力 を 入 れ て い る の は 小 型 機ES-1005の 開 発 で あ る。ES-

1005の ソ フ ト ウ ェ ア お よ び 同 シ リー ズ の ソ フ ト ウ ェ ア は,ハ ン ガ リー の ソ

フ トウ ェ ア 会 社 で あ るInfelorSystemtechniqueに お い て 開 発 さ れ て い

る。1973年 末 ま で に 約20台 のESシ|)一 ズ ・コ ン ピ ュ ー タが 設 置 さ れ た

が,こ の 内 の 大 部 分は,ブ ノレガ リア で 生 産 さ れ たES-1020と ポ ー ラ ン ド

で 生 産 さ れ たES-1030で あ る。 ま た,1975年 中 に は,ソ 連 製 のES

-1050が4台 設 置 さ れ る 予 定 で あ る
。 こ の 内 の3台 は'・ ン ガ リー科 学 ア カデ

ミー に,残 りの1台 は 産 業 経 済 研 究 所 に 設 置 さ れ る こ と に な っ て い る。 一 方 ハ ン

ガ リー の 分 担 し て い るES-1010機 は,東 欧 ブ ・ ック 内 の 他 の 国 に 相 当 数

が 輸 出 さ れ て い る。 チ ェ コ ス ・パ キ ア で は 既 に8台 を 輸 入 し て お り,今 年 は さ,

ら に15台 輸 入 す る こ とを 計 画 し て い る(RIADシ リー ズ の 各 モ デ ノレ仕 様 に

関 し て は,「 海 外 の 情 報 産 業 」48-ROOl参 照)。

■
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ソ 連

(1)国 内産 業 の 現 況

「西 欧を 凌 ぐ」 こ とを 目標 に,ソ 連政 府 は 積 極 的な 姿 勢 で コ ン ピュー タ産 業

と取 り組 ん でい る。 そ の 将来 計 画 に は,実 に野 心 的な もの が あ る。1980年

中 に は連 邦 ネ ッ トワー クを 完成 させ,約10,000の コ ン ピュー タ ・セ ン ターを

これ に参 加 させ る こ とを 予 定 してい る と伝 え られ る。 また,1975年 末 ま で に

は,約2,000の イ ン フォ メ ー シ ョン ・シ ス テ ムの稼 動 が 予 定 さ れ てい る。 一

方tti現 在最 も精 力 を 注 い で い る の はRIADシ リーズの 生 産で あ る。RIAD

プ ロ ジ ェク トには 現 在,70の 工場 と230,000人 の 人 々が 生 産 に向 け られ て

い る。 また,約20,000人 の スペ シャ リス トが 設計,開 発 に 当 っ てい る。 ソ連

で は毎 年 約10,000入 の 計 算 機技術 者 が 養成 され,こ の 分野 に送 り出 され て い

るが,そ れ で も人材 面 で の 需要 は 完 全 に充 た され て い な い とい わ れ て い る。 今

後 ソ連 が あ る 目標 に 向 って 精 力 を集 中す る とす れ ば,そ の結 果 は か な り良 い も

の が 期 待 され るだ ろ う。 これは,こ れ ま で の武 器,原 子 力 な どの 分野 で の 実 績

が,よ く物 語 ってい る。 しか し現 在 の コ ン ピ ュー タの 設 置 台数 は,米 国 あ るい

は 英 国 と比 較 して か な り低 い レベ ノレに あ る。 現 在 ソ連 で最 も よ く働 い てい る コ

ン ピュー タは,Minsk22で あろ う。 これ は 第2世 代 の マ シー ンMinsk2を 基

本 に して作 られ た もの で,大 体IBM360/25～30ま たはSiemens4004/

35に 匹 敵す る性 能を持 ってい る。 しか しその周辺装置の性能はかな り低い もの と思

われ る。一方現在 ソ連で最 も有力な機種 と考え られ てい るものはBESM6で ある。 こ

れはIMオ ペ レーシ ョン/秒 のス ピー ドを持ち,大 体IBM360/40に 匹敵す る性

能を備えてい る。 しかし,そ の周 辺 装 置の 性 能 は一 般 的 な デ ー タ処 理 に 対 し て ま

だ 十 分 な 信頼 性 を 備 え てい な い 。RIAD以 前 の ソ連の唯一 の第3世 代 マシー ンとし

てはNAIRIが あ る。NAIRI3は 大体PDP11に 匹敵す る。 そ の 他MIR,

DNIEPRな ど数 多 くの ア ナ ・ グ,ハ イブ リ ッ ド ・コ ン ピュー タも生 産 さ れて

い る。
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RIADに 関 し て は 現 在4機 種(ES-1020,ES-1030,ES-1050,

ES-1060)の 生 産 に 当 っ て い る が,完 全 な 生 産 体 制 に 入 ってい るの はES-

1020だ げ で あ る。 ミ ニ ・コ ン ピュ ー タ に 関 し て は,プ ロ セ ス ・コ ン ト ロー

・レ用 と し てM-6000の 生 産 が 伝 え ら れ て い る
。 周 辺 装 置 に 関 し て は,RI-

ADシ リ ー ズ に 属 す る 約50種 の 装 置 の 開 発 を 分担 し て い る。 一 方 事 務 用 計 算

機,会 計 機 に 関 し て は ま だ か な り遅 れ て お り,主 と し て 東 独 か らの 輸 入 に 頼

っ て い る。 し か し ソ連 政 府 で は 将 来,次 の 様 な 野 心 的 な 計 画 を も って そ の 導 入

に 力 を 入 れ る こ と を 計 画 し て い る。

・個 々の 工 場 お よ び 組 織 へ の 導 入

・各 工 場 と 関 連 し た 政 府 機 関 を 統 合 す る

・あ らゆ る産 業
,省 庁,機 関 を 結 ぶ 全 国 ネ ッ ト ワー ク の 完 成

現 在,全 国 ネ ッ ト ワ ー ク に は 約800の 地 域 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の 参 加

を 予 定 し て い る 。 ま た,現 在 あ る約200の パ ン チ ・カ ー ド ・ ビ ュ ロ ウは そ の

よ うな コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー に 移 行 し て い く こ と に な ろ う。

命

(2)コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数

ソ 連 の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は1974年 中 頃 の 見 積 り で,約4800

台 と 伝 え られ て い る 。 こ の 内,国 外 の 機 種 は60～70台 を 数 え る程 度 で あ る。

し か し,現 在 ソ 連 で 計 画 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る こ とを

考 え る と,今 後 は 西 欧 の 装 置 に 頼 るか,も し くは 西 欧 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ

ー との 適 当 な 同 意 の も と に 国 内 生 産 を 始 め る こ と に な ろ う
。 ま た ミ ニ ・コ ン に

関 して も,現 在 の 状 態 で は 完 全 に 需 要 を み た し て い な い 。 こ れ も 今 後,西 欧 の

援 助 を 必 要 と す る こ と に な ろ う。

現 在,設 置 さ れ て い る 西 欧 機 種 の 主 な メ ー カ ーはICL(20台)',Elliott

(18台),Siemes(3台),Ferranti(5台),IBM(1台),UN-

IVAC(1台)な ど で あ る 。

中 で もICLは,圧 倒 的 な シ ェア を 誇 って い る が,同 社 が 輸 出規 制 を 超 え て 輸
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出許 可書 を 得 るまで に は 大 変 な 時 間 と努 力を要 した 。ICLのSystem4が,

ビジネ ス ・デ ー タ処理 の 分野 で 勢 力 を持 って い る とい うこ と も注 目す べ き点 で

あ る。 現 在,ソ 連経 済 の プラ ニ ング ・管理 の 目的 に 約12台 のSystem4が 主

要 な政 府 機 関 にお い て 利 用 され てい る。 また 第3世 代 のRIADシ リーズの開 発

に も大い に 活用 され て い る。

(3)利 用 分野

初 期 に お い て ソ連 政 府 は,コ ン ピ ュー タ 利 用 は 共 産 社 会 と 思 想 的 に 相

い れな い もの と考 え て い た 。 しか しそ の 後認 識 を 新 た に し,現 在 では,そ の 計

画経 済 の 色 々な 局 面 に お い て可 能 な 限 りの導 入 を 計 ろ うと してい る。 過 去 にお

け る ソ連 の コ ン ピ ュー タ利 用 は,主 と して計 算 処 理 能 力 が 必要 と され る科 学 技

術 の 分野 が 中心 で,入 出力 機能 が要 求 され る ビジネ ス ・シ ス テ ム或 いは マネ ジ

メン ト ・シス テ ムの 分 野 での 利 用 は まだ 十 分で は な か った。 しか し今 日では,

各種 の 政府 機 関,協 同体 へ と その利 用 は 次第 に普 及 しつ つ あ る。 そ の応 用 分野

も,プ ロセ ス ・コ ン トロー ノレ,航 空,ホ テ ノレ予約 シ ス テ ム,経 営 管理 シス テ ム

な ど多岐 に わ た って い る。

現 在,国 家 レベ ノレの テ レ プ ロセ ッシ ング ・ネ ッ トワー クの 計 画 も進 め られ て

い る。 そ の 他 ビジ ネ ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ムにつ い て も検 討 され てい る。

そ の他 の 分 野 では,ト ラフ ィ ック ・コ ン ト・一ノレ,港 湾 情 報 シス テ ムな どに も

関心 が 持 た れ てい る。

(4)西 欧 との 取 り引 き

他 の コ メコ ン諸 国 と 同 様 に,ソ 連 にお い て もICLは,輸 出 に 関 し てほ ぼ 独

占的な 位 置 を 占め て きた。 米 国 メー カー が市 場参 入 に 遅 れ た理 由 と しては,輸

出規 制 があった ことと米 国の メー カー が 余 り東欧 市 場 に 関心 を 持 ってい な か った

こ とな どが あげ られ る。

しか しICLの 主 導 的な 位 置は そ う長 くは 続 か な い だ ろ う。 とい うのはIBM
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が,1971年 の レ ニ ン グ ラ ー ドの 展 示 会 で360/50を 受 注 し て 以 来,米 国

の 大 手 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が,こ ぞ っ て 市 場 侵 略 を 開 始 し た か ら で あ る 。

例 え ばIBMは 最 近,航 空 管 制 シ ス テ

ム を 受 注 し,モ ス コ ー に オ フ ィ スを 開

設 し た 。SperryRand・Univaceま 技

術 協 定 を 交 わ し,ア エ ロ フ ロー トの 航

空 予 約 シ ス テ ム を 受 注 し た 。CDCは,

高 性 能 コ ン ピ ュ ー タの 製 造 と ソ連 経 済

の マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 開 発 に 関

し て 技 術 協 定 を 結 ん だ 。 ま たSIN-

GERも,デ ー タ通 信 に 関 す る技 術 協 定

を 交 わ し て い る。 さ ら にHewlett-

Packard,GEも モ ス コ ー に 事 務 所 を

開 設 し た 。

こ の 他 ソ連 は,他 の コ メ コ ン 諸 国 と

図ll-38:ソ 連 のEDPお よ び

事 務 機 器 輸 入 高

(単 位:1,000ト ツレ)

(単 位1,000ド ル)
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(※)イ タ リーは1972年 不 明

の 取 引 き も 行 な ってい る。 例 え ば ミニ ・コ ン ,デ ィスク,高 速 紙 テ ー プ ・ リー ダ,

デ ィ ス プ レ ー 装 置 な どは,ハ ン ガ リー,チ ェ コ,ポ ー ラン ド,ブ ノレガ リア な どか ら

輸 入 さ れ て い る。 ま た キ ャ ッ シ ュ ・レ ジ ス タ,カ リキ ュ レ 一 夕,テ レ プ リ ン タ

な どは 東 独 か ら 輸 入 され て い る。 主 な 西 欧 の 輸 出 国 お よび 輸 出 額 は 図 皿 一38の

通 り で あ る。
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、

東 独

(1)国 内 産 業 の 現 況

東 独 で は,1950年 後 半 か ら機 種 を 限 定 し て 生 産 を 進 め て き た 。 重 点 的 に

生 産 さ れ て い る も の は,Robotron300汎 用 コ ン ピ ュ ー タで あ る。 同 機 はI

BMl401に 相 当 し,1968年 か ら 現 在 に 至 る ま で に,約100台 が 生 産 さ

れ て い る。 ま たRobotoron21,PR2100,PRS400の 生 産 に も力が 注 が れ

てい う。 東独 は,事 務 用 計算 機,会 計 機 に 関 し て も,東 欧 一 の 生産 高 を誇 って

い る。 ま た 他 の コ メ コ ン 諸 国 同 様,RIADシ リー ズ の 開 発 に も 力 を 入 れ て い る。

RIADに お け る東 独 の 分 担 は,ES-1040コ ン ピ ュー タお よ び そ の 周 辺 装 置

で あ る。ES-104pは,IBM360/40と ほ ぼ 同 等 の 性 能 を 持 ち,マ ノレチ ・

プ ロ グ ラ ミ ン グが 可 能 で あ る。 現 在Robotoronが そ の 生 産 に あた ってい るが,

予 定 で は1974年 末 ま で に35台 を 製 造 す る こ と に な っ て い る。

VEBKombinatRobotoronは こ の 他 にES-7073パ ン チ ・テ ー プ ・ス

テ ー シ ョ ン,ES-7073(Soemtron529-221)コ ン ソー ル ・タ イ プ,

Robotoronビ デ オ'デ ィ ス ブ・レ'シ ス テ ムBS
.Sな ど の 製 造 も 行 な って い る。

VEBKombinatZentronikはRIADの プ リ ン タ装 置 の 生 産 に あ た って

い る。 主 要 な 製 品 は,DaroSoemtron478高 速 プ リン タ(1,8001ine/

m,156ch/1ine,3コ ピー が とれ る),ES-7035プ リ ンタ ・Soemtron1156

ドッ ト ・マ トリックス ・プリンタ(35dotmatix,速 度100chps,178ch/1ine)で あ る。

VEBCarlZeiss,JenaはES-5016,ES-5021磁 気 テ ー プ の 生

産 を 行 な ってい る。ES-5055磁 気 デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブはVEBKombinat

Robotoronが 製 造 し て い る 。

VEBKombinatRobotoronは デ ー タ処 理 コ ン ビ=一 夕Robotoron21,

プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュー タPRS4000,小 型 コ ン ピ ュ ー タKRS4200も 生 産

し て い る。Robotoron21は 第3世 代 の マ シ ンで,IBM360/30に 相 当 す

る。 同 モ デ ルはRIADシ ス テ ム と も互 換 性 が あ る。
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●

(2)コ ン ビ=・ 一 夕設 置 台 数

現 在,東 独 で は 約500台 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ と 約2000台 の 小 型 コ ン ピ

ュ ー タを 備 え て い る も の と 思 わ れ る。 西 欧 製 コ ン ピ ュ ー タの 設 置 台 数 に 関 し て

は,余 り詳 し い 数 字 は 得 られ て い な い 。1971年 の 見 積 り で 約60台 と い わ

れ て い るが,い ず れ に し ろ,他 の コ メ コ ン諸 国 と 比 較 し て 西 欧 へ の 依 存 度 は 低

い も の と思 わ れ る。 主 な 西 欧 の メー カ ー と し て はICL,UNIVAC,IBM,

Honeywellな ど が 入 っ て い る。

(3)利 用 分野

東独 では,現 在約60,000人 の スペ シャ リス トがEDPに たず さわ ってい る。

また コ ン ピュー タを利 用 して い る企業 は 約11,000あ ると 云わ れ て い る。

東独 にお け る コ ン ピュー タの 主 な利 用 分野は 行政 管理,プ ラニ ン グ,生 産 の

プロ セス ・コ ン トロー ルな どの 分野 で あ る。

ドレ スデ ンの 光 学 研 究 所 では 集 中化 され た 情 報 シス テ ムを 完 成 し,現 在200

工 場が これ を 利 用 し てい る。 また べノレリンの 中央 統 計 局 では あ らゆ る統 計 情 報

に 関す るデ ー タ ・バ ンクを 中央 に置 き,自 動 検 索 シ ス テ ムを 作 るこ とを 計 画 し

て い る。 これ は1980年 に 完成 され る予定 で あ る。

デ ー タ通 信,テ レ プ ロ セ ッシ ングの 利用 に 関 して は まだ 十 分 に進 んで い る と

は い え ない 。 しか し,東 独 の 産業 構 造は いわ ゆ る中央 集 権型 の形 態 を とって い

るこ とか ら,今 後 この 分 野の ニ ー ズは ます ます 高 ま って ゆ くもの と思わ れ る。

(4)西 欧 との取 り 引 き

東独 の 西 欧か らのEDP製 品 の 輸 入額 は1971年 か ら1972年 にか け て

523万 ドノ・か ら334万 ドノレへ と36%減 少 してい る。

今 後の 見 通 し と して は,東 独は,そ のEDP装 置 の ほ と ん どを 自国 製 品 あ る

いは 他 の コ メコ ン諸 国 か らの 輸 入 品で まか な うもの と思 わ れ る。 しか し,大 型

シス テム,ミ ニ ・コ ン ピュー タ,デ ー タ収 集装置 に 関 し ては,今 後 も西欧 か ら
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の 輸入 に頼 るもの と思 わ れ る。 この よ うな事 情か ら ,1978年 には 東 独 の 輸

入 額は1,500万 ドル に達 す る もの と予想 され てい る。

輸 出は 東 欧,西 欧 と も に行 な って い るが 西 欧 に 関 しては 以 下 の よ うな 実 績 を

持 って い る。

●

1971 1972

西 独

フ ラ ン ス

680万Mark

520万Mark

580万Mark

260万Mark

西欧 に 輸 出 され てい る主 な 製 品は 会 計 機,紙 テー プ装 置 な どで あ る。 しか し

最 近に な っ てES-1040が 西 独 に 売 られ た とい う知 らせ もあ る。
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チ ェ コ ス ロ バ キ ア

(1)国 内 産 業 の 現 況

東 独 と と も に チ ェ コ ス ロ バ キ アは 共 産 圏 に お け る 工業 国 と し て 知 られ て い る。

これ はEDP産 業 に も反 映 さ れ て お り,特 に 事 務 用 計 算 機 に 関 して は 比 較 的 高

い 水 準 を 示 し て い る 。RIADシT)一 ズ に 関 し て はES-1020Aお よ び 各 種 の

周 辺 装 置,タ ー ミナ ノレを 生 産 し て い る。 ま たRIADシ リー ズ の タ ィ ブ装 置 に

関 し て は,チ ェ コは ほ ぼ 独 占 的 に こ れ を 生 産 し て い る。

現 在 チ ェ コのEDP産 業 を 代 表 す る2大 組 織 は,ZPAとTESLAで あ る。

こ の 他 に 事 務 用 装 置 を 生 産 す る 企 業 が い くつ か あ る6

ZPAは16企 業,24工 場,2つ の 研 究 機 関 か ら な り,従 業 員 数 は 約3500

人 で あ る と い わ れ て い る 。 そ の2つ の 研 究 機 関,オ ー トメ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

研 究 所,数 学 機 器 研 究 所(ResearchInstituteofMathematicalMa-

chine)はEDP産 業 に と っ て 重 要 な 存 在 と な っ て い る。

ZPAの 主 要 な 製 品 はZPA6000/20で,こ れ はRIAD名 称ES-1020

Aと し て 知 られ て い る もの で あ る。 こ れ は 現 在 す で に 生 産 に 入 っ て い る が
,ま

だ 数 台 が 生 産 さ れ て い る に過 ぎ な い 。 な おZPA6000/80(ES-1030A)

は い ま だ に 設 計 段 階 に あ る。

ARITIMAはZPAに 属 す る1企 業 で あ る。ARITIMAの 主 要 な 製 品 と し

て,ARITIMAlOlOデ ー タ 処 理 用 コ ン ピ ュ ー タ が あ る(主 記 憶 容 量50

～100KBの 中 型 機 で あ る)
。そ の 他 パ ン チ ・カ ー ド ・マ シ ンARITIMA

DP-100の 製 造 も 行 な ってい る。チ ェ コでは 依 然 と し て パ ン チ ・カ ー ド ・シ ス

テ ム に 大 き く依 存 し て い る 。 そ の 数 は コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム の 数 を 上 廻 る も

の と思 わ れ る。(コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム700に 対 し て パ ン チ ・カ ー ド.シ

ス テ ム は1,500ぐ ら い 存 在 す る)o

ARITIMAは こ れ ら の カ ー ド ・シ ス テ ム の 多 く も供 給 し て い る
。 そ の 主 な

製 品 は 次 の 通 りで あ る。ARITIMA150パ ン チ カ ー ド ・マ シ ー ン(90Colum
,
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5、400Cards/hour),ARITIMA321タ ビ ュ レ ー タ(7,600～8、400Ca-

rds/hour),ARITIMA220ソ 一 夕 ー,ARITIMA720パ ン チ ・カ ー ド ・

マ シ ン(7,600cph),ARITIIVLA230&232ソ 一 夕 ー(100 ,000Cards/

hour),ARITIMAI30キ ー パ ン チ,ARITIMA630検 査 機 。

TESLAは50工 場,80,000人 の 従 業 員 を 持 っ て い る。 そ の 主 要 な 製 品 は

T-200コ ン ピ ュ ー タ(中 型 機)で,仏 か ら ラ イ セ ン ス を 得 て 製 造 を 開 始 し

た も の で あ る(ラ イ セ ン ス は1975年 に 期 限 が 切 れ るが,更 新 す る意 向 は

無 い よ うで あ る)。 そ の他,事 務 用 機 の デ ィ ス ク ・カ リ キ ュ レ一 夕 生 産 で はKa-

ncelarskeStroje,Zbrojovk,Metraな ど の 企 業 が 知 られ て い る 。 そ の

主 な 製 品 に はESP20,EK69,69A,EK72,MT134な ど が あ る。

チ ェ コ で は,1971年 に は 全EDP装 置 の34%を 西 欧 か ら ま た39%を

他 の 東 欧 諸 国 か ら 輸 入 し て お り,国 内生 産 は わ ず か に27%に し か 過 ぎ な か っ

た 。 し か し,現 在 で は は る か に 多 くの シ ス テ ム が 国 内 生 産 さ れ る よ う にな っ て

き て い る。 特 に周 辺 装 置 の 成 長 に は め ざ ま し い も の が あ る。

,

(2)コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

チ ェ コ ス ・ パ キ ア にお け る コ ン ピ ュ ー タの 設 置 台 数 は,1974年 中 頃 の 見

積 りで 約700台 で あ る とい わ れ て い る。 し か し こ れ らの 多 くは 小 型 コ ン ビ.ユ

ー タ ,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル ・コ ン ピュ ー タ に よ っ て
＼

占め られ て い る もの と 思 わ れ る 。

チ ェ コは 他 の 東 欧 諸 国,西 欧 へ の 依 存 度 が か な り高 く,特 に 西 欧 で は 英 国 が

支 配 的 で あ る。 し か し こ の よ うな 状 況 は 次 第 に 変 化 し つ つ あ る。 現 在 西 欧 機 種

の 台 数 は,約95台 を 数 え る も の と思 わ れ る。 主 な 西 欧 機 種 の メ ー カ ー は 次 の

通 りで あ る。ICL(16台),NCR(4台),UNIVAC(8台),Elliott(4台),

Siemens(4台),Honeywell(2台),GEC(2台),Ferranti(2台),そ の

他 第2世 代 機 と し てElliotL(6台),ZUSE(3台),UNIVAC(20台),

LGP(3台)。
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(3)利 用 分 野

大 型 機 は 主 と し て 公 的 な 機 関,教 育 機 関 な ど に 設 置 さ れ て い る。 こ れ ま で は

主 と し て,鉄 鉱 業,化 学 工 業,公 共 衛 生 サ ー ビ ス,農 業,予 約 シ ス テ ム な ど に

お け る コ ン ピュ ー タ リゼ ー シ ョ ンが 進 め られ て き た が,最 近 に な っ て 大 規 模 な

マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワー ク 設 立 の 動 き も 出 て き た 。

(4)西 欧 と の 取 り引 き

チ ェ コは 従 来,EDP装 置 に 関 し て,西 欧 か らの 輸 入 に 大 き く依 存 し て き た 。

し か し,最 近 にな っ て こ の 依 存 度 は 次 第 に 弱 ま りつ つ あ る。 最 近 の例 ではICL

System4-72の 発 注 が 知 られ て い る。 こ れ はMinistryofInternatinal

Affairに お い て,MIS,予 約 シ ス テ ム な どの 目的 で 使 用 さ れ る こ と に な っ

て い る。 そ の 他Siemens4004/135,4004/45,4004/6な どSiem-

ensと の 取 り引 き も知 られ て い る。

チ ェ コ ス ロ バ キ アは ま た 他 の コ メ コ ン諸 国 と も 取 り引 き を 行 な っ て い る。 例

え ば1973年 か ら1975年 の 間 に ソ連 か ら53台 のES-1030シ ス テ ム

を 購 入 し て い る(4億5,000万 ノレー ブ ノレ相 当)。 周 辺 装 置 は,逆 に ソ連 に 輸

出 し て い る。 事 務 用 計 算 機 は 主 と し て 東 独 か ら輸 入 し て い る。 主 な 製 品 はAs-

cota110,112,114,314な ど で1972年 に 約10,000台,1973

表 ■-23:チ ェ コのEDPお よ び 事 務 機 器 輸 入 状 況

(1972年,1,000ド ノレ)

●

7 国 名 EDP カ ル キ ュ レー タ 合 計
オ ー ス ト リ ア 51 51

ベ ル ギ ー 10
、

10

仏 407 407

西 独 2,163 164 2,327

日 本 181 181

ノ ル ウ ェ ー 44 44

ス ウ ェ ー デ ン LO81 1,081
ス イ ス 39 129 168

英 国 997 2 999

米 国 947 947

総 計 5,920 295 6,215
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年 に は15.000台 が 輸 入 さ れ て い る。

カ リキ ュ レ 一 夕は ハ ン ガ リ(K831),ブ ル ガ リ ア(ELKA42) ,ポ ー ラ ン

ド(ElmroLN105)か ら 輸 入 され て い る(西 欧 か ら も 輸 入 さ れ て い る)。

表 正一23は ・1972年 に お け る西 欧 か ら の 輸 入 額 を 示 した も の で あ る。

,

φ
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◆

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

(1)国 内 産 業 の 現 況

コ ン ピ ュ ー タ の 国 内 生 産 に 関す る ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 歴 史 は ま だ 浅 い
。 現 在 い

くつ か の 電 子 機 器 メー カ ー は,そ の パ ー トナ ー と な るべ き 西 欧 の メ ー カ ー を 探

し て い る 。 また 既 に 生 産 体 制 に 入 っ て い る も の も い くつ か あ る。

概 し て 中心 的 に 生 産 され て い る の は,ポ ケ ッ ト ・カル キ ュ レ一 夕,デ ィ ス ク

・カ ル キ ュ レ 一 夕 で
,こ れ に 次 い で 各 種 の タ ー ミナ ノレ,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ が

生 産 さ れ て い る。

ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タは,CER12,22,202がMihailoPupinInsti-

tuteで 生 産 さ れ て い る。 こ れ は,プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ノレ用 コ ン ピ ュ ー タで,

こ れ ま で に 約6台 が 生 産 さ れ て い る。

EI(ElektronskaIndustrija)は デ ィ ス ク ・カル キ ュ レ 一 夕 を 生 産 し

て い る(同 社 で は,そ の デ ザ イ ンが 旧式 な こ とか ら,西 欧 の 技 術 を 取 り入 れ た

新 し い タ ィ ブの も の を 開 発 す る こ と を 計 画 し て い る)。

TRS(TvornicaRacunskihStrojera)も ま た,デ ィ ス ク ・ カル キ ュ

レ ー タを 生 産 し て い る 。 同 社 で はGIよ り得 た チ ッ プを 使 っ て 最 新 の カル キ ュ

レ ー タ を 生 産 し て い る 。

Digitronは,こ の 業 界 で 最 も 成 功 を 収 め て い る 企 業 で あ る。 同 社 は 日 本

のSHARPと 提 携 し て デ ィ ス ク ・カ ル キ ュ レ 一 夕 ,ポ ケ ッ ト ・カル キ ュ レ 一 夕

を 生 産 し て い る。 チ ッ プはRCA製 の も の を 使 っ て い る。 コ ン ピ ュ ー タ 関 係 で

は,ユ ー ゴの 通 信 会 社 で あ るISKRAが,最 近BTMと 契 約 を 交 わ し
,電 子 交

換 機 の 開 発 と取 り組 む こ と に な っ た 。 当 初 はMT-1600,ITT-3200(共

に ミニ ・コ ン)を ベ ノレギ ー か ら 輸 入 す る こ と に な っ て い る が,将 来 は 独 自 に 汎

用 ミ ニ ・コ ンを 生 産 し て い く こ と を 望 ん で い る。 ま た 同 社 で は ,業 務 提 携 に 関

し て 米 国 と も話 し 合 い を 進 め て い る。

RIZ(RadioIndustriaZagreb)は ,そ の 研 究 所(lnstitute)に お
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い て テ レ プ リ ン タ,VDUタ ー ミナ ル を 開 発 し て い る。

また 先 に 述 べ た カ ル キ ュ レ 一 夕 の メ ー カ ー で あ るEIで は ブ ・ コ ン と プ リン

タの 開 発 に 関 し てSinger社,Honeywell社 と 話 し 合 い を 進 め て い る。EI

は ま た 仏 のSAGEMか ら 得 た ラ イ セ ン ス の 下 でPOS装 置,各 種 周辺 装 置 の 開

発 に 着 手 し て い る。Digitronも,タ ー ミ ナ ノレ装 置 に 関 し てEXTELの ラ イセ

ン ス を 得 て い る。 そ の 他,RUDIは テ レ プ リ ン タ の 生 産 を 計 画 し て い る。

,

(2)コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア の コ ン ピ ュ ー タは ほ と ん ど 輸 入 さ れ た も の ば か りで あ る。

国 内 生 産 の 占 め る 割 り合 い は わ ず か1%に 過 ぎ な い 。 ま た 他 のEDP装 置 に 関

し て も5%以 下 で あ る。 こ れ は,NATOの 輸 出 規 制 策 が 他 の 東 欧 諸 国 の よ うに

厳 し くな か った こ と か ら,西 欧,日 本,米 国 か ら 自 由 にEDP製 品 が 流 入 し て

きた こ と に よ る の で あ ろ う。

1 .974年 中 頃 の 見 積 りで,そ の 設 置 台 数 は 約400で あ る とい わ れ て い る。

そ の 主 な 供 給 メー カ ー は,次 の 通 りで あ る(1973/9月 の 予 測)。IBM

(217台),Honeywe11(36台),UNIVAC(45台),NCR(14台),富 士

通(14台),ICL(14台),OLIVETTI(12台),CDC(5台),ARI-

TIMA(9台),CII(3台),MIHAJLO/PUPIN-CER(6台),ZUSE

(5台)。

他 の 東 欧 諸 国 と 異 る 点 は,IBMが 市 場 を 支 配 し て い る 点 で,約57%を

IBMが 占 め て い る 。 一 方ICLは わ ず か4%を 占 め て い る に 過 ぎな い 。 こ の

様 に こ れ ま で は 西 欧 が 意 の ま ま に 市 場 を 支 配 し て き て い る。 しか し 最 近 で は

Inter-republicanCommissionが 設 立 さ れ,市 場 を 管 理 す る動 き も 出 て

き て い る。

一 方 ミニ ・コ ンの 設 置 台 数 は
,1973年9月 の 予 測 に よ る と 約803台 で

あ る とい う。 こ れ も ほ と ん どす べ て が 西 欧 の マ シ ー ン で あ る。 主 な 供 給 メ ー カ

ーは 次 の 通 りで あ る
。Burroughs(232台),Logabax(128台),Phili－

●
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ps(120台),Litton(73台),Kienzle(72台),Singer(67台),Ruf

(44台),NCR(31台),Nixdorf(27台),IME(9台)ポ ケ ッ ト ・カル キ ュ

レ 一 夕は か な り普 及 し て お り,年 間 約35 .000～45、000台 が 市 場 に 出され て

い る。
●

(3)利 用 分野

コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ ーは 工業,商 業 ,教 育機 関,政 府 機 関 とほ とん どあ ら

ゆ る分野 にわ た って い る。 テ レ ・プ ロセ ッシ ング,TSSは まだ 開 始 され たば

か りで あ るが,今 後 最 も発 展 の期 待 され る分野 で あ る。SloveneとCDCは 』

共 同 で,EDP教 育を 目的 とす る研 究 機 関 を設 立 し,今 後 の よ り良 い コ ン ピュ

ー タ利 用を 目ざ して い る。

◎

(4)西 欧 との 取 り引 き

先 に も述 べ た 通 り,ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィアは そ のEDP製 品 のほ と ん どす べ て を

輸入 に頼 って い る。 西 欧 か らの 輸 入 額 は,1971年 には1,200万 ドノレ,

1972年 に は2,500万 ドルで あ った。 今後 これは さ らに 増 え,1978年

に は現 在の40%増 しの3,000万 ドル に達す る もの と予 想 さ れ てい る。

西 欧 メーカーの シェアはIBMが 圧倒 的で,UNI'VACが これ に続 い てい る。

しか し最近 にな ってIBMは や や停 滞 気 味 で,こ れ に代 わ って,UNIVAC,

CDCが 急 速 に勢 力 を伸 ば しつ つ あ る。 今 後,ユ ー ゴス ラ ヴィ アが 必 要 とす る

装 置は 工業 用,事 務 用 の 小 型 計算 機 と,超 大 型 機の2種 類 で あ る と思 われ る。

●
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ポ ー ラ ン ド

(1)国 内 産 業 の 現 況

ポ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ産 業 を 代 表 す る二 人 組 織 はUnitraとMeraで あ

る。Unitraは70工 場,78、OOO人 の 従 業 員 を 持 ち,そ のELWRO工 場 が

コ ン ピ ュ ー タの 生 産 に あ た っ て い る。ELWRO工 場 で 作 られ て い る製 品は 次の

通 り で あ る。

・ODRA1304:第2世 代 マ シー ン ,ICL1900を 基 礎 に し て い る。

・ODRAl305:第3世 代 マ シ ー ン ,ICL1904に 匹 敵 す る。

・ODRA1325:第3世 代 マ シ ー ン,ブ ・ セ ス ・コ ン ト ロー ル 用 。

・R-30=RIADに お け』る ポ ー ラ ン ドの 分 担,1974の 目 標 は4

機 。

・K202-203:第3世 代 マ シー ン ,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ。

・MOMIC88:第3世 代 マ イ ク ・ コ ン ビ=一 夕
。

ELWRO工 場 で は,ポ ケ ッ ト ・ カル キ ュ レ 一 夕 を 生 産 す る こ と も 計 画 し て い

る。 デ ィ ス ク ・カル キ ュ レ 一 夕の 生 産 予 定 は1973年 で25.000台 と 云 わ れ

て い た(日 本 か ら 得 た ラ イ セ ン ス に 基 い て い る)。

Meraは19工 場 と40,000人 の 従 業 員 を 持 っ て い る。 こ れ らの 工 場 で は,

周 辺 装 置,オ ー ト メ ー シ ョ ン 機 器,通 信 機 器,測 定 機 器 な ど が 生 産 され て い る。

レ ー ダ ー,コ ン ピ ュー タ用 機 器,通 信 装 置 に 関 し て は 特 に 定 評 が あ り,一 部 は

西 欧 に も 輸 出 さ れ て い る 。

ポ ー ラ ン ドは 周 辺 装 置 の 生 産 に も 力 を 入 れ て い る 。 そ の 主 な 製 品 は 次 の 通 り

で あ る。

紙 テ ー プ ・パ ン チ:601100,110char/sec

デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブPD9425:容 量50Mbits,CDCラ イ セ ン ス を 得 て 生 産

し て い る 。

ラ イ ン ・ブ リ ソ タ=3種 類 作 っ て お り,そ れ ぞ れ150/600,550/1100,
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■

600/1100L/minの 速 度 を 持 つ 。128/160Char/line・

マ ト リ ッ ク ス ・ブ11ン タ=速 度601/xn,132Columns,Log'abaxラ イ セ ン

ス を 得 て 作 成 し て い る。

磁 気 テ ー プ装 置PT3:RIADの 一 環 と し て 作 成 し て い る。 速 度96～24

Kbytes/sec,9ト ラ ッ ク

デ ィ ス プ レー ・ユ ニ ッ ト:960ま た は1040キ ャ ラクタ,26ラ イ ン

'

(2)コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

東 欧 諸 国 の 中 で も,ポ ー ラ ン ドは ソ連 に 次 ぐ コ ン ピュ ー タ保 有 国 に な っ て い

る。1974年 中 頃 の 見 積 り で,そ の 設 置 台 数 は 約900台 で あ る と い わ れ て

い る。 こ の 内,西 欧 の コ ン ピ ュ ー タの 占 め る割 合 は 約9%で あ る。

主 要 な 西 欧 機 種 メ ー カ ー はICL(23台),EIliott(25台),NCR(3台),

CDC(2台),IBM(2台)で,こ の 外Singer,UNIVAC,Honeywellも 進

出 し て い る。

西 欧 機 種 メ ー カ ー の 中 で は,ICLが 勢 力 を 持 って お り,ZIPO造 船 計 算 セ

ン タ ー はICLの ビ ッ グ ・ユ ー ザ ー で あ る。 こ こ で は 現 在3台 のICLSys-

tem4を 使 用 し て い る が,最 近 さ らに7台 のICL2903Sを 追 加 し た 。 そ の

他 石 炭,鉄 鉱 関 係 の 分 野,中 央 統 計 局 な ど で も 使 用 さ れ て い る。

米 国 か らは 主 と し て,大 型 機 が 輸 入 さ れ て い る。 核 研 究 所 に 設 置 さ れ て い る

CDCCYBER72は 近 々KRAKOW大 学 に 設 置 さ れ る こ と に な っ て い る も

う1台 のCYBER72と 結 合 さ れ る こ と に な っ て い る。 こ れ は,国 家 ネ ッ ト ワ

ー クCyfronetの 一 部 を な す も の と な る
。

●

(3)利 用 分 野

ポ ー ラ ン ドは,他 の 東 欧 諸 国 と較 べ て,比 較 的効 果 的 に コ ン ピュー タを 利 用

して い る。 これ は,優 れ た ブ ・ グ ラミング技 術 を 持 ってい るこ と,さ ら には 西

欧 との接 触 が 密 で あ るこ とな どに よ るもの と思 わ れ る。 ワノレソー の数 学 機 器 研
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究 所(lnstituteofMathematicalMachines)お よ び ポ ー ラ ン ド ・ ア

カ デ ミー ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー で は ソ フ トウ ェ ア ,ハ ー ドウ ェ ア に 関 す る

高 度 な 研 究,開 発 が 行 わ れ て い る。 ま た 各 研 究 機 関,企 業 の ス ペ シ ャ リ ス トは ,

西 欧 の 文 献 を 読 む だ け で な く,米 国,英 国,仏 の 研 究 機 関 で 実 際 に 研 究 を し て

い る。 ポ ー ラ ン ドは 西 欧 と 数 多 くの 技 術 協 定 を 交 わ し て い る
。 こ れ ら の 協 定 は,

ソ フ トウ ェ ア ・ノ ウ ・ハ ウ,技 術 訓 練 に ま で お よ ん で い る(例 え ば1976年

ICLと の 間 で 交 わ さ れ た 同 意 の 基 に,ポ ー ラ ン ドはODRA1304シ ス テ ムを

開 発 し た)。

ポ ー ラ ン ドは,東 欧 諸 国 の 中 で 先 が け て 国 家 ネ ッ トワ ー ク の 設 立 に 着 手 し た

国 で も あ る。 こ の ネ ッ ト ワー クは,核 の 研 究,教 育 な ど に 利 用 す る こ と を 目的

と し て い る。 現 在 各 種 の 研 究 機 関,計 画,統 計 セ ン タ ー,ポ ー ラ ン ド科 学 ア カ

デ ミー な どの 機 関 が タ ニ ミ ナ ノレを 通 じ て こ の ネ ッ トワ ー ク と 接 続 し て い る。 こ

の ネ ッ ・トワ ー ク は や が て 他 の コ メ コ ン諸 国 の ネ ッ トワー ク と も接 続 さ れ る こ と

に な るだ ろ う。 最 近,UNIVAC1106が 購 入 さ れ た が,こ れ は,国 家 経 済 プ

ラ ニ ン グ ・ジ ス テ ム を 実 施 す るた め の 中 央 デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム に 向 け ら

れ る こ と に な っ て い る 。

,

◆

(4)西 欧 との 取 り引 き

ポ ー ラン ドにお い ては,EDP装 置,事 務 用 計算 機の 多 くは 輸 入 に依 存 して

い る。 これ までは 主 とし て,ICL製 品 を 求 め て きたが,最 近 では 他 の西 欧 機

種 メー カ ーに も求 め る とい う風 に情 況 は 変 わ りつ つ あ る。

また 他 の コ メ コ ン諸 国,特 に 東 独,チ ェコ ス ロバ キア,ソ 連な ど とも取 引 き

が あ る。 最 近 ソ連 と交 わ され た 契約 で は,1974年 には デ ィス ク,周 辺 装 置,

コ ン ピュー タを ソ連 に送 り出 し ,代 わ りにES-1020,ES-1050を 輸

入す るこ とにな って い る。

次の 表は 最 近 の 西 欧 諸 国 の取 引 きを 示 し た もの で あ る。

ポ ー ラン ドのEDP輸 出額 は,72年 で11万4,000ド ノレ程 度 と 少な い 。

◎
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}

'

一 方 主要 国か らの輸入額は
,71年

か ら72年 に大 き く増 え て お り,

78年 には2,500万 ドノレに達 す

る と予測 され て い る。 図 皿一39は,

ポー ラ ン ドにお け る主要 国 か らの

EDP輸 入 額 を 示 して い る。

図 五一39

(1.000ド ル)

1.700

1,600

1.500

ボー ラ ン ドのEDP輸 入 額

72年

、
、

仔

φ
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ル ー マ ニ ア

(1)国 内 産 業 の 現 況

ノレー マ ニ アは コ メ コ ン諸 国 の 中 で,RIADプ ロ ジ ェク トに 参 加 し て い な い 唯

一 の 国 で あ る。 ま た
,コ メ コ ン諸 国 の 中 でEDP産 業 に 関 し て 最 も 遅 れ た 国 で

あ る と さ れ て い る。 こ れ は,生 産 や 設 置 台 数 の 両 面 か らい え る こ と で あ る。

しか し,ノ ・一 マ ニ ア は 決 し て こ の ま ま の 状 態 を 望 ん で い る 分 で は な く,現 在 色

々な 面 か らEDP産 業 の 振 興 を 計 っ て い る。

ノレー マ ニ ア"ξ は,RIADプ ロ ジ ェ ク トに参 加 し な か った こ とか ら,必 然 的 に

そ の 技 術 基 盤 を 西 欧 に 求 め る こ と に な っ た 。 こ の た め の 第1歩 は,仏CII社

と の 接 触 で あ った 。す なわ ちCII社 か らIRIS50の ラ イ セ ン ス を 買 い 取 っ た 。

こ の 計 画 は ノ・一 マ ニ ア1コ ン ピ ュ ー タ技 術 研 究 所 に よ って 推 進 さ れ た もの で,

そ の 後,生 産 の た め の 組 織 と し て ブ カ レ ス ト ・エ レ ク ト ロ ニ ク ・コ ン ピ ュ ー タ

・エ ンタ プ ライズが 新た に 設 立 さ れ た 。 同 工 場 で はIRIS50を 基 本 に し てFE-

LIX-C-256の 生 産 を 開始 し た 。 これ は,現 在,約20台 が 実 際 に 利 用 さ れ

て い る と云 う。 そ の 他 の 製 品 に は 次 の も の が あ る。FELIXCE-30(カ リ

キ ュ レー タ),FELIXCE-32(カ リ キ ュ レ 一 夕),FELIXFC15/

30(会 計 機),FELIXFC30(会 計 機),MURES12,DL-100(デ

ー タ ・ロ ガ ー)

ま た1973年,米 国CDCと 周 辺 装 置 の 生 産 に 関 し て 提 携 す る こ と に 調 印

した 。 そ の 結 果,CDC45%,ル ー マ ニ ア(RoumanianMachineTools

andEleetricaliEngineering)55%の 共 同 出 資 に よ る 企 業 が 新 た に 設 立

さ れ た 。 同 社 で は,1974年 後 半 か ら カ ー ド ・ リー ダ ー の カ ー ド ・パ ン チ,

タ ー ミ ナ ノレ ・プ リ ン タ な ど の 生 産 を 始 め る こ と に な っ て い る。

勺

(2)コ ン ピュー タ設 置 台数

ル ー マ ニア の コ ン ピュー タ設 置 台数 は,他 の 東 欧 諸 国 と比 較 し て非 常 に 少な
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4

い 。1974年 中 頃 の 予 測 で は 約80台

で あ る とい わ れ て い る。 こ の 内,約25

%は 西 欧 機 種 に よ っ て 占 め られ て い る も

の と 思 わ れ る。 主 な 西 欧 機 種 の メ ー カ ー

は,次 の 通 り で あ る。ICL(4台),

IBM(3～?台),ELLIOTT(3

台)', .FUJ,ITSU(2台),Siemens,

CII

1(3)利 用 分 野

ル ー マ ニ ア に お け る コ ン ピ ュ ー タの 多

くは,情 報 制 御 研 究 所(lnstitute

forControlandInformation)で

使 用 され て い る。 そ の 他 の ユ ー ザ ー と し

て 大 学,各 種 研 究 機 関 等 が あ る。

(4)西 欧 と の 取 り 引 き

西 欧 か ら の 輸 入 額 は,1971年 で,

420万 ドル,1972年 で310万 ド

ル と か な り低 い 。1978年 は 約1,800

図 五一40:ル ー マ ニ ア に お け る

EDPお よ び カ ル キ

ュ レ 一 夕 輸 入 高 推 移

(単位:1.000ド'レ)
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万 ドノレと見 積 られ てい る。 図 五一40は1971年 ・1972年 にお け る西 欧 諸

国 か らの 輸 入 高 を示 した もの で あ る。
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ハ ン ガ リ ー

(1)国 内 産 業 の 現 況

ハ ン ガ リー で は,産 業 プ ロ セ スお よび 行 政 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン

を 優 先 的 に 進 め て い る。1971～1975の 計 画 で は1975年 末 に は70

年 の 設 置 台 数 の5倍 に ま で,即 ち80台 か ら400台 に ま で 増 や す こ とを 目標

に お い て い る。 しか し 現 在 の 状 態 か ら 察 す る と,こ れ を か な り 下 廻 る規 模 で,

1975年 末 に は300～320台 に 達 す る も の と 予 想 さ れ て い る。 こ れ は,

EMGか らVideotonに 生 産 を 移 し た こ と に よ る政 策 上 の 問 題 が 大 き く影 響

し て い る も の と思 わ れ る。 ハ ン ガ リー のEDP産 業 は,仏 のCIIか ら 得 た い 「

くつ か の ラ イ セ ン ス に 大 き く依 存 し て い る。 初 め に,ハ ン ガ リー は,CII

10010の ラ イ セ ン ス を 買 い 取 っ た 。EMGは こ れ を も と に し て,EMG830

-10
,-20お よ びEMG-810の 生 産 を 開 始 した が,1971年 頃 か ら,

そ の 製 造 はVideotonに 移 さ れ る こ と に な っ た 。Videotonで は,1972～

1973に か け て,CII-10010の 改 良 型 で あ る。VT1010/Bを 主 として

製 造 し て き た 。 一 方,ES-1010の 生 産 に 備 え て,MITRA-15の ラ イ セ

ン ス をCIIに 要 求 し た が,CII社 は これ に 難 色 を 示 し,結 局1973年 末

に な っ て や っ と 承 諾 し た 。 従 ってES-1010の 製 造 が 開 始 さ れ た の は,

1974年 に 入 う て か らで あ る。 こ れ は 現 在 ま で に 約 一140台 が 生 産 さ れ て い

る とい う。

現 在Videotonが 生 産 し て い る主 要 な 機 種 は,VT1010BMミ ニ,ES-

1010,TypelOO5マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ で あ る。 そ の 他 のEDP装 置

と し て 次 の 様 な もの が 生 産 され て い る。Model343ラ イ ン ・プ リ ン タ(Da-

taProductか ら ライ セ ン ス を 得 て い る),VT340VDU,ES-7168VD

U,297Sテ レ タ イ プ,VT350Tデ ー タ ・ス テ ー シ ョ ン,48002キ ー ・ボ

ー ド
,VT1012事 務 用 計 算 機,Videoplexオ ン ラ イ ン ・Key-to-tape

装 置 。
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現 在Videoton社 と 並 ん で,幾 つ か のEDP装 置 産 業 が 進 出 し つ つ あ る。 そ

の 主 な もの は,HungaicanOpticalWorks(MOM)とBudapestRad-

ioFactory(BRG)で あ る。MOMはReadmom1000,300紙 テ ー プ ・リ

ー ダ
,ER40カ ー ド ・ リー ダ,Diskmom800KB固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ ス ク ・

ユ ニ ッ ト,Perfomom30カ ー ド ・パ ン チ ,Perfomom35紙 テ ー プ&カ ー ド

・パ ン チ
,Mode15060FEK-3デ ィ ス ク ・ユ ニ ッ トな ど を 生 産 してい る。

MOMの 紙 テ ー プ装 置 技 術 は 特 に 定 評 が あ り,他 の コ メ コ ン諸 国 と の 間 で 技 術

援 助 に 関す る取 り決 め を 交 わ し て い る。(特 に チ ェ コ ス ロ バ キ ア,ソ 連 と の コ

ン タ ク トは 密 で あ る 。)一 方,BRGは,C-60,C-90,LK-4等 の

カ セ ッ ト ・ベ ー ス の デ ー タ収 集 シ ス テ ム を 開 発 し て い る 。

そ の 他 のEDP企 業 と し て,ハ ン ガ リ ー 科 学 ア カ デ ミー 物 理 学 研 究 所(TP-

A/i,TPA/70な ど の ミ ニ コ ンを 作 成 し て い る),オ ー トメ ー シ ョ ン研 究 所

(ADMAP2自 動 ド ラ フ ト ・シ ス テ ム を 開 発 し て い る),Orienラ ジ オ&TV

(各 種 モ デ ム,マ ル チ プ レ ク サ ー を 作 成 し て い る)な ど が あ る。

ぷ

'

(2)コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数

ハ ン ガ リー の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は1974年 中 頃 の 見 積 り で 約260

台 で あ る とい わ れ て い る(こ の 数 字 に は 事 務 処 理 用 計 算 機 も 含 まれ て い る)。 こ

の 内,国 外 の 機 種 は 全 体 の45%を 占 め て い る。 主 な 西 欧 機 種 の メ ー カー は 次

の 通 り で あ る。ICL(14台),IBM(11台),
.UNIVAC(11台),Si-

emens(14台),CII(15台),Honeywel1-Bu11(20台)。 東 欧 諸 国 の メ

ー カ ー と し て は 次 の も の が 入 っ て い る
。ODRA(19台),MINSK(10台),

EMG(11台),Cellatron(11台)。

(3)利 用 分 野

ソ連 と 同様 に,ハ ン ガ リー の主 要 な政 府 機 関(各 省庁,中 央 統 計局,銀 行,

鉄 道な ど)は,主 と して 西 欧 の コ ン ピュー タを利 用 してい る。 主 と して リサ ー
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チ,ア カ ウ ンテ ィ ン グ,生 産/在 庫 管理 な どの 分 野で 利 用 され て い る。

(4)西 欧 との取 り引 き

ハ ン ガ リーは ,EDP装 置 に 関 して,他 の 東 欧 諸 国お よび 西 欧 か らの 輸入 に

大 き く依存 して い る。 西 欧 との取 り引 きは 今 後 も等 し く続 け てい く意 向 の よ う

で あ る。 一 方西 欧へ の 輸 出に 関 して は

製造 ラ イセ ンスの 関 係 か ら大 き く規 制

を 受け て い る。 しか し,こ の規 制 を 受

けな い 他 の装 置 分野 では 熱 心な 輸 出政

策 が 進め られ てい る。 現 在,輸 出を 計

画 して い る製 品は デ ィス プ レー装 置,

コア ・メ モ リ,ア セ ン ブ リ,ソ フ トウ

ェアな どで あ る。 現 在 既 にSiemens,

CII,Philips,そ の 他 の 西 欧 の 企

業か ら ソ フ トウ ェア の 作成 に 関す る注

文を 受け て い る。

西欧か らの輸入状況は図 皿一41に 示す 通

りで あ る。 ハ ンガ リーは 専 ら他 の コ メ

コ ン諸 国 か らの 輸入 に 依 存 し て い る こ

とも あ って,今 後 の 西 欧 か らの 輸 入 の

伸び は そ れ ほ ど期待 で きな い も の と思

われ る。 これは1978年 度 で約1;400

万 ドル ぐらい に 見積 られ てい る。

図 皿 一一41
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イ

ブ ル ガ リ ア

(1)国 内 産 業 の 現 況

ブ ノレガ リア で は こ こ10年 間 の 内 に,国 内 経 済 を す べ て コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス

テ ム で 制 御 す る こ と を 考 え て い る。 こ の よ うな 野 心 的 な 計 画 は,IZOTに よ っ

て 推 進 され て い る 。

IZOTは 現 在32の 工 場,10の 開 発 セ ン タ ー,5の 研 究 機 関 を 持 ち',従

業 員 数 は20,000人 を 超 え る と い わ れ て い る。IZOTは 主 と し て,RIADシ

リ ー ズ の 生 産 に 力 を 注 い で い る。RIADに お け る ブ ノレガ リア の 分 担 は,ES-

1020コ ン ピ ュ ー タで あ る が,こ れ は 現 在 まで に 約100台 が 生 産 され て いる。

ES-1020は,ほ ぼIBM360/20～360/30に 匹 敵 す る性 能 を 持 ち,

主 記 憶 容 量 は40KB～256KB,ア ク セ ス ・タ イ ム,サ イ ク ノレ 三タ イ ム は そ

れ ぞ れ1μs,2μsで あ る 。

ま たRIADの 周 辺 装 置,タ ー ミナ ノレに 関 し て は,次 の よ うな 製 品 を 生 産 して

い る。 ・,

・ES-5012磁 気 テ ー プ ・デ ック:9ト ラ ック
,転 送 速 度61,64Klly-

te/sec,記 録 密 度1625,6502BPI

・ES-5512磁 気 テ ー プ ・コ ン トロ ー ラ:ES-5012に 使 用 さ れ8台 ま

で コ ン トロ ー ル で き る。

・ES-5052磁 気 デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ=IBM2311コ ン パ テ ィ ブ ノレ,

CDCの ラ イ セ ン ス を 得 て 作 られ た も の,平 均 ア ク セ ス ・タ イ ム60ms

・ES-5053磁 気 デ ィ ス ク ・パ ッ ク=IBM-2311,Memorex630コ

ン パ テ ィ ブ ノレ,容 量7.25Mbyte,200ト ラ ック,記 録 密 度1143BPI

・ES-5552磁 気 デ ィ ス ク ・コ ン ト ロ ーーラ:ES-5052に 使 用 さ れ8台

ま で コ ン トロ ー ル で き る。

・ES-8501タ ー ミ ナ ル:Maritza141タ イ プ(10ch/ぺ) ,紙 テ ー プ ・

リー ダ(40ch/s),紙 テ ー プ ・パ ン チ(35ch/s),モ デ ノレ100,200
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bits/sec

・ES-9002キ ー ・ツー ・テ ー プ ・シ ス テ ム

・ES-8401マ ル チ プ レ ク サ ー:デ ー タ 転 送 率50 ,75,100,200,600,

1,200bits/sec

ES-5053に 関 し て,ブ ノレガ リア は こ れ を 西 欧 に 輸 出 す る こ と を 望 んで お

り,現 在 仏,伊 との 交 渉 が 進 ん で い る。

『IZOTはRIAD
シ リ ー ズ 以 外 に も,EDP装 置 の 生 産 を 行 な ってい るc例 えば

IZOT310ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ で あ る。 こ れ は ほ ぼPDP8Eと 同 等 な 性 能

を 備 え て お り,主 と し て 科 学,医 学,デ ー タ収 集,プ ・ セ ス ・コ ン ト・ 一 ノレの

分野 で 利 用 され て い る。 これ ま で に 約1,200台 が 生 産 さ れ て い る とい わ れ て

い る。

そ の 他 ブ ノレガ リ アで は,デ ィス ク ・カ ル キ ュ レ 一 夕 の 生 産 に も 力 を 入 れ て い

る。1973年 に お け る カル キ ュ レ ー タ の 総 生 産 台 数 は,36,000台 に 昇 る と

い わ れ て い る。 主 要 な 製 品 と し て はELKA-40,ELKA-42,ELK-45が

知 られ て い る 。 こ れ ら は す べ てICを 使 用 し て お り,MOS-LSIま た はTT

Lを 使 用 し て い る。

またPOSキ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タELKA-77プ ロ グ ラ マ ブ ル ・カ ル キ ュ レ

ー タELKA-99な ど も 登 場 し て い る。

(2)コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数

コン ピ ュ ー タ の 設 置 状 況 に 関 し て は 余 り詳 し い 情 報 は 得 られ て い な い 。1974

年 中 頃 の 見 積 りで 約130台 ぐ ら い で あ ろ うと い わ れ て い る。 国 外 の 機 種 は

こ の 内 の15～20台 を 占 め て い る も の と 思 わ れ る。

IBMは360/20360/30360/40な ど を 含 め て,約6～7台 を 設

置 し て い る。ICLは1904,1904A,System4-50を 含 め て3～4台,

そ の 他 富 士 通ELLIOTな ど も 設 置 し て い る。
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(3)利 用 分野

将 来 は国 内経 済 全体 を コ ン ピュー タ ライズす るこ とを 計 画 して い る と伝 え ら

れ て い る。 し か し,こ れ に は コ ン ピュー タ,周 辺 装 置,デ ー タ伝 送 ネ ッ トワ

ー ク ,MISに 関す る莫 大な 投 資を 必 要 とす る。 この よ うな事 情 と現 状 とを 考

慮 す る と,実 現は 相 当に 困難 で あ ろ う。

(4)西 欧 と の 取 り引 き

過 去 に お け る ブ ノレガ リ ア の 西 欧 か ら の 輸 入 高 は,1971年 に は,817,000

ドノレ,1972年 に は2,653,000ド ノレで あ った 。 こ れ は 今 後 の 西 欧 の 輸 出 市

場 と し て 注 目す べ き も の で あ る こ と を 示 し て い る。1978年 ま で に は そ の

輸 入 高 は780万 ド ・レに 達 す る も の と見 積 られ て い る。

し か し ブ ノレガ リア は,そ のEDP製 品 を 主 と し て 他 の 東 欧 諸 国 に 輸 出 す る こ

と も 望 ん で い る 。 現 在 の 計 画 に よ れ ば,1971年 か ら1975年 の 間 に,そ

の 輸 出 額 を約10倍 に 伸 ば す 予 定 で あ る と い う。

西 欧 に 対 す る 輸 出 に 関 し て は,IZOT310が 仏 に 約3,500～4、OOOド ノレ出

荷 さ れ て い る。

ま た 西 独 に カ ル キ ュ レ 一 夕 を 輸 出 す る こ と も 予 定 し て い る と い う。 そ の 他EL-

KA-77-TLも 仏 に 輸 出 さ れ て い る。 今 後 は,デ ィ ス ク,デ ィ ス ク ・ ド ライブ

も 輸 出す る こ と を 望 ん で い る。 、

■
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中 国

中 国 は こ こ2～3年,欧 米 の コ ン ピュ ー タ に 多 大 の 関 心 を 寄 せ る よ うに な っ

て き て お り,74年 に は 米,仏 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー な ど が か な りの 受 注

を と って い る。 し か し,中 国 政 府 は 特 に 米 政 府 の 輸 出 規 制 を 不 満 と し て お り,

米 電 子 工 業 協 会(EIA)の 貿 易 視 察 団 訪 中要 請 に 対 し て,規 制 を 緩 和 す る まで

棚 上 げ す る と 通 告 し た 。 米 国 の 業 界 側 は,ソ 連,東 欧 は じ め,中 国 な ど秘 め ら

れ た ピ ック 市 場 へ の 売 り 込 み に 努 力 を 払 っ て お り,政 府 に 対 し て 規 制 緩 和 を 働

ら き か け る一 方,視 察 団 を 編 成 し て マ ー ケ ッ テ ィ ン グ の 可 能 性 を 調 査 し よ う と

し て い る。

中 国 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 の 規 模 は 現 時 点 で は 分 らな い が,80年 代 さ ら に

は21世 紀 に か け て;中 国 と 諸 外 国 と の 貿 易 取 引 き 高 増 大 に 伴 な い 拡 大 し て い

ぐ こ と に な ろ う。 昨 年 夏,UPIア ジ ア 局 長 の チ ャー ル ズ ・R・ ス ミス 氏 な ど が

ま とめ た 「TheFutureoftheChinaMarket」 に よ る と,中 国 の 海 外 取

引 き 高 は71年47億 ド ノレ,72年58億 ド ノレ,73年80億 ド ・レと急 ピ ッ

チで 拡 大 し て い る。

1・974年 に は 米 の ミニ ・コ ン ・メ ー カ ー,Hewlett-Packard(H.P),

Contro1Data(CDC),ElectronicAssociates社(EAI)な ど が,

米 輸 出 管 理 局 に 対 中 国 向 け 輸 出認 可 を 申請 した の を 皮 切 り に,CDCの 大 型 機

受 注 な どが 続 い た 。H.P,CDC,EAI3社 が 受 注 し た の は 各 々,ミ ニ ・ コ ン

お よ び 大 量 の テ ス ト装 置,CDC1700,・ ・イ ブ リ ッ ド ・ シ ス テ ム とみ られ る 。

74年 夏 に は 仏 が 北 京 で,仏 工 業 見 本 市 を 開 催,国 策 メ ー カ ーCII,ミ ニ

・コ ン
,周 辺 装 置 メ ー カ ー の 協 会ClubdelaPeri-Informationな ど が

コ ン ピュ ー タ 機 器 を 出 品 し た。CIIは 同 見 本 市 で,IRIS60の 受 注 に 成 功

し て い る。 ま たHISBullも,新 鋭 機 モ デ ル61-60の 注 文 を と っ た 。 同 モ

デ ノレは,HISが 米 国,欧 州 で 同 時 発 表 し た い 機 種 に の ぼ る シ リー ズ の ひ と つ

で,61/58と 共 に,欧 州 市 場 向 け に 出 され た 機 種 で あ る。な お 仏は1976

一230一

〉



`

'

年 に も同 様 の 見本 市 を 開催 す る予 定。

74年 秋 には,今 後の 中国 へ の コ ン ピ ュー タ輸 出の可 能 性 を 予 測 す る意 味 で,

最 も注 目され る 契 約 が 中 国 政 府 とCDC間 で 成 立 した 。CDCが 受 注 し た の

は,サ イ バー172コ ン ピュー タ2台(500万 ドノレ)で,こ れ は 中国 が西 側

か ら入 手 し よ うとし た コ ン ピ ュー タでは 最 大規 模 の もの で あ る。 同モ デ ノレは;

仏 のCompagnieGeneraldeGeophysique(CGG)が,中 国で行な う予定

の 石油 探 査 プ ・ジ ェク トで 使用 され るもの とみ られ る。 当時 米 国 メー カー が,

共 産圏 へ の 輸 出認 可を 得 るには,従 来 の 輸 出管理 局 の認 可 のほか に,議 会が制定

.した 新 手 続 きに よ り国防 省 の認 可 も必 要 にな って いた 。

中 国/CDCの 契約 が,今 後 の 中国 輸 出の 行 方 を 占 う意 味 で 注 目され るのは,

中 国側 がCDCに 対 し て,発 注 した コ ン ピュー タの 使用 者,用 途,使 用 場 所 に

関 す る詳 しい 書類 を提 出 した こ とで あ る。 従 来 中 国 政 府 は 米 国 メー カー に対

し て,コ ン ピュー タを 使用 す るエ ン ド ・ユー ザ ー の 情報は 一切 明 らか に しな い

方 針 を 採 ってお り,こ れ が 米 国 政 府 の 輸 出認 可 を しぶ る主 な原 因 にな って い た 。

西 側 に 発 注 した 最 大 規 模 の コ ン ピ ュー タに 関 し て,中 国側 が 詳 しい ユ ー ザr

・ス テ ー トメ ン トを 提 出 した こ とは ,中 国政 府 の 態 度 の 変 化を 示す も ので あ ろ

うし,ま た 米 国 側 も こ れ に よ って 認 可を 与 え る可 能性 が大 き くな る と考 え ら

・れ る。 また米 政 府 筋は 当時,対 共 産 圏 輸 出 の うち,特 に 中 国 に対 す る従 来 の 差

別 政 策 を取 り除 く意 向 を 示 して お り,米 中 間の コ ン ピュー タ取 引 き,訪 中視 察

団 な ど が 活 発化 す る 見通 しが 出 て い る。

な お表 皿一24は,中 国 にお け る コ ン ピュー タに 関す る動 向を ま とめ た もの セ

あ る。
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表 皿一24中 国 にお け る コ ン ピュー タに 関す る動 向

年 号 主 な 動 向

1956 ・北 京 科 学 院(theAcademyofSciencesinPeking)に コ

ン ピ ュ ー タ技 術 研 究 部 門 設 立

1958 ・ 中 国 初 の コ ン ピ ュ ー タ"August1"
,北 京 で 発 表

1959 ・ソ連 のM-3お よびBESMコ ン ピュー タの組 立 生 産 計画 の発 表

・北 京,上 海,西 安,落 陽,成 都 な ど に コ ン ピュー タ研 究 所 設 立

。北 京 ,上 海,南 京,落 陽お よび 山 東 の 各 大 学 で コ ン ピ ュー タ開

発 が 推進 され る

・中国 で ソ連 の デ ジ タ・レお よび ア ナ ログ コ ン ピュー タの 初 の 再 生

実験 モ デ ノレ

1960 ・"YunChiouHsuem"経 済 計 画 に よ り拍 車

・ ソ連,中 国 援 助 打 ち 切 り

・北 京 第 一 ラ ジ オ 工 場 で ア ナ ロ グ コ ン ピ ュ ー タDMJ-16B生 産

開 始

1962 ・ ソ 連 のM-3を 模 倣 し たDJS-1の 生 産

1963 ・ソ連 のBESM-2を 模 倣 したDJS-2の 生産 開始

1964 ・ソ連 のM-20と 同 レベ ノレの 初 の 半 導 体 部 品 を 使用 した コ ン ピ

ュー タを 開 発

・初 の 大 型 全 トラ ン ジス タ ・コ ン ピ ュー タの 試作

・天津 電 子 機 器」二場 でFM8お よびM-9の 生産 開始

1965 ・ カ イ ロの 展 示 会 に ア ナ ロ グ コ ン ピ ュ ー タを 出 品

・英 国 のARCH1000が 中 国 に 導 入 され る

・原 子 力 開 発 の 目的 で フ ラ ン ス 経 由 に よ りIBMのStretchコ

ン ピ ュ ー タ導 入 を 計 画

・ア ナ ロ グ コ ン ピ ュー タM-24お よ びDMJ-3を 生 産
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1972

2月

3月

4月

・英 国 のELLIOTT803を 医学 研 究 所 に 設置

・北 京 で半 導 体 コ ン ピュ ー タDJS-21展 示 発表

・SJ-1発 表

広州交易会で展示発表

広州交易会で展示発表

・科 学 技 術 計 算 用 コ ン ピ ュー タ ・プ ・ トタ イ プNolllで 初 め て

中 国 製IC使 用

・DJS-6パ リお よび ト・ ン トで 展 示

・ニ ク ソ ン訪 中

・中国 の技 術 使節 団 英 国 の電 気 工業 会社 主催 の シ ョー に 出席

・ロ ン ドン商 工会 議 所15社(ICL,GEC,Plessyな ど)か

ら訪 中通 信 代 表 団 派 遣

・中国 国 際貿 易促 進 委 員 会 仏 に エ レ ク トロ ニク ス技 術 視 察 団 派

逼

・米 国 コ ン ピュー タ技術 者一 行6名 訪 中 第3世 代 機を 見た と報

・中 国 の コ ン ピ ュ ー タ専 門 家 一 行 カ ナ ダ を 訪 問 モ ン ト リオ ー ノレ

の カ ナ ダ ・ コ ン ピ ュ ー タ 会 議 に 参 加

・米 国 のDataGeneral社 中 国 市 場 進 出 の 足 場 と し て カ ナ ダ に

DatagenofCanadaを 設 立

・中 国 は 電 信 事 業 発 展 の た め 米 の 技 術 に 注 目ITT ,GE

Westinghouse,RCAと 交 流

・新 華 社 上 海 でIC使 用 の 汎 用 コ ン ピュ ー タを 開 発 し た と報 じ

る 。

・精 華 大 学 で 中規 模IC回 路 コ ン ピュー タ開 発
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年 月 主 な 動 向

1973

1月

3月

5月

6月

8月

第3工 場,北 京 無 線 電 部 品 工 場,東 北 電 工 工 場 な ど

・巡 廻 検 測 コ ン ピ ュ ー タ発 表

・中 国 の 電 機 使 節 団 ,西 独AEG-Telefunkenの 各 工場 を 視 察,コ

ン ピ ュ ー タ,重 電 機 に 関 心 を 寄 せ る

・IBM ,Burroughs,RCA,TI各 社,中 国 に 責 任 者 を 派 遣,中

国 側 と技 術 交 流 に 関 し て 交 渉

・米 の 東 西 貿 易 委 員 会,73年 秋 に 北 京 で 「米 国 コ ン ピ ュー タ ・

シ ョー 」 を 開 く と 発 表

・中 国 政 府 「米 国 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ョー 」 正 式 承 認(CDC ,Bu-

rroughs,SperryRand,NCR,MohawkDataScien6es,

Honeywell,DECな ど 参 加 表 明)'

・新 華 社,100万 回/秒 のIC回 路 大 型 コ ン ピ ュ ー タ が 北 京 大

学で 開発成 功 と報 じる(北 京有線電工場お よび 国務

工業部石油地 質探知部 門な どで利用 され る予定)

9月 ・ 「米 国 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ョー 」,米 中 間 の 外 交 関 係

制 限条件な どの理 由で来春 まで延期

・中 国国 際貿 易促 進 委 員会,74年8月 ～9月 に米 国

貿易展を 開 くと発表

10月 ・中 国電 子学 会 コ ン ピュー タ視 察 グ ノレー ブ米 国を 訪 問

・日中経済 協会,中 国工業標準化 品質管理 訪 日代表団

を発表

11月 ・Wbstinghouse代 表 者,訪 中

1974

4月
・Hewlett-Packard,ミ ニ ・ コ ン 輸 出 認 可 申 請

・CDC,1700輸 出 認 可 申請

5月 ・衛 星 通 信 に よ り シ ン ガ ポ ー ル,マ レ ー シ ア と 直 通 電

6月 ・CII,IRIS60受 注
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・HIS-Bull,61-60受 注

・中国 自国で 開発 した 小 型汎 用 コ ン ピュー タDJS-130の 試

作 に 成功

・CDCサ イ バ ー172(2台)受 注

・米政 府 共 産圏 輸 出に 関 し 中国 に対す る差 別 を 取 り除 くと示

唆

・中国 で コ ン ピュー タ使 用 者 の養 成教 育 に 力を 入れ て い る と い う

ニ ュー スが 伝 え られ る
。

6
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3.そ の 他 諸 国

ア ラ ブ 諸 国

〈 設置 状 況 〉

ア ラブ諸 国 の 中 で,最 初 に コ ン ピュ ー タ利 用 を 手が け て きた のは 恐 ら くAra-

mcoで あろ う。 そ れ 以来,コ ン ピュー タの 設置 数 は 次第 に伸 び つ つ あ る。 現 在,

ア ラブ諸 国 全 体 で の コ ン ピュー タ

設置 台 数が どの 位 で あ るか とい う

点 に 関 し て 調 査 が な さ れ て い る

が,こ れ に は い く つ か 異 った 推

計値 が 出 され て い る。 これ は ひ と

つ には 対 象 マ シ ンの 規 模 に よ る違

い,も うひ とつ に は 調 査 を 行 った

時 期 の 違 い か ら きて い る もの で あ

'るo

現 在の と こ ろ ミニ ・コ ンとア

カ ウ ンテ ィ ング ・コ ン ピュ ー タを

^〉今

除 いた コ ン ピュ ー タの 設 置 台 数は 約125台 か ら175台 の範 囲 で あ る と推 測

され てい る。

また ミニ ・コ ンの 設置 台 数 は,全 体 で200台 を 超 え る もの と 思わ れ る。 コ

ン ピュー タ設置 台 数 の 伸 び 率は 年 間10～15%で あ る といわ れ る。 年 間 に 売

られ た り リー スされ た りす る コ ン ビ=一 夕の 市 場 取 引 額 は 現 在2,000万 ドノレ

を 超 え る とみ られ る。

コ ン ピュー タ導 入 形 式は,イ ラクでは 買い 取 りが 大 部 分 を しめ てい るが ,他

の 国 々では ほ とん どが リー スの 形 で あ る。
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表]1-42 ア ラ ブ諸 国 の 大 ・中 ・小 型 機 の 設 置台 数 推移(推 定)

1970～73年

1970 1971 1972 1973

エ ジ プ ト 26 30 32 36

レ バ ノ ン 19 31 34 35

イ ラ ク 3 6 10 10

ク ウ ェ ー ト 5 7 9 10

サ ウジアラビア 7 7 9 9

リ ビ ア 9 9 9 9

ス ー ダ ン 3 3 3 4
、

ヨ ル ダ ン 2 4 4

シ リ ア 1 2 2 2

ア ブ ダ ビ 2 2 2 2

バ ー レ ー ン 2 2 2 2

オ マ ー ン 1 1 1 1

イ エ メ ン 1 1 1 1

計 79 103 118 125

(ArabEconomist誌 調 べ)

ペ ノレシ ャ湾 の 周辺 ,特 に サ ウ ジア ラ ビア とイ ラクは,最 も急速 に成 長 しつ つ

あ る コ ン ピュー タ市場 で あ ると考 え られ てい るが,こ れ は 初 期 に 設 置 され た コ

ン ピュー タ台数 が 少な か った とい うこ とに もよ る。

レバ ノ ン,ク ウ ェー トは,入 口 との対 比 にお い て コ ン ピュー タ設置 台 数 は 最

も高 い もの にな って い る。 これ は そ の経 済 成 長 の 水 準 を 反 映 した もの で あ り,

また 国 内 に 数多 くの 外 資系 企業 の オ フ ィスを 持 って い る とい うこ と に起 因 して

い る。 しか し レバ ノ ンで 現 在 使 わ れ てい る コ ン ピュー タの ほ とん どは,小 型 機

か 中型 機 で あ る。 一 方,湾 の 周 辺地 域 で は 大 型機 が 使わ れ てい る。
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北 ア フ リカ を 除 外す れ ば,ア ラ ブ 諸 国 で 稼 動 中 の コ ン ピ ュ ー タの90%は 小

型 機 で あ る 。 と い うの は,大 型 機 を 使 うだ け の 大 企 業 や 特 に 複 雑 な 経 済 構 造 も

存 在 し な い か ら で あ る 。 シ リア や イ エ メ ンは コ ン ピ ュ ー タ利 用 に 関 し て 最 も 遅

れ た 国 で あ る が,シ リア の 場 合 は 単 に 低 開 発 国 とい う こ と以 外 に,対 外 的 な 意

識 が うす い と い うこ とか ら き て い る の で あ ろ う。 イ ラ ク と 同 様,将 来 の コ ン ピ

ュ三 夕 の 需 要 を 決 定 す る の は 政 府 の 態 度 に か か っ て い る と もい え る。

〈 メ ー ガ ニ の 進 出 状 況 〉

ア ラ ブ 諸 国 に お け る 大 ・中'・ ・j・型 機 の 主 要 な 供 給 メ ー カー は,IBMとNCR

で あ る。 他 にUnivac,ICL,Honeywell-Bu11な どが 入 ってい る。 ミ ニ ・コ

ンはTeXasInstruments,Systec,Hewlet't・ 一－Packardな ど が 入 っ て い る

が:・ 広 い 意 味 で ミニ ・コ ンを と ら え る な ら ば,BurroughsやIMEも 含 ま れ る。

買 い取 り,リ ー スを含 め た 市場 シ ェ アを み る と,IBMが 全体 の 半 分 以 上 を 占

めi,NCRが 結 を ば て い る と思わ れ る'。

lBMの 市場 支 配 は,特 に湾 の 周 辺 地 域 にお い て 顕 著 で あ る。 現 在 同社 では

新機種 を諸 国 に送 りこん で い るが,例 え ば,3年 前に 導 入 され たSystem3が

そ うで あ る。 現 在System3は 世 界 各 国 で3万 台 売 られ てい る とい われ るが,

レバ ノ ンで は約10台 が 設置 され て い る。 。 ミニ ・コ ンが ア ラ ブ諸 国 で 今後 ど

の よ うに普 及 してい くか は 興 味深 い 問 題 で あ る。

今

▲

〈市 場 予測 〉

ア ラブの コ ン ピュー タ市 場 は,現 在 の 設置台 数の 少 な さ と,近 年 の オ イ ル ・

ダ ラLに よ る異 常 な 程 の 経 済成 長 を 考 え る と相 当の 成 長 が期 待 で き る。 あ る専

門 家 に よれば,'・ア メ リカの ヒ ュー ス トンの コ ン ピュー タ保 有 台 数 は ア ラブ全体

よ りは るか に 多い とい う。 これ は ア ラ ブの ビ ジネ ス マ ンの コ ン ピ ュー タに 対す

る認識 が 不 十 分で,正 しい 評 価 が な さ れて な い こ と,コ ス ト意 識 が 高 い こ とな

ど と大 きな 関 係が あ る と考え られ る。

も
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メ ー カーは,ア ラブを コ ン ピュー タ市 場 として 有望 な もの と考 え て い る。 あ

る入 に よれ ば,今 後 の需 要 の 伸 び は20%程 度を 期待 して い る とい う。

レ バノ ンの 場 合 は あ る 調 査 の 結 果 によれ ば,1976年 まで には 現 在 の 設

置 台 数 に 加え て50台 か ら75台 程度 の 増 加 が 見込 まれ る。
乙

〈 コ ン ピュー タ要 員 〉

粗 末 に 設 計 され た プ ログ ラムは 粗 末 な 結 果 し か生 み 出 さな い 。 これ は 結 局 ユ

ー ザ ーに 不満 を抱 か せ ,需 要 を 低 下 させ るこ とたな る。 現 在,コ ン ピュー タ ・

メー カー,ユ ー ザ三 共 に直 面 して い る大 きな 問 題 に,コ ン ピ ュー タ要 員を いか

もに して 充足 す るか とい うこ とが あ る
。 現 在 の と ころ メー カー と専 門 学 校 が 要 員

訓 練 に あ た ってい るが,最 近は 大 学 で も コ ン ピュー タ ・コー スを増 設 す る よ う

に な って き てい る。 しか し専 門 学 校 の卒 業 生 は まだ+分 な 力を 備 え て お らず,

優 秀 な 要 員は 少な い。

この よ うな要 員 の不 足 に 対す る 対 策 と し て 今 後 メご ガーの 教 育機 関 の拡 充

と,ユ ー ザ ーの 自社 の中 で の 教 育,大 学 にお け る コースの 設 置,専 門 学 校 の 質

の 向上,政 府 に よ る検 定 制 度 導 入 が検 討 さ れ て い る。

傷

〈 ユー ザ ー 〉

現 在,主 要 な ユー ザー は,政 府 機 関,航 空 機 関,航 空 会社,銀 行,保 険 会 社,

貿 易会 社,工 業 等 の 分野 にわ た って い るが,最 も大 きな ユ ー ザ ーは 銀 行 で あ る。

また ア ラブにお いて 最 も規 模 の 大 きい 組織 は 政府 機 関で あ り,レ バ ノ ンや ク ウ

ェー トの 政府 は 大 ユ ー ザ ー とな って い る。1974年 の レバ ノ ン政 府 の 保 有 台

数は8台 で ある。

〈 利 用 分 野 〉'

商業 分 野 では 特 に 請 求 書 ・送 り状 の 作 成 等,会 計業 務 の 分野 に,ま た給 与 計

算 や 在 庫 管理 で も利 用 され て い る。 銀 行業 界 では デェ ックの 処 理 に,保 険 業 界
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で は 被 保 険 者の 統 計情 報 の 記 録や 検 索 に 使用 され て い る。 そ の 他 セー ノ・ス,輸

送 コ ン トロー ノレ,経 営 管 理,市 場 調査 な ど に利 用 され て い る。

9

〈 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 〉

独 立 し た コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー が 自由 企 業 と し て 存 在 し,多 くの 企 業 に サ

ー ビ ス を 提 供 し て い る 国 は
,北 ア フ リ カを 除 外 し て 考 え れ ば レ バ ノ ンだ け で あ

る。 レ バ ノ ン に は セ ン タ ーが 少 な く と も4社 あ る。 こ の 中 に は,ArabCom-

putingCenter,IntraBankComputingCenter,SoftwareCo.の3

社 が 含 ま れ る。 こ れ ら3社 は 約30の 組 織 に サ ー ビス を 提 供 して い るが,こ の よ

うな サ ー ビ スの 大 部 分 は オ フ ラ イ ン ・シ ス テ ム に よ る。 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

も検 討 さ れ て い る が,レ バ ノ ン に お い て は,現 在 の よ うな 信 頼 性 の 低 い 電 話 ネ

ッ.ト ワ ー ク で は オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 実 現 は 困 難 で あ る とい う こ と か ら,実

現 の 成 否 に 関 し て 意 見 が わ か れ て い る。 だ が,サ ウ ジ ア ラ ビ アのAramcoOil

Co.は 内 部 専 用 の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムを 備 え て い る。 またArab銀 行 は,ベ

イ ノレー トの 本 社 内 だ け で セ ミ ・オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を 実 現 して い る。 こ れ は

将 来,市 内 の 他 の 支 店 やArab銀 行 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス を 利 用 し よ うと

す る 関 連 会 社 も 含 め た も の に 拡 張 さ れ る 予 定 で あ る。 銀 行 の 話 に よ れ ば,NCR

(NCRは ク ウ ェー トに お い て 最 初 の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を 完 成 さ ぜ た)は,

こ の よ うなArab銀 行 の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 開 発 が 十 分 実 現 で き る とい う

こ と を 保 証 し た とい う。 ま たUnivacは,中 央 の コ ン ピ ュ ー タ と 空 港 を 含 む ベ

イ ノレー ト市 内 の 遠 隔 地 を 通 常 電 話 回 線 で 結 ぶ こ と に よ っ て 数 多 くの オ ン ラ イ ン

・.ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム が 実 現 で き る 可 能 性 を 保 証 し た と い う
。

》

〈 低利 用 率 の 問 題>

1973年 に レバ ノ ンで 行 われ た 調査 の結 果 に よ ると,そ のほ とん どが 小型

機 で あ るに もか か わ らず,コ ン ピュー タの 利 用 率 は か な り低 い とい うことで あ る。

現 在 デ ー タの わ か ってい る30余 りの 組 織 に つ い て み てみ る と,半 分 は1シ

一240一



1

才

フ ト以 下,す な わ ち1ケ 月 に200時 間 以 下 と い う割 合 で コ ン ピ ュ ー タ を 使 用

して い る・ また 殉 の 丁は 組 シ ・ トで運 転,あ との残 りが ・シ ・ ト以上 で運

転 して い るにす ぎな い とい う。 また平 均 し て,利 用 率は公 的 機 関 よ り民 間 企業

の 方 が 高い 。 ア ラブ諸 国 の 他 の国 に関 し ては 現 在 デ ー タは 得 られ て いな いが ,

それ で もク ウ ェー トお よび サ ウジ ア ラ ビア にお い てはか な り低い 利 用 率だ とい

わ れ る。 何 故 コ ン ピ ュー タを 完 全 に 利用 し き って い な いの か とい うこ とに 関 し

ては層,経 済 発 展 の 度 合 に依 存 して い るわ け で あ るが,他 に も ユ ー ザーは コ ン ピ

ュー タを 本 当に 必 要 で 買 って い るの か とい う問 題,使 い こなす た め の 準 備 の 不

備 と い う問 題 な どが あ る。

〈 米 国 の ア ラブ進 出〉

米 商務 省 の 調 べ に よ る と,昨 年 の 中東 に対す る米 国の エ レ ク トロニ クス 輸 出

は60%も 伸 び て6億 ドノレの 記録 とな った 。 巨 大 な ア ラブ の電 気 通 信 と エ レク

トロ ニク ス の共 同 建 設 計画 が ス ター トした ば か りだ とい うこ とを 考 えれ ば ,今

後 数 年 間 この よ うな 鋭い 伸 び 率が 引 き続 き期待 で き る。

例 えばGTEは,約8,500万 ド・レとい わ れ る イ ラ ンの 全国 電 子 電 話交 換 網 建

設 計画 を獲 得 した 。 またHoneywel1は,国 有 の 周 辺装 置 製 造 工場 建 設 計 画 を

もつ イ ラ ン政 府 と現 在交 渉 中 といわ れ る。 さ らに イ ランは 今 年,国 内 サ テ ライ

ト ・ネ ッ トワー ク に5億 ドノレを予 定 して い る とい る。

●

全
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J
イ ス ラ エ ル

イ ス ラエ ルは 人 口300万,面 積20,000平 方 キ ロメ ー トノレで 地 下 資 源 に恵

まれ ず 高度 な技 術 産 業 が 必要 で あ り また1973年10月 の 中東 戦 争 以 来 の イ

ン フ レ,移 住 者 の減 少 に悩 ま され てい る。 必 然 的 に イ ス ラエ ノレ政府 は 情 報 処理

産業 の 重要 性 を 認識 して お り,こ の 図 皿一43:イ スラエルのコンピュータ

実 行 を容 易 にす る統 括 機 構 の 実現 や,設 置 台 数 推移
台数

国 産 コン ピ ュー タの 輸 出見通 し にっ

い て 深 い 注 意 を 払 っ て い る 。 ま た

1974年7月28日 ～8月1日 情 報

化 週 間 を 開 催 し,第2回 エ ル サ レ ム

情 報 化 技 術 会 議(Jerll'salemCon-

ferenceonInformationTec-

hnology-JCIT),第4回 国 際

コ ン ピ ュ ー タ委 員 会(Interna-

tionalComputerCommittee),

第9回 イ ス ラエ ノレデ 一 夕 処 理 会 議

(IsraeriDataProcessing

Association-IPA)な ど を 開

催 した 。

1973年 の イ ス ラ エ ノレの コ ン ビ

=一 夕 設 置 台 数 は385台(95%

は 輸 入)と な った 。 利 用 水 準 は 米 国

よ り3～5年 遅 れ て い る とみ られ る。

500

400

300

200

100

01962'64

126

355
/385

6 17

56

470

'67'70'72'73'74

注)軍 事関係含む

.図五一43か ら図 皿一50ま では イスラエル 中央統 計 局が 発表 した 情報 処 理 関連 の現

状 お よび予 測 で あ る。
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249

4:イ ス ラ エ ル の 規 模 別 コンピュー タ ・

設 置 台 数 推 移
月間 レンタル料(ト シレ)
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膠 鯉口

図 五一451イ スラエルの産業別 コンピュータ

設置 状 況(台 数比)

農業3

保険6商 業

筆 舞0 .無 ・ 政府蠣

356台12研 究

鉱 工 業

注)軍 事関係は 除 く

員一 口 ・・

注)軍 事 関係 は 除 く

図五一461イ スラエノレの産 業別設置

状況
(設 置金額比)

注)軍 事 関係は除 く
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関連従業員数比

保険75

注)軍 事関係は除 く

図 皿一48:イ ス ラエル の コンピュー タ

要 員 分 布(1973年)

計

3,729人

注)ミ ニ ・コ ン要 員は 除 く

イ ス ラエ ルが 開発 実 行 して い る シス テ ム と しては 以 下の よ うな もの が あ る。

・全国 用 水 路 リモ ー トコ ン トロー ノレシス テ ム

・果 物 畑 か らハ イ フ ァ港 へ の 輸送 オ ン ライ ンシ ステ ム

・キ ブ ソの農 業 お よび 工業 の 計画 の た め の 大規 模 リニ ア ・プログラ ミング ・ア

プ リケー シ ョン シス テム

情 報 化 推 進 の た め の 政府 機 関 と して は 以 下 の よ うな ものが あ る。

・ILTAM

中央政 府 に対 す る地 方政 府 や 企業 の 資金 援 助 要 求や 民 間 サ ー ビス ・ビュー

ロー と政府 機 関 の競 合 関係 の 調整 。 国 際 会 議 の コー デ ィネ ー タ と しての 役 割

等 イ ス ラエノレコ ン ピュー タ業 界の 監 督,援 助,調 整,政 策 立 案 等 の 役割 を 果

して い る。 また,コ ン ピュー タの 輸 入 申請 は 同機 関 を 通す こ と にな ってい る。

・ASM(AutomationandSystemsManagement)

財務 省 の 一 機 関 で15の 政 府 機 関が利 用 す る土 地 登 録 シス テ ム,7つ の 政

府 機 関が 利 用す る交 通 情 報 シス テ ム,12の 政 府 機関 が 利 用 す る トレー ド ・
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図皿一49:イ ス ラエ ノ・に おけ る コ ン ピュー タ規 模 別 利 用 状況

ミニ ・ コ ン ピ ュ ー タ 小 型 コ ン ピ ュ ー タ

中 型 コ ン ピ ュ ー タ

[コ 会計

運 碧,研 究&教 育

大 型 コ ン ピュ ー タ

瞬翻 管理 圏 圏 生産・販売

〉 その他

※グラフ中の数値 は%
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図 皿一一50:イ ス ラ エ ノレの 情 報 処 理 関 連 支 出 の 推 移

1972年 1977年 1982年
⑨

通信&特 殊装置1

429百 万IL

通&特 殊 装置50

950百 万IL 2000百 万IL

■

※ILは イ ス ラエ ル ポ ン ド

イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・シ ス テ ム 等 を 計 画 し て い る。 ま たASMは 現 在,分 割

し て 運 営 さ れ て い る警 察 の 情 報 通 信 シ ス テ ム をIBM370/145を 用 い て 大

規 模 な1つ の ネ ッ トワ ー ク に 統 一 す る こ との 援 助 を 行 な う 予 定 で あ る。・

ま た4つ の セ ン タ ー を 用 い て 米 国 のARPAネ ッ トワー ク の よ うな も の を 計

画 し て い る。 , ,一

・ 内 務 省

内 務 省 自身 で は コ ン ピ ュ ー タ を 持 っ て い な い が,UnionofLoealAu-

thoritYと ーと も に200の 地 方 自治 体 の た め に1966年 よ り独 立 した 機 関

(Cheviahle'Au£omatjia)を 設 置 し た 。 同 機 関 は 従 業 員80人 でIBM

370/145'お よ()1135を 用 い て 地 方 自治 体 の 給 料 計 算,貯 水,税 額 査

定,予 算 編 成 の 計 算 な ど の 業 務 を 行 な っ て い る 。

〈 国 産 メ ー カ ー 〉

イ ス ラ エ ノレは ミニ'コ ン ピ ュ ー タ お よび 専 用 コ ン ピ ュ ー タの 育 成 強 化 に 特 に 力
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を入 れ て い る と同 時 に,外 国 の パ ー トナ ーを 求 め てい る。

以 下 は イ ス ラエ ノレの関 連 企 業 で あ る。

ト

Elbit:ミ ニ ・コ ン メ ー カ ー(CDCの 部 分 的 な 出 資 を 受 け て い る)

Elecitl原 子 力 お よび 医 学 を 対 象 と し た 専 用 シ ス テ ム を 製 造

Eletam:コ ン ト ロ ー ル お よ び デ ー タ'ロ ギ ン グ'シ ス テ ム の メ ー カ ー

ScientificTechnology:繊 糸佳工 場 の 生 産 管 理 シ ス テ ムを 製 造

Tardias=GTEの 子 会 社 ・(通 信 と タ ー ミナ ノ・装 置 の メ ー カ ー)

Telrad=電 話 自 動 交 換 装 置 の 製 造

SOSI:デ ィ ス ク ・ドラ イ ブ とマ グ ネ チ ック ・ヘ ッドを 製 造

D((}-Electronics:医 療 機 器 を 製 造,そ の うち い くつ か は ミニ ・コ ン を ベ

ー ス と し て い る
。

〈 ソ フ トウ ェア 産業 〉

イス ラエ ノレには 多 くの ソ フ トウ ェ ア業 者が あ り,そ の 実 績 も他 国 に劣 る もの

では ない。 しか しい つ れ も従 業 員30人 以 下 の 小 規模 な もの で 大 規 模 な プ ロ ジ

ェク トを こなす こ とは 不 可 能 で あ る。 また ソフ トウ ェ ア業 者 に対 す る社 会 的 理

解 も足 りな い。

大 規 模 プ ロ ジ ェク ト解 決 の た め に ソフ トウェ ア業 者が 結 合 し て サ ー ビス ・ビ

ュー ローを 形 成 して い る 。現 在 この 数は10社 で あ るが 今 後 増加 す るだ ろ う。

しか し これ に対 して不 当 競 争 だ との批 難 もあが っ てい る。

否、

`'

<マ ン パ ワ ー>

IBMイ ス ラ エ ル の マ ネ ッ ジ ン グ ・デ ィ レ ク タ ー,DavidCohan氏 は、イス

ラ エ ノレの 情 報 処 理 産 業 の 人 材 に つ い て 以 下 の よ うに 述 べ て い る。

「プ ・ グ ラ マ ー,オ ペ レ ー タ お よび メ ン テ ナ ン ス 要 員 養 成 の 学 校 は 多 く あ

り,基 本 的 分 野 で の人 材 不 足 は 充 た さ れ つ つ あ る。 し か し プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ

ー
,シ ニ ア ・シ ス テ ム ・ア ナ リ ス ト,プ ロ ジェ ク ト ・アナ リス トな ど,ユ ー ザ ー が
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か か え てい る問題,ス ケジュー リングお よび予算 計画 な ど を理 解 す る人 材 に欠 け

てい る。イスラエルのほ とん どの大学 には コン ピュー タ ・サイエ ンス ・コー スが設 け

られ てお り,1975年 には600人 以 上 の 卒 業 生 を 出す 。しか し彼 らがす ぐ

に プロ ジ ェク トリー ダ ー な どに は なれ ない 」

1967年 ～1970年 にか け て 欧米 か ら コ ン ピュー タの 専 門 家が150人

ほ ど移 住 して き たが70年 以 後は 激 減 して い る。

ら

〈 デ ー タ通 信 〉

イ ス ラ エ ノレ通 信 省 の 発 表 に よ る と,現 在 の デ ー タ 通 信 回 線 数 は45,発 注 中

の も の が58で あ るが,こ れ が1980年 に は1,700回 線 と な り タ ー ミ ナ ・

ル は2 ・500と 急 激 な 増 加 を 示 す 。 そ の 要 員 と し て コ ン ピ ュ ー タ の 直 接

使 用 料 の 高 い こ と,セ ン ト ラ ル ・デ ー タ ベ ー ス と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク の 発 達,適 切 な エ キ ス パ ー トの 練 成 な どが あげ られ る。そ し て

高 集 積 回 路 の 発 達 に お け る ミニ コ ン ピ ュ ー タの 大 幅 な 増 加 と,そ れ に と も な う

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ノレの 利 用 の 広 が りが さ ら に デ ー タ 通 信 の 発 達 に 拍

車 を か け る だ ろ う。 し か し セ ン ト ラ ノレ ・デ ー タ ベ ー ス の 建 設 の 遅 れ,モ デ ノレや

回 線 の コ ス ト高 な ど の 問 題 も あ る。
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南 ア フ リカ 連 邦 共 和 国

<南 ア の コ ン ピ ュ ー タ 市 場>

1959年,初 め て コ ン ピ ュー タ を 導 入 し た 南 ア連 邦 は,コ ン ピ ュ ー タ ・ユ

ー ザ ー と し て は 後 発 組 だ っ た
。 南 ア 第1号 の コ ン ピ ュー タ は,ICLの 第 一 世

代 マ シ ン,ICL1201で あ っ た 。 こ れ は 自動 車 免 許 更 新 事 務 な ど 限 られ た 仕

事 に 用 い られ た 。 同 国 第2号 は 同 じ 英 国 のFerrati社 の ペ ノレセ ウス と い う マ シ

ンで,導 入 した の は 南 ア最 大 の生

命 保 険 会 社01dMutualだ った。

導 入以 後 の コ ン ピュー タ利 用 は

急速 に 伸び,1970年 か ら72

年 まで の間 の コ ン ピュー タお よび

関 連 機器 の 輸 入 の 累積 総額 は,米

国 商 務 省 の 報 告 に よ る と,1億900

万 ドノレにの ぼ った 。 年 次別 の 内訳

は70年3,230万 ドノレ,71年

4,300万 ドノレ,72年3,390

万 ドルで あ る。

図 五一51は72年 の 数 字 を さ ら

に 輸入 相 手 国 別 に みた もの で あ る。

図 正一52は さ らに72年 と70

年 の 輸入 相 手国 の シ ェア で あ る。

南 アの コ ン ピ ュー タ市 場 は着 実

に 成 長 す る とみ られ るが,関 連 装

置 の 中 で と りわ げ大 き な 可 能性 が

図]1-51

(1万 ドル)

1,500

1,000

500

0

1972年 相 手 国別EDP

機 器の 輸入 額

米 英 西 仏 伊
国 国 独

ベ

ル
ギ

ー

あ る と思 わ れ るの は,リ ア ル タ イ ム ・オ ン ラ イ ン ・ア ク セ ス の で き る タ_ミ ナ

ル を 含 め た フ ロ ン トエ ン ド機 器 ,デ ィ ス ク お よび デ ィス ク ・ ド ライ ブ,テ ー プ ,
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図皿一52

1970年

南 ア フ リカ のEDP機 器 輸 入 相 手 国 シ ェ ア

(1970-72年)

1972年

その他19%

日本2%

西独7%

4

パ ンチ ・カー ド ,カ ー ドパ ンチ機,カ ー ドリー ダ ー,エ ア コ ン装 置 な どで あ る。

現 在 これ ら周 辺 装 置 の 多 くは 米 国か ら輸 入 され て い るが,こ の 分 野 に参 入 して

い るのは 比 較 的小 さな 米 国 周辺 装 置 メー カー で あ る。

〈 メー カー 別 シ ェ ア 〉

メ ー カ ー 別 の コ'ン ヒiユ;タ 設置 状 況 を み る と,IBM,ICL,Bur .roughs,

NCRの 順 に な る。IBM製 の コ ン ピ ュー タは230台 以 上 あ る と 推 定 さ れ,そ

の うち170台 は360シ リ ー ズ だ と み られ る。ICL製 コ ン ピ ュ ー タは180

台 を 超 す と み られ,殆 ん どは1900シ リ ー ズ で あ るが,2900シ リ ー ズ の

発 表 後,Barclay銀 行 が2980,SouthAfricanMutualLifeAssur-

ance社 が2970の 大 口 発 注 を し て い る。Burroughsは,推 定 に よ れ ば 約

75台 の コ ン ピ ュ ー タ を 大 銀 行 に 売 り込 ん で い る。NCRの 設 置 ベ ー スは 約70

台 と み ら れ,そ の 多 くは316シ リ ー ズ で あ るが,セ ン チ ュ リ ー ・シ リー ズ も

含 ま れ て い る。・Univacは,同 社 発 表 に よ れ ば12台 の コ ン ピ ュ ー タを 設 置 し
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て い る とい う。 そ の 殆 ん どは1106と1108で あ る。,西 独 のSiemensが

最 近4004-45を ひ っ さ げ て こ の 市 場 に 参 入 し た が,セ ン ト ラ チ ェ ン肥 料

工 場 のIBM360/30を リ プ レ ー ス す る とい う業 績 を あ げ て い る。

南 ア の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー の 殆 ん どは,レ ン タ ノレか リー ス 方 式 で 利 用 し

て い る。 こ れ は メ ン テ ナ ン ス が リー ス 契 約 に 含 ま れ る こ と,"劇 的"に 新 世 代

機 が 登 場 し て も す ぐ乗 り換 え が で き る こ と な ど の 柔 軟 性 が あ る た め とみ ら れ る。

た だ 政 府 官 庁 に お い て は,支 払 い ベ ー ス の 関 係 で,買 い 取 り の 方 が 多 くな っ て

い る。

◎

,̀

〈非 効 率 性 の 問題 〉

南 アは 熟練 労働 者,プ ロ グ ラマー,マ ネ ジャーの 不 足 とい う問題 に直 面 し て

お り,こ れが よ り高度 な ア プ リケー シ ョン開発 にお け るネ ック とな って い る。

主要 コ ン ピュー タ ・メー カ ーは それ ぞ れ この 国の コ ン ピ ュー タ市 場 に参 入 し,

よ り大 型 の,そ して複 雑 な コ ン ピュー タ ・シス テ ムを 売 りこん で い るが,こ の

国が 必 要 としてい るの は 比較 的 小 さな メー カーが 供 給 して い る補 助 的装 置 で あ

り,高 度な ア プ リ ケー シ ョン に対す る コ ンサ ノレタ ン ト ・サ ー ビスで あ る。 この

こ とは 市場 参入 を 難 し くし て い る原 因 の一 つ で もあ る とい え よ う。

事 務 計算 用 に 使わ れ て い る コ ン ピュー タの ほ と ん どは 会 計 計 算,送 り状 作 成,

給与 計算 とい った ノレー チ ン ・ワー クに 限 られ てい る。 「南 アの コ ン ピュー タ利

用は,コ ス トの 節約 に も経 営 の 合理 化 に もほ とん ど役 立 って い な い 」 とい う指

摘 もあ る。 事 務 計 算用 と、して 導 入 され た コ ン ピュー タが 浪 費 機 械 に終 わ って い

る主 な 理 由は,導 入 企 業 の 楽 観 性 に あ る。 事務 職 員の 削 減 が た と え で きて も,

コ ン ピュー タ要 員 の 増 加 を忘 れ て お り,さ らに も っ と経 費 の か か るEDP装 置

の 使い 方 に あ ま りに無 駄 が 多 す ぎ る とい われ る。

南 アは 最 新 の ハ ー ドウ ェ アを も っては い るが,ネ ッ トワー クや シス テ ム ・デ

ザ イ ンに欠 け る。 非 効率 性 の 原 因は,大 半 の会 社 で 能 力に 合 わ な い 第 三 世 代 機

を導 入 した こ とに起 因す る。 第 三 世 代 機を 導 入す る理 由は,問 題 が お き る と ユ
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に あ る。 ス ペ シ ャ リス トが 問 題 を マ シ ンに 転 化 し が ち な の で あ る。

φ

〈 サ ー ビス 〉

大 規 模 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー は 高 い コ ン ピ ュ ー タ ・コ ス トの 一 部 償 却 を 目

的 と し て,余 った コ ン ピ ュ ー タ ・タ イ ムの 販 売 を 行 っ て い る。CPUタ イ ム購

入 希 望 会 社 と の 間 を と り もつ 唯 一 の ブ ・一 カ ー は,英 国 のComputerResale

Brokers(CRB)社 の 子 会 社,南 ア フ リ カCRB社 だ 。

同 社 は コ ン ピ ュ ー タ の 輸 出 も 手 が け て い る 。 も ち ろ ん 南 ア には 真 の 意 味 で の

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が 存 在 し な い の で
,同 社 が 輸 出 す る の は 中 古 機 で あ る。

南 ア に は 中 古 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は な く,ユ ー ザ ー も 使 い た が ら な い 。

サ ー ビ ス 会 社 は コ ン ピ ュ ー タ導 入 の 先 頭 に 立 った が ,そ の 取 扱 い 分 野 は 財 務,

会 計 関 係 に ほ と ん ど限 られ て お り,よ り複 雑 な ア プ リ ケ ー シ ョ ンは 極 め て 少 な

いo

▲

鯵

、

●
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束 ア フ リカ 諸 国

ケニア,ウ ガ ン ダ,タ ンザ ニ ア とい った 東 ア フ リカの 国 々に は依 然 旧英 国植

民地 の 名残 りが あ る。 英 国 植 民 地 化 され た 第1次 大 戦後 以 降 の英 国 の文 化 ・行

政 的 支 配は,1963年 の 独 立 以 後,層言語 と英 国 企業 に よ る支 配 にか わ って続

い て い る。

ケ ニア にお い て英 国は 最 大の 貿 易相 手 国で あ り,英 国 に と って も ケニ ア は ア

フ リカ第4の 大 マ ー ケ ッ トにな って い る。1973年 度 の ケ ニア に対 す る英 国

の 総 輸 出は6,090万 ポ ン ドにの ぼ る。 この うち電 子 機 器 輸 出額 は400万 ポ

ン ド,科 学 機器 は150万 ポ ン ドで あ る。

東 ア フ リカの 政 治 的 流 動 性は 激 しい。ICLは この政 治 サ イ ク ノレの 移 りの 中

で 生 き残 り,東 ア フ リカICLの オ フ ィスは ケ ニ アの首 都 ナ イ ロ ビに お か れ て

い る。74年 度 の 売 り上 げ は120万 ポ ン ドで,前 年 よ り30%の 伸 び で あ る。

同社 幹 部 に よれ ば,世 界 全体 で はIBM

は 市場 の70%を 独 占す るほ ど強大 だが,

ケニ アに お いて はICLは よ り大 きな パ

ー セ ンテ ー ジを も ってい る
。 同 社 の東 ア

フ リカ 市 場 活 動 は ケ ニ ア の 他 ウ ガ ン ダ,

タ ン ザ ニ ア,ザ ン ビア,モ ー リシ ャ ス も

カ バ ー し,こ こ で21台 を 設 置 し て い る。

72年 か ら73年 に か け て5ケ 国 か ら の

収 入 は163万2,000ポ ン ド,純 益 は

29万9,000ポ ン ドと い う。 一

しか し も ち ろ ん,IBM,NCR,Sie-

mens,富 士 通 とい った 競 争 会 社 も攻 勢 を 強 め て い る。

ICL以 外 の 現 在 の 市 場 シ ェ ア は,IBMが 約16% ,Burroughsカ ミ2%,

NCR,富 士 通 が 少 々 とな っ て い る。 第3世 代 コ ン ピ ュ ー タが 入 った の はICL
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とIBMが 同 時 の1966年 で,ICL1902がEastAfricanPostsand

Teleco㎜unicationsに,IBM360/20がEastAfricanAirways

に 設 置 され た 。

近 代 化 の 基 礎 を な す も の と し て,ケ ニ ア 政 府 は テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 非

常 に 力 を 入 れ て お り,経 済 的 に 許 す 限 り 予 算 を 組 ん で い る。 ケ ニ ア は 年15.000

台 と い う電 話 加 入 の 増 加 率 を も って い る が,こ こ で も問 題 に な る の は ス ペ シ ャ

リス トの 不 足 で あ り,こ の 問 題 解 決 に は 特 に 海 外 に 期 待 し てい る 。

◎,

な

o、

、
匂
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イ ン ド

<市 場 概 要>

1973年7月 末 現 在 イ ン ドで 稼 動 し てい る コ ン ピュー タは192台,そ の

ほ とん どは65年 以 降 に 設置 され た もの で あ る。 メー カー別 に その 内 訳 を み た

　

も の が 図 正一53で あ る が,IBM図 五一53:イ ン ドの メ ー カー 別 コ

が7割 以 上 の シ ェ ア を 有 し て い る。 ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

機 種 別 の 設置 状 況 内訳 を み る と,

IBM1400シ リーズが109台 と

最 も多 く,360シ リーズな ど若 干

の 例 外 を 除 けば そ の 大 多 数は 第2

世 代 機 の コ ン ピ ュー タで あ る。

イ ン ドでは140の 組織 に192

台 の コ ン ピュー タが 設置 され て い

るが,そ の うちの72台 は21の

組 織 に集 中 してい る。 業 種 別 の 設

置 状 況 で は146台 が 各 産業 に,

そ し て46台 は 研 究 お よび 教 育機

関 に 設置 され てい る。 各 産 業 に 設

置 され て い る146台 の うち67

イン ド製 コン ピュー タ

4台(20%)

Elliot

3台(16%)

Honeywel

lO台

(5.2S

ソ連製 コン ピュー タ

3台(L6%)

その他
5台(26%)

囲 そ の 他 の 内 訳 は,Ferranti',

CDC1,VARIAN2,Hewlett-

Packard1で あ る 。

台 は 公 共 セ ク ター に属 して い る。τまた,コ ン ピュー タを 設 置 して い る研 究 お よ

び 教 育機 関 の大 部 分は,政 府 に よ って 直 接 的 に,あ るい は 独 立 の 教 育,研 究組

織 を 通 じて 間接 的 に運 営 され て い る。 この よ うに イ ン ドの コ ン ピ ュー タ市 場 に

お け る政府 の地 位 は 非 常 に高 い。

イ ン ドに 設置 され てい る コ ン ピュー タのほ とん どは,大 都 市 お よび そ の周 辺

に 集 中 し て い る。 最 も 多 い の が ボ ン ベ イ で,54台 が 設 置 さ れ て い る。

次 い で デ リー(25台)カ ル カ ッ タ(21台),バ ン ガ ロLル ・(17
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台)の 順 で,こ れ ら4地 域で 全体 の6割 以上 に達 してい る。

さ て,今 後 の 需 要 予 測 で あ るが,こ れ に つ い ては 異 な った 基 準 の も とに各 種

の予 測 が 行 わ れ て い る。 しか し概 ね1980年 で500台 前後 とな ってい る。

しか しそ の 後 策 定 され た 政府 の第5次5カ 年 計 画(1975～1980年)に よ

れ ば,5年 間で 大 型 コ ン ピュー タ3台,中 一大 型16台,中 型285台,小 型

お よび ミニ185台 の 導 入 が 計 画 され てお り,80年 末 には 約680台 の コ ン

ピュー タが 稼 動 す るこ とにな る。

図 皿一54=イ ン ドの業 種 別 コ ン ビ=・一一タ設置 状 況

今 〆

`

石油'同 関連産業(5台)

ヒ学 ・

関連産業

(14台)

電

気

機

器
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鉄道 ・航空
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そ の 他 研究 およひ教育機関

(16台)(46台)

192〈 台)

〈 政 府 の コン ピ ュ_タ 施 策 〉

す で に 述 べ た よ うに イ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ市 場 に お い て は,政 府 は 非 常 に 大

き な 役 割 を 果 し て い る。 政 府 は,コ ン ピ ュ ー タ化 に よ る雇 用 へ の イ ン パ ク トの

問 題 も あ り,コ ン ピ ュ ー タ化 へ の プ ・ セ ス に 対 し て は 大 き な 関 心 を 持 っ て 対 処

し て い る。69年 に は オ ー トメ ー シ ・ ン委 員 会 を,そ し て71年 に は エ レ ク ト

ロ ニ ク ス 委 員 会 を 設 置 し,政 府 の と るべ き施 策 を 諮 問 し た 。 そ し て こ れ ら委 員

会 の 勧 告 の 線 に 沿 い,政 府 は コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 国 産 化 に 力 を 入 れ て い る。 現

在 コ ン ピ ュー タの 国 産 化 は,政 府 が100%出 資 したElectronicsCorpo-

rationofIndiaLtd.(ECIL)に よ っ て の み 進 め られ てい る。ECIL

は 今 まで にTDC-12,312,16を 開 発 し て お り,3.5世 代 の 中 一 大 型 マ シ
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ンの 開 発 に も着 手 して い る とい わ れ てい る。

政府 は,国 産 化 政 策 の枠 内 での 外 国 企業 に よ る技 術 協 力は歓 迎 してい るが,

絶 対 的 マー ケ ッ ト ・シ ェアを 有す るIBMに 対 し ては対 立 的 な 姿 勢 を み せ て い

る。IBMの イ ン ド市 場 にお け る73年 の 売上 げ は700万 ドノレと言 わ れ て お

り,ま す ます 巨 大 化 す るIBMイ ン ドに対 し,政 府 は民 族 資 本の 参 加 を要 請 し

てい る。 これ に対 しIBMは 強 く反 発 し てい るが,60年 ～74年 半 ば まで に

銀 行;保 険事業を 中心 に30件 以上の外国企業を 国有化 した 実績を持つ イン ド

だ け に,今 後 どの よ うな 動 きに 出 るか 注 目され て い る。
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ア フ ガ ニ ス タ ン

1973年3月17日,ア フ ガ ニ ス タ ンに お け る最 初 の コ ン ピ ュー タがABM

(AfghanBusinessMachineCorporation-1971年 に 設 立 さ れ た)

の 手 に よ り,首 都 カ プ ー ノレの イ ン タ ー ナ シ ョナ ノレ ・ホ テ ノレに 設 置 され た
。 こ れ

は4,500万 キ ャ ラク タ の 容 量 で,1分 間 に250万 キ ャ ラ ク タを 処 理 で き
,

カ ブ ー ノレの 様 々な 組 織 に お け る 会 計 事 務 お よび 記録 保 持 の 能 率 を 向 上 さ せ るだ

ろ う。

こ れ ま で は 同 国 の デ ー タ処 理 は,外 国 に 依 存 し て い た 。 こ の コ ン ピ ュ ー タの

設 置 は デ ー タ 処 理 を 国 内 で 可 能 に し 外 貨 の 節 約 に 貢 献 す る と こ ろ と な ろ う。
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シ ン ガ ポ ー ル

シ ン ガポー ノレのGNPは1973年 に,前 年 比22%増 で39億7,000万

ドル に達 した 。 同 年 にお け る輸 入 高は,前 年 比31.7%増 で50億4,000万

ドル に達 し,こ の うち 米 国 製 品 の 輸入 高 は2億5、730万 ドノレで あ る。

シ ン ガポ ー ノレの 米 国 大 使 館 に よ る と,同 国 に対す る米 製 品 の 輸 出高 は 伸 び て

お り,EDP装 置の 輸 出につ いて も,米 商 務 省 が 展 示 会な どを 開 催 して取 り組

ん で い る。 同 省 に よ る と,今 後 数 年 間 シ ソ ガポー ・レで最 も大 きな 市 場 性 を 持 っ

て い るもの とし ては,コ ン ピュ ー タ本 体,キ ー ・パ ンチ,キ ー ・ツー ・チーフ/

デ ィス ク,タ ー ミナ ノレな どの 機器 と,ユ ー ザ ー と しては サー ビス ・ビュ ロ ウ,

金 融,製 造 業(特 に石 油化 学,造 船)が 指 摘 され て い る。

コ ン ピュー タ本 体 …… シ ン ガポ ー ノ・は この 地域 にお け る貿 易,金 融 の 中 心地

で あ り,コ ン ピ ュー タお よび 関連 装 置 市場 も拡大 し てい る。 最 近 の コ ス ト増,

労働 力不 足な どの 傾 向 に伴 な い,EDP機 器 に 対す る関心 も高 ま って い る。 電

気通 信 局,国 防省,港 湾 お よ び空 港 当 局,厚 生 省な どは,新 し い コ ン ピュー タ

の 導 入 を 計画 し てい る。 な お1973年 の コ ン ピ ュー タ市場 規 模は3 ,900万

ドルだ が,米 国 は この うち40%を 占有 してい る。

通 信装 置 … … シ ンガ ポ ー ルの 電 気通 信 市場 は,過 去1年 間 で 倍 増 とい うよ う

な 目 ざま しい 発 展 ぶ りを み せ て い る。 電 気 通 信 当局 は,74年 か ら2億2,500

万 ドノ・を投 じて通 信 分 野 の 拡 充 計 画を 推進 して い る。 特 に力 を 入 れ てい るの は

電話 シス テ ムの拡 張 で,1億2,000万 ドノ・を 投 じて,電 話 台 数 の 増 大 を 行 な

お うと して い る。 現 在 シ ンガ ポ ー ノレには,人 口100人 当 り11台 の 電話 しか

な い が,計 画 では これ を18.2台 に まで 高め よ うと してい る。 な お テ レ ック ス

の拡 張 に も,1億400万 ドノレが投 下 され る予 定 で,テ レ ック ス回 線 も現 在 の

1,200本 が一 挙 に2,400本 と倍 増 させ よ うと してい る。

医 療 分野 … … シ ン ガポ ー ノレのEDP市 場 とし て,今 後は 医療 分 野 が 注 目され

よ う。 同国 政 府 は,病 院 建 設5ケ 年 計 画(75-80年)を 進 め て お り,先 ず
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ベ ッ ド数1,350の 病 院 か ら 建 設 に着 手 し,多 くの オ ー ト メ ・シ ス テ ム を 導 入

し て い く予 定 。 次 い で ベ ッ ド数1,700,460の 病 院 も 計 画 し て お り,政 府

は こ こ で,最 新 の メ デ ィ カ ノレ ・エ レ ク トロ ニ ク ス装 置 を 利 用 す る 計 画 で あ る。

サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ… … 現 在 シ ン ガ ポ ー ノレに は,サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウが10

社 あ り,そ の うち3社 は メ ー カ ー に よ り運 営 さ れ て い る 。10社 の うち9社 を

調 査 した と こ ろ,こ れ ら9社 の コ ン ビ=一 夕利 用 台 数 は15台,ま た74年 中

に は リ プレー ス あ るい は 新 規 導 入 分 と し て,6台 が 設 置 さ れ た 見 込 み で あ る。な お

AsianComputerServicesPTE.Ltd(ACS)と い う サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ

ウは74年 にIBM370/115を 設 置 した 。 こ れ は 日 本 を 除 け ば ア ジ ア で

初 の370/115で あ る。
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ビ ル マ

1973年4月 首 都 ラ ングー ンに最 初 の コ ン ピ ュー タICL1902が 設 置 さ

れ た 。 これは 同 国 初 の 国勢 調 査 に用い るの が 主 目的 で,1976年 まで に ビノ・

マ政 府 が122万5.000ド ノレを投 資 す るほ か に,国 連 開 発 計 画(UNDP)がUN-

ESCOを 通 じて122万9,800ド ル(こ の うち77万2,000ド ルは,コ ン ピ ュー

タお よび 周 辺 機 器 の 購 入 に 当 て られ る)を,ま た国 連 人 口問題 基 金(UNFPA)

が人 口調 査の た め に120万 ドノ・を それ ぞ れ 供 出す る。 この よ うに 同国 の コ ン

ピュー タ設置 は,発 展 途 上 国 に 対す る国連 の 開 発 計 画の モ デノレ ・ケー ス と し て

も注 目 され る。

この コン ピュー タ ・セ ンターは 単 に 国 勢 調 査 の た め だけ で な く,あ ら ゆ る分 野

の産 業 振興 のた め に利 用 され る。 各 種 官 庁 な どは 以 下 の よ うな 利用 計 画 を 立 て

て い る。

・運 輸 省:貨 物 お よび 乗 客統 計の 処 理 。 将 来 は 航 空 輸送,鉄 道 シ ス テ ム .,運 賃

構 造 の ス ケ ジ ュー リ ングお よび 構 成 。

・企 画 省:ビ ノレマ経 済 開発 のた め の数 学 モ デ ノレ。

・MYanmaOilCorporation(国 営 企 業):石 油製 品 の 在庫 管 理 。

・電 力委 員 会:ラ ング ー ン技 術 研 究 所 と協 力 して 電 力 シス テム 全体 に 関す る完

全 な エ ン ジニ ア リング ・ス タデ ィ。

・農 業 研 究 所:現 在 手 作業 で 行 って い る米の 品 種改 良の テ ス トデ ー タの 処 理 。

・ ビル マ医療 研 究所:児 童 の 年 令,成 長統 計,将 来 は保 健 道 徳,病 院 利 用 の統

計 処 理 。

ま た こ の セ ン タ ー は 応 用 コ ン ピ ュ ー タ ・サイエンス に関 す る理 学 修 士

を 養 成す る2年 間 の 全 日制 カ リキ ュ ラ ムお よび デ ー タ処 理 に 関す る2年 間 の

定 時制 免 許 コ ー スの2つ の 教 育 プ ログ ラムを 開始 した 。 この 計 画 を 助 け るた

め に国 連 か ら専 門 家 チー ムが 派 遣 され るこ と にな って い る。
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ホ ン コ ン

ホ ン コ ン 全 産 業 のEDP支 出 の 約50%は 銀 行 が 占 め る
。 香 港 上 海 銀 行 は ホ

ン コ ン最 大 の 銀 行 で ま た ホ ン コ ンIBMの 最 大 の ユ ー ザ ー で あ る
。IBMユ ー

ザ ー 協 会 の メ ン バ ー は 同 行 の 他,ChinaLightofPowerCo .,Sealand

Corp・ ・IDS,SwireGroupか ら な っ て い るo

コ ン ピ ュ 一 夕協 会 と し て は
,ホ ン コ ン ・コ ン ピ ュ ー タ 協 会,ブ リテ ィ ッ シ ュ

・ コ ン ピ ュ ー タ 協 会
,ホ ン コ ン ・マ ネ ジ メ ン ト ・ア ソ シ エ ー シ ョ ンが あ る 。

表 皿一25:メ ー カ ー 別 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

71年6月 73年9月

IBM 18 40

ICL 8 12

NCR 20 13

Univac 12 13

DEC 3 8

DataGeneral 10
8

CDC
'0

2'

Raytheon 0 4

Hewlett-Packard 2 2

ComputerAutomation' 0 3

日 本 電 気 1 1

合 計 64 106
`

r

(ModernData誌 調 べ)

タ
ノ

拶
十

,

讐べ

・ゼノ

サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー に は・ホ ン コ ンIBM,NCR,ChartaredOn-

Line(UnivacllO6),AsiaDataCorp.(ICLコ ン ピ ュ ー タ)が あ る。

汎 用 機 メ ー カ ー の う ち 現 地 法 人 を も っ て い る の は ・IBM,NCR,ICLの3
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社 で,Univac,Burroughsは: ,支 店 を も つ 。

ホ ン コ ン政 府 はDPDと い う部 門 に デ ー タ処 理 を 一 任 し て い る。DPDは 現

在10プ ロ ジ ェ ク トを も っ て お り,ICL1903を 使 用 し て い る。

図 五一55:年 度 別 設 置 台 数 推 移
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台 湾

米 国 商 務 省 に よれ ば,台 湾 の 産業 分 野は ハ イ ・ペ ー スで 近代 化 が進 ん で お り,

コ ン ピュー タ市場 も拡 大 して い る。 台湾 のGNP伸 び 率 は,65年 一68年 が

9.9%,69年 一72年10.7%で あ り,ま た73年 には12.3%と い う伸 び

率 を示 した 。74年 に は11%と い う伸 び が 予測 され て い る。

台 湾 の コ ン ピュ ー タ市 場 で は,米 国 企業 が70%と い う大 きな シ ェアを 持 っ

て い る。 特 にCDCとIBMの2社 が,こ の市 場 で は 活 発 な 売 り込 み を 計 って

い る。IBMの 場 合 は,日 本 な ど海 外子 会 社 で 製造 され た 装 置 を 多 く持 ち 込 ん

でい る。 なお 日本 の メー カーは,5%の シ ェアを 持 ってい る。

1976年 には,コ ン ピュー タ市 場 の伸 び 率 が 年間25%と い う大 きな もの

にな ると 見込 まれ る。 台 湾で は 同 国政 府 が,主 要 なEDPユ ー ザーで あ る工業

分野 の80%を コ ン トロー ノレして い るた め,政 府 が最 大の カ ス トマ ーで あ る と

言 え る。 しか し純 然た る民 間 分 野 も,コ ン ピュー タに対す る関 心 を 高 め て い る

た め,数 年 後 には 政府 オ ン リー とい う状態は な くな るか も知 れ な い 。

台 湾政 府 は 目下,㌧ こイ ・ア メ リカ ン"政 策を 推進 し てお り,日 本 との 収 支

バ ラ ンスを 好 転 さぜ よ うと し てい る。 日本 と台湾 の 関係 に よ って,米 国 メー カ

ーは ます ます 有 利 にな る と思わ れ るが ,米 メー カーは 日本 に対 す る警 戒 を ゆ る

め ては い な い 。 米 商 務 省 で は 台 湾 の コ ン ピュー タ市場 で 成功 す る要 因 と して,

① 最 新 の高 度 な 技 術,② 信 頼性 あ るア フ タ ー ・サ ー ビス,③ 迅 速 な 納 入 を あ げ

て い る。

〈期 待 され る ミニ ・コ ン ピ ュー タ〉

小 ～ 中型 コ ン ピ ュー タは,今 後3年 間 は 年 間平 均25%の ペ ー ス で伸 び る も

の と 予測 され る。 また ミニ ・コ ン ピュ ー タは,同 時期 に 年 間50～150%と

い う大 きな 伸 び 率 を達 成 しよ う。 周 辺 装 置 に つ い て は 年 間25%の 伸び が 見

込 まれ る。
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台 湾の ユー ザ ーは,独 立 系 周辺 装 置 メー カーの 装置 に関 心 を 寄 せ て い る。 し

か し 同市 場 で 装 置 を 売 り込む には,現 地 に サ ー ビス施 設を 設立す る こ とが 重要

にな る。 な お 今 後,台 湾 市場 で 売れ そ うな 品 目と し ては,・ コ ン ピュー タ本 体

(ミ ニ ・コン～ 大型)・ リモー ト ・ター ミナ ル装 置 ・入 出 力 ア ノレフ ァニ ュー メ

リ 〃.キ ー ボー ド ・MICRな どが あげ られ る。 」

,.夕

〆⑨
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ア イ ル ラ ン ド

〈ECへ の 参 加 〉

ア イノレラン ドは 人 口300万 弱,労 働 人 口lbo万 強 で 国 内 資源 に恵 まれ て

いな いの で 日本 や 英 国 以 上 に貿 易 依 存 度 の 高 い 国 で あ る。1973年 の 欧 州 共

同市 場 への参加は 同国 の輸 出状況,特 にエ レク トロニクス産業 に好結果を もた らして

い る。1974年 の エレク トロニクス`関 係 総 輸 出高 は73年 の4、800万 ポ ン ドか ら

7,500万 ポ ン ドと大 幅 な伸 び を示 し,こ の うち コ ン ピ ュー タ,電 子 医 療 機器

お よび 電 気 通 信 の 輸 出高は72年 の 倍 増 の3,700万 ポ ン ドで あ る。 また エ レ

ク トロニ クス 関連 の対 欧 州 向け 輸 出額 は300万 ポ ン ド伸 び て1,000万 ポ ン

ドで あ った 。

弓

φ

〈 外 資企業 の 進 出〉

ア イ ノ・ラン ドの コ ン ピュー タ関連 企業 の ほ とん どは 外 国 系 企 業 で,特 にEC

へ参 加 し てか らは ア イ ノレラン ドを 欧 州進 出の 足が か りにす る意 図 で 外 国企 業 が

積 極 的 に進 出す る気 配 で あ る。逆 に ア イ ノレラ ン ドも これ らの 製 品 の 親 会社 の 諸

国へ の 輸 出を 行 って外 貨 を か せ ぐこ とに 成功 してい るので,外 国 企業 へ の 積 極

的な 誘 致 を 行 っ てい る。

外 国企業 が 進 出しやす い 理 由 を 挙 げ る と以 下の4点 に な る。(1)欧 州共 同市 場

へ の 輸 出が 免 税 とな るこ と。(2)IDA(IndustrialDevelopmentAut-

hority－ ア イノレラ ン ドの 産業 振 興 に責 任 を 持 つ 政府 機構)が 外国 企業の誘致

に積 極 的 な こ と(工 場 建 設 に対 して 補 助 金 を 出す 等)。(3)ア ィル ラ!ド の教 育

水 準が 高い こ と。(4)ア イル ラ ン ドの 首脳 が,現 代 の風 潮 で あ る多 国籍 企業 に 対

す る毛嫌 い を し て いな い こ と。

も っ と もア イ ノレラ ン ドもた だ無 制 限 に 外 国 企業 を 歓 迎 してい るわ け で はな い。

「低い 労働 コ ス トを あ て に し てい る よ うな ものは ご免 こ うむ る」 とIDAの ス

ポ ー ク ス マ ンは 言 明 して い る。
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ア イ ノ・ラ ン ドに 進 出 し た 企 業 で も っ と も成 功 を お さ め て い る の は 米 国 の ミ ニ

コ ン ・メ ー カ ー のDEC(DigitalEquipmentCorporation)で あ る。 同

社 は1971年 にIDAの 誘 致 に よ り ゴ ー ル ウ ェ ー 市 に 進 出 し,1973年 に

は600万 ポ ン ドの 生 産 を 行 う と 同 時 に 各 種 の 研 究 開 発 を 行 っ て い る。 ま た 近

く,100万 ポ ン ドを か け て 新 工 場 を 建 設 す る予 定 で あ る。

1974年6月 に 日本 電 気(NEC)が200万 ポ ン ドを か け て 新 工 場 を 建 設 す

る と発 表 し た 。

<国 産 企業>

Queleq社 は ア イ ノ・ラ ン ド唯 一 の 国産 ゴ ン ピュ一 夕会社 で あ る。 同社 は ダ ン

ドー ク市 に本 拠 を 置 き動 物飼 料 の 配 合 シス テ ム で 成功を 納 め て い る。 これ は 動

物 飼 料 を 栄 養 価 と コ ス トの2条 件 か ら考 え て 最 適 に組み 合 せ る もの で あ る。 最

初は1950年 代 の 後 半 に ア ナ ・4コ ン ピュ ー タを用い て 始 め た が,そ の ユ ニ

ー ク さ と実 用 的 な ア イデ アが 受け て 着 実 な 成 長 を 示 し
,年 間100万 ポ ン ドの

売 り上げ を しめ す に 至 る と同 時 に30ケ 国 に 輸 出 されて い る。

〈電 気通 信業 界 〉

こ こ2～3年,電 話,電 信業 界 にお いて も本 格 的 な近代 化 が行 わ れ た 。1971

年 には 電 気 通 信 業 界に 携 わ る従業 員数 は 約11,500入 だ ったが,74年 末 に

24,000入 を 超 えた。
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財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園3-5-8

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

山 陽 株 式 会 社

東京都港区芝琴平町19番 地

TEL(591)0248
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